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サッカー医・科学研究

　

第16巻(1996)

はじめに

インステップ・キックにおける超高速度

撮影によるインパクトの解析

　

磯

　

川

　

正

　

教1）小

　

嶋

　

武

　

次2）

　

サッカーにおいてインステップキックは

ｼ一｡－ト、パス、フリーキックあるいはゴール

キックなどでしばしば用いられる技術である。

したがって、インステップキックに関する研究

も数多く報告されている。なかでもインステッ

プキック中の動作分析は多くの報告がなされて

いる。

　

1)2)3)4)5)6)7)8)9)

　

戸苅たち8)はインパクト直前の蹴り足の速度

とボール速度との間に高い相関関係があると報

告している。渋川7)はキックをモデル化し、関

節の固定とボール速度の関係について報告し、

特に、足関節の固定がボール速度に大きく関係

していることを指摘している。浅＃1)は股関節

および膝関節トルクを力学的モデルから算出

し、キック動作のメカニズムを検討している。

　

しかし、インパクト時の動作を詳細に検討し

た報告は少なく、浅見2)かインパクト中の足関

節の剛体化とボール速度の関係を報告している

に過ぎない。本研究は、全力でのインステップ

キック中のインパクト時の力学的現象を超高速

度ビデオによる足関節の固定とボール接触位置

との関係を明らかにしようとするものである。

方

　

法

　

被験者はサッカーの経験年数が5年以上の大

学サッカー選手（19～22歳、身長平均174. 2cni、

体重平均65. 9kg)でインステップキックの技術

か優れている6名である。被験者には、キック

方向と同一線上から数歩の助走による同一平面

内での全力によるインステップキックを成功回

数が3回になるまで行わせた。

　

キック動作を超高速度ビデオカメラを用いて

側方から毎秒4500コマ、1/2000秒の露光時間

で撮影した。撮影されたビデオ画像から蹴り脚

の外側上穎（膝）、外課（くるぶし）、中側骨近

位端（くるぶしと指の付け根の中間）、中側骨

遠位端（足指の付け根）およびボールの位置座

標をビデオ・モーション・アナライザーで計測

した。

　

これらのデータをコンピュータに取り込み、

各部位の速度、各関節の角度や角速度および

ボール速度を算出した。また、インパクト時の

足部のボール接触位置（外課から外課と中足骨

近位端を結んだ直線上にボールの中心から垂直

に下ろした点までの距離；Ｌ）を計測した（図Ｄ。

図1

　

計測模式図

1)都立大学

　

2)東京大学
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結果と考察

インステップ・キックにおける超高速度撮影によるインパクトの解析

　

6名のインパクト直前の足部の平均速度は、

9.7±0. 76m/secであり、平均ボール速度は

25. 1±1. 80m/secであった。浅見2)が報告した

西ドイツのプロ選手のボール速度30. 9ni SeC、

Zernicke and Ｒｏｂｅｒts5)の報告した27.4ni/

ＳｅＣより小さいが、浅＃1)が大学サッカー選手

について報告したキック方向と同一方向からの

助走によるインステップキック時のボール速度

が24. 4m/secであることから、本研究における

被験者のインステップキック能力は大学サッ

カー選手としては比較的優れていると考えられ

る。
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を中心とした脚の相対質量の差が大きかったも

のと考えられる。

　

インステップーキックにおいてボール速度に

影響を与える要因は、インパクト直前の足部の

速度とインパクト時の相対質量であるといわれ

ている。相対質量の増大は各関節の固定による

蹴り脚の剛体化によるものであるか、特に、足

関節の固定が重要であるといわれている7)。
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図2足部の速度とボール速度との関係

　

図2にはインパクト直前の足部の速度とボー

ル速度の関係を示したものであるが、インパク

ト直前の足部の速度とボール速度には有意な相

関関係が認められた（p＜0.0D。

　

しかし、従

来報告されている足部の速度とボール速度の関

係8）に比べて相関がそれほど高くなかった。す

なわち、インパクト直前の足部の重心速度が同

じでもポール速度に最大約5. 5m/secの差か認め

られた。これは、インパクト中の足関節の固定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－

　　　　　　　　

Angularvelocity（/s）

図3最大足底屈角速度とボール速度／足速度との関係

　

図3はインパクト直前の足部の速度に対する

ボール速度の割合を示す相対的ボール速度とイ

ンパクト時における足関節の固定の指標となる

足関節の底屈の最大角速度との関係を示したも

のであるか、これらには有意な負の相関関係か

認められた(p＜0.05)。浅見2)はインパクト中

の足関節の最大角度変化と相対的ボール速度と

の間に相関関係が認められたと報告している。

いずれもインパクトによる足関節の底屈の大き

さ、すなわち足関節の固定の強さがボール速度

に影響を及ぼすことを示している。これらの結

果には、足部の速度の求め方が外課の速度と足

部の重心の速度と違いはあるが、渋川7)か力学

的モデルから導きだした足部の速度に対する

ボール速度の比の推定値に近い値を示した。

　

インパクト時の足関節の最大底屈角度はイン

パクト直前の足関節角度と有意な相関関係に

あった(図4:ｐ＜0.0D。これはインパクト直

前に足関節角度を小さくすること、すなわち、

一 一 一-
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インパクト前に足関節を底屈（足首を伸展）す

ることによってインパクト時の足関節の固定を

強固にすることが可能になることを示唆してい

る。

　

インパクト時のボールの中心と接触する足の

部位は中足骨近位端の近くである。

　

したがっ

て、足関節の固定か弱いとインパクト中の足関

節は底屈が大きくなり、相対質量が小さくな

る。図1の計測模式図のように、外課から外課

と中足骨近位端を結んだ線にボールの中心から

垂直に下ろした点までの距離として求めたボー

ル接触位置と最大底屈角速度には有意な相関関

係が認められた（図5 ; p <0.01)。これはイン
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との関係

パクト時のボール接触位置が足先に近いと足関

節のインパクトによる受動的な底屈か大きくな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3

り、固定か弱くなることを示している。

　

ボール接触位置が足関節の固定に関係かあれ

ば、ボール接触位置はボール速度に影響を及ぼ

すと考えられる。そこで、ボール接触位置とボ

ール速度との関係を示したのか図6である。ボ
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図6ボール接触位置と最大足底屈角速度との関係

－ル接触位置と足部の速度に対するボール速度

の割合である相対的ボール速度との間には有意

な相関関係か認められた(p＜0.0D。すなわち

ボール接触位置か足関節に近いと足関節部はイ

ンパクト中より強く固定され、足の速度を効率

よくボールに伝えることか可能となり、その結

果、相対的ボール速度は大きくなる。渋川7)か

力学的モデルから算出した足関節完全固定の場

合、足関節の外課の速度に対するボール速度の

比、すなわち、相対的ボール速度が1.37である

のに対して、本研究では足部の重心の速度に対

するボール速度の比を相対的ボール速度とした

ので、この相対的ボール速度は渋川か求めた相

対的ボール速度とわずかに違うか、平均で1.35

であった。このことから、本研究で実施したイ

ンステップキックにおけるインパクト中の足関

節はよく固定されていたことが推察される。

まとめ

　

6名の大学サッカー選手の全力によるインス

テップ・キックを超高速度ビデオで撮影し、イ



インステップ・キックにおける超高速度撮影によるインパクトの解析

ンパクト中の力学的現象を測定して、ボール速

度に影響を与える蹴り脚の動作特性を分析し

た。

1)ボール速度は蹴り脚のインパクト直前の速度

　

と有意な相関関係を示した。

2)足部の速度に対するボール速度の比はインパ

　

クト中の蹴り脚の足関節の底屈角速度によっ

　

て示される足関節の固定と有意な相関関係を

　

示した。

3)足関節の固定にはインパクト時のホール接触

　

位置か関与していることが実証された。

提

　

言

　

ジュニア年代にインステップ、キックを練習

するときはアップシューズを使用するべきであ

る。

　

その理由はスパイクを使用するとアップ

シューズを使用するときよりも足底面が強く固

定されるので、インステップ・キック時のイン

パクトが足の中側骨遠位端（つま先）に近いと

足関節や前頚骨筋に大きな負担かかかり、足の

傷害の原因となる。

②逆に筋力かおるものはトウ・キックでも飛距

離が得られるために正確なインステップ・キッ

ク技術の、獲得ができない。
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サッカーのヘディング技術と眼瞼反射との関係について

中屋敷

　

サッカーにおけるヘディングは、ボールを頭

部でコントロールする技術であり、球技の中で

もサッカーだけに見られる特殊な運動技術であ

る。

　

ヘディングに関する研究報告は数多くみられ

るか、その多くはバイオメカニクスを分野とし

たフォーム分析や、その使用頻度等に関する

ゲーム分析が中心となっている。その中で、方

法学的にヘディングの良いフォームや仕方など

についての結論は、既に示されているように思

われる。しかし、ヘディングの重要性について

は、ゲーム分析を通じた報告から間接的にとら

えるしかない。太田ら4)、日本蹴球協会科学研

究部3)、堀口ら1)、梶山2)のゲーム分析の結

果、ゲーム中のヘディングの使用頻度は、他の

技術と比較して最も少なくチームおよび選手な

どに、それぞれの特徴がみられ、ポジション別

ではディフェンダーとフォワードか多かったと

報告している。

これらの報告から、ヘディングは、ゴール前で

の攻防などで数多く使用されることか考えら

れ、ゲームの勝敗にも大きく影響し、ゲームの

決定的局面において果たす役割は極めて大きい

と言える。

　

このように、ヘディングは重要な技術であり

ながら、選手個々の技能の差が他の技術と比較

して大きいように思える。この差は、ヘディン

グの練習量の差として生じたものと考えられる

か、単なる練習量の差だけではなく、他の要因

も大きく関与しているように思える。それは、

初心者の指導の際に、よく見られるヘディング

Ｄ仙台大学

－5－

6－,I）

具

に対する痛さや恐怖心といった心理的要因と、

運動技術の獲得、洗練の中でみられる、その技

術向上の阻止要因となる生得的な反射運動であ

る。この2つの要因に共通し、しかも両眼の間

近にあるひたいでのボールヒットというヘディ

ングの技術特徴を合わせ考えると、閉眼運動と

しての眼瞼反射か、その主たる要因として大き

く関与しているように思われる。

　

そこで本研究は、ヘディングの技術を、アン

ケートによる調査と、強さと正確性に関する

フィールドテストの結果で示し、これらと眼瞼

反射としての閉眼運動との関係を明らかにしよ

うとするものである。そして、今後のヘディン

グ技術の指導に係わる一指針を得ることを目的

とした基礎的な実験的研究である。

方

　

法

　

対象は、仙台大学サッカー部に所属するサッ

カー歴7年から14年の計30名の選手である。こ

の30名は、実験データの客観性を高めるために

130余名の部員の中からランダムに抽出した被

験者であり、ケガなどのスポーツ傷害のない者

である。

　

予備実験として、その30名の被験者全員に1

人ずつ、約30mの距離からハーフパントキック

されたボールを2、3回ジャンピングヘッドでリ

ターンさせ、その際のヘディングフォームと飛

距離から著者の主観的判断のもと、優れた順に

上位から10名ずつＡ群、Ｂ群、Ｃ群の3群に分

類し、以下について調査、実験を行った。

　

調査は、表Ａのヘディングに関するアンケー

ト調査であり、意識と技術についての3項目の



表Ａアンケート用紙

】．ヘディングは好きか
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ヘディングに問するアンケート

非常に好き

の再生画像からコマ送りをして調査、分析を

行った。

　

ヘディングの正確性については、図1のよう
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図1

　

ヘディングの正確性テストの実験場の設定

な実験場の設定をして、Ｐ地点（ペナルティー

スポット上）に被験者を位置させ、12m離れた

ゴール内のＴ地点から、前述と同じ投げ方で、

5段階の自己評価である。これらの結果は、以

下の実験結果と関連させ、比較検討する目的で

行ったものである。

　

実験は、ヘディング技術として、その強さと

正確性、そして眼瞼反射としてのヘディング時

の閉眼の有無と時間、その強弱についてであ

り、それぞれ以下の方法をもって行った。ヘ

ディングの強さは、6m離れた地点から両手で投

げられたハーフライナーのボールのヘディング

リターンの飛距離から求めた。ヘディングは、

前後開脚のスタンディングと、その場でのシャ

ンピンクの2種類のヘディングであり、それぞ

れ各被験者に3本ずつ行わせ、メジャー計測し

て最も良い記録を結果として用いた。尚、被験

者にはライラー性のヘディングリターンを指示

し、突き上げ式のヘディングは禁止とした。

　

眼瞼反射としての閉眼運動の有無と時間、そ

して顔の表情も含めた閉眼の強弱については、

6mと12mの距離から両手で投げられたハーフラ

イナー性のボールをスタンディングヘッドでリ

ターンさせ、その｡際の被験者の顔を左斜め正

面、5m地点からマックロードムービーAG300ビ

デオカメラを用いて、ズームアップ撮影し、そ

図2正確性テストのゴール分割

図2のようにゴールをロープで6分割し、それを

ＡからＦの順にヘディングで通過を狙うように

指示した。ヘディングは前述のスタンディング

とシャンピンクの2種類であり、これを各距離

で2セットの計12本ずつ行わせ、その成功本数

をそれぞれ記録とした。また、方向変えのヘ

ディングの正確性は、センタリングヘッドとし

て、図1のＰ地点に被験者を位置させ、被験者

の利き側に合わせ、Ｐ地点から10m離れたＡ地

点もしくはＢ地点から前述の正確性テストと同

じ方法をもってスタンディングヘッドだけで行

わせた。尚、これらの正確性テストにおいて、

ゴール分割の下層部のＤ、Ｅ、Ｆのバウンド通

過は成功とは認めず、ダイレクト通過だけを成

功とした。

　

以上の調査と実験は、1995年12月17日から

23日までの期間内でコンディションの良い日と

時間帯を利用し、仙台大学グランドにおいて

行った。
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表1

　

3群のヘディングの飛距離とアンケートの結果

　　　　　　　　　　

ヘアイノ

　

の

　　　　

ｍ

　　　

ノ

　

ー
被験者

　　　　　

スタンデ｀イングヘット｀シ｀ヤンピングヘット｀/ゝ

　

ノ

　　　　

S . K　　　12.2　　　　　11.2　　　　　１４

　　　　

Ｊ

　

Ｍ

　　　

12.3

　　　　　

11 .0　　　　　１４
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Ｔ．F
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K . M
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K '. S
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T . H　　　11.6　　1　　12.2　　　　　3

　

群
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9．９

　　

１

　　

１０

　　　

I T . A　　　ｌｌ、8　　1　　U.3　　　　10

　　　　　　　　　　　

11..49

　　　　　

11 .71　　　　８．８

　　　　　　

・

　　　

0.23

　　　　　

1 .17　　　　2. 40

　　　　　　

。
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ＩＨ．K
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1
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８
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Ｉ
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Ｓ
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１
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３

　

尋

　

I T　Ｆ　　　10.2　　1　　10.1　　　　　8

　　　

！N . I　　　10.8　　　　　10.2　　　　　9

　　　　　　　

ヽ

　　

10.62

　　　　　

10.68

　　　　

7．９

　　　

，。．

　

ｔ

　　

0.51

　　　　　

I .75　　　　2.02

結

　

果

　

表1は、Ａ群、Ｂ群、Ｃ群の6m距離からのス

タンディングヘッドとジャンピングヘッドの飛

距離そしてヘディングに関するアンケート調査

の結果の一覧である。アンケートのポイント

中屋敷

表2ヘディング･の正確性についての結果

　　　　　　　　

ヘアイノ

　

の£

　　　　　

ぶ甲の

被験者

　　　　

スタンディングヘット｀卜｀ヤンピンク｀ヘット｀

　

ｔンタ’ルグヘット｀

　　　　　　

，

　　

8 (66.6)　　9 (75.0)　　9 (75.0)

　　　

Ｉ

Ｊ．Ｍ

　　

7 (58、３）　１　9 t75.0)　　6 (50.0)

　　　

I T　Ｆ　　7 (58.3)　１　7 (58.3)　　5 (<1.6)

　

Ａ

　

s . s　　9 (75.0)　　9 (75.0)　　6
(50.0〉

　　　　

M . S　　6 (50.0)　　7 (56.3)　　5 (11.6)

　　　

Ｉ

Ｋ．ｓ

　　

7 (58.3)　　e (66.6)　　e (66.6)

　　　　

S . Y　　6 (50.0)　　６（50.0）　　6 (50.0)

　　　

! ?,: K　　８（66.6）　　e
(66.6)　　S (41.6)

　

吹

　

1 V　Ｔ　　e

(66.6)　　7 (58.3)　｜７（58.3）

　　　

1 E. K　　8 (66.6)　　6
(50.0)　　e t66.6)

　　　

｜

　　

｀

　　

1.i (61.6)　７､6 (63.3) I '.6.6(54.0)

　　　

｜－’
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1.11(9、28) I　I .36(10.67)

　　　　　　

．

　　

6 (50.0)　　フ(58.3)　　5 (41.6)

　　　　

Ｉ

Ｈ．Ｕ

　　

S (41.6)　１　2 (16.6)　　< (33.3)

　　　　

I K . M　　7 (58.3)　１　5 (41.6)　　< (33.3)

　

Ｂ

　

! S. M　　5 141.6)　　6 (50.0)　ｊ　3
(25.0)

　　　　　

Ｙ

　

Ｍ

　　

8 (66.6)　ｊ　4 (33.3)　１　4 (33.3)

　　　　　

Ｔ

　

Ｍ
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１

　

6 (50.0)　　３・(25.0)

　　　　

ｊ

Ｋ．ｓｌ
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群
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1 .78(14.83)　0.77(6.43)
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M . M　　7 (58､３）　　5 (41.6)　　3 (25.0)
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Ｃ

　

T. K　　S (41.6)　１　6 (50.0)　　1 ( 8.3)
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ＩＭ．１
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1 .70(14.17)　1 .20(10.00　1 .17( 9.72)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ぷ

　　

本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カッコ内は成功串（％）

は、ヘディングに対する自信度を表す指標であ

り、3項目の合計は3から15ポイントとなり、ポ

イントが高いほどヘディングに自信かあること

を示す。

　

表2は、3群のスタンディングヘッドとジャン

ピングヘッドそしてセンタリングヘッドの正確

性についての結果の一覧である。3項目とも12

表33群の6mと12mのヘディング路の閉眼時間とその強弱の結果
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サッカーのヘディング技術と眼瞼反射との関係について

本中の成功本数を示レカッコ内はその成功率

を表わしている。

　

表3は、3群の6mと12mからのヘディング時の

眼瞼反射としての閉眼時間とその強弱に関する

結果の一覧である。閉眼時間は、ヘディングの

ミート時をＯとして、その眼の閉じ始めと終わ

りを、それぞれミート前、ミート後とし、コマ

数で示しており、ミート時も加えた合計コマ数

が閉眼時間となる。また、強弱については、ヘ

ディングの際の眼の閉じ方を顔の表情も含め1

から3までの3段階ポイントとして評価した。１

ポイントは顔の表情の変化がほとんどなく、眼

を閉じたとしても上瞼が軽く下がる程度を、そ

して3ポイントは顔をしかめた強い閉眼状態を

表わしている。2ポイントは、その中間程度を

示している。

表4アンケートによるヘディング技能の

　　

自己評価の3群間の比較

　　

項目１

　　　

ポイント

群

　　

!|最高最低平均

　

s.o

　　　　　

S
A

　

群

　　

14

　　

9

　

11.8

　

2.86

　　　　　　　　　　　　

※
Ｂ

　

群

　　

12

　　

3

　

8.8

　

2.'!0

　　　　　　　　　　　　

※
Ｃ

　

群

　　

H

　　

3

　

7.9

　

2.02

※：１％水陰で有意

　

表4と表5、表6は、表1から表3までの結果を

統計的にまとめ、有意差検定により、3群間を

比較したものである。

　

表4は、ヘディングに関する意識と技術につ

いての自己評価の結果である。Ａ群は9から14

ポイントで平均11. 8ポイントのSD2. 86であ

表5ヘディングの飛距離と正確性についての3群間の比較

り、同様に、SD2. 40、そしてＣ群3から11ポイ

ント、平均7.8ポイント、SD2. 02であり、1％

水準で有意にＡ群、Ｂ群、Ｃ群の順にその自信

度が高いことがわかった。

　

表5より、ヘディングの飛距離は、スタン

ディングヘッドがＡ群11.9II1から15.3mの平均

13. 27niで、SD1.20、B群11.2niから11. 8mの平

均11.49m、SDO. 23、Ｃ群10. lmから11.8ni平均

10. 62m、SDO. 51であり、同様に、ジャンピン

グヘッドもＡ群11. 9niから15. 3mの平均12. 56ni

のSDl. 62、Ｂ群11. 2niから11. 8ni平均11.71mの

SDl. 71、Ｃ群10.1mから11. 8ni平均10. 68iii、

SD1.76であり、この2種類のヘディング飛距離

は、いずれも1％水準で有意にＡ群、Ｂ群、Ｃ

群の順で長いことがわかった。ヘディングの正

確性については、表2の結果も含め、12本中の

成功本数と成功率として、スタンディングヘッ

ドが平均で、Ａ群7.4本、のSDO. 92、成功率

61.6%、B群6.2本、SD0.87の51. 6%、Ｃ群

5.9本、SD1.70の49. 1%、同様に、ジャンピン

グヘッドもＡ群11.9niから15. 3mの平均12. 56di

のSDL 62、B群11.2niから11. 8ni平均11.71II1の

SD1.76であり、この2種類のヘディング飛距離

は、いずれも1％水準で有意にＡ群、Ｂ群、Ｃ

群の順で長いことがわかった。ヘディングの正

確性については、表2の結果も含め、12本中の

成功本数と成功率として、スタンディングヘッ

ドが平均で、Ａ群7.4本のSDO. 92、成功率61.6

％、B群6.2本SDO. 87の51.6%、Ｃ群5.9本、

SD1.70の49. 1%、同様に、ジャンピングヘッ

ドがＡ群7.6本のSDl. 11の63. 3%、B群5.8

本、SDl. 78の48.3%、C群4.5本SDL 2037. 5

項目

　　　　　　

ヘディングの飛距尨

　　　　　　　　　　　　　　　　

ヘディングの正確性（１２本中）

　　

スタンディングヘッド（ｌ）ジャンピングヘッド（ｌ）スタンディングヘッド（本）ジャンピングベッド（本）センタリングヘッド（本）

群

　　

｜最高最低平均

　

s.o

　

I最高最低平均

　

S.D

　

最高最低平均

　

S.D

　　

最高最低平均

　

S.D

　　

最高最低平均

　

S.D

A群

　

15.3 11､9 13.27 1.20　15.3 11.9 12.56 1.62　9　6　7.4　0.92　　　9　6　7･6　1.11　　9　5　6.S　1.36

　　

，

　　　　

※

　　　　　　　　　

※

　　　　　　　　

※

　　　　　　　　　　

※

　　　　　　　　　

※
11二

　　

．

　　　　　

※

　　　　　　　　　

※

　　　

，

　　　　

※

　　　　　　　　　　

※

　　　　

・

　　　　　

※

Ｃ群

　

11.8 10j 10.62 0.5)　iu.s 10.1 10.68 1.761　9　4　5.9　1.70　　6　3　4.5　1.20　　40　2.2　1.】7

8－
一 一 一 一 一

※ １％水準で有意



％、そしてセンタリングヘッドかＡ群6.5本の

SDl. 36の55％、Ｂ群4.0本SDO. 77の33％、Ｃ

群2.2本SDl. 17の18. 3%であり、3種類のヘ

ディングにおける正確性は、いずれもＡ群、Ｂ

群、Ｃ群の順で有意に高いことかわかった。（1

％水準）。また、3群ともその難易度の変化に伴

い、スタンディングヘッド、ジャンピングヘッ

ド、センタリングヘッド、の順でその性格性か

低下する傾向がみられた。

中屋敷

ミート後かＡ群3.6コマのSDl. 28、B群6.7コ

マのSDO. 94、Ｃ群6.7コマのSD1.49であり、合

計閉眼時間がＡ群6.1コマのSDO. 94、B群8.4

コマのSD2. 15、Ｃ群10. 1コマSDl. 04であっ

た。また、その強弱はＡ群が1.6ポイントの

SDO. 66、B群2.4ポイントのSDO. 49、Ｃ群2.8

ポイントのSDO.40であった。 6mと12mにおける

ミート前の眼の閉じ始めはＣ群、Ｂ群、Ａ群の

順に早く、ミート後の眼の開け始めはＡ群、Ｂ

表6 6mと12mのヘディング時の閉眼時間とその強弱の3群間の比較

群

　　　

!最高最低平均
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0.671
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1.62 10　4　6.1　1.97　3　2　2.2　0.40

　　

。　二本二三よ
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4

　

2

　

2.4

　

0.80!　9　4　6.7　1.49し2　9　10.1　1.04 I　3　2　2.8　0.40

　

表6より、6m距離のヘディング時の閉眼時間

とその強弱については、眼の閉じ始めとしての

ミート前か平均でＡ群1.0コマのSDO. 63、B群

1.5コマのSDO. 67、Ｃ群1.8コマSDO. 40、そし

て眼の開け始めとしてのミート後か平均でＡ群

2.6コマのSD1.43、B群3.6コマSDl. 62、Ｃ群

6.0コマSD3. 03であり、合計の平均閉眼時間か

Ａ群4.4コマのSD1.91、B群6.1コマのSDl. 97、

　　　　　　　　　　　

※:1％水準で有意

群、Ｃ群の順に早く、そして合計開眼時間はＡ

群、Ｂ群、Ｃ群の順に短く、またその強弱もＡ

群、Ｂ群、Ｃ群の順に弱いことかわかった。こ

れらは全て1％水準で3群間に有意差が認められ

た。さらに、3群とも、6mより12mのヘディング

時の閉眼時間か長く、そして閉眼の強さか増す

傾向がみられた。

Ｃ群8.8コマSD3. 22であった。また、その強弱　　考　察

は、平均でＡ群が1.3ポイントのSDO. 46、B群

2｡2ポイントのSDO. 40、Ｃ群2.6ポイントの

SD0.49であった。同様に、12m距離からのヘ

ディング時の閉眼時間とその強弱について、

ミート前か平均でＡ群1.5コマのSDO. 81、B群

2.2コマのSDO. 87、C群2.4コマのSDO｡80、

→

　

アンケート調査による自己評価としてのヘデ

ィングに対する自信度とヘディング技術として

の飛距離と正確性に関する実験結果は、全ての

項目において、有意にＡ群、Ｂ群、Ｃ群の順に

優れていることがわかった。これらの結果は、



サッカーのヘディング技術と眼瞼反射との関係について

ヘディングの能力別のクルーピンクの妥当性を

意味し、被験者のヘディングに対する自己評価

としての自信度と既存のヘディング技術のレベ

ルとの一致をうかがうことができる。

　

ヘディング技術の正確性は、そのレベルを問

わず、ヘディングの種類や方法の難易度の変化

と反比例する傾向にあることがわかった。

　

眼瞼反射としてとらえた閉眼の時間と強弱に

ついて、閉限時間はＡ群、Ｂ群、Ｃ群の順で有

意に短く、また、眼の閉じ方もＡ群、Ｂ群、Ｃ

群の順で有意に軽くて弱いことがわかった。

　

ヘディングの自信度、ヘディング技術として

の飛距離と正確性、ならびに閉眼の時間と強

弱、これら全ての項目が有意にＡ群、Ｂ群、Ｃ

群の順で優れており、これらの結果から、ヘ

ディング技術と眼瞼反射は密接な関係にあるこ

とがわかる。つまり、ヘディングに自信かお

り、その技術レベルが高い者ほどヘディング時

には、ボールをしっかりと見ている、というこ

とが言える。

　

また、6mよりも12mのヘディング時の方が3群

とも閉眼時間か長くなっており、しかも眼の閉

じ方が強くなってきていること、そして表7の

Ａ群のヘディング距離と12mヘディング時の閉

眼時間との有意な相関（1％水準）が認められた

こと。これらのことから、ヘディングするボー

ルのスピードや強さが閉眼の時間と強さに大き

く関与していると考えられ、この眼瞼反射は、

生得的要因のほうが、その影響度は大きいよう

に思える。

　

この閉限運動が眼瞼反射としての生得的反射

運動なのか、心理的要因によるものなのか、あ

るいは、この2つの要因の複合形なのかの区別は

できないが、ヘディング技術の習得において、こ

の閉眼運動が選手の技術向上の阻止要因となっ

てレる可能性が非常に大きいと言える。

　

以上のことは、神経生理学の分野であると思

われるが、現場の指導において非常に重要問題

でもあり、今後の研究課題として取り組みた

い。
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トラッピングスキルとしなやかさ

木

　

内

　

雅

　

章1,2）

　　

蝶間林

　

利

　

男3）

＜研究目的＞

　

自主的な状況判断か最重要視されそれに基づ

くアイデアの展開こそが競技者の大きな楽しみ

であり、ゲーム自体のグレードを上げる最大の

要素であるサッカーにおいて周囲の状況判断に

割く時間がどれだけ産出できるかは、ボールを

落ち着かせ次の動作にスムースに移行するため

のスキルであるボールコントロールの出来にか

かってくる。

　

昨今ワールドカップ等、世界のトップレベル

におけるゲームのテンポアップが話題に上る

が、テンポアップは必然的にタッチ数の少ない

プレーの増加を生み、それに伴いボールコント

ロールの重要性が益々取りざだされてきた。中

学生の保健体育の授業のレベルにおいても

　

「ボールをコントロールして色々考えながらで

きるようになってからはサッカーか楽しくなっ

た」という声が男女を問わず多く聴かれた。レ

ベルの如何を問わず、ボールコントロールは他

の技術をより正確に意図通りに行うための第1

歩なのである。本研究は、ボールコントロール

のスキルを向上させるための方法を見つけ、そ

のことにより、より一層のサッカーの普及とレ

ベルアップのための手だての1つを示そうとす

るのかその目的である。

　

ボールコントロールの方法は従来、ストッピ

ングとトラッピング或いはクッションコント

ロールとウェッジコントロールとのそれぞれ二

分類がなされている。ここでは、止める・鎮め

る・置き直すといったボールコントロールの技

術を従来の2つずつの分類を考え併せ、以下の

3つに分類した。（図Ｄ

く
訃
直
５
　
心
肺
ｏ

(クッションコントロール)

八
齢

の
ご
印

心
眼

（ウヱツジコントロール）（バックスピントラッピング

　　　　　　　　　　　　　　

：BST

図1.ボールコントロール技術の分類

Ｄクッションコントロール（以下ｃｃと呼ぶ）

2）ウェッジコントロール（予め身体と地面との

　

間に作っておいたある角度の罠にボールをは

　

める）

3）トラッピング（ボールかバウンドした直後の

　

弾み際にバックスピンをかけるトラッピング

　

：以下BSTと呼ぶ）

　

本研究では、まず3つのボールコントロール

の技術のうち、最も実践的であり、ゲーム中に

おいて有用性の高い技術かいずれであるかを考

え、その上でのその技術パフォーマンスを決定

づけている体力的要素を検討した。そしてその

要素にトレーナビリティが存在するか否かを明

らかにし、そこから効果的なトレーニング方

法・項目を見つける手だてを探り今後の指導に

役立てようと考えた。なお、今回はパフォーマ

ンスの優劣の差かはっきり出現し、ゲーム中プ

レイヤーのプレーの幅を大きく左右するロビン

グボールのコントロールに限定して研究を進め

1)神奈川県立サッカー協会中学生トレーニングセンターコーチ

　

2)横浜国立大学大学院

3)横浜国立大学
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た。

　

本実験に先がけて行った予備実験の結果か

ら、いずれの技術のパフォーマンスも高いＪ

リーグプロ選手のケースにおいては、BSTは他

の2つの方法と比較して後記の5点て有用性が高

く、相手から奪われにくくスムースに次のプ

レーに移ることができる位置へより速くボール

コントロールすることができることが実証され

た。

1)軸足を踏み出してコントロールの姿勢に入っ

　

てからパスするまでの時間

2)ボールをコントロールする地点を事前に相手

　

が予測することの可不可

3)フェイントをかけることの可不可

4)動いている速度・ステップの大きさに合せて

　　

競技者自身からの距離を調節することの可

　

不可

　

選手が軸足を踏み出してからボールコント

ロールをし、なるべく早くパスするまでの時間

はｃｃしたケースと比べ各人の5回の試技の平

均で0.25秒～0.46秒の差があった。この差は、

蹴り足を引いてからキックのインパクトまでの

時間や中学生選手の選択全身反応時間に相当す

る。この事は中学生の競技レベルにおいても相

手のタックルを受けられるか否かの差につなが

るわけであり、ゲーム展開を大きく左右し、ひ

いては参加者の興味や満足度に大きく関与する

差なのである。

ロビングボールに対しては予め構えておいての

ウェッジコントロールを行うケースは少ないこ

とも含めた以上の理由から、本研究ではBSTに

ついて分析を進めた。

　

BSTのパフォーマンスを支えるのは一言でい

えばスペーシング、タイミング、クレーディン

ク、といったコーディネーションの能力であ

り、スポーツビジョン、アジリティ、クイック

ネス等と言った要素もこれに当たると考えられ

る。しかし本研究ではその中でもしなやかさ

　

(動的柔軟性)に着目し、そのトレーニング方

法・効果について明らかにしようと考えた。す

でに先行研究において柔軟性の向上により、ア

ジリティや野球のバッティングのパフォーマン

スが向上することも報告されている。

＜方法および結果＞

　

被験者は競技歴5～8年の中学生04～15歳）

14名である。

　

実験1において各被験者に5. 5raの地点から中

間地点に立てられた1mの障害物を通過してくる

ボールをBSTによりコントロールさせそのパ

フォーマンスを側方・後方からそれぞれ高速度

ビデオカメラ(nac社製HSV-500）により解析

した。（図2・D4）

　

二圃

camera

《

1m

　　　　　　　　　　　　　　　　　

5.5m

図2. BSTのパフォーマンス評価の実験　実験1

①

図3. BST : 側方からの撮影映像からの解析項目

12－
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図4. BST : 後方からの撮影映像からの解析項目

　

パフォーマンスの優劣はボールコントロール

のためにボールにタッチしてから目標物ヘパス

するためにボールに触れるまでの所要時間によ

ってその指標とした。

　

BSTは上下・前後・左右の身体のブレにより

そのパフォーマンスを左右されることが明らか

になり、それぞれBSTのパフォーマンスを成就

するまでの所要時間との間にr =0. 808、

r=0.583、r =0.673の相関か見られた。そこで

左右の身体のブレを規定するであろう水平方向

へのものも含めた動的柔軟性を実験2において

測定した。測定ぱ軸足を踏み替える以外は全

くボールを足から離さずに直線上を横向きにイ

ンサイド、ターンの際にアウトサイドに持ち替

え、次のターンの際にインサイドに持ち替え

る”というボールコントロール(Horizontal

Ball Control:HBC)により行った（図5）。こ

図5. Hor izonta IBal ICont rol : HBC

のパフォーマンスが上下・前後・左右の軸の安

定性によって成立するものと考え、軸足足首の
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左右への可動域・ボールの移動距離・左右大転

子のバランスの安定性・左右大転子を結ぶ中点

の垂直方向への変移を動的柔軟性の指標とした

　

（図６）。その結果、左右大転子のバランスの

←-一一→

　　　

①

図6.動的柔軟性の指標:HBC

安定性とBST一連の動作に要した時間との間に

は有意な相関( r =0.656)が見られた。柔軟性

が携わっている競技によって独自性かおりその

競技動作を行うこと自体で開発されるという報

告を元に、このHBC自体をプログラムとして被

験者に6週間のトレーニングを施した。その後

実験1と同内容で実験3を、実験2と同内容で実

験4を行った。

　

実験4の結果、動的柔軟性の指標としたうち

Ｄ軸足足首の可動域

　

2）ボールの移動範囲に有

意な向上か見られた。また、実験3の結果、BST

時の上下のブレ・左右のブレは有意に是正さ

れ、前後のブレの是正度とBST一連のパフォー

マンスに要した時間の短縮の度合いとの間に有

意な相関(r=0. 683)が見られた。またBSTのパ

フォーマンス自体に要する時間自体の短縮も見

られた。（図7）

③

プ

ﾍ
、

ヘノ
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ＴＲ前

　　

ＴＲ後

図了．トレーニング前後におけるトラッピングーパスの時

　　　

間の平均値:BSTのパフォーマンスに要した時間

＜考察および結論＞

　

左右大転子のバランスの安定性がBSTのパ

フォーマンスのために特に重要な鍵を握ってい

ることが明らかになったが、

1)軸足足首の左右方向への可動域の向上につ

　

いては足首関節

2)左右大転子のバうンスの安定性の向上につい

　

ては股関節・膝関節・足首関節

3)ボールの移動範囲の向上については足首関

　

節・膝関節・股関節

の各部位の動的柔軟性：しなやかなコーディネ

ーションが関与していると考えられる。

4)左右大転子を結んだ中点の上下動・移動距離

　

については平均で有意に増長していたが二峰

　

性を呈しており動作の不安定さによるブレで

　

はなく大転子の左右バランスを保つためのコ

　

ーディネーションの一環と考える。

　

なお本研究に先駆けて行った実験により卵T

のパフォーマンスや動的柔軟性は、絶対的な筋

力(膝部の伸展屈曲の等尺性筋力)とは全く相関

がないことが明らかになっている。

また静的な柔軟性のトレーニングやパートナー

に手伝ってもらって可動域､を拡げるような方法

のトレーニングでは動的柔軟性は開発されない

という報告かなされている。

以上より、

1)BSTのパフォーマンスはHBCによって規定した

　

水平方向を含む動的柔軟性によって決定づけ

　

られること

2)HBCにトレーナビリティか存在すること

3)BSTにトレーナビリティが存在すること

＜D2)より＞

4)6週間行うとHBCはBSTのパフォーマンス向上

　

のために有効なトレーニング方法であること

　

が明らかになった。

＜今後の課題＞

　

今回は6週間にわたるHBCのトレーニングの効

果を見ることができたが、今後は最低ではどれ

くらいの期間でその効果を見ることかできるの

かを探ること、足首・膝・股の各関節の関与の

度合い、またIIBCがキックやドリブルのパフォ

ーマンス向上のためにもたらす効果を明らかに

することを課題としたい。また、動的柔軟性同

様、BSTの重要な要素であるスポーツビジョン

・アジリティ・クイックネスの関与の仕方やそ

のトレーニング方法とトレーニング効果につい

ても明らかにしたいと考える。
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第２回ＦＩＦＡ女子サッカー選手権大会における女子主審

及びボールの移動距離に関する研究
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言

　

近年女子サッカーも国際的に著しい発展を遂

げつつある。アジアにおいても1975年に第１回

アジアカップ女子選手権大会（以下ＡＣと略

す。香港、6チーム参加）かスタートし、’95年

には第10回（マレーシア、11チーム参加）

を数えるまでとなった。

　

この間にあって、中国は’86年第６回大会

　

（香港、フチーム参加）より5連覇して現在に

至っている1）。

　

日本は、’81年第４回大会（香港、8チーム参

加）に初出場して以後連続出場し、’86年第6回

大会、’91年第8回大会（日本・福岡、9チーム

参加）、’95年第10回大会では中国に次いで準

優勝している1）2≒

　

さらに、アジア大会（以下ＡＧと略す）では

’90年第11回北京ＡＧ（中国・北京、6チーム参

加）で始めて女子サッカーが正式種目となり、

’94年第12回広島ＡＧ（広島・福山、4チーム参

加）と開催されている。これらの大会に日本は

いずれも準優勝であり、’91年第1［aFIFA女子世

界選手権大会（以下第1（函大会と略す、中国・

広州、12チーム参加）及び’95年第2回FIFA女

子世界選手権大会（以下第2回大会と略す、ス

ウェーデン、16チーム参加）の両大会に中国と

共に連続代表となっている。この第2回大会で

は日本も初めて決勝トーナメント・ベスト8に

進出した3）。

　

この結果、’96年アトランタ五輪に女子サッ

カーか初の正式種目となり、その出場権をも得

た4）。

　

国際女子審判員についてみると、’91年第8回

ACに女子の線審か日本から2人指名された5）。

’95年第2回大会では世界から国際女子主審か6

人、国際女子線審が7人指名された6）。('91年

第１回大会では国際女子線審6人指名7））。

なかでも、日本の国際女子審判員か初めて国際

線審として1名指名された。しかも、決勝トー

ナメントの線審として指名され、三位決定戦の

線審を担当した。

　

以上3つのことは、日本の女子サッカーに

とって画期的な大会であった。

　

’95年第2回大会のFIFAからの試合運用の特徴

として次の3つかあげられる。

1.1試合各チーム1回の2分間のタイムアウト、

　

ただしスローイン時、ゴールキック時、得点

　

時のみの3ケースであり、第4の審判員8）によ

　

りT2のボードか示される。タイムアウト時

　

より1分30秒後には主審の笛の合図かおる。

　

もし、この3ケース以外にタイムアウトの合

　

図で試合か停止された場合にはドロップボー

　

ルにより再開される9≒

2,ピッチアウト時のボールガールによる予備ボ

　

ールの供給（男子主審は、ボールチェンジの

　

合図とスローインの合図を素早く必ずしてい

1)帝塚山短期大学

　

2)大谷大学

　

3)神戸女子大学

　

4)浪商高校
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たが、女子主審ではやや不充分であった）。

3.水の供給は従来とは異なり、アクティブエリ

　

ア内に特別用意されたボトルが人数分だけ用

　

意され、その他の場所には見当たらなかった。

　

FIFAでは、’91年3月に各国協会に対して女子

　

審判員の現状の回答を求めlo二日本サッカ

　

ー協会の審判委員会でも女子の2級及び1級昇

　

格テストや体力テストの基準設定等が論じら

　

れるようになってきた白）。

　

FIりの’95年度国際女子審判リスト（主審25

　

名、線審29名）にはアジアから日本・線審1名、

　

中国・主審1名・線審2名が登録されている12）

　

なお、アジアサッカー連盟（AFC）から女子

審判員の体力テストの最低基準（主審・線審共

通）力べ発表されたが、下記のとおりかなり緩や

かなものとなっている。

　

（Ｄシャトルラン4×10m : 13.8秒

　

（2）200m走（１回目）:42.0秒

　

（3）50m走（１回目）:9.0秒

　

(4) 200ni走（2回目）:42.0秒

　

(5) 50ni走（2回目）:9.0秒

　

（6）12分間走:2000m

などが報告されている13）。

　

従来より、本研究会等でも女子サッカーの審

判に関する数編（女子主審１例）の報告14）~18）

をしてきたが、先行研究で女子主審に関する報

告はほとんど見あたらない。今回は第2回大会

女子主審の試合中の主審・ボールの移動距離及

び違反の判定などについて、第1（可大会の女子

主審９）や女子国際試合の男子主審18）及び男子

国際試合の男子主審19）~21）などと比較したので

その一部を報告する。

方

　

法

Ｄ調査時期；］995年6月13～18日。

2）対象試合及び主審; '95年第1回大会決勝トー

ナメント準々決勝（女子主審）・準決勝（男子

主審）・三位決定戦（女子主審）・決勝（女子

主審）の4例。

’91年第1回大会決勝トーナメント準決勝（男子

主審)・三位決定戦(女子主審)・決勝(男子

主審)の3例。

　

女子国際試合は'91～'95年の男子主審11例。

男子国際試合は'85～'95年の男子主審22例。そ

の他に、インプレー及びアウトオブプレー(図

1)の対象試合では、男子W-Cｕpは'90年第14回

イタリアと'94年第15回ＵＳＡのどちらも準決

勝・三位決定戦・決勝の各4例とした。

3)インプレー及びアウトオブプレー時間；2ぶ

　

22)~29)①スタンド高所よりＶＴＲカメラで撮

影し、収録したＶＴＲを繰り返し再生した。な。

お、男子W-CupはＮＨＫ衛星第一の放映を録画

した。②時間の計測は再生画面にフレームカウ

ンタＦＣ－６０Ｓを同調させ、インプレー及びア

ウトオブプレーの出現要因(種類)別時間に換

算した。

4)主審移動距離3o)及びボール移動距離31)の記

録；記録用紙は競技場の縮尺1:524を用いた。

5分単位でトレースじ) 32)、前・後半の終了

時はロスタイムを区分して記録した。移動距離

の算出はキルビメー夕3 3) 34)を用い、空中の

ボールは平面として記録して35)算出した。

5)判定の記録・方法；従来より用いている独自

に考案した観察項目式チェック法を用いた36)。

これらの詳細については第11回サッカー・医科

学研究会報告書p. 66の方法19)に示してあるの

でここでは省略した。なお、本稿図8の判定距

離は近い距離・10m迄、中間距離・10～20m、遠

い距離・20m以上の3区分である。

結

　

果

　

1)インプレー及びアウトオブプレー時間

　　

図1よりみると、中央の太枠は今回'95年第2

　

回大会で、アウトオブプレーは37％であった

　

か、その上の前回の第1回大会28)との比較で

　

は、アウトオブプレーで1. 5%とわずかでは

　

あったが減少していた。しかし、すぐ下の'９４

　

ＵＳＡ男子大会のアウトオブプレーが最も短

　

く、30. 2%で6. 8%と少なく有意差(ｐ＜

　

0.01)がみられた。なお、他の３者27)は'94年

18－



　　

'91 8 th AC

　

'91第１回大会

　

195第２回大会

'９４USA　W-Cup

ｌ９０Ｉ TA　W-Cup

ln-P

小林，瀬戸，宮村，村川
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O

　　　　　　　

S］

　　　　　　

/ａ）ぶ

　　

図1

　

インプレーとアウトオブプレー間の

　　　　

比率及びその有意差

注

　

）※※5≪!P<0.001ｲﾝﾙｰ及びｱｳﾄ4ﾌﾞﾌﾞﾚｰ間の有意差
ＯＰく0.01

　

0Pく0.0017ｳﾄびﾌﾟﾚｰにおける各大会間の有意差

ＵＳＡとは顕著な差（p＜0.001）かみられ

た。

2）主審の移動距離及びボールの移動距離

　

主審とボールの5分毎の平均移動距離及び1試

合当たりの平均移動距離を表1、図2、図3に示

した。女・男各大会別に90分、80分と試合時間

に相違がみられるために5分毎の平均値を軸と

して比較検討した。

　

図2の主審の5分毎の平均移動距離では、今回

の第2回大会の女子主審は573. 6iiiで、前回の第

１（回大会の女子主審17）の48811とは顕著に有意

　

（ｐく0.00Dな差がみられ、一番下の男子国

際試合男子主審の586. 5niとは約13m少なかった

か、有意差はみられなかった。

　　

第2回大会QF-Fin女Ｒ

　　　

第1回大会3rdp女Ｒ

女子国際試合■91-95男R

男子国際試合’85-゛95男R

　　　　　　　　　　　

0

573. 6¬

　　　　　　　

1

488. 0ニ

565.6

二
＊＊

586.6二

　　　

幸ｘ＊

　

100 200 300 400 500 600m

* P<0. 05 * * P<0、＊＊＊P＜0.001

図2主審の移動距離（5分毎の平均）及びその有意差

　　　

（大）

第2回大会QF-Fin

　

第1回大会3rdP

女子国際試合■91-

男子国際試合185-

1323.8

1418.1

ｺ

＊＊＊

　　　　　　　　　　　

＊＊＊P＜0.001

図3ボールの移動距離（5分毎の平均）及びその有意差

　　　

（大）

　

図3のボールの5分毎の平均移動距離では、第

2大会は1360. imであり、前回の第1（同大会の

1346. 7niとは約14m多く、他の女子国際試合18）

1323. 8niとは約37mとかなり多かった。

3）ボールの移動距離に対する主審の移動距離の

　

比率及び時間帯別消長

　

表1の右側のＲ／Ｂ（％）では、今回の女子主

審は42.2%で、男子主審とほぼ類同していた。

なお、前回の第1回大会女子主審の36.2%とは

明らかな格差かみられた。

表1国際試合における男・女主審とボールの試合中の移動距離

　　　　　　

瀦答

　　

前半

　　

５分毎裳革均
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Ｍ
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図4ボール主審の移動距離及びその比率（5分毎の平均）

　　

の消長（大）

　　

注）ｉ:Injury

　

図4についてみると、上図のボールの消長で

は第2回大会（○印）は、前半は1200～1400m

で男子国際試合よりも低く推移していたが、後

半のo～10分まででは1600mと男子国際試合を上

回り、15～20分の時間帯で900mと急激な下降が

見られたが、これはインジュリー（負傷）によ

るものでその後再び1300m台に上昇して推移し

ていた。しかし、男子国際試合（●印）では1

試合を通して変動が少なく、ほぼ1300～1500m

で最も高く推移していた。

　

中図の主審では、第2回大会の女子主審（○

印）は前半及び後半の15分までではほぼ600～

700D1で最も高く推移していたか、後半の15分以

降に減退傾向かみられた。しかし、女子国際試

合の男子主審（△印）はほぼ550～600inと変動

が少なく水平に推移していた。しかも、男子国

際試合男子主審（●印）ともほぼ同じ様相で

あった。

　

下図のボールに対する主審の移動距離の比率

の消長では、女子主審は例数が少ないことにも

よるであろうが、男子主審よりはやや変動しつ

つ、前半及び後半の20分位までは40～50％の範

囲で女子主審がやや高目に推移し、男子主審に

まさるとも劣らない様相を示していた。

　

しかし、男子主審では女子試合及び男子試合

を問わず、40％を軸にほとんど変動が少なく、

水平に推移していたことか特徴的であった。

4)タイムアウトによる影響の比較
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及びその比率(5分毎の平均)の消長
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図5は、今回の第2回大会決勝トーナメント３

例の試合別5分毎の時間帯別消長を示したもの

である。

　

上図から、Ｔ印のタイムアウトによる影響に

ついてみると、●印のセミファイナルでは前半

15～20分でタイムアウトを取った。

　

ボールは直前の15分の5分毎平均が1533. 6ni

であったのに対し、直後の15分の5分毎の平均

では1594. 7niで、＋61.1mと増大していたか有

意差はみられなかった。

　

さらに、主審もボールと同じ条件でみると、

直前か700.4m、直後か674. 2mと-26.2mの減少

であった。

　

これに対し、○印のファイナルでは後半30～

35分でタイムアウトを取ったが、ボールは直前

の15分の5分毎平均が1344. 9iii、直後の10分の

５分毎平均では1477. 7niであり、+ 132. 8iiiと先

のセミファイナルの2倍強の増大であったが有

意差はみられなかった。

　

しかし、主審もボールと同じ条件でみると、

直前が473. 3ni、直後が547. 6mと+ 74.31の増大

20
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で有意差（ｐ＜0.05）がみられたことは注目さ

れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２回大会女・R

5）違反の判定の3要因別生起率

　　　　　　　

女子国際試合男・Ｒ

　　　

。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

男子国際試合男・Ｒ

要因Ｉ

違反の判定

要因ｎ

アドバンテージ

適用

＊p＜0.05

　

＊＊p＜0.01

要因Ⅲ

違反の見落とし

又は見逃し

＊＊＊p＜0.001

図6違反の判定の3要因別生起率

　

図6より、女子国際試合における女子及び男

子主審の違反の判定の3要因別生起率について

みると、要因Ｉ違反の判定では、左側の女子主

審の78.8％か最も高く、中央の女子国際試合男

子主審は64.5%、右側の男子国際試合男子主審

は68.3%であり、女子主審は男子主審に対して

いずれも有意（ｐ＜0.05）に大であった。

　

しかし、要因ｎアドバンテージ適用では、男

子主審の24％強に対し、女子主審は3分の1の7

％で顕著な有意差（ｐ＜0.00Dかみられたこ

とが特徴的であった。

　

要因Ⅲ違反の見落とし又は見逃しでは、最も

高かったのは女子主審の14. 1%で、これは女子

国際試合男子主審の10.4%及び男子国際試合男

子主審の7.6%よりも大であったが3者間ではい

ずれも有意差がみられなかった。

　

これについて、図7要因Ⅲ違反の見落とし又

は見逃しのなかでアドバンテージ適用かのぞま

しいと思われるものは、第2回大会の女子主審

判
定
時

（
要
因
Ｉ
～
Ⅲ
）

シ
ュ
ー
ト
・
得
点
時
（
要
因
Ⅳ
～
Ｖ
）

21

FKか圭 ADv:*^i|i

泌PくＱ吋

　

悼０ぶ

図7違反の見落とし又は見逃しのうちＦＫ又は

　　

ＡＤＶ．の比率

　　

注）（

　

）内は1試合当り回数

では3.5％(1回)、女子国際試合男子主審は2.4

% (0.8回)となり、ほぼ男子国際試合男子主審

とも符合する。

6)違反の判定時及びシュート・得点時の距離・

　

角度の生起率

ぶ: *)!;厄離¬　¬角疫¬「‾右痢¬
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図8違反の判定時（要因l～Ill)及びシュート・得点時

　　　

（要因IV･Ｖ）の距離・角度、右側からの判定の生

　　

起率

　　

注）要因Ｉ違反の判定、要因日アドバンテージ適用、

　　　

要因|||違反の見落とし又は見逃し、要因IVジュー

　　　

ト時、要因Ｖ得点時

　

図8の上図の判定時では、近い距離が最も多

く、なかでも左側の女子主審は77.6%で最も高

く、次いで右側の男子国際試合男子主審は73.2

％であった。

　

しかし、中央の女子国際試合男子

主審は61.6%で最も低く、先の両者とは明らか

な有意差（ｐ＜0.01）がみられた。

　

シュート・得点時の近い距離でも、女子主審

よ
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と男子国際試合男子主審は68. 5%と同じであ

り、中央の女子国際試合男子主審は52.0%で有

意差（ｐく0.05）かみられた。

　

判定角度では、斜目後が最も多く、女子主審

は判定時及びシュート・得点時とも60％台で男

子国際試合男子主審の50％台とは有意差（ｐ＜

0.05）かみられ、真横では男子主審かいずれも

女子主審よりも優れていたことが特徴的であっ

た。

7）時間帯別判定の主審の傾向性

　　　　　　　　

寸卜り｜

　　

中間帯

　　

｜

　　

終了帯

　　　　　　　　

帯

　　　　　　　　

0～10

　　

10～30分

　　　　

30～45分

匹ごj§

女子国際試合男・Ｒ

　

Ｏ

　　　　　　　　　　　

▲

　

回

男子国際試合男・Ｒ

　

Ｏ

　　　　　　　　　

▲

　　　　　　　　

回

図9時間帯別判定の男・女主審の傾向

　　

注1）○違反の判定（コアドバンテージ適用

　

▲違

　　　

反の見落とし又は見逃し

　　

注2）5分毎の出現回数上位1位による

　

図9より、時間帯別判定の傾向性をみると、

男子主審は立上り帯に違反の判定、アドバン

テージ適用の基準を明確に示しているのに対し

て、女子主審はやや日和見的で中間帯にずれ込

んでいた。

　

なお、女子国際試合の女子主審の判定に関し

ての資料はほとんど見当たらなかったことを付

記する。

考

　

察

　

インプレートアウトオブプレー時聞の比率

(図Ｄでは、第2回大会のアウトオブプレーの

比率・37,0％を他の女子試合29)と比較する

と、'91年ＡＣ・43. r/o"'とは6. 1%少なく、

さらに日本女子ＪＬの43.7％26)とは6.7%少な

かった。これらとはいずれも有意差(ｐ＜

0.01)かみられた。なお、男子試合とでも'90

年I T A　Ｗ一Cｕpとは2.＼%少なく、松本ら

　

(1989;の天皇杯49.4％24)とは12.4%と明ら

かに少なく有意差(ｐ＜0.01)がみられた。こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－22

れらのことから、今回の第2回大会ではF I F

Ａが1982年以来覚書3 7) 38)・追加指示39）

　

('94,'95年）などで実質試合時間確保に努力

してきた成果がみられたと言えよう。

　

主審の移動距離（図2）では、第2回大会の女

子主審・573. 6niとセミファイナルの男子主審・

644. 2n)とでは明らかに有意差（ｐく0.0Dか

み｀られた。

　

しかし、他の女子国際試合の男子主

審17) 18)・556. 8ni(10例）とは有意差はみられ

ず、しかも、今回の女子主審が16. 8niと多かっ

たことは注目される。

　

ボールの移動距離（図3）では、第2回大会・

1360.4mと男子国際試合・1418. lmとは約58m少

なかったが、有意差はみられなかった。先の結

果でも、今回の第2回大会と他の女子国際試合

との比較では有意差はみられなかったが、約

37mの差があったことを述べた。さらに他の女

子国際試合・1323. 8niと男子国際試合とは約

94mの差であり、顕著な有意差（ｐ＜0.00Dが

みられた。

　

しかし、今回の第2回大会のボール

の移動距離からみると、女子国際試合の水準も

男子国際試合にかなり接近しつつあると言えよう。

　

なお、’91年女子日本代表チームの1250m17）

27）と第2回大会とでは、約110mで有意（p＜

0.05）な差がみられた。このことは、日本女子

代表が今回決勝トーナメントに進み、アトラン

タ五輪の代表になったとは言え、かなりの課題

を含んでいると言えよう。

まとめ

①インプレーとアウトオブプレー時間の比率で

　

は、第2回大会のアウトオブプレーの比率は

　

37％で、前回の女子W-Cupよりも1.5%減少

　

している。

②女子主審の5分毎の平均移動距離では、第2回

　

大会の574raは前回の女子主審・488mとは明ら

　

かに有意差（ｐ＜0.001）かみられ、男子主

　

審よりは13m少ないか有意差はみられない。

③第2回大会のボールの5分毎平均移動距離は、

　

1360raであり、男子国際試合・1418raよりは
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58m少ないか有意差はみられない。

①ボールの移動距離に対する主審の移動距離の

　

比率では、第2回大会女子主審・42％で、前

　

回の女子主審・36％とは格差がみられ、男子

　

主審とほぼ類同している。

⑤決勝戦のタイムアウト直後では、直前よりも

　

5分毎平均移動距離でボールは有意差がみら

　

れなかったが約132ni増大し、女子主審は約74

　

mと、有意（ｐ＜0.05）に増大していること

　

は注目される。

⑥違反の判定では、女子主審・79％は男子主審

　

・65～68％よりも有意（ｐ＜0.05）に大であ

　

る。

⑦アドバンテージ適用では、女子主審・7％は

　

男子主審・24％強に対し、3分の１と顕著な差

　

（ｐ＜0.001）がみられたことか特徴的である。

⑧違反の見落とし又は見逃しでは、女子主審は

　

14％であるか、このなかでアドバンテージ適

　

用がのぞましいと思われるもの・3.5%を除

　

くと男子主審（9％）とほぼ類同する。

⑨判定距離では、近い距離か最も多く、女子主

　

審は判定時・78％、シュート・得点時・69％

　

でいずれも男子国際試合男子主審とほぼ類同

　

している。

⑩判定角度では、斜目後が最も多く、判定時シュ

　

ート・得点時ともに女子主審は60％台で男子

　

国際試合男子主審の50％台とは有意差かみら

　

れ、真横では女子国際試合のシュート・得点

　

時で女子主審・10.1％よりも男子主審・20.5

　

％か有意（ｐ＜0.05）に大である。

③時間帯別判定の傾向性では、違反の判定、ア

　

ドバンテージ適用の基準の明示か男子主審は

　

立上り帯であるのに対し、女子主審はやや日

　

和見的で中間帯にずれ込んでいる。
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育学会第34回大会号:663, 1983.

37)日本サッカー協会審判委員会：審判への指

　

示およびチーム監督・選手に関わる決定の覚

　

書(1982年スペインワールドカップにおけ

　

る). 1-4. 1982.

38)(財)日本サッカー協会：審判への指示およ

　

びチーム監督・選手に関わる決定の覚書(第

　

2回16才以下世界選手権大会における)．サッ

　

カー競技規則と審判への指針:76-81, 1987

39)(財)日本サッカー協会：競技規則に関する

追加指示，サッカー競技規則:33-40, 1995.
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岐阜国体（昭40）に出場した地元岐阜県サッカー選手の現行調

査について

はじめに

篠

　

田

　

昭八郎1）吉

　

田

　

勝

　

志2）石

　

樽

　

東京オリンピック開催の翌年、岐阜で、第20

回国民体育大会（昭40、以下国体と略す）が開

催され、30年が経過した。

　

昭和30年中頃までは、岐阜県が所属する東海

地区での実力は、社会人（大学も含む）は2強

2弱、高校も3強1弱と言われ、いずれも岐阜県

は弱の方へ所属していた。

　

国体を岐阜へ招致し天皇杯獲得するには、如

何なる強化か必要かを国体開催内定前頃より

　

（昭35）岐阜県体育協会、岐阜県サッカー協会

　

（以下、県協会と略す）で議論がなされた。

　

その結論は、一般では関東大学サッカー1部

リーグ所属チーム選手を岐阜県内有力企業に依

頼し就職、全岐阜サッカークラブ、チームの一

員として出場させることか決定された。

　

教員チームも一般と同様、関東大学1部リー

グ所属する体育系新卒大学生を県内高校教師に

採用、今後、高校サッカー部顧問教師として、

全県下のレベルアップを目標とすることか了承

された。

　

高校は強化校か数年前より指定され、昭和39

年には2校（大垣工、加納高）に絞り、強化予

算の重点配分がなされた。

　

その結果、岐阜国体では、教員1位、一般3

位、高校ベスト8で、岐阜県が国体史上初め

て、総合優勝に輝いた。

　

以後、今日までの30年間、この記録に達した

ことはない。

1)岐阜大学

　

2)中部大学

　

3)若草幼稚園

晃３）

　

国体から30年を経た今日、当時の選手の状況

を知りたく、アンケート調査を行った。

　

調査結果に興味ある資料が得られたので、こ

こに報告する。

調査方法

　

表1に示す、岐阜国体蹴球プログラム1）に記

載された岐阜県サッカーチーム選手45名を対象

に面接、遠方の被験者には電話により、その動

向を調査した。

　

調査結果は、教員2名Ｏ名死亡、1名調査不

能）を除く43名を対象に行った。

　

調査日時は、平成7年8月～12月の5ヶ月間に

行った。

調査結果

　

３・１

　

一般

　

表2は、第20回国民体育大会蹴球プログラム1)

に記載された、身長、体重と30年後の平成7

年、本人申告による調査記録である。

　

身長では有意の差は認められなかったが、体

重では岐阜国体時に比べ、約10％増で、1％の

有意差が認められた。

　

体重増加の原因は種々考えられるか2)、これ

等は選手生活を年令等の理由で引退し、その後

の環境等の影響による中年肥りで、体重増加に

繋がったものと思われる。

　

当時のサッカー選手は、小学校時代よりボー
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ルを蹴り始めた少年は少なく、中学校にもサッ

カー部は無く、高校に入学して初めて、ボール

に接する選手もあり、優秀なスポーツ少年は野

球等、人気スポーツクラブに入部し（地域によ

る差はあるが）マイナーのサッカー種目でも、

運動能力か優れ、優秀選手が選出される関東の

大学でも通用したかも知れない。

　

身長、体重より判定する、肥満やせ測定法に

は、種々見受けられるが3）、近年、日本肥満学

界が提供する

　

Body Mass　Index (以下BMIと

略す）4）で、肥満やせの判定基準による算出結

果、昭和40年国体当時は、22.4の普通値（20.0

～24. 0)の値が、平成7年調査ではBMIが、

24.4の太りぎみ(24. 1～26. 5)の値となって

いた。

　

松沢は5）疾病指数とBMIの関係は、Ｊカーブ

を示し、疾病の最も少ないBMIは男子22.2、女

子21.9で、医学的に見て理想のBMIは男女とも

22と述べているが、このことより選手時代は、

教員とも、ほぼ理想的なBMI値であったと推察

される。

　

当時の岐阜県では、県協会計画の県外有力企

業からの選手の転任は、企業数も少なく転任者

は無かった。

　

関東の大学より県外の高校、大学卒業者（以

下、外部移入選手と略す）は、15名中9名（60％）

が、県内企業に就職した。

　

その結果、チームは外部移入選手の影響で県

内選手の技術も向上し、国体で岐阜県サッカー

が一般の部で初めて3位を得た。

　

国体終了後、6名（早いものは翌年）は、県

外に転出した。その内訳は、家庭の事情や県外

支店への転出もあった。残り3名は、同じ会社

に勤務し現在に至っている。

　

昭和40年10月30日付、朝日新聞に岐阜国体を

顧みで地元優勝に疑問、組み合せ出場権など

工作”と記され、地元、岐阜国体を皮肉ってい

るが、サッカーにはその様な工作は無く、国体

を境に、サッカーの東海4県の2強2弱、3強1弱

が、静岡の高校を除去、弱の汚名が無くなり、

成績上でも、レベルアップが見られた。

　

昭和40年、日本サッカーリーグが設立され、

翌年、岐阜国体に出場した選手を中心に下部組

織、東海サッカーリーグの設立で、岐阜県から

は、若鮎クラブ、ドミンゴクラブ6)が参加し県

のレベルアップか計られた。

　

加えて、県協会は、昭和41年6月に岐阜国体

の役員、選手を中心に全国に先がけ若鮎サッ

カー少年団を岐阜市に設立し、３ヶ月後、団員

が110名になり、若鮎少年団か、県下で初めて少

年サッカーの試合か行われた7≒

　

現在は、全県小学校414校(146,038名)中、

157団(6, 303名)が少年サッカーを行っている8)。

　

一般に出場した選手、15名中、重複を含め、

現在西日本ＯＢサッカー9)、四十雀lo)、ネン

リンピック11)、スポレク祭(サッカー)12)等、

ＯＢサッカーでボールを蹴っているもの5名、

県協会役員、各地区少年団指導者8名、会社等

本業多忙のため、サッカーより足を洗い(？)

ゴルフ等、他のスポーツに転出組4名、15名中

11名が現在も何らかの形で、ボランティア・

サッカーに関係を持っていることが判った。

3｡2

　

教員

表1岐阜県選手の調盃内訳

種別
名

　

対

　

象

　　

結

　

果

　　

備

　　

考

　

一

　

般

　　

15

　　　　

15悶丿琵

　

教

　

員

　　　

15

　　　　

13緊丿琵

　

高

　

校

　　　

15

　　　　

15

　　

計

　　　

45

　　　

43

表2 岐阜国体時と現在の体格

でこぐ

　

年代

　　　　

昭40 (1965)　　　　　平7 (1995)

種別

ざ艮

　

年

　

令

　　

身

　

長

　　

体

　

重

　　

身

　

長

　　

体重

一

　

般

　

15 24.1±2.6
167 8士S'8 63‘O±5｢5 168.5±5'2 69.3±812

　　　　　　　　　　　　　

22.4 (BMI)　　　24, 1 (BMI)

教

　

員

　

13 26.7±3.3
1C7.7±4｀2 63.5±5 1゙ 168.4±4'5 69,9±8‘0

　　　　　　　　　　　　　

22. G (BMI)　　　24.7 (BMI)

高

　

咬

　

15

　

2.7±0.5
167‘4±4175910±5'6 168.1±5‘267.7±8゛6

　　　

，

　　　　　　

21. 1 (BMI)　　　24.0 (BMI)

　　　

表1、表2より、15名中1名は、昭和63年現職

　　　

（県立美術館次長）51才で死亡、1名は昭和49

　　

年、退職後上京、調査不能のため残り13名につ

－28－
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いて調査を行った。

　

表2の年令より比較するに、一般に比べ、教

員か2才ほど高くなっているが、第19回新潟国

体（昭39）で3位（以下、第23回福井国体まで

連続5年3位以上入賞）7）で、外部移入選手4名

か、昭和37年頃より上手く作動していたものと

思われる。

　

身長では、岐阜国体時と現在では有意の差は

認められなかったか、体重では、一般と同様、

有意の差か認められた。

　

教員のBMIも一般と同様、国体時では普通

　

(22.6)であったが、平成7年調査では太りぎ

み(24.6)となっていた。

　

このことは、サッカー選手として、年令等の

関係で引退し、一般と同様、学校の教員でも選

手時代に比べ活動量が少なくなり、中年肥りに

なったものと推察される。

　

13名中3名が定年退職（2名は再就職）4名の

外部移入選手中、3名が県外へ家庭の事情で国

体終了後、2年、5年、14年後、岐阜を去り、出

身県の教員採用試験を受験し現在も教員を行っ

ている。

県内の大学・高校出身者11名中1名は翌年家業

専従のため教職を辞した。

　

調査可能な13名中、定年退職した1名と現

在、管理職者3名中1名を除き全員か、各県サッ

カー協会役員、学校サッカー部顧問等に名を連

ね、サッカーと深い関係か今日まで続いてい

る。

　

管理職の内訳は、高等学校長、中学校長、市

教育委員会課長で、サッカーを裏面より、サ

ポートされていると推察される。

　

調査対象の13名中、各県のサッカー協会役員

6名（副会長、理事長、理事、監事等）と各県

での重要な地位を占めている。

　

昭和40年岐阜県学事関係職員録13）によれ

ば、中学241校中サッカー設立校か15校、高校

が69校中26校7）（2定時制校を単独チームと計

算）が、平成7年では14）高校93校中、71校（定

時制単独チームは無）、中学207校中104校（ク

ラブチーム6を含む）15）が設立されている。

　

これ等、サッカーチーム底辺の増加は、Ｊ

リーグ発足等、16）多くのマスコミによる外部

要因もサッカーがマイナーよりメジャーに押し

上げる要素の一要因とも考えられるが、その陰

には、岐阜県では多くの指導者が岐阜国体を境

に、若鮎少年団を始め多くの少年団の普及活動

を、教員を始め多くのサッカー愛好者のボラン

ティア活動か実を結んだものと推察される。

　

加えて、昭和40年、岐阜教員は発足した日本

リーグ入りを目標に全国社会人選手権大会に出

場、チャレンジ権を得るには至らなかったが4

位となった7）。これも、県協会強化委員会の方

針か上手く作動し実力向上か確立され、将来構

想もまとまり、その後の国体優勝、県下各地で

の少年団設立等、地域の底辺拡大に連なったも

のと思われる。

　

昭和39年6月11日付、朝日新聞に報道された

　

“国体要員・体育教員、トレード岐阜県が新潟

県へ申込む”に、県協会は無関係で、筆者の知

る限りでは、他競技団体も新潟県より岐阜県へ

の転出はO人と推定される。

　

第19回新潟国体（昭39）より、地元、開催県

が天皇杯1位となり以後、今日まで連続地元優

勝に連なっていて、その原動力は、現在廃止さ

れた教員の部であった。

　

平成7年10月25日、ＮＨＫテレビ“巨大イベ

ント国体、地元32年連続優勝のしくみ”として

一部に批判はあるが組織等に改良を加え、国体

を、より国民に親しいスポーツとして今後とも

継続すべき大会であると信ずるものである。

3.3 高校

　

表2の高校国体出場選手の体格より、当時の

高校2年、3年生の全国平均値と比較するに17)、

身長ではほぼ全国平均値であり、体重はやや増

加の傾向が見られた。

　

このことは、当時の県高校代表選手の体格

は、全国的な平均身長で運動で引き締まった体

格で体重が平均よりやや重いスポーツマンと推

定される。

　

表2の昭和40年と平成7年では、身長の差は、

－29－
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一般・教員と同様、差は認められないが体重で

は、15％増となり有意の差が見られた。

　

このことは高校生の17才に比べ、一般・教員

の平均年令の24才、27才の年令差からくる中年

肥りの差か、その他の要因も考えられるが、今

回は対象が15名と少数のため記録にのみとどめ

たい。

　

BMIは、岐阜国体(21.1)、今回(24. 0)と

普通値になった、24.0ぱやや太りぎみ”に近

い値である。

　

昭和40年、高校生の全国平均のBMIは、16才

20.6、17才20.7 ’１）で、サッカー選手は21. 1

と理想値(22)には、多少離れているが、この

ことは30年前の資料上の問題点か、高校生とい

う特殊事情かは断定出来ないので、数値の提出

にとどめる。

　

しかし、今後は加令と共に、一般・教員選手

の様に、“やや太りぎみ”のBMI値に変化する

かを注目し、10年後に再調査が必要であろう。

　

平成7年、高円宮杯第6回全日本ユースサッ

カーが全国各地で開催され18）、優勝の清水市

立商業、準優勝の日産ユースは、平成6年度文

部省の身長・体重の比較では有意の差が見られ

たが、I［亘］戦、日産ユースと対戦した地元、東

海代表・岐阜県立吉城高校は有意の差は見られ

なかったことは、技術面のみでなく、ユース時

代より全国を勝ち抜くためには体格面でも優位

に立つ一つの条件かも知れない。

　

岐阜国体当時の地元、岐阜県選手は、県立大

垣工業高校生（当時は現在の高校選抜でなく単

独高校チーム）のため、15名中5名が大学に進

学（内1名は外国大学）、残り10名が就職し、

1名（関東）を除く9名は、岐阜市、名古屋市周

辺に就職し現在に至っている。

　

大学に進学した5名の内、2名は中学（保健体

育）、高校（商業）の教諭で、現在もサッカー

部顧問として生徒の指導に当たっている。残り

3名は卒業後、会社、クラブチーム等で、サッ

カーを行っていたが、現在はゴルフ、釣り等

で、サッカーとは無縁となっている。

　

就職した10名の内、4名は現在も少年団サッ

カーコーチとして地元少年団てボランティア活

動をしている。

　

また、多くの選手は高校卒業後クラブチーム

等でプレーをしていたか、その内、3名は息子

　

（当時の岐阜県では女子サッカーは無い）が、

小学校に入学、少年団サッカーを希望し、団で

のコーチに当たり、息子が小学校卒業と共に

サッカーコーチを辞め、会社での地位も向上

し、他のスポーツに移行した選手も見られた。

　

15名中1名は現在も県リーグ】部のＦＷ選手と

してプレーをしている（監督兼任）。5名は西

日本ＯＢサッカー9二四十雀lo）、に所属し活

躍している。

　

15名中8名は現在サッカーと無関係のゴル

フ、釣り等に興味を持ち、母校のサッカーOB

会に顔を出す程度である。

４

　

まとめ

　　　

昭和40年、岐阜国体に地元、岐阜県サッカー

　　

選手、一般・教員・高校に出場した45名中、調

　　

査不能の2名を除く43名を対象に面接調査を行

　　

い、30年後、どのような現況になっているかを

　　

調査し、下記のことが判った。

　　

1)一般・教員・高校とも、身長の変化は認めら

　　　

れなかったが、体重は一般・教員か10％、高

　　　

校は15％増の有意の差があった。

　　

2)BMIによる肥満判定法では、一般・教員・高

　　

校は、国体時の21. 1～22.6の普通値が今回で

　　

は、一般・教員は太りぎみで、高校はぎりぎ

　　

りの普通値であった。

　　

3)一般・教員の県外移入選手13名中9名は、国

　　　

体終了後翌年より14年後に県外に家庭の事情

　　　

等で岐阜を去った。

　　

4)教員・一般・高校の順に県協会役員、少年サ

　　　

ッカー・コーチ、ＯＢサッカーと現在もサッ

　　　

カーと深い繋がりか認められた。

　　

5)高校選手の1名は、県リーグ1部現役ＦＷ選手

　　

(監督兼任)として活躍中。

　　

6)岐阜国体(昭40)における選手の獲得と選手

　　　

強化策は、その後の県下サッカーの底辺拡大

30－
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およびレベルアップに大きく寄与したと考え

られる。
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ジュニアユース期のサッカー選手のフェアネス（公正さ）

に関する研究

はじめに
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本年のアトランタオリンピック、1998年の

ワールドカップーフランス大会、そして2002年

のワールドカップ日本大会招致を目指すわが国

のサッカー界では、将来の代表選手となる卓越

した競技者を育成するためにフェアープレーを

いかに低年齢の競技から身につけさせるかは大

きな課題である。

　

そこで本研究では、中学年代のトップレベル

の選手における反則行為の意識について質問紙

調査を行った。

研究の目的

本研究の目的は、ジュニアユース期の選手
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の、コートの中での、フェアープレーや審判問

題に対する意識と、コートの外でのそれとを検

討し、ジュニアユース期のフェアネス（公正

さ）について考察することである。

　

研究の方法は、以下のとおり。

①方法は、質問紙調査（大会前に郵送、大会

　

当日回収）。

②対象は、以下大会の参加選手、

　　

1995年度全国中学大会

　

576人

　　

1995年度ジュニアユースクラブ大会704人

　

の計、1280人であった。

③回収状況・サンプル数（回収率）は、

　　

409人（/32×18人中＝71.0％）

　　

544人（/32×22人中= 77.3%)

　

であった。

　　

２

　　　　　　　

３
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［大会年度、大会名］

1／ 88年中学大会(N=352)

2／ 94年中学大会(N=352)

3，‘95年全

　　

体(N=947)

4バ95年中学大会（N=409）

5. '95年ジュニアユース・クラブ大会（N=544）

　　

図1.警告の経験（時系比較）

Ｄ東京大学大学院

　

2)産能大学

　

3)お茶の水女子大学

　

4)筑波大学附属高校
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ジュニアユース期のサッカー選手のフェアネス（公正さ）に関する研究

一
回
囲
□

相手のプレーに頭にきて

毒判に不溝があって

相手に抜かれそうだったから

指導者に促されて

吻
口
口
□

リードされていたから

応援に促されて

自分のプレーが成功しなくて

その他

　　　　　　　　　　

２

　　

［大会名］

1.全体(N=947)
2.ジュニアユース・クラブ大会(N=544)

3.中学大会（Ｎ=409）

図2.警告などを受けた時の状況は？

結果と考察

1.コートの中のフェアネスを逸脱する行動につ

　

いて

①警告の経験

　

図1.は、警告の経験を時系列に示したもので

ある。明らかに増加の傾向かおる。

②状況の認識

　

図2.は警告を受けた時の状況の認識を示した

ものである。相手に抜かれそうだったからが一

番多く39.3%であった。相手に抜かれないため

の技術を身につけなければならない年代でこの

実態は、選手のみならず指導者側もー考すべき

ではなかろうか。

③他者からの影響について

　

図3.は、Ｊリーグの様々の要素の中で選手が

参考にしている項目を示したものである。Ｊ

リーガーの技術、戦術、闘志あるプレーを選手

たちは参考にしている。

　

しかし、フェアーなプ

レーについては約1割の選手しか参考にしてい

ない。Ｊリーガーかフェアーなプレーをしない

のか、あるいは選手がそこの目をやらないのか

を今後明らかにする必要があろう。

(％)
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z７－なプレーかｐｌになる

ーなプレーをll専された

指耳１にフリーキックの誘い方をll耳された

柚碍ｌに反則のｌい方をll耳された

チームメイトとJリーガーのフェアーなプレーを・凧にす

又田とJリーガーのフェアーなプレーを啄題にする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

！

　　　

1

　　　　　　

1大会名14

　　　　　　　　

J

　　　　　　　　　　

;TI?j7171.ク，プ。。(。｡5。)

図3.他者からの影響

　　

(サンプル数に対する回答した選手の割合)

④審判への不満や文句

　

図4.は審判への不満を時系列で見たものであ

る。増加の傾向が見られる。

　

図5.は審判への文句を言った経験を示したも

のである。約7割の選手が文句を言った経験を

持っていた。
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|大番年俣，大白名1

1.S63年中学大会（Ｎ･3S3)

2 ■94年中学大会(N-129)

3 ' 95年全体(N.g-i?)

<.'95年中了大会(N-IOS)

5 ■95年ジュニアユース・クラブ大会(N-S-H)

図4.公式戦での審判への不満（時系比較）

　

【大會名】

1.全体(N.d<]7}

2.ジュニアユース・クラブ大会(N-544)

3.中学大会｛Ｎ-409｝

図5.審判へ文句を言ったことがあるか？

まとめ

］｡ジュニアユース期の選手のフェアネスを逸脱

する行動（警告や退場の経験）は、年々増加し

ている。

2.技術的未熟さから警告を受けるようなプレー

をしてしまう傾向かおる。

3バリーガーのフェアーなプレーを参考にする

傾向の割合はほぼ10％である。

4.ファールに対する指導を指導者やコーチから

受けたことを意識しているジュニアユース期の

トップレペルの競技者が、わずかである。

　

指導者が、目の前の子どもたちが理解できる

ようにフェアープレーについて指導しているか

を、自問することが必要ではなかろうか。
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年代別にみた発表傾向

しては、ここに示したもの以外にもまだまだ数

多くあることと思われる。

　

しかし、入手してあ

る論文の引用文献なども綿密に調査したので、

かなり網羅できているものと考えている。な

お、欧文に関しては英文のものが中心であり、

その他の各国の母国語で発表されているものに

ついてはほとんど含まれてなく、その点では完

璧とはいえない。

サッカー医・科学研究

　

第16巻(1996)

はじめに

ヤングフットボーラーの体力に関する研究

　　　　　　　

－レビュー一
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彦1）佐々木

　

康

　

友2）

　

これまでにサッカー選手の体力に関する研究

は、国内外を通して数多くのものが報告されて

きている。その内容については、研究目的、対

象とした選手、測定項目など多岐にわたってい

る。その中でも測定項目については、体力要素

して、それらの測定項目により測られた結果

か、各年代に応じてきちんと整理されているか

というと、必ずしも十分なものではない。これ

までのサッカー選手の体力に関する研究は、国

内外でもトップクラスのところに焦点をあてだ

に応じてハイパワー、ミドルパワー、ローパワ
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－など、現在のスポーツ科学でも常識的になっ

ているものが網羅されているといってよい。そ
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ために省いた。

　

これらの論文掲載件数については年代別、邦

文、欧文別に区別し、表1に示した。欧文に関

表1

　

ヤングフットボーラーの体力に関する文献

ものか中心であり、発育期のデータは少ない。’i弱ぷ" TgVd

　

研究論文の収集にあたっては、主としてスポ

ーツ科学に関する国内外の学術、学術的刊行物

あるいは学術的出版物などを対象にした。ま

た、日本体育学会、日本体力学会などの口頭発

表については、抄録のみで詳細か理解できない 発育期のサッカー選手の体力に関する研究が

しかも、発育期にあるサッカー選手の体力に関

しては、年齢的にも断片的に報告されているも

のが多く、整理されていない。

　

そこで、本研究は発育期におけるサッカー選

手の体力に関し、現在までに収集した国内外の

研究報告について、その実態を分析するととも

に、各年齢における体力の現状を捉えて整理す

ることを目的とした。

Ｄ東京大学生命環境科学系

　

2)東京大学研究生

論文の収集
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ヤンブフットボーラーの体力に関する研究一レビュー－

報告され始めたのは1960年代になってからであ

り、しかもその数は国内外併せて3編と極めて

少ない。このうち1編はトレーニングに関する

ものであり、2編は持久性能力の測定に関する

ものであった。1960年代の初頭には、そろそろ

持久性能力を最大酸素摂取量で測定する手法か

導入され、測定機器であるトレッドミルも国内

に普及し始められた時期であった。したがっ

て、サッカー選手の持久性能力のデータとして

は貴重なものであったといえる。

　

1970年代には研究報告がかなり多くなってく

る傾向を示すか、当時、日本サッカー協会技術

委員会科学研究部として存在し、現在では科学

研究委員会の前身である研究組織での報告がか

なり多い。この一連の研究は当時の野津謙会長

（故人）のご努力で日本船舶振興会より研究費か

支給され、「ヤングフットボーラーに関する研

究ｏ」の一部として行われたものか中心であっ

た。表1にその他とした論文は10編あるが、そ

のうち7編はこれに該当するものである。ま

た、論文として掲載されている3編のうち2編

も、これらの報告書をまとめた形で発表された

ものである。

　

その内容の中心は全国大会に出場した小・

中・高の選手たちを対象とし、主としてフィー

ルド的な測定項目により、体力を測定したもの

であった。したがって、被験者数は相当数に

上っている。

　

欧文の方は10年間で3編を数えるだけで少な

い。しかし、注目すべきことは1979年にイタリ

ア・ローマで

　

I st International Congress

on Sports Medicine Applied to ＦＯｏtba112）

という会議が開催されたことであった。世界の

サッカーに関する医・科学者か一堂に会すると

いうことはこれまでにはなかった。ここで数多

くの発表があったが、発育期の選手たちの体力

に関するものは1編であった。

　

しかし、この会

議は大きな意義のあるものであった。第2回と

してブラジル・リオ・デ・ジャネイロで開催が

アナウンスされたが、中止になった。

　

しかし、この会議をきっかけとして1980年

－38

に、国内では第1回サッカー医・科学研究会3）

が開催されることになった。1980年代になると

スポーツ科学に関する研究は国内外ともいよい

よ盛んになり、サッカーに関する報告も数多く

なる。特に1980年代前半は日本サッカー協会科

学研究委員会が収集した資料からの報告か圧倒

的に多く、論文、報告書ともすべてが一連のも

のであった。後半に入ると、サッカー医・科学

研究会へ発表じたものをまとめた論文か多くな

り、科学研究委員会だけではなく、一般にも発

育期のサッカーに関心が出てきたといえる。

　

国内外のものについては、特に1980年代後半

に多くなり、ドイツ、カナダなどナショナル

チームを対象としたものを始め、オランダ、ア

メリカ、イギリス、オーストラリア、フランス

など多岐にわたる国の報告かみられた。日本の

報告がフィールド的な測定項目か多かったのに

対し、国外の論文は持久性能力として最大酸素

摂取量、筋力として等速性筋力などを検討して

いる点か特徴的であった。

　

また、国内外の報告を比較すると、国内のも

のは測定したものを報告するといった形式のも

のが圧倒的に多いのに対し、海外のものは評価

できる学術雑誌への投稿論文が中心であった。

　

1990年代に入っても発育期におけるサッカー

選手の体力への関心は継続しており、国内外の

論文および報告の数は少なくない。国内の報告

者も、それまでは日本サッカー協会科学研究委

員会かほとんど中心であったか、他の立場をと

る研究者の発表も増えてバラエティに富んだも

のとなった。内容をみると、全国レベルの選手

を対象にしたもの以外に、地方の県レベルの選

手を対象にしたものも目立つようになった。県

レベルのものは、すでに報告されている全国レ

ベルのデータとの比較をしながら測定結果を選

手たちにフィードバックできるなど、過去の研

究傾向や結果を活かしたものもある。また、報

告はサッカー医・科学研究会に発表し、その結

果をまとめたものが目につくようになり、この

研究会が大切な役割をし始めているといえる。

　

海外のものはブラジル、オーストラリア、ポ



戸苅，佐々木

ルトガル、ドイツ、イギリス、クロアチア、香

港、フィンランド、デンマークなどから報告さ

れている。この中にはオーストラリア、ポルト

ガル、イギリス、クロアチア、香港、フィンラ

ンド、デンマークなどの代表あるいはそれに近

い選手を対象にしたものか含まれている。ま

た、目につくものでは、第2回のScience and

Football"の論文集への掲載したものが多い。

この研究会は1987年にイギリス・リバプールで

第1回が開催され、4年に1度という頻度で行わ

れるものである。国際的な集会としては先に掲

げたイタリア・ローマで行われた会議が一回限

りで終了してしまったのに対し、現在では3回

を数え、徐々に定着してきていることを感じ

る。

　

内容的には1980年代後半に多く取り扱われた

持久性能力をみた最大酸素摂取量や、筋力とし

て等速性筋力に加えて、パワー、スピードなど

にも関心か出てきている傾向にある。

日本と外国の比較

　

このレビューの中での目的の一つは各国の同

年代の持っている体力を比較することである。

特に国外の論文に掲載されているデータを分析

してみると、それぞれを取り扱っている目的、

測定項目、年齢が幅広く、現状ではまだまだ資

料不足で比較しにくい。しかし、その中でも多

くの関心は持久性能力にあるようで比較的資料

か多い。そこで、最も多く取り扱われている測

定項目の最大酸素摂取量に着目し、9歳から18

歳までのデータを取り出して作図してみた（図

1）。

　

この図をみると、当然のことではあるが、加

齢とともに右上がりに成績は良くなる傾向を示

し、国内、国外とも16歳ぐらいでほぼ60nil/

kg ・ｍｉｎ前後のレベルに達し、以後横ばいに

なってきている。国内の資料に報告されたもの

には55ml/kg ・ｍｉｎ前後とやや低いものもあ

る。また、この数値はあくまでも集団の平均値

であり、この中には幅かおることを考慮しなけ
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ればならない。

　

この研究の目的の一つは、国内外の同年齢の

サッカー選手の体力を比較することである。

　

し

かし、各年齢を比較するほど資料は豊富ではな

い。そこで、比較的資料の多い18歳のみを対象

にして比較した(図2)。この資料は、発表年代
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70

的には1970年代から1990年代までかなり幅広い

報告から収集している。また、国外のものは香

港、カナダ、ドイツなどのユース代表のデータ

か含まれており、国内のものも日本ユース代

表、国体選抜や八千代高校、国見高校など有名

校の資料がある。したがって、全体的にはサッ

カーの技術レベルもかなり高い選手たちのもの

と考えられる。
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ヤングフットボーラーの体力に関する研究－レビュー－

　

これらのデータをみると、持久性能力として

最も信頼のおける最大酸素摂取量は、60m1/

kg- mln前後というところが、この年齢のレベ

ルであることがうかがえる。

　

したがって指導者

側は、ポジションにもよるか、18歳でこのレベ

ルにあれば持久性能力はまあまあたと判断する

べきであろう。ただし、国外のデータはまだ少

ないので、これから数多く収集してより正確な

参考資料となるものにしたい。特に問題となる

のは、ポジションごとに要求されるレベルが異

なるはずなので、こういった観点からも資料収

集を重ねる必要かおる。そして、年齢的にもも

う少し低年齢のものまでを含んだ多くのデータ

から、より精度の高い評価表を作成する必要か

おる。

まとめ

　

本研究は、発育期のサッカー選手の体力に関

する研究について、これまでに報告された国内

外の論文をレビューすることを目的とした。

　

その結果を発表年代別に作成し、1980年代を

中心に発育期のサッカー選手の体力に対する関

心は高まり、数多くの研究かなされていること

と、その背景には各発表機関の果たす役割かお

ることを指摘した。

　

また、特に資料の多い最大酸素摂取量に着目

し、年代別に国内外別に概観した。その結果、

最大酸素摂取量は16歳ぐらいから横這いになっ

ている傾向かみられた。ただし、選手のレベル

やデータ数から結論を出すのは早計であると思

われる。

　

年齢別に国内外のサッカー選手を比較をする

には資料が少ないが、比較的多い18歳の最大酸

素摂取量のデータを収集して作図したところ、

多くは60ml/kg ･ ｍｉｎ前後にあることが分かっ

た、このことは資料が少ないとは言え、18歳の

サッカー選手に要求される持久性能力の水準を

表すものといえよう。

　

今後、更に積極的に資料を収集し、持久性能力

以外の測定項目についても国内外の比較が可能な

ようにするべきであろう。
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血中乳酸濃度を指標としたユース年代のサッカー選手に

おける試合時の運動強度
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先の研究9)において、血中乳酸濃度(以下、

La)を測定することにより、サッカー選手の試

合時の運動強度をできるだけ正確に捉えるため

には、試合中にLaを数回に分けて測定すること

が重要であると報告した。これまでに報告され

ているこの種の研究は、大学生や成人のサッ

カー選手を対象としたものであり1' 3' 4. B.9)、

育成段階にあるユース年代のサッカー選手を対

象とした報告はなされていない。

　

そこで、本研究ではユース年代のサッカー選

手を対象に、試合中のLaを数回に分けて測定

し、あらかじめ実験室で測定した最大La

(Ｌａｍａｘ)を指標にして試合時の運動強度を検

討した。また、同時に試合中における選手の移

動動作についても検討した。

方

　

法

Ａ。被検者

　

被検者はＪリーグに所属しているチームのユ

ース年代のサッカー選手4名であった。ポジシ

ョンはCenter Forwarder （以下、CF）、Offen-

sive Mid-fielder (以下、OM）、Defensive

Mid-fielder (以下、DM）、およびStopper (以

下、ST）であった。

Ｂ．測定項目

　

1.実験室での測定

　

最大疾走速度の測定は、ワイヤー式牽引速度

装置(VINE社製）Ｌａｍａｘと40秒パワー（以下、

40secP)の測定は、我々の先に報告した同様の

方法9)を用いて行った。

　

有酸素性能力の指標であるLaか4iiiniol ・ 1'‘時

の走速度(以下、OBLA-V)の測定は、磯川らの

報告している方法5)に従い行った。すなわち1

ステージが4分間のランニングを負荷値が180m ・

min]''、210II1 ・ ｍｉｎ‾|、240II1・ min''および270II1 ・

ｍｉｎ‘Iの4ステージで行い、各ステージ終了後に

指先より採取した血液をラクテートアナライ

ザー(YSI社製:1500sports)によりLaを分析

して、OBLA-Vを算出した。

　

2.試合中の測定

　

試合時のLaの測定は前後半の10、20、30およ

び40分目に指先からの採血により行った。採血

に要した時間は約16～29秒であった。また、試

合中は被験者が一度にフィールドから退出する

ことを避けるために採血のタイミングを試合の

流れを見なから多少ずらした。

　

試合中の移動動作の測定は、戸苅らが実施し

ている方法15)に従い、1名の選手を1台の8ミリ

ビデオカメラで撮影して、その再生画面から動

きの種類をダッシュ、ジョギング、ウォーキン

グおよびスタンディングの4種類に分類して、

各動きに要した時間の割合を算出した。

Ｃ．測定日

　

実験室での測定は1994年8月２日に行った。そ

して、試合中の測定は9日後の8月11日に行われ

たＪリーグ所属のユースチームとの間で行われ

た練習試合で行い、試合時間が80分間、そして

ハーフタイムが10分間であった。この時の天候

は気温か29.5°Ｃ、湿度か67％であった。

　

なお、試合結果については2-2 (前半2－1、

後半0-1)の引き分けであった。

Ｄ中京大学体育学部運動生理学研究室

　

2)名古屋グランパスエイト
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血中乳酸濃度を指標としたユース年代のサッカー選手における試合時の運勁強度

Ｄ。統計処理

　

データの統計処理は前半と後半の比較が対応

のあるｔ検定、ポジション間の比較が一元配置

分散分析を行い、有意な差が生じた場合に

Duncanの多重比較検定により行った。なお、統

計上の有意水準を5％未満とした。

結

　

果

　

表1.被検者の身体的特徴

表2に示した。その結果、全測定値のLaと％

Lamaxの平均値と標準偏差は4.9±1.2(3.0～

7. 5)ramol・ト1と47.9±9.9(31.3～圓｡０％で

あり、前後半の全測定の比較において、後半の

結果(5.4±1. lmmol ・ト|と51. 3±8. 2%)は前

半(4.3±0. 9niniol・ト|と41. 7±7.7％)に比較

して有意に低かった。

　

ポジション間による試合時のLaと％Lamaｘは

　　　　

ＣＦが4.9±]. Ommol ・ドと46.3±9.3

％、ＯＭが5.7±1. 4nimol・ΓIと50.7

二12.0%、ＤＭが5.1エ0. 9raiiiol・ΓI

と51. 8±8.7%およびＳＴか3.9亡0.６

mmol ･ドと40.7±6. 2%であった。な

お、ＳＴのLaと％Ｌａｍａｘは他のポジシ

ョンの選手に比較して、有意に低い結

果であった。

これまでに報告されているほぼ同

年代のサッカー選手の結果I 0.11.

12,14)と比較したところ，この年

代のサッカー選手としては，鍛錬

された選手であると考えられた。
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Ａ。被検者の身体的特徴

　

被検者の身体的特徴を表Ｈこ示した。その結

果、身長が172. 5±3. 0cm、体重が69. 65±

2. 81kg、最大疾走速度が8.3±0. 2m・ｓｅｃ几

Lamaxが10.3±0. 8mniol・ L1、体重あたりの40

秒パワー（以下、40secP/wt)が6.6±0. 4W・

kg‾|、そしてOBLA-Vが231. 9±8. Om・ｍｉｎ”で

あった。

Ｂ．試合時の運動強度と移動動作

　

試合時における選手のLaと%Laiiiaxの結果を

　　　　　

表2. Laからみた試合時の運動強度

234.2

241.8

228.3

231.9

　

8.0

　

試合中の移動動作の結果については、表3に

示した。1試合の各動きが占める時間の割合の

平均値と標準偏差はダッシュが6.7±1.3%。

ジョギングが34. 7±2. 7%、ウォ｡－キングが

53.6±3.1%そしてスタンディングが5.0±1.4

％であった。
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Ａ。被検者の身体的特徴

　　　　　　　

実験室で測定した各測定結果を
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平均価士標準瓜差6.7±1.3

　

34.7±2.7 53.6±3.1　5.0土1.4I e.o±1.5　36.5±1.4 5o.e±2.1　4.7±1.0 I S.4士1.1･　33.7士4.0･56.3±4.1　4.6±1.4

，

　　　　

1試合

　　　　　　　　

｜

　　　　　　　

前半

　　　　　　　

ｉ

　　　　　　　

後半

被検者

　　

身長

　　　

体重

　

最大疾走速度

　

Lamax　40秒パワー　OBLAV



宮城，山下，山村，松井，北川

Ｂ。試合時の運動強度と移動動作

　

本研究ではユース年代のサッカーを対象に試

合中に一定の時間間隔でLaを測定して、試合時

の運動強度を検討した。その結果、試合時のLa

と%Laniaxは劃9±1. 2niiDol・ 1'Iと47. 9±9.9%

であった。 Laは血中乳酸蓄積開始点(OBLA)を

境として、それ以上を無酸素性の運動、それ以

下を有酸素性の運動を示す指標として用いられ

ている6)。本研究の測定結果をみていくと、試

合時のLaはほとんど4niniol ・ 1'1を越えている結

果であった。これらのことから、この年代の選

手においても試合中に有酸素性の運動を維持し

つつ、高強度の無酸素性の運動を不規則な休息

期を挟んで何度も繰り返し実施しているものと

考えられた。また、運動中は活動筋にLaか蓄積

してくると筋中のpHの低下により、筋中の酵素

活性か低下し、ATPの生産か十分にできなくな

るために筋の収縮能力が低下してくる2' 7)。

従って、試合中に蓄積したLaはできるだけ速や

かに除去させることか、次の動作を実施するに

あたって重要となる。山本によると16)、サッ

カーのような間欠的運動において有酸素性能力

の優れている選手は、劣っている選手に比較し

て運動期に発揮するパワーか大きくなることを

報告している。その理由として、運動期に有酸

素性供給機構からのエネルギーの出力する部分

か大きくなること、そして休息期に貧呼し酸性供

給機構で用いられるエネルギー源の回復量が大

きくなることをあげている。このことからも、

本研究で対象となった選手が今後、試合中の生

体にかかる負担度が低くなり、試合中にダッ

シュなどの高強度の運動が占める割合を高くす

るためには、有酸素性能力を改善していく必要

があると考えられる。

　

また、ポジション間によるLaと％Ｌａｍａｘの比

較では、試合中に最も高いLaと%Laiiiaxを示し

たのはＯＭの前半30分目での7. 5niniol・Γjと

66.4%であり、最も低かったのはＳＴの後半45

分目での3. Ommol ・ 1″lと31.3%であった。これ

らの結果を試合中の移動動作の結果から検討す

ると、実施された試合は被検者が所属するチー

ムの攻撃時間が長く、ＯＭとＤＭの試合中の

ダッシュやランニノグの占める割合かＳＴに比

較して高い結果であった。このようにポジショ

ン間による試合時の運動強度の差は、試合中の

オフェンスやディフェンスか関与する程度の相

違によってかなり影響されるものと考えられ

る。

　

また、本研究では試合の前後半に各4回ずつ

Laを測定したが、後半の平均値は前半に比較し

て有意に低かった。この結果については、これ

までの報告においてもみられる傾向である1. 3.

4.8.9.]≒Bangsbol)によると、サッカーの試

合の後半において、選手のLaが前半に比較して

低くなるのは、筋内のグリコーゲン量の減少か

影響していると報告している。本研究では、実

際に筋グリコーゲン量の測定は行っていない

か、試合時に測定したLaの結果(Table2)をみ

ると、各選手とも後半のLaの平均値は前半の結

果に比較して低く、後半は試合時間が経過する

につれて、Laが低下していく傾向かみられた。

さらに、後半は試合中にダッシュやジョギング

の占める割合か有意に低くなっていることか

ら、本研究においてもおそらく筋グリコーゲン

量の減少か関与してい‘だものと考えられる。

要

　

約

　

本研究ではユース年代のサッカー選手におけ

る試合時のLaの変化を明らかにし、実験室で測

定したLamaxを指標にして、試合時の運動強度

について検討した。主要な結果は以下のとおり

である。

1.実験室で測定した各測定結果をこれまでに報

　

告されているほぼ同年代のサッカー選手の結

　

果と比較したところ、この年代のサッカー選

　

手としては鍛錬された選手であると考えられ

　

た。

2.ユース年代のサッカー選手の試合時における

　

Laと%Lamaxは4.9士1. 2mmol・r'(3.1～7.４

　

mmol・ノ）と47.4±9.9% (25.2～64.3%)

であった。これらの結果から、この年代のサッ

43



血中乳酸濃度を指標としたユース年代のサッカー選手における試合時の運動強度

カー選手は試合中に有酸素性の運動を維持しつ

つ、高強度の無酸素性の運動を不規則な休息期

を挟んで何度も繰り返し実施しているものと考

えられた。
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Ｊリーグユース・ジュニアチームのフィジカルチェックに

関する調査

はじめに

喜慰斗

佐々木

C
Ｍ

<
＊

彦
剛

晴
誠

苅
田

戸
池

ｊ

　

ｊ

１

　

Ｃ
Ｏ

史
友

勝
康

　

Ｊリーグは、1993年に初めてのプロサッカー

リーグとして華やかにスタートした。このＪ

リーグ開催にあたり、各チームには他のプロス

ポーツ組織と大きく違う運営形態が義務付けら

れた。それは、長期的視野に立った一貫指導に

よるトップ選手の育成、並びに地域への貢献を

目的とした育成機関の運営義務である。これ

は、現在の日本の指導体制を考えた時、学校単

位でこれを行うには、問題点が多数存在してい

る事に帰因している。実際最近の報告による

と、日本のトップ選手の育成は、大半が学校の

クラブ活動に依存しており、クラブによって育

成されたトップ選手は、まだ少数なのが現状で

ある。そこで本調査では、今後の日本サッカー

にとって非常に重要な責務を負う、Ｊリーグ所

属チームの傘下にあるクラブ（以下Ｊクラブ）

に注目し、ここで行われている指導の現状を①

フィジカルチェック②フィジカルトレーニング

③フィジカルコーチの必要性、という3つの観

点からアンケートを実施し考察した。

目

　

的

　

本調査の目的は以下の2つである。

①Ｊクラブが行っているフィジカルチェック（体

　

力測定、身体組成測定）とフィジカルトレー

　

ニングの現状を調査し、問題点と今後の課題

　

を明らかにすることである。

②上記調査①に加えて、実際にフィジカルコー

チか活動しているチーム（ベルマーレ平塚ユー

ス・ジュニアユース）の選手に対するアンケー

トデータを参考に、育成期のフィジカルコーチ

の必要性を検証することである。

方法と対象

　

目的①に対する調査は、Ｊクラブチーム（鹿

島アントラーズ、浦和レッズ、柏レイソル、

シェフユナイテッド市原、ヴェルディー川崎、

ベルマーレ平塚、横浜マリノス、横浜フリュー

ゲルス、清水エスパルス、ジュビロ磐田、名古

屋グランパスエイト、カンパ大阪、セレッソ大

阪、サンフレッチェ広島）にアビスパ福岡を加

えた15チームの監督、もしくはこれに代わる

ヘッドコーチに対するアンケート（図Ｄに

よって行われた。

　

目的②については、ベルマーレ平塚のジュニ

アユース選抜選手25名（平均年齢14.5歳）に対

してフィジカルコーチが、指導するようになっ

て変化した意識の調査を簡単なアンケートによ

り調査した。質問項目は以下の５点である。

　

Ｄ生活に関する理解が深まったか

　

2）体力に関する理解か深まったか

　

3）生活への関心が高まったか

　

4）体力への関心が高まったか

　

5）身体に対する関心か高まったか

1)東京大学大学院･ベルマーレ平塚ユースフィジカルコーチ

3)東京大学研究生

　　

4)シェフ市原フィジカルコーチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－45－

2)東京大学教授



Ｊリーグユース･ジュニアチームのフィジカルチェックに関する調査

　　

アンケート用紙（ジューアユースチーム監督用）
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Ｊクラブ監督に対して行ったアンケート用紙
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喜町斗，戸苅，佐々木，池田

ルコーチに関する質問です．

チームにに、専Ｅ□あ･■"* ISし・のフィジカルコーチかいまでヵヽ゜

y-ゞ'fr'゛ユースと蒼丘ても可～

はＬ

＼
ｔヽＣゝ人

（○を仁･7る）

Ｑ血をjllＪ
＼

⑩Ｓ.を涸－

＠7･･y’・1〕-lのチーム内の主!j槍割に０を｛1りてください．｛複数回答可

１フ４ジカル１レーニングメニ．－の作康

２フ４ジカルトレーニングの指導

３コンティｙ。ニングメニ．－の作紅

４コンティｙａニｚグにilする価ｊ;

Ｓつ4 ･〆力ルチェックぐ乙次良

６フィジカルチェフクの分析（データの提供）

７リハビリテーシｌンの附i;と１１

８選手への生理孚的l耳死の灰Ｒ

９戦術に閃でる指導と監９に刻する助言

IB il<^の評価に閲する曽ｇに刀する助言

｜｜ゴールふーパーの価導

１２皿會の引－

13 &1S. iB・への同行

１４トレーニングａＺ（測定Ｓ含む’馴入に閲する助言

１５トレーニングａｌ（鵬定Ｓ含むいの管理

１６その恰で下記互観に・入してください）

ＩＩｇ

＠フ４７カルコーチかｉ･曼なノウjヽウをどこどのよう|二孚li r. r;ものか、

　

差し叉瓦か弧ければおしえてください。

４

　

ａのような廿・に、Ｓかどのようにfr 。ていΞすか９

　

現在のチーム状況を訂しくおし7.てください。

⑤＠の申で・ｇが行。ている内容そ１号で全てお・えください、（5、lelり

⑤発頁期の選手を指導するチーム『』クラブ）|こフ４ジコ12必要だと思い

　

ますか９（○を什ける）理由も記入してください。

は いいえ

⑦輿チームの皿在の３年・でサテライトまたはユースチーム自こ釆年度

　

ＩＵされるのは向人ですか？

人

⑤普皿練習しているグラウンドのサーブふイスをおしえてくださ

一週間に
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どぅもｊｂり力1･とうごさ”Ｕゝまし応こ．

　　

皐瓢にご返送皿きたく律じます．よろしくお黒いいたします．

図Ｉ

　

Ｊクラブ監督に対して行ったアンケート用紙
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Ｊリーグユース･ジュニアチームのフィジカルチェックに関する調査

ジュニアユースチームの選手数と指導者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

選手数

　　　　　　　　　　　　　　

練習形態

　

指導者数

　

指導者割合

　

チーム名

　　

子１

　　　　

子２

　　　　

子３

　　　　　

の

　　　　

。f

　　

A
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15

　　　　　

11

　　　　　

10
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5

　　　　　

10. 6

　　

B
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14

　　　　　

0

　　　　　

59
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D
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21

　　　　　

20

　　　　　

0

　　　　　

75

　　　　

能力別

　　　　

5

　　　　　

15.0

　　

Ｅ

　　　　　

１５

　　　　　

１７

　　　　　

１５

　　　　　

０

　　　　　

４７

　　　　

全員

　　　　　

2

　　　　　

23.5

　　

F

　　　　　

15

　　　　　

0

　　　　　

16

　　　　　

0

　　　　　

48

　　　　

学年別

　　　　

3

　　　　　

16.0

　　

G

　　　　　

15

　　　　　

12

　　　　　

13

　　　　　

0

　　　　　

40

　　　　

能力別

　　　　

2

　　　　　

20.0

　　

H

　　　　　

33

　　　　　

25

　　　　　

33

　　　　　

0

　　　　　

91

　　　　

能力別

　　　　

5

　　　　　

18.2

　　　

1

　　　　　

21

　　　　　

24

　　　　　

10

　　　　　

0

　　　　　

55

　　　

主に学年別

　　　

4

　　　　　

13,8

　　　

J

　　　　　

0

　　　　　

17

　　　　　

13

　　　　　

0

　　　　　

30

　　　

能力別＊

　　　　

2

　　　　　

15.0

　　　

K

　　　　　

23

　　　　　

25

　　　　　

24

　　　　　

0

　　　　　

72

　　　

変則学年別

　　　

3

　　　　　

24.0

　　　

L

　　　　　

27

　　　　　

21

　　　　　

7

　　　　　

0

　　　　　

55

　　　　

能力別

　　　　

4

　　　　　

13.8

　　　

M

　　　　　

15

　　　　　

17

　　　　　

20

　　　　　

25

　　　　　

77

　　　

主に全員＊

　　　

4

　　　　　

19.3

　　　

N

　　　　　

15

　　　　　

11

　　　　　

15

　　　　　

0

　　　　　

41

　　　

主に能力別

　　　

6

　　　　　

6.8

　　　

0

　　　　　

24

　　　　　

50

　　　　　

0

　　　　　

0

　　　　　

74

　　　　

全員

　　　　　

5

　　　　　

14.8

．

　　

否

　　　

322

　　　

318

　　　

230

　　　

35

　　　

905

　　　

／

　　　　

58

　　　　

／

平

　　　　　

21.47

　　

21.20

　　

15.33

　　

2.33

　　

60.33

　　　

／

　　　

3.87

　　　

15.6

　　

SD

　　　

9.83

　　　

9.76

　　　

7.60

　　　

6.78

　　

18.27

　　　

／

　　　

1.25

　　　

4.72

ユースチームの選手数と指導者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

選手数

　　　　　　　　　　　　　　

練習形態

　

指導者数

　

指導者割合
チーム名

　

。父１

　　　　

父２

　　　

Sif-53　　　　　の　　　　。

　　

Ａ

　　　　　

１９

　　　　　

８

　　　　　

８

　　　　　

０

　　　　　

３５

　　　

能力別＊

　　　　

５

　　　　　

７．０

　　

Ｂ

　　　　

１６

　　　　　

７

　　　　　

１６

　　　　　

０

　　　　　

３９

　　

主に能力別

　　　

3

　　　　

13.0

　　

Ｃ

　　　　　

１７

　　　　　

９

　　　　　

７

　　　　　

０

　　　　　

３３

　　　　

能力別

　　　　

3

　　　　

11.0

　　

Ｄ

　　　　　

９

　　　　　

９

　　　　　

１０

　　　　　

６

　　　　　

３４

　　　　

全員

　　　　

3

　　　　

11.3

　　

Ｅ

　　　　

１０

　　　　

１０

　　　　

１１

　　　　　

０

　　　　　

３１

　　　

全員能力別

　　　

2

　　　　

15.5

　　

Ｆ

　　　　　

３

　　　　　

９

　　　　　

１３

　　　　　

０

　　　　　

２５

　　　　

全員

　　　　　

2

　　　　

12.5

　　

G

　　　　　

10

　　　　　

13

　　　　　

7

　　　　　

3

　　　　　

33

　　　　

全員

　　　　　

2

　　　　

16.5

　　

H

　　　　

11

　　　　　

8

　　　　　

12

　　　　　

0

　　　　　

31

　　

全員，能力

　　　

3

　　　　

10.3

　　

1

　　　　　

18

　　　　　

10

　　　　　

6

　　　　　

0

　　　　　

34

　　　　

能力別

　　　　

3

　　　　

11.3

　　

Ｊ

　　　　　

６

　　　　　

６

　　　　　

６

　　　　　

０

　　　　　

１８

　　　　

全員

　　　　

２

　　　　

９．０

　　

Ｋ

　　　　　

１６

　　　　　

１６

　　　　　

３

　　　　　

０

　　　　　

３５

　　　　

全員

　　　　　

2

　　　　

17.5

　　

L

　　　　

21

　　　　　

14

　　　　　

7

　　　　　

0

　　　　　

42

　　　　

能力別

　　　　

2

　　　　

21.0

　　

Ｍ

　　　　

１３

　　　　　

９

　　　　　

６

　　　　　

０

　　　　　

２８

　　

全員，能力

　　　

３

　　　　　

９．３

　　

Ｎ

　　　　

１０

　　　　　

８

　　　　　

１

　　　　　

０

　　　　　

１９

　　　　

全員

　　　　

３

　　　　

６．３

　　

０

　　　　

１３

　　　　　

０

　　　　　

０

　　　　　

０

　　　　　

１３

　　　　

全員

　　　　

2

　　　　

6.5

　

。

　

言

　　　

192

　　　

136

　　　

113

　　　　

9

　　　　

450

　　　

／

　　　　

40

　　　　

／

　

平

　

均

　　

12.80

　　

9.07

　　　

7､53

　　　

0.60

　　

30.00

　　　

／

　　　

2.67

　　

11.25

　

S D　　　5.03　　　3.67　　　4.37　　　1.68　　　8.06　　　／　　　0.82　　　4.25
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結

　

果

喜町斗，戸苅，佐々木，池田

　

アンケートの回収は順調に行われた。全ての

チームに調査の協力を頂き、回収率は100％で

あった。

　　　　　　　　　

選手数

　

現在のＪクラブには、ジュニアユース905

名、1チーム平均60.3名、ユース450名、1チー

ム平均30.0名の選手か活動していることかわ

かった（表1）。注目すべき点は、年齢が上が

り、カテゴリーが上がるに従って、選手数が減

少している点である（図2）。

ご

1。

　

ダ

　　　　　

１

　

ｿﾞﾀﾞ

　

ﾔﾔﾀﾞ

ﾝ

　　　　　　　　　

ﾉ

　　　　　　　　　　　　　

●¶．

ｏ

　　

午

　　　

ぞ

　　　

ぞ

　　　

乖

　　　

笹

　　　

蚕

　　

年

　　　

底

　　　

年

　　　

年

　　　

鉉

　　　

鉉

図2Jクラブの選手数

　

これは、中体連や高体連にも見られる現象で

あるが、その原因は若干違ったものであると考

えられる。中体連、高体連では学年か上がるに

つれ、他の競技や趣味に自ら活動を変更する者

が多い。しかし、Ｊクラブではこれに加えて、

実力の限界を感じて他のクラブで活動する者

や、実力に応じてクラブが選手を精選してゆく

傾向があるようである。この結果から、Ｊクラ

ブは選手を育成するという点では、厳しい環境

と長期的視野に立ち優秀な選手を育成すること

を主な目的としていることが理解できる。

　　　　　　　

昇格選手数

　

図3は各カテゴリーから上位カテゴリーにク

ラブ内から昇格できる選手の割合である。ある

程度、昇格の際に淘汰されるのは仕方がない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-49-

しかし1年次入学の選手がユースへ16％、トッ

プ（サテライト含む）へ11％はあまりにも少な

い数字なのではないだろうか？今後のＪクラブ

の育成方針を再考する意味でも重要なデータと

言えそうである。

ユースへの昇格選手割合

トップへの昇格選手割合

　　

図3昇格選手の割合

　　　　　　　　　

指導者

　

選手数と指導者の割合を表1から見てみると

ジュニアユースでは1チーム平均指導者数3.87

人、指導者1人あたりの選手数が平均15.6人、

ユースでは1チーム平均指導者数2.67人、指導

者1人あたりの選手数が平均11.2人と比較的理

想に近い結果が得られた。しかしながら、指導

者1人あたりの選手数か20人を越えるクラブが

ジュニアユース、ユースと合わせて5チームも

あり、日本のトップであるプロチーム傘下の育

成機関であることを考慮すれば、これは決して

納得のいく数字とは言えないのではないだろう

か。

　　　　　　　

練習時間・頻度

　

練習時間と頻度に対する調査では、各チーム

とも類似した結果か得られた（表2）。

　

Jクラ

ブの選手は、通常学校での活動が終了してか

ら、電車、バスなどを利用して練習に参加して

ﾂﾞ゛

　　

瞬言|

　　

1

　

89%

昇格選手

　　

16%

　　　　　　　　

1年次入団|

　　　　　　　　

非昇格選手

　　　　　　　　　

84%



Ｊリーグユース･ジュニアチームのフィジカルチェックに関する調査

いる。そのため、遠方からの練習参加者も考慮

すると｡､どうしても日没後の練習開始となって

しまう。各クラブとも照明設備は整っている

　

（最適な環境とは必ずしも言えない）とはい

え、練習時間帯に制限かおることは言うまでも

ない。練習時間はジュニアユースで平均1.82時

間、ユースで1.90時間と比較的短めの傾向が見

られ、コンディショニングや疲労回復の点から

見て短時間集中練習か浸透してきているようで

ある。

　

しかしながら、あるクラブでは、1回平

均2.5時間も行っており、その実態と内容か問

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ

年に１回

　

ｘ

年に３回

年;ご３回

年に１回

年lﾆ２回

年に２回

年;ごｌ回

年にｌ口

年;ﾆ１回

年に２回

１グ月にｌ回

１弔に１回

　　

ｘ

ｌ週間に１回

１年;ご３回
１
１ 年に１回

年に２回

１年に２回

１年に１回

】年に１回

１年に１回

個人で毎日

われる点てある。

　

練習頻度は、ジュニアユースは平均4.47日／

週、ユースは平均5.37日/週で、ほとんどのク

ラブが休息日を1日以上設けている。しかし、

発育期の選手が週に1日の休息で充分かどうか

は今後議論が残る点てある。

　　　　　

フィジカルチェック

　

表3は各クラブか選手に対して行っている

フィジカルチェック（身体組成と体力測定）の

実施内容である。ほとんどのクラブがフィジカ

ルチェックを行っているが、この表から見る限

１年に１回

ｌ
ｊ
ｌ 年に】回

年に３回

１年に２回

１
１

年に２回

年に１回

１年lﾆ１回

１年に２回

表３Ｊクラブのフィジカルチェック状況

ユース

１年iニ１回

　　

Ｘ

１年に１回

　　

Ｘ

　　

Ｘ

１年に２回

　　

Ｘ

１年に２回

１乍に１回

１年に１回

１年に２回

１年に１回

１
１ 年に１回

年に３回

　　

Ｘ

１年に

１
１ 年に

年に
Ｘ
Ｘ

２四

２回

１回

１年に２回

　　

Ｘ

１年に１回

　　

Ｘ

】年に１回

１年;ﾆ３回

１年に２回

　　

Ｘ

１年に２回

１乍に１回

　　

Ｘ

　　

ｘ

１年に２回

　　

Ｘ
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１年に１回

　　

ｘ

１年に１回

　　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

Ｘ

１乍に２回

１年に１回
Ｘ
χ
χ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

１年に１回

　　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

Ｘ

１年に２回

　

不叩

　　

Ｘ

　　

×

　　

Ｘ

血液検査(bb) 1年に２回. xe.心竃図．歯科，視力

　　　　　　　　　　

特になし

　　

トフプに近い敗名;こ関しては．全て行ウている

　　　　　　　　　　

恥になし

　　

血岐検査，胸部Ｘ皿心電図を年に１回実施

　　　　　　　　　　

帖になし

　　　　

１年にｌ回のメディカルチｓツクの予定

特になし（但しｻ?ﾗｲﾄ出場者はﾒﾃﾞ’ｲｶ肝ｴ.ｸを全て行う）

　　　　　　

体重は寮生のみ毎日おこなう

　　　　　　

メディカルチェ．クの実施

　　　　　　　　　　

特になし

　　　　

学紋の身体測定の結果を利用している

　　　　　　　　　　

特になし

1

1

1

1

1

1

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ジュニアユース身体組成測定状況

チーム

　　

身長

　　　

体皿

　　　

脚囲

　　　

岡囲

　　　

大腿囲

　　

下腿囲

　　

皿脂防串

　　

筋肉ｌ

　　　　　　　　

その他備考

　

Ａ

　　

７にｌ回1

　

ujに回

　

グに１回

　

・に回

　

ヶにロ

　

ヶに１回

　

ヶJ:こロ

　

１４１ニ１回

　　　　　

は

　

ゝ．

　

肉量は

　

Ｂ

　

Ｉグ月に１回１．月に１回２ヶ月に１回２ヶ月に１回２ヶ月に１回２．月lニｌ回６ヶ月に１回

　　

ｘ

　　　

柔軟性２ヶ月に１回，両親の身長．観力を１年にｌ回

　

Ｃ

　

Ｉヶ月に１回１ヶ月にｌ回

　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ 特になし

　

Ｄ

　

３や月に１回３ヶ月1ニ１回３ヶ月に１回

　　

Ｘ

　　

３ヶ月に１回３ヶ月に１回

　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　　　　　　

特になし

　

Ｅ

　　

１年に１回

　

１年に１回

　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ 足のサイズを今後予定している

　

Ｆ

　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　

×

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　　　　　　

幡になし

　

Ｇ

　　

１年に１回

　　

毎日

　　　

ｘ

　　　　

ｙ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ 歯科検診

　

Ｈ

　　

１年に２回

　

１年に２回

　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ 今後，胸囲．胴囲．大腿囲，下曖囲を予定中

　

１

　　

１年に１回

　

１年に１回

　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ 特になし

　

Ｊ

　　

１年に２回

　

１年に２回

　

１年に１回

　　

ｘ

　　

１年に１回

　

１年に１回

　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　　　　　　

特になし

　

Ｋ

　　

１年に２回

　

１年;こ２回

　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｙ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ 特になし

　

Ｌ

　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｘ今俊歯科．眼科，血液検査. ECCを加えて全て実施したい

　

Ｍ

　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　　　

゛

　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　　　

夏場は体重を加定する予定である

　

Ｎ

　　

１年に２回

　

１年に２回

　

１年|こ２回

　

１年に２回

　

１年に２回

　

１年に２回

　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　　

座高．下肢瓦類囲，上腕陛．前腕囲

　

Ｏ

　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

Ｘ

　　　　

ｘ

　　　　

ｙ

　　　　　　　　　

１１

　　　　

卜

　　　　　　　　

３

　　　　

５

　　　　

５

　　　　

．

　　　　

１

　　　　　　　　

４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ユース体力測定状況
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Ａ

　

Ｉ伍に２回

　

１４に２ｉ;

　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　

μ£に２回

　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

１－にlisl

　

Ｉ鉱に２回

　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

１｛£に２回・th7りと乳酸値のmSL(ITW.≪. J OOmﾄ９ｸ使用）

　

Ｂ

　

】伍に２回

　

１ｔに２回

　

Ｘ

　

数名ｌｔに１回

　

×

　

１年に２回１年に２回

　　

Ｘ

　　

Ｉ，月２回

　

Ｘ

　　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　　　

クロスカントリー.5 0m≪引走

　

Ｃ

　　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　

X . 1IEに１回　　Ｘ　１年に１回　ｘ　　　ｘ　　　ｘ　　ｘ　　ｘ　　ｌ斡Ξに１回　　　　　　特になし

　

Ｄ

　　

Ｘ

　　

）単に３回

　

Ｘ

　

－１年に３回

　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　　

ｘ

　　

ｘ

　　

ｘ

　　

ｌ週に１回ﾄﾌﾌに近い選手は, 11.!ﾄ1, O'n'りｰとvozuχ。’-ｽ走

　

Ｅ

　

Ｉ伍に４回

　

ｌｔに４回

　

ｘ

　　

１１£に２回

　

１年に４回μＥに４回

　

３段統ぴ

　　

ｘ

　　

１年に４回】ｔに４回

　

Ｘ

　　

】鉱に３回

　　　　

ペース走(2 0ml8)

　

Ｆ

　　

ｘ

　　

１年に３回

　

×

　

ｌ

　

ｘ

　　

μ

　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

１年に３回

　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

ｌ亀に３回601ﾄり･。ｺｰﾄd-,l｡･B投げ，･≪ ≪77 ,上体起こし

　

Ｇ

　　

Ｘ

　　

μ£にｊ同

　

Ｘ

　

Ｉ

　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

Ｘ

　　

１年こｌ回

　　　　　　

特になし

　

Ｈ

　　

Ｘ

　　

１１£に２回

　　　

１

　　　　

１年に２回１眼に２回

　　　　　　　　　　　　　　　　　

1 a:(^4回　フ，－４トチズトの実施｛日本サ。ヵ－皿会用奨｝

　

】

　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　　

Ｘ

　　

Ｘ
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喜町斗．戸苅，佐々木，池田

り、Ｊクラブでの統一された測定項目は無く、

各チームが独自の方針で測定を行っているよう

である。今後は選手の成長の記録か、タレント

発掘調査や移籍などの際に重要になってくる事

は明白である。ある程度の測定項目の統一をは

かることが、今後のＪクラブ組織の重要な課題

となってくるであろう。
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図4フィジカルチェック実施比較

　

カテゴリー別に測定項目をグラフ化したのが

図4である。ハイパワー、ミドルパワー、ロー

パワーではハイパワーとローパワーか多く実施

されているようである。この図から、ジュニア

ユースとユースでは測定項目の数に違いかある

ことも明らかになった。これは、ユース選手の

方がトップに近いため、トップ（サテライト含

む）の練習に耐えられるかどうか、選手として

すぐに通用するかどうかをクラブとして把握し

ている必要性か強いためであろう。

　

しかし、選

手育成を考えると、ジュニアユース期の身体組

成と体力を把握することは、完成された選手の

それを把握するのとは違った意味で非常に重要

である。この頃の選手は発育度や体力に個人差

か非常に大きく、同時に成長痛などの傷害に弱

いのか特徴である。選手の将来を重要視するな

らば、チームや個人の体力や成長に合わせた指

導方針を慎重に検討する必要かあるはずであ

る。

　

最近では、Ｊクラブに選抜されてくる選手は

比較的早熟の傾向か見られ、成人のセオリーか

通用する範囲に達しているという報告もある。

しかし全て成人のトレーニングセオリーが当て

はまるとは思えない。いずれにしてもジュニア

ユース、ユース期の選手のフィジカルチェック

は、選手育成には重要であるにもかかわらず、

統一された方針か確立していないようである。

　　　

フィジカルトレーニング

　

表2は各チームのフィジカルトレーニング

　

（特に体力の向上を目的とした練習）の実施状

況である。フィジカルトレーニングもフィジカ

ルチェックと同様に、ジュニアユースよりも

ユースの方か多く行われている（図5）。

　　

図5フィジカルトレーニングの実施比較

　

一般にジュニアユース期は発育が十分でなく

強度のトレーニングに耐えられないといわれて

いる。加えて、この年齢期は神経系が顕著に発

育する時期なので、スキルの獲得を第一として

いるのであろう。

　

しかし、サッカーというス

ポーツは、どの年齢期においてもある程度のボ

ディーコンタクトや激しい動きを要求される。

さらにこの年齢期は、早熟傾向の選手とそうで

51

　　　　　　　　　

獅附収訟FI
l::

　　

皿匹９ ‘
゛

ぐ

２・

　　　　　　　　　

［割に区

ｏ

　　　

ジ縁こ2-゛

　　　　　

ユースチーム

　　　

１

　　　

フィジカルトレーニングを実施しているか

ijl

　

ﾑ|

－

　　

一一-一一一一一一一

　　

-
j

　　　　　　　　　　　　　　　　

i●ジュニフ
レ

　

＿

　

|c⊃ユース_

･r

　　

－

　　

←

　

WWIW¥r

　

-- --y=---=　　　－

[に

正



Ｊリーグユース･ジュニアチームのフィジカルチェックに関する調査

ない選手が、同時に練習に参加している現状か

おる。傷害予防や最低限の体力の向上を目的と

したトレーニングが必要ではないかと考えられ

る。チームによって方針は様々であるが、ジュ

ニアユース期、ユース期ともに目的を明確にし

たトレーニングの処方と実践が必要なのではな

いだろうか。
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表4は育成期のフィジカルコーチの活動状況

である。現時点では全てのクラブが、ジュニア

ユースとユースの兼任コーチという体制を取っ

ているので、両カテゴリー合わせて8チーム、

4人のフィ｡ジカルコーチが指導に当たっている

こととなる。

　

しかしながら、両カテゴリー合わ

せて25人の監督は、「育成期に専門の知識を持

つフィジカルコーチが必要である」、と考えて

おり4人という数字は、現場と運営サイドの方

針の相違を反映しているようにも考えられる。

日本人の優秀なフィジカルコーチを育成してい

く意味でも、今後の体制の変化に期待をしてい

きたい。

　　　　　　　　

その他

　

今回の調査では、これまでにあげてきたデー

タのほかに、様々なＪクラブの指導体制が明ら

かにされた。以下にその一部を紹介する。

Ｄ練習形態（表1参照）

　

練習形態はジュニアユースとユースの間でや

や違った傾向が見られた。ジュニアユースでは

どこのクラブも多数の選手を抱えているため、

学年別、能力別に練習を行っているところが多

い。反面、ユースは選手数が少ないためか一斉

練習を行っているクラブが主流である。最近の

傾向を踏まえると、今後は発育別、能力別が主

流になって来るであろう。

2）練習ピッチ

　

練習環境の重要な要素の一つであるといえる

練習ピッチ（使用グラウンドの種類）は各クラ

ブ間で大きな差が見られた。全て芝のピッチを

使用しているクラブから全て土のピッチを使用

しているクラブまでその差は信じられないほど

離れている（図6）。

11晰＞
七図6練習ピッチの比較(両カテゴリー合計)

　

日本では欧米と違い、試合で土のピッチを使

用する場合か多いため、土での練習が必要かも

しれない。

　

しかし、長期的視野に立てば、土の

ピッチを使用するメリットは小さく、日本サッ

カーの発展を考える上で、今後Ｊクラブが積極

的に改善の方針を立てるべきであろう。
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結論

喜慨斗，戸苅，佐々木，池田

　

現在のところ、Ｊクラブで統一されたトレー

ニングの方針やフィジカルチェックの項目は無

いことかわかった。競技スポーツの世界はオリ

ジナリティーが重要視されるので、トレーニン

グ方針（練習日数、練習時間、練習内容）など

は自由度か大きくても納得がいく。しかし大き

な自由度とは言っても、生理学、発育発達、医

学的裏付けの範囲を超えることはナンセンスで

ある。

　

Ｊクラブではこのように逸脱したクラブ

は無く、昔ながらの根性重視型よりスポーツ科

学重視型が定着してきているようである。

　

しか

し、集団の状態（コンディションや発育状況、

トレーニング効果）を正しく把握してトレーニ

ング方針を検討し、処方していくために重要な

はずの、フィジカルチェックの実施状況にクラ

ブ間で大きなばらつきか見られた。この背景に

は、専門的知識を持った専属コーチの不足か考

えられる。監督やコーチはクラブを運営する上

であまりにも多くの雑務に追われ、選手のフィ

ジカルデータの管理や発育状況、傷害の状況、

コンディショニングなどに100％関わっていら

れないのではなかろうか。以上の理由だけ考え

ても、発育途上にある将来のＪリーガーを世界

に羽ばたかせるために、フィジカルコーチの存

在は重要なはずである。

目

-

n = 25

-

図フフィジカルコー于が指導

することによる意識変化

　

さて、図7は実際に育成期にフィジカルコー

チか活動しているベルマーレ平塚のジュニア

ユース選手25名（平均年齢14.5歳）に対して

行ったアンケート結果である。

　

専門的知識の裏付けによって指導をすること

で、選手の自己管理に関する意識か大きく変化

した様子か現れている。これは専門のコーチに

よる指導か行われていることを選手が意識して

いる事を意味している。監督やヘッドコーチが

他の指導と同時にフィジカル面を指導するより

も専門家か綿密な計画のもとに指導に当たる方

か大きな効果か期待できるであろう。

　

以下に本調査の総合的結論を上げる。

ＤＪクラブに統一されたフィジカルチェックの

　

方針や項目は無し≒

2）今後、Ｊクラブの育成期間か全体で統一され

　

たデータの収集を積極的に行う必要かおる。

3）フィジカル面指導の充実の為にもカテゴリー

　

を問わずフィジカルコーチの必要性か大きい。

　

今回の調査は、トレーニングとフィジカル

チェック、フィジカルコーチに焦点を絞って行

われたか、今後様々な角度から、Ｊクラブの指

導状況を調査する必要かおりそうである。現

在、日本のサッカー界は学校単位から地域単位

で選手を育成する方向に変わりつつある。そこ

で、Ｊクラブか地域のリーダーとして選手の育

成を担ってゆくためには、ハード面、ソフト

面、両者の充実が早急に望まれる点てある。今

回の調査か今後のＪクラブの発展に少しでも貢

献できれば幸いである。最後に惜しみない協力

を頂いた、各Ｊクラブの監督並びにコーチの

方々に心から御ﾈL申し上げます。
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U-17ワールドカップ大会における高所対策について
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朗1）丸

　

山

　

剛

　

生2）

はじめに

　

U-16日本代表チームは、平成6年10月にカ

タールで開催されたＵ

　

１６アジア大会で優勝

し、アジア代表として平成7年8月南米エクアド

ルで開催されたU-17世界大会に出場すること

となった。

　

このエクアドルで開催されたU-17世界大会

は、一次リーグで行う全ての試合が、標高

2500ni以上の高所で開催されるため、大会への

準備として高所対策を考えることか重要となっ

た。日本代表候補チームは、高所対策の手始め

として低圧実験室において選手たちの有酸素能

力を測定し、その後、実際の高所を体験するこ

とを一つの目的として、平成7年3月17日より29

日までの13日間大会会場となるエクアドルの高

所において遠征合宿を行った。

　

今回の調査目的は、エクアドルの高所におけ

る選手たちの日常レベルおよび運動中の生体負

担度を調査し、高所順化を含めたU-17世界大

会へ向けての高所対策の資料を得ることであっ

た。

調査内容

　

高所における選手たちの日常レベルでの身体

的変化を把握するために、安静時心拍数、体

温、体重、血圧を毎起床時に計測し、また、ア

ンケートにより疲労感、睡眠、食欲、便通状況

を毎日調査した。また、帯同ドクターにより滞

在中3回の血液採取を行い、ヘモグロビン量の

変化を測定した。

　

運動中の生体負担を測定するために、毎練習

時にペース走(50111四方のグリッドを150m/分、

180ni/分、21011/分、240m/分の各スピードで4

分間走行）を行い、その時の心拍数を心拍計測

計（バンテージXL）を用いて計測した。また、

ゲーム中の心拍数を計測するために、親善試合

表1エクアドル遠征スケジュール

　

グアヤキル

　

２９°Ｃ

AM

　

練習

PM

　

練習

グアヤキル

　

３１°Ｃ

AM

　

試合

移動日

AM

　

移動

PM

　

施設見学

　　

PM

　

散歩

　

キ

　

ト

　

２２°Ｃ

AM

　

ﾒﾝﾀﾙ

PM

　

練習

　

キ

　

ト

　

１６°Ｃ

AM

　

ﾒﾝﾀﾙ

PM

　

練習

　

キ

　

ト

　

２０°Ｃ

AM

　

練習

PM

　

練習

　

キ

　

ト

　

２３°Ｃ

AM

　

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

　

キ

　

ト

　

２１°Ｃ

AM

　

練習

　　

PM

　

練習

　　　　

PM

　

試合

Ｄ上智大学

　

2)東京工業大学

キ

　

ト

休

　

養

休

　

養

－55

　

キ

　

ト

　

２０°Ｃ

AM

　

大使館

　　　

訪問

PM

　

練習

　

キ

　

ト

　

２１°Ｃ

AM

　

試合

PM

　

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ’

移動日

AM

　

練習

／２４

　　　　　

／２５

　　　　　　

／２６

　　　　　

／２７

　　　　　　

／２８

　　　　　

／２９
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U-17ワールドカップ大会における高所対策について

に出場したフィールド選手全員を対象に同様な

方法で測定した。

結果と考察

　

表1は、遠征中のスケジュールを示したもの

である。代表チームは、平成7年3月17日に日本

を出発し、約24時聞かけて17日の真夜中にエク

アドル第2の都市グアヤキルへ到着した。シー

レベルにあるグアヤキルに2日間滞在し、20日

午後より29日までの10日間標高2850niの高所に

ある首都キトに滞在した。

　

表2は、遠征合宿前に実験室で測定した選手

表2 U-17日本代表候補選手（22名）の有酸素

　　　　

能力

　　　　　　　　　　　　

平地レベル

　　　　　　　

3000m低圧下

　　　　

体重

　　

VO, ･X　4iiinolAT V 0
2　　V

O2m●S　4niiiolAT Q 02

　　　　

(kg) (ml/kg･mm) (ml /kg-mm) (ml/kg･mm) (ml/ke･mln）

平均

　

6 7. 5　　６４３　　　５３３　　　　５７０　　　４１４

S D　5. 1 B　　　5 S5　　　6.58　　　　4.2 0　　Ｓ ７Ｓ

たちの平地レベル、および標高3000m低圧下を

想定した状況での有酸素能力を示したものであ

る。サッカー選手の最大酸素摂取量について

は、一般的に成人に比べて体重の比較的軽い

ユース年代か最も高いといわれるか4)、今回の

選手たちが示した平均64. 4iiil/kg・ｍｉｎは、こ

れまでの報告4)と比べても高い値であり、持久

性能力の優れた選手だちといえる。また、

3000m低圧下での最大酸素摂取量をみると、平

地に比較して平均7. 4ml/kg- ｍｉｎの低下かみら

れた。高所の影響として最大酸素摂取量は、

1000m付近の高度から減少かみられ1000m毎に

約10％減少することが報告されている1)5≒こ

のことからすると、3000mでは平地に比べ約18

％低下することになるが、今回示した57. Omレ

kg ・ｍｌｎは約12％の低下を示した。

　

有酸素性作業閥値の指標の一つである

4mmolAT (乳酸性閔値)でみた酸素摂取量は、

平地レベルにおいて53. 3iiil/kg-ｍｉｎ、3000m低

圧下において41. 4ml/kg ・ｍｉｎであり、これら

の値はそれぞれの環境下での最大酸素摂取量の

82. 8%、72.6%に相当した。また、3000in低圧

下の41. 4ml/kg ・ｍｉｎを平地レベルでの最大酸

素摂取量に帯する割合でみると64. 3%であっ

た。このことは、3000m低圧下では乳酸蓄積か

始まる運動強度（4mmo1AT）が平地レベルに比

べると20％程度低くなることが示唆される。
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図1高所滞在中の安静心拍数の変化

　

図1は、起床時に測定した安静時心拍数の変

化をプロットしたものである。当初、最初に滞

在した平地レベルであるグアヤキルの値を比較

のベースに考えていたが、時差や暑さによる睡

眠不足などで選手たちのコンディションが非常

に悪く比較対象にはならなかった。図中▽のあ

る21日からが高所滞在となる。高所到着の翌日

21日の心拍数57.2拍が最も高く、その後、個人

差はあるものの徐々に低下し、25日が最も低値

51.9拍を示した。高所における安静時心拍数の

一時的上昇は、低酸素ストレスでの交感神経充

進による心拍数増加や呼吸九進により体水分が

減少し、血液粘性が高まったためと考えられる

5≒これら現象は、水分摂取の調節などにより

滞在一週間でほぼ安定することが示唆された。

　

図2は、ペース走150m/分、180m/分の走速度

で4分間走った時の心拍数の平均値をプロット

したものである。エクアドル遠征直後のブラジ

ル遠征において測定した値、また、遠征帰2ヶ

月後の草津合宿において測定した値も同様に示

した。図中▽のある21日からか高所滞在とな

る。このペース走走行中の心拍数の結果をみる

と、個人差はあるものの安静時心拍数の変化と

☆＼ヤ→

｜
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図2高所滞在中のペース走の心拍数変化

は異なり、高所滞在3日目の値か最も高く、身

体的に高所の影響を最も受けているといえる。

３日目以降は徐々に下降するか、滞在一週間後

でも不安定な状態を示した。ペース走として

でのゲームに比べ高い心拍数を示した。このこ

とは、ペース走時の心拍数にも表れていたよう

に、同じ強度の運動でも高所では心拍数か高く

なるためと考えられる。後半の心拍数か前半に

比べて顕著に低く、後半の運動量が、前半に比

較して減少していることがうかがえる。また、

前半での数回見られる高強度運動後のリカバ

リー時心拍数が高い傾向にあり、4mniolATを越

える運動強度領域でゲームを行っている時間か

長く、ハーフタイム時にはかなりの乳酸が蓄積

しているものと考えられる。

e/m I

16.5

　

16

15.5

行った150/m分、180ni/分の走速度は、平地に

　　

15

おいては十分に有酸素運動の領域に入る速度で

　

U.5

あるが、2850mの高所においては、150m/分の

速さのランニングでさえ4mniolATを越える心拍

数を示す選手も多く、平地では低強度と思われ

る運動強度でも、高所では無酸素的エネルギー

供給の関与する割合か増加し、乳酸の蓄積がみ

られることが考えられる。また、アンケート結

果からその運動強度は、自覚的には低い強度で

あった。
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図3高所におけるゲーム中の心拍数

　

図3は、ＭＦ選手のゲーム中の心拍数をみた

ものである。前・後半をとおして全般的に平地

14

哨
‥
Ｅ
‥
£

平地 ５日日 ７日目

図4高所滞在中のヘモグロビン量の変化

９回目

　

図4は、高所滞在中の血液中のヘモグロビン

量の平均値をプロットしたものである。高所滞

在5日目の値が16. Og/ml、7日目が15. 78g/

m1、9日目か16. 07g/nilであり、遠征の出発前

日に日本で採取した値(14. 70g/ml)に比較し

て、それぞれ8. 9%、7.3%、9.3%の増加かみ

られた。これまでの報告によると、平地から高

所に移動するとヘモグロビン濃度は急速に上昇

し、その後一時的な減少かあってから本格的な

上昇がみられるパターンをとるといわれている2）

3）。今回の調査でも７日目か一番低値を示し、７

日目あたりが一時的な減少とすれば、高所滞在

９日目以降もヘモグロビン量はわずかではある

か増加するものと推察できる。

　

表3は、高所滞在中に高山病の症状である頭

痛、睡眠障害、食欲不振、腹痛、下痢、脱水症

状、咳などの症状か見られた選手の数を表した

ものである。参加選手22名中68％にあたる15名

が、これら高山病の症状を示し、高所の影響を

57
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表3高山病罹患状況

３月２０日

　

３月２１日

　

３月２２日

　

３月２３日

　

３月２４日

４人 １５人 １３人 １１人

３月２５日

　

３月２６日

　

３月２７日

　

３月２８日

８人 ３人 ２人 Ｏ人

９人

受けたことになる。これら高山病の症状を示し

た選手15名の内4名が、練習に参加できなかっ

たり、別メニューの練習を行うなど重い症状を

示した。また、この4名中2名は、遠征前に行っ

た低圧下での測定に参加していなかった選手で

あり、測定が一時的な低酸素下での暴露とはい

え、その経験が高山病の症状を呈する度合いに

影響することか多少なりとも推察できる。高山

病の症状は3日目をピークにその後減少し、７日

目でほぼ消失したことになる。

　

高所では、酸素分圧の関係で肺で取り込める

酸素量小減少し、運動中の筋肉に必要な酸素の

供給に支障を来す。高所に滞在しトレーニング

を行うことにより、血液中の赤血球やヘモグロ

ビンの増加など呼吸循環系の高所適応かみられ

る。これがいわゆる高所順化である。高所対策

を考えるあたり、実際にどの位の滞在期間で、

またどのようなトレーニング内容で、選手たち

かゲームで戦えるまでの高所適応をするかが問

題となる。今回の10日間程の高所滞在期間では

呼吸循環系の適応については、はっきりとした

結論を見いだすことはできなかったか、コン

ディションづくりなどいくつかの点について示

唆されるものかおり、以下にまとめた。

今後の対策

①大会でのゲームをベストに近い状態で迎える

には、最低2週間位の高所滞在が必要と考えら

れる。

②高所順化の度合いには、ｲ固人差かみられる。

現地入りする前に全員のコンディションを調整

して現地入りすることが、その後のコンティ

ションづくりかスムーズにいくと考える。

③高所到着後3日目あたりか、日常生活レベル

でも最も高所の影響がでるものと考えられる。

時差調整なども含め、現地入りしてから3日間

ほどは、ごく軽めのトレーニングかよいであろ

う。

④高所では、比較的低い運動強度でも乳酸が蓄

積することが予想される。そのためにゲーム後

半や大会後半に疲労としてその影響かみられる

ことが考えられる。大会準備として、国内で十

分な有酸素的トレーニングやＡＴトレーニング

を行う必要かおる。

⑤低圧の影響を受けやすい選手や高所滞在未経

験の選手には、低圧室を利用してのトレーニン

グを行って大会に臨むことが必要である。
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はじめに

　

本研究は、1995年度の「U-16

　

アジアチャ

ンピオンまでのメンタルトレーニング経過」か

らの継続研究である。研究の特色は、目下メン

タルトレーニングの主流である精神統一的手法

を脱却し、心身統一的手法の確立を目指してい

るところにある。つまり、精神統一的メンタル

トレーニングが目標値を100％とするのに対

し、心身統一的手法は潜在的能力を顕在化させ

ることによって100％以上の達成を目指そうと

するものである。したがって、本研究の目的は

U-16時から指向されている仮説の検証と、そ

の効果の分析を主たる目的としている。

研究方法

1｡対象f U-17ワールドカップ出場日本代表選

　

手

　

18名

2.分析対象期間；メンタルトレーニング自体は

　

U-16アジア選手権後も断続的に実施された

　

か、その間選手の入れ替えなどもみられたの

　

で、ほぼメンバーが固定された時期（ヨーロ

　

ッパ遠征時）～エクアドルでの最終戦当日ま

　

でを分析対象期間とする。

3.実施内容の概要

　

実施に当たっては、仮説メンタルトレーニン

　

グモデルに則ったために縦横の連携かみられ

　

るか、それらの内容を項目別に列挙すると以

　

下のとおりである。

　

・質問紙; TSMI POMS

　

・測

　

定；脳波

保2）

靖4）

・臨床的対応; (1)呼吸法（2）内言（3）イ

　

メージング（4）「気」の四大原則実習

　

（5）気功体操（静功・動功）

・カウンセリング

・α波誘導補助装置

結果と考察

1｡メンタルトレーニングの考え方

　

本メンタルトレーニングの基本的理念は以下

に掲げる3項目に集約されよう。

　

・人間の行動は観念にとらわれている。

　

・身体（行動）は心の影にすぎない。

　

・心身統一

　　

図1.Mental-Training Model by K.TOYOTA｡

　

本メンタルトレーニングは、従来の精神統一

的手法と同様に、およそ1ヶ月半を目途とした

いわばパッケージシステムを指向したものであ

るが、上記理念をもとに具体的仮説モデルは

Fig. 1.のとおりである。すなわち、目的・目標

を設定した後に達成行動に入り、結果が出るこ

とによってそれらをもとに再度目的・目標設定
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U-17に対するメンタルトレーニング結果の分析

からのループか始まる。そして、目的・目標の

設定は高い意欲（長期・中期・短期・当面）

に、達成行動は常に肯定的思考に支えられ、さ

らに結果に対しては成功・失敗のいずれにかか

わらず徹底的な分析・総括がなされることが重

要な条件となる。これらの望ましいサイクルを

支えるのが個人の心身統一状態であり、これは

呼吸法・内言・イメージングとともに「気」に

よって構成されている。

　

以上か、心身統一的手法によるメンタルト

レーニング仮説である。これらの内容は、

表1.メンタルトレーニング実施要領

アルファシーターの装着

　

①散歩散策時

　

②バスで移動時～更衣直前まで

　

③自室で休養時

　

④ミーティングの前後など日常生活で常に装石

メンタルトレーニング奥施スケジュール

　

①室内

　

・時間を設定し、一定のスケジュールに則った内容提供

　

・監督中心の技術ミーティングなどでは、最初に心の調整をはかる

　

②朝

　

散歩・散策時など日常生活でひまな時

　　

・呼吸法→内言（さわやヵヽ）

　　

・気功体操

　　

・静功→勣功

③練習開始前

　　

・リラックス落ちつき｛2人1祖で｝

　　

・静功→勣功

　　

・呼吸法→内言（落ちついている）→Inaqlnq (過去の最高プレー）

　　

→内言（練習内容を全て消化する）

　

④練習終了後

　　

・呼吸法→練習時の頑張れなかった局面をイメージ→イメージ上で

　　　　　

Sood-Plavに置き換える

　　

・恥功→勣功→内言（さわやか）

⑤Gane時

　

更衣後ロッカールームでのミーティング前

　　

・静功→勣功

　　

・リラックス落ちつき12人1組で）

　　

・呼吸法→linaaino (過去の最高プレー）→内言（やる！　やりとげる！

　　　　　

すべてをだしきる｜）

⑥ハーフタイム時

　

ミーティング前

　　

・呼吸法→内言（落ちついている）

　

ミーティング終了後

　　

・呼吸法→内言（やり遂げる

　

よしやる

　

うつとる）

⑦試合中

　

機をみて

　

・呼吸法→内言（心が下にある）

　　　　　　　

・呼吸法→内言（やり遂げる

　

よしやる

　

うつとる）

　　　　　　　

・呼吸法-･内言（とても楽しい）

Tab. i.に示すような要領で単に宿舎で設定され

たメンタルトレーニング時間だけではなく、試

合時はもちろんのこと、グラウンドにも直結し

た形式で提供された。つまり、本来メンタルト

レーニングは、室内で競技との関わりが断絶さ

れた形式のみで行われるよりも、さらに技術や

体力のトレーニングとも関連させ、部分的には

体力・技術的にも直接好影響が望めるメニュー

を指向することが望ましいと考えられる。この

ことからするならば、サッカーのメンタルト

レーニングは、質・量ともに望ましい達成動機

設定の中でリラックスとともに集中が確保さ

れ、しかも心身統一状態によって顕在化する潜

在的能力を具体的な練習や試合の場で発揮出来

るようにすることが最良の策といえよう。

2｡メンタルトレーニングによる具体的測度の変

　

容に対する分析

　

メンタルトレーニングを推進するにあたり、

その成果の確認内容はTab. 2.のとおりである。

　

表2.メンタルトレーニングの効果の測定

●競技達成動機; TSMl

●感情レベルの変化；ＰＯＭＳ

●脳

　

波；呼吸法

　　　　　

内

　

言

　　　　　

イメージング

　　　　　

気功体操（静功・動功）

●心身統一の四大原則実習による身体の変

　

化の気づき

以下、各項目別にその効果を概観する。

・競技達成動機上の変容(Fig. 2.)
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豊田，松田，松井，吉田

　

メンタルトレーニングの効果を検証するため

に、ほぼ選手か固定された3月のヨーロッパ遠

征時とワールドカップ出場のために滞在中のエ

クアドルでの最終データで比較を試みた。

　

分析の第一点は、U-16 ・ U-17ともに最終段

階における効果の状況であるか、いずれも好ま

しい傾向で呈示された。具体的には、Ｕ－16の

9月23日（千葉合宿時）：カタール最終で「目

標挑戦」・「冷静判断」など5項目に有意な差

が検出されたし、U-17では、「冷静判断」。

　

「斗志」「計画性」に有意な向上がみられる。

このことは、本来競技意欲が固定的側面がみら

れるにもかかわらず望ましい方向に変容してお

り、メンタルの効果がうかがえる。

　

分析の第二点は、U-16 ・ U-17かメンタルト

レーニングを始めるに際し、スタート段階で差

かみられるか否かについてである。 U-16は、

筆者か初めて対処したのか本データの千葉合宿

時であるが、その前からなにがしかメンタル的

指導かなされていた。また、U-17については

U-16時から継続されている側面もあり、メン

タルトレーニングのスタート時点を特定するの

は曖昧な側面があることは否めない。しかし、

メンバーかほぼ固定された時点をスタートと考

えてU-16とU-17をみると、スタナイン得点上

では「コーチ受容」をはじめ8項目に差がみら

れるものの、統計的には有意差は認められな

い。したがってＵ-16とU-17が本格的にメンタ

ルトレーニングを開始する時点では、ほぼ同レ

ベルにあったと考えられる。

　

分析の第三点は、U-16とＵ-17か最終段階で

どの程度の競技意欲が確保できたかについてで

ある。両者を比較すると、「困難の克服」、

　

「失敗不安」と「知的興味」にスタナイン得点

上で差がみられるものの統計的には有意差がみ

られず、したがって、最終段階はほぼ同程度の

効果を確保できたといえよう。

　

以上のことからU-16もそうであるか、U-17

の選手は高い競技達成動機を持ち合わせなが

ら、さらに本大会に向けて向上したことか明ら

かにされた。

　

競技達成動機は、選手が競技に対処する際の

最も基盤の部分で重要な要素であり、いかに体

力・技術でよいものを持ち合わせようが、これ

が上位・安定していなければ、自己の気分がむ

く時だけしか望ましいプレーか発現しない、い

わゆる感覚プレーヤーということになり望まし

い傾向とはいいかたい。

・感情レベルの変容(Fig. 3.)
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感情レベルの変化は、いわば血圧と同様に常

に変化を繰り返す。そうした中で、選手個人の

傾向を把握するためには、測定を繰り返し、そ

こから生ずる一定の傾向をメンタルトレーニン

グの具体的手法上に反映させ安定・向上化をは

からなければならない。

　

このことはU-16とＵ-17に同様に繰り返され

た。そして試合当日の選手の情緒レベルの安定

度は試合に大きく影響を与えることから、その

データは直ちに監督に還元され、選手起用から

作戦面に寄与するように配慮された。

　

U-16とＵ-17別に、現地入り：最終戦当日を

比較すると、U-16ではいずれの項目において

も有意に向上している（緊張のみ5％水準で他

の5項目はいずれも1％水準で有意）。一方、

U-17では現地入り：最終戦当日間で「活動

性」と「疲労」が1％水準、「情緒混乱」か5％

水準で向上がみられる。したがって、U-16 ・

U-17ともに望ましい傾向を確保できるように

なったことかうかがえる。

　

U-16とU-17の現地入り時点は、「緊張」・

　

「抑僻」・「怒り」・「情緒混乱」の四項目で

有意にU-17かすぐれている。このことは、メ

61
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U-17に対するメンタルトレーニング結果の分析

ンタルトレーニングの効果と同時に外国遠征時

の重要事項である時差対策をはじめとした疲労

軽減策が功を奏している側面もうかがえる。

　

また、最終段階でのＵ」6とＵ-17の差は、全

体にU-17の方が好ましい傾向を呈示している

ものの統計的には「怒り」だけに有意差か検出

された。このことから、Ｕ丿6よりもU-17の方

か感情レベルのコントロールの完成度が高いと

いえよう。

・脳波上にみられるメンタルトレーニングの効

　

果

　

Ｕ」6時に使用した脳波計は、単極型有線の

脳波計であった。これは種々の動作時の測定が

困難なため、今回はワイヤレスの脳波計を使用

することによって、普通時・呼吸法時・気功体

操時・内言時・イメージング時の効果を検証す

るとともにこれらの習熟度の確認にも寄与させ

た。

才激

･

　

ill ≫ffiB#　ヤ　　　゛ｏ

太じ

:ﾔ4％

]

ﾌﾟ゛7ニ゛7べづ

〕

ﾌﾞ

Im

.

l2ｽﾞj
回

巾娠

剱

。

フ

　　　　

内言(さわやか)。゛

　　

ｲﾒｰｼﾞ(最高プレー)

：

。

－巾－

。

"い

　　　

Φ-･ljd

　　　　　　

lmjか

　　　

|･1･1か
､､'¨;'｡゛.i‘｡､｡.ｇｇ;｡‥i｀i､;;､;;｡｡.ａ‘-'･'一一ヽ゛-'｀

　　

、

図4.メンタルトレーニングでの脳波の変容

　

Fig. 4.は、その結果である、普通時の脳波は

一般に右脳・左脳ともに活発に活動するのに対

し、呼吸法・内言－イメージング、さらに気功

体操といった各技法の習熟に伴いβ波か沈みα
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波の優勢化かみられる。このことは、メンタル

トレーニングで求めなければならない、リラッ

クスして集中する状態が確保できていることが

うかがえる。

・「気」

　

U-16時は、藤平光一創見の「気の四大原

則」の習熟であった。これの効果の検証は、選

手自らが実感できるために、より速く、より深

く表現できるように繰り返された。本来、この

手法は四項目のうち（①臍下の一点②リラッ

クス

　

③落ち着き

　

ヤ気）いずれかか出来れば

全てが整い、いずれかが出来なければ全てが

整っていないといわれている。

　

選手の動向はリラックスないしは落ち着きを

得意とする傾向が高かった。さらに、U~17で

は中国の乾宇龍門功の静功と動功を採用し内容

の徹底を図った。結果は上記脳波上で確認出来

るようにその効果は選手それぞれに現れた。

まとめ

　

Ｕ-17のメンタルトレーニング結果をU-16時

のそれとの比較を加味しながら分析したとこ

ろ、以下の結論を得るに至った。

1.競技意欲は、大会接近にともない有意に向上

　

した。

2.競技意欲の向上度は、Ｕ-16とU-17のいずれ

　

も最終段階でほぼ同レベルである。

3.感情レベルの変化は、最終段階に向けて明ら

　

かに向上した。

4.現地入り段階での感情レベルのコントロール

　

はU-16よりもU-17の選手の方が「緊張」・

　　

「抑饉」・「怒り」・「情緒混乱」の四項目

　

ですぐれる。

5. U-16とＵ-17の最終段階における感情のコン

　

トロールは、Ｕ丿7が「怒り」で有意にすぐ

　

れる。

6.呼吸法・内言・イメージング気功体操のトレ

　

ーニング効果は、脳波上で検証でき、明らか

　

にａ波の優勢化か確認できた。

了。「気の四大原則」は反復によって深化かみら



豊田，松田，松井，吉田

　

れた。

　

以上のことから、仮説のメンタルトレーニン

グメソッドはその効果か検証できた。
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U-17、Ｕ-20日本代表選手に対する栄養指導の有用性1
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成長期のスポーツ選手の体力向上とcondi-

tioningの基本として、食生活も重要な要素で

ある。

　

日本サッカー協会スポーツ医学委員会では、

1994年度よりユースチームを主体として日本代

表選手に栄養指導を行っている。今回、1994年

度におけるユース代表選手（Ｕ-17、Ｕ-20）の

食事調査の結果を分析したので報告する。

　

代表選手に対する栄養指導計画の概要を示す

と、

Ｄ食事調査としては、食習慣調査やトレーニン

　

グ期における栄養摂取量調査を年2回実施し

　

た。

2）栄養状態の評価は、身体計測や血液・生化学

　

検査などで行った。

3）その他、講習会や個人カウンセリング等で教

　

育・指導を行い、合宿および遠征時にはメニ

　

ューチェックを行った。

　

表1に1994年から1995年のワールドユース

　

（世界選手権）大会を中心としたユース代表

チームの活動と栄養指導の内容を示す。栄養指

導は両チーム共、1994年3月のダラスカップ遠

征前より開始した。

　

5月の世界選手権アジア1次予選を通過した

後、第1回食事調査を実施した。

　

Ｕ-20チームは9月に、またU-17チームは10

月にアジア2次予選を勝ち抜き、1995年にはそ

れぞれカタールとエクアドルで行われた決勝大

会出場を果たした。なお、両決勝大会とU-17

のエクアドル・ブラジル遠征時には、栄養アド

バイザーか帯同し、メニューチェックや栄養指

導を行った。

こ関する検討

　

茂1）

襄
１）

表|ユース代表チームの活動と栄養指導内容

　　　　　　　　　　　　　　　

(1994年～1995年7月)

　

年

　

月

　　　

U-17チーム

　　　　

U-20チーム

1994

　

3

　

Lecture実施

　　　　　

Ｌｅｃ七ｕｒｅ実施

　　　　　

ダラスカップ遠征

　　

ダラスカップ遠征

　　　

５

　

世界選手権アジア

　　　

世界選手権アジア

　　　　　　　　　

1次予選

　　　　　　　

1次予選

　　　

６

　

第1回食事調査

　　　　

第1回食事調査

　　　

９

　　　　　　　　　　　　

世界選手権アジア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Z次予選

　　　

1e

　

世界選手権アジア

　　　　　　　　　

Z次予選

　　　

1Z

　

第２回食事調査

　　　　

第２回食事調査

1995

　

3

　

エクアドル・ブラジル

　　　　　　　　　　　

,~*

　　　　　　　　　　　

尨征

　　　　　　　　　　　　

．

　　　

４

　　　　　　　　　　　　

世界選手権決勝大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　

(カタール)

　　　

ア

　

世界選手権決勝大会＊

　　　　　　

(エクアドル)

＊

　

栄養アドバイザーが帯同

Ｄ食事調査

　

食事調査は、食習慣調査として住居や主とし

て食事をとる場所、食事時間などの食事環境

を、また栄養摂取量調査として、３日間連続の

食事内容記入方式によるアンケート調査を同時

に行った。

アンケート回収率は、1［可目U-17チームでは

22/25（88％）、Ｕ-20チームは14/20（70％）

であり、2回目はU-17が27/30（90％）、Ｕ-20

か16/25（64％）であった。この内集計しうる

データが揃っている回答数は、1［可目はU-17で

1)日本サッカー協会スポーツ医学委員会

　

2)明治製菓(株)健康産業事業部
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表2主な食事環境

　　　　　　　

自宅

　　

寮（合宿所）アパート

　　

その他

U-17

　　　　

12

　　　　

2

　　　　　

2

　　　　　

1

(n=17)

　

（70％）

　

(12%)

　

(12%)

　

（6％）

U-20

　　　　

7

　　　　　

3

　　　　　

2

　　　　　

1

(n=13) (5 4%) (23%) (1 5%)　（8％）

17名、Ｕ-20で13名であり、2回目はＵ-17が27

名、じ-20か16名であった。

　

食習慣調査で主な食事環境として自宅をあげ

ている者は、U-17で12名（70％）、Ｕ-20で7

名（54％）であった、また、寮（合宿所）で生

活している者はそれぞれ2名02％）と3名（23

％）であった。その他アパートや下宿に住み、

外食を中心とする選手はＵ丿7で18％、Ｕ-20で

23％認められた。（表2）

表3各食事の摂取割合（エネルギー％）

　　　　　

調査

　　

朝食

　　

昼食

　　　

夕食

　　　

間食

　　　　

１回目

　　　

21.8%　32.4 %　36.8 %　9.0％

U-17

　

囲

20.7%　28.1 %　38.0% 13.2%

　　　　

1回目

　　　

18.9%　30.0 %　38.4 %　12.7%

U-20

　

囲

23.7%　30.3 %　36.2 %　9.8%

　

各食事における摂取割合は表3に示すよう

に、朝食はU-17で20.7％～21.8%、Ｕ-20で

は18.9%～23.7%とよく摂取しており、夕食は

それぞれ36％～38％の割合で摂っていた。間食

は個人による差が大きいが、9％～13％が1日の

平均的摂取量であった。

　

次に、第1［可目の栄養摂取量調査による3大栄

養素の摂取エネルギー比を両チームで比較した

　

［図Ｄ。脂肪の摂取量が両チーム共に30％を

越えていて、U-17で1日平均128］±26. 9g

　

（33％）、U-20で132. 8±28. 9g (34%)と

若干多い他には大きな偏りはなかった。

　

摂取総エネルギーは、U

　

17の選手で平均

3474±5 06kcal、Ｕ-20の選手では3655±

637kcalと殆ど差はなかった。
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1994年度1[ll]目栄養摂取量調査

図1

　

3大栄養素のエネルギー比の比較

恥

　

5
0

－

Ｚ

－
40

　

3
0

　

2
0

唄
―
Ｗ
４
外
Ｈ

10

　

0

mean十SD

4咄

i]

。●｀

]

Ｕ－１７

(n-17)

Ｕ－２０

(ｎ･■13)

　

体重lkg当たりの蛋白摂取量を2回にわたる食

事調査で比較した。2回の調査で対応できる

データの揃っている選手は、U-17で16名、Ｕ-

20で9名である。 U-17では体重lkg当たりの平

均蛋白摂取量が1日1.96gから2. 31gへ、じ－

20では1.81 g から2.16 gへそれぞれ増加を示

している。（図2）

　　　

図2体重l k9当たりの蛋白摂取量の比較
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さらに、各栄養素やビタミン類の1日平均摂

取量と充足率を1［回目と2回目の食事調査で比較

した。 U-17では、蛋白質の充足率が1回目78.2

%(126. 5±25. Og)から100.0％051.6±37.5

g）へ、vitBlが25.7%(1. 3±0.4mg/日）から

42. 5%(2. 1±1.5rag/日）へ、vitB2が46.3%

(1.9±0. 5nig/日）から60.8％（2.4±0. 9mg/日）、

へとそれぞれ有意（ｐ＜0,05）に増加・改善を

認めている。

　

有意差は出ないか鉄の摂取量も16. 8±

5. 5nig/日から20.4±6. 3mg/日へ増加傾向がみ

られる。（表4）
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・
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表4 U-17選手の栄養摂取量調査結果

(1994年)

。

　　　　

たんぱく質

　　

カルシウム

　　　　

鉄

　　　　　

Vit. A　　　　Vit. B1　　　Vit. B2　　　　Vit. C
調

　

査

　　　　　　　　　

1000～漂

要

1

　　　　　

9

　　　

1400 mg　　　25.0 m9　　4000 I.U.　　　5.0 mg　　　4.0 m9　　　　300 mg

1回目
摂取量

　　　

126.5

　　　　

1139.7

　　　　

16.8

　　　　

3671.1

　　　　　

1.3

　　　　　　

1.9

　　　　　

167.7
mean

　　　

±25.0

　　　

±397.0

　　　　

±5.5

　　　

±3484.4

　　　

±0.4

　　　　

±0.5

　　　　

±117.8
士S.D.

λ貝果

　　　

78.2

　　　　　

81.4

　　　　　

67.4

　　　　　

91.8

　　　　　

25.7

　　　　　

46.3

　　　　　

55.9

mean

　　　

±15.2

　　　　

±28.4

　　　　

±21.9

　　　　

±87.1

　　　　

±7.1

　　　　

±12.7

　　　　

±39.3
±S.D.

ぷ累1

　　　

151.6

　　　　

1149.6

　　　　

20.4

　　　　

6256.3

　　　　

2j

　　　　　　

2.4

　　　　　

185.6

mean

　　　

±37.5

　　　

±452.5

　　　　

±6,3

　　　

±6657.8

　　　

±1.5

　　　　

±0.9

　　　　

±223.0
±S.D.

2I1§

　　　

100.0

　　　　　

S2.1

　　　　　

81.8

　　　　　

156.4

　　　　　

42.5

　　　　　

60.8

　　　　　

61.9

mean

　　　

±23.9

　　　　

±32.3

　　　　

±25.3

　　　

±166.4

　　　　

±29.6

　　　　

±23.2

　　　　

±74.3
士S.D.

充足率

　

の

　　　

p<0.05

　　　　

NS

　　　　　

NS

　　　　　

NS

　　　　

p<0.05

　　　　

p＜0.05

　　　　

NS

t検定

表5U-20選手の栄養摂取量調査結果

n =16

(1994年)

　　　　　　

たんぱく質

　　

カルシウム

　　　　

鉄

　　　　　

Vit. A　　　　Vit. B1　　　V it. B2　　　Vit. C

　

調

　

査

　　　　　　　　　

1000～

　

a

要
1

　　　　　

9

　　　

1400 m9　　　25.0 m9　　　4000 I.U.　　　5.0 mg　　　4.0 m9　　　300 m9

　

ふ翌1

　　　

124.3

　　　　

993,8

　　　　

15.3

　　　　

4630.2

　　　　　

2.0

　　　　　

2.2

　　　　　

159.8

　

mean

　　　

±46.6

　　　

±605.2

　　　

±4.9

　　　

±4071.0

　　　

±1.9

　　　

±1.8

　　　

±148.4

　

±S.D.

　

1回目

　

充足率

　　　

84.4

　　　　　

72.0'

　　　　

61.4

　　　　　

115.8

　　　　　

40.3

　　　　　

55.1

　　　　　

53.3

　

mean

　　

±30.9

　　　

±42.9

　　　

±19.7

　　　

±101.8

　　　

±37.9

　　　

±44.2

　　　

±49.5

　

士S.D.

　

4芸星

　　　

149.1

　　　　

1180.8

　　　　

18.7

　　　　

3955.9

　　　　　

2.0

　　　　　

2.4

　　　　　

174.2

　

mean

　　　

±24.0

　　　

±468.0

　　　

±3.8

　　　

±3172.8

　　　

±1.2

　　　

±1.3

　　　

±184.5
’士S.D.

　

2回目

　

充足率

　　　

100.3

　　　　　

88.0

　　　　　

74.7

　　　　　

98.9

　　　　　

40.8

　　　　　

60.4

　　　　　

58.1

　

］乙謡

　　　

±14.1

　　　　

±38.0

　　　　

±15.1

　　　　

±79.3

　　　　

±24,4

　　　　

±32.3

　　　　

±61.5

　

充足率

　　

の

　　　　

NS

　　　　　

NS

　　　　

p<0.05

　　　　

NS

　　　　　

NS

　　　　　

NS

　　　　　

NS

　

ｔ検定
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一方、Ｕ-20チームでは、鉄分の充足率が

61.4% (15.3±4. 9mg/日）から74.7% (18.7

±3. 8iiig,日）へと有意に改善を示した（ｐ＜

0.05）。その他では、蛋白質、カルシウム、

vitCなどに改善傾向はみられるものの、対象

数か少なく、また偏差値も大きい影響もあり、

有意差は認めなかった。今後、更に調査回数や

母数を増やして検討する必要かおる。（表5）

　　　　　　

図3栄養充足率の変化

　　　　　　　

Energy

V.B2

V.A

Co

K, Y (15y M）

　

図3はこのような栄養指導によって、1回目か

ら2回目の食事調査で栄養充足率の改善がみら

れた選手のグラフである。摂取エネルギーや蛋

白質を中心として、全体的に充足率の改善を認

めるが、なおビタミン、鉄、カルシウムは不足

気味で、発育期の選手としては十分とはいえな

い。

　　　　　　　

図4標準体重比の比較

１．２
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U－20

(n=13)

‐1993年
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2)栄養状態の評価

　

最初に、食事調査に先立って行った身体計測

の標準体重比で0.96から0.92へ軽度の低下が見

られたが、U-20の選手では殆ど変化がない。

　

（図4）

　

また1994年度の2回にわたる身体計測では、

1［亘］目（6月）のU-17とＵ-20選手における平均

身長と体重はそれぞれ、174. 1cmと177. 8CII1、

64. 9kgと67. 8kgであり、2回目（12月）の平均身

長は175. 3cniと177.5cm、平均体重は66.5kgと

69. 2kgであり変化は少なかった。

　　　　　

図5血清総蛋白と鉄摂取量の相関
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栄養摂取量と血液・生化学的検査値の相関に

ついても種々分析を行った。１日における鉄摂

取量と血清総蛋白値の間には、図5のような相

関関係を認めた。その他にも鉄摂取量と血清鉄

やヘモグロビン値、またカルシウム摂取量と血

清鉄値などに関する分析を試みたか、相関関係

は認めなかった。

3)栄養指導と教育

　

海外遠征前や合宿時に、栄養アドバイザーが

中心となって栄養学の基礎や海外遠征中の食事

の注意点などに関する講習会を実施した。

1994年度の海外遠征や世界選手権大会は暑い地

域での生活か多く、食事内容や水、電解質の取

り方などに特に注意が必要であった。

　

食事調査の結果については、アドバイスシー

トをつけて各選手に郵送し、さらに合宿時を利

用して個人カウンセリングを実施した。

　

合宿時に行った食事調査では、選手各自で食

では、1993年から]年間における両チーム選手

　　

品重量の測定と、食事前後の食事内容を写真に
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撮影してもらい、栄養摂取量の算出の資料に利

用した。

考

　

察

　

近年、スポーツ栄養学に対する関心か高ま

り、科学的議論の対象となってきた。しかし、

スポーツ選手自身の栄養に対する関心は様々で

あり、発育期の食習慣が成人した後にも強く影

響することは周知の事実である。選手や家族に

関心があっても、遅い帰宅時間や寮生活などの

ため、食事内容まで目を向ける余裕かない場合

もある。ユース代表選手に対する栄養サポート

を通じて感じる事は、選手それぞれの問題点を

発見し、食事環境や体調に合わせた改善策を指

導して行くことの重要性と共に、家族および食

事環境を整えてくれる周囲の人達に対しても継

続的アドバイスか必要である(l)。

　

日本人の栄養摂取量については、厚生省から

年齢、男女差、生活活動度別の基準値が提示さ

れているが、種々のスポーツ選手に対しては十

分とはいえない。スポーツ選手の体重当たりの

蛋白総摂取量や三大栄養素のエネルギー比につ

いては、我が国でも概略の基準かあり、蛋白質

は2 g /kg/日、脂質のエネルギー比は30％前後

である。

　

一方、各種無機質やビタミン類の所要量につ

いては、我が国と欧米諸国の科学者の考え方に

差を認める点も多い(2口3)|≒選手の体格および

スポーツの種類や強度によっても異なるか、欧

米では鉄、カルシウムなどは一般人の2～3倍、

ビタミンB1、B2、Cなどは一般人の4～8倍の量

が必要と考えられている‘4)。

　

我が国では、これらの所要量は若干少なく見

積もられているが、今回の筆者らは内外のス

ポーツ栄養学の文献を参考に表4と表5のような

所要量を設定し、ユース代表選手の蛋白質およ

び無機質やビタミン類の充足率を検討した。

　

1994年度の2回にわたる食事調査では、分析

できるデータの回収は十分とはいえず、特に

U-20ではＪリーグ選手も含まれ、試合スケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－69

ジュールや食事環境の影響もあり、回答率か低

かった。栄養摂取量や充足率は、蛋白質、鉄、

カルシウムなどで1[可目より2回目の調査時に改

善傾向を認めた。しかし、ビタミン類は所要量

を高めに設定した関係もあり、成長期のスポー

ツ選手としては十分な摂取状態とはいえなかっ

た。

　

今後は、発育期のサッカー選手にとって適切

な無機質やビタミン所要量の設定を運動生理学

および栄養学的に検討する必要かおり、また各

食品の調理法や補助剤による補給方法も考慮す

べきと思われる‘4)。

　

栄養摂取量と血液生化学検査値との相関につ

いては、従来よりいくつかのスポーツで研究さ

れ、報告されている。蛋白摂取量や鉄摂取量と

血清総蛋白質、カルシウム摂取量と血清鉄、

TIBCなどの相関が指摘されている(5≒

　

今回の検討では、鉄摂取量と血清総蛋白質値

の間に正の相関が得られた以外には、相関関係

を有するデータは得られなかった。この原因の

一つとして、食事調査と血液検査時期が1ヶ月

以上ずれていた点などか考えられる。

　

1994年度におけるユース代表チームの活躍は

目覚ましく、U-17とＵ-20チームがそれぞれ世

界選手権大会アジア予選を勝ち抜いて共に決勝

大会に出場を果たしたのは、我が国のサッカー

史においても初の快挙である。

　

今回、筆者らの実施した食事調査や栄養指導

は、選手自身にconditioningの一環として栄

養摂取の重要性に対する関心と自覚を促し、大

きな国際大会での成果に貢献したといえよう。

結

　

語

　

発育期のサッカー選手に対する食事指導や教

育は、栄養摂取状態の改善に有用と思われた。

今後の課題としては、栄養指導と共に体力測定

を定期的に行い、conditioningへの整備が必

要と思われる。
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ジュニアサッカー選手のトレーニング期の栄養摂取状況

　　　　　

～血液生化学的所見と関連させて～
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はじめに

　

スポーツ選手は、勝つために激しいトレーニ

ングを日々行っている。そのトレーニングを放

障なく続け、良いコンディショニングで試合に

臨むためには、日頃から栄養バランスのとれた

食事をすることが大切である。今回我々は、全

国レベルの大会にも出場している高校生男子

サッカー選手を対象として、食事調査と血液検

査を行い、栄養摂取状況と体内鉄及びビタミン

栄養状態について検討した。

研究方法

1｡被験者

　

対象は高校生男子サッカー選手26名である。

被験者に対して、身体計測(身長、体重、皮脂

厚)を行った。皮脂厚は栄研式皮厚計にて上腕

背部と肩甲骨下部を測定し、その和を用い長嶺

らの方法により身体密度を算出し、それを

Brozekの式に当てはめて体脂肪率を推計した1)。

2｡栄養摂取状況調査

　

日常の栄養摂取状況を把握するためには、連

続3日間口にしたもの全てについて食物の摂取

状況を調査した。調査方法は、原則として各人

か秤量法2)で行い、秤量不能のものについては

目安量を記録した。また栄養補助剤(ビタミン

剤等)、栄養補助食品についても調査を行っ

た。

　

各栄養素の摂取量は、TOP BUSINESS SYS-

Ｄ静岡県立大学 2)国立健康・栄養研究所

邦

　

枝1）

喜久子2）

樋
長

　

口

　　

満2）

谷川いずみ2）

TEM rWELLNESS」のソフトを用いて算出した。

栄養補助剤・補助食品は各人の摂取量に加え

た。

　

エネルギー必要量の設定は、「第五次改訂・

日本人の栄養所要量」（以下「栄養所要量」と

いう）3）の16歳男子「Ⅲやや重い」に示されて

いる値3250kcalを参考とした。たんぱく質は

エネルギー比率の15%(120 g）、脂質はエネル

ギー比率の28％（100g）、糖質はエネルギー比

率の57%(465g)を摂取するように設定した。

運動による発汗からのミネラル類の損失や、エ

ネルギー代謝、ストレスに関連するビタミン類

の消耗により、ミネラル類やビタミン類の必要

量は増加するので、以下のように設定した。カ

ルシウムは「栄養所要量」3）の16歳男子「やや

重い」に示されている値の1. 25倍（1000mg）

に、鉄及びビタミンＡ、ＢＩ、Ｂ２はそれぞれ

1.5倍(18nig、30001U、2. Omg、2. 7iiig)に、ビ

タミンＣは3倍(150nig)とした。

　

食品郡別目標量は、エネルギー及び各栄養素

の必要量がほぼ満たせるように設定した（表4）。

3.血液検査

　

採血は食物調査最終日の翌日に行い、血液中

の鉄及びビタミン栄養状態を判定した。鉄栄養

状態のパラメーターとして用いた血色素量

　

(Hb)、ヘマトクリット、血清鉄、フェリチン

の測定は株式会社ＳＲＬに委託して行い、正常

値は検査機関の基準値を用いた。ビタミン栄養

状態のパラメーターの測定は、ビタミンBIの

指標としてBrinのトランスケトラーゼのTD P
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添加効果率（以下「ＴＤＰ効果」という）によ

る測定法4）、血中ビタミンＣ濃度はヒドラジン

法による総ビタミンＣの測定5）を用いた。TD

Ｐ効果の正常値は、橋詰の値6）を参考とし18％

以下を正常域、18～30％を境界域、30％以上を

潜在性欠乏域とした。血中ビタミンＣ濃度は、

橋詰の値7）を参考とし700μg/dl以上を正常

域、それ以下を潜在性欠乏域とした。

結

　

果

1｡身体的特徴

表1被検者の身体的特徴

年齢(歳)

身長(ｃｍ)

体重(kg)

皮脂厚(ｍｍ)

体脂肪率(％)

平均士SD

　

16.1土1.0

171.6±5.5

　

61.6±5.5

　

17.9±4.5

　

12.3土2,6

平均土SD

　

n= 26

　

表1に身体的特徴の平均値を示した。身長と

体重は「栄養所要量」3）の16歳男子に示されて

いる身長及び体重推計基準値と同程度であっ

た。皮脂厚から推定しだ体脂肪率は12. 3%で

あった。

2.栄養摂取状況

　　　　　

表21日当りの栄養摂取状況

エネルギー(kcal)

たんぱく質(9)

たんぱく質(9/体重k9)

脂質(g)

糖質(9)

食事のみ

2930±567

　

104±23

　

1.7±0.4

　　

84±25

　

430±99

　

平均士SD

　

n = 26

　

表2に1日当たりのエネルギー源栄養素摂取量

を示した。エネルギーは2930kca八たんぱく質

は104 g、体重lkg当たりのたんぱく質は１．７

ｇ、脂質は84g、糖質は430g摂取していた。

　　　　　

表31日当りの栄養摂取状況

カルシウム(mg)

鉄（m9）

ビタミンＡ効力(lU)

ビタミンBi (mg)

ビタミンB2 (mg)

ビタミンC (mg)

食事のみ

　　　

補助剤等含む

933±418

　　

987±473

　

13.4±3.6

3447±3224

1.72±0.41

2.22±0.76

　

289±113

15.0±5.9

3706±3216

1.91±0.62

2.45±0.91

310±147

　　

平均土SD

　

n=26

　

表3に1日当たりのミネラル及びビタミン摂取

量を示した。食事からの摂取量と栄養補助剤・

補助食品も含めた摂取量とを比較してもあまり

差かみられなかった。

Ｖ'Ｃ 50n!g',

V.B2 1.5mg

V.Bl 1.1mg

Fe 12mg

F 849

Ｃ 41Bg

a eOOmg

　

に器に‾11

図丿6歳男子中等度栄養摂取量に対する充足率（%）

　

図1に一般の16歳男子「栄養所要量（ｎ中等

度）」3）を100%とした時のエネルギー及び各栄

養素摂取量の充足率を示した。円の外側に書い

てある数字が、一般の16歳男子の所要量である

が、その値は全ての栄養素で満たしていた。

V,B! 2.7mg

V.Bi 2.0mg

En 3250kcal

Fb 18mg

Ｆ 100g

C 465g

C8 lOOOmg

　

に品圃

図2高校生サッカー選手の必要量に対する充足率（%）
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図2に被験者の必要量（高校生サッカー選手

の必要量）を100％とした時のエネルギー及び

各栄養素摂取量の充足率を示した。ビタミンＡ

とビタミンＣを除き、必要量に対しやや不足し

ていた。

表41日当りの食品群別摂取量（9）

　　　　　　

摂取量

　　

目標量

穀類

いも類

豆類

魚介類

獣鳥肉類

卵類

乳類

緑黄色野菜

淡色野菜

果実類

395±103

　　

400

　

38±30

　　

100

　

41±42

　　

ｔ00

　

55±31

　　　

80

149±57

　　

150

　

63±36

　　　

75

578±357

　　

600

　

79±54

　　

150

145±66

　　

250

　

91±96

　　

200

果汁飲料

　

399±354

　　

－

　　　　

平均土SD

　

n=26

　

表4に1日当たりの食品群別摂取量を示した。

目標量と比較してみると、いも類、豆類、魚介

類、部類、緑黄色野菜、淡色野菜、果実類の摂

取量が少なめであった。

3.血中鉄及びビタミン栄養状態

　　　　

表5血液中の鉄、ビタミン栄養状態

血色素量(g/di)

ヘマトクリット(％)

血清鉄(μg/dl)

フェリチン(ng/ml)

ＴＤＰ効果(V.B1)(%1

ﾋﾞﾀﾐﾝＣ濃度(μg/d

　

測定値
-
14.5±1.3

　

44±3

　

87±29

　

57±30

15.5±12.6

1158±234

正常値
-
>13.5

＞40

＞54

＞26

く18.0

＞700

平均士SD

　

n=26

　

表5に血液中の鉄及びビタミン栄養状態を示

した。平均値では、鉄及びビタミン栄養状態の

パラメーターは全て正常値を示していた。

　

しかし、個別に見てみると、正常値を示さな

い者も見られた。その一例として、エネルギー

代謝や糖代謝に関わっているビタミンBIにつ
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図3ビタミンＢＩ摂取量とＴＤＰ効果の関係

いて図3に示した。この図はビタミンBI摂取量

とＴＤＰ効果の関係を個別に表したものであ

る。ビタミンBI摂取量1. lmgに引いてあるライ

ンが一般16歳男子の所要量で、2.0mgに引いて

あるラインが高校生サッカー選手の必要量であ

る。ＴＤＰ効果18％に引いてあるラインより下

が正常域で、30％に引いてあるラインより上が

潜在性欠乏域、その間か境界域である。この図

からもわかるように、一般16歳男子の所要量程

度のビタミンBI摂取量ではＴＤＰ効果で境界

域を示しており、高校生サッカー選手の必要量

として設定した2. Omg程度を摂取している者で

は正常域を示す者が多く見られた。

考

　

察

　

スポーツ選手にとって「食事」は重要な役割

を持っている。スポーツ選手は激しいトレーニ

ングを日々行い、肉体的・精神的にかなりのス

トレスを受けている。そのストレスに耐え、故

障を防ぎ、競技力を向上させるためにも適切な

栄養摂取を行うことは大切だと言える。

　

本調査の対象となった高校生サッカー選手の

エネルギー及び各栄養素摂取量は、一般16歳男

子の所要量は満たしていたものの、高校生サッ

カー選手に必要なエネルギー及び各栄養素量と

比較すると、ビタミンＡやビタミンＣを除いて

はやや少なめであった。



ジュニアサッカー選手のトレーニング期の栄養摂取状況

　

～血液生化学的所見と関連させて～

　

エネルギー摂取量は2930kcalであり、高校生

サッカー選手に必要なエネルギー摂取量よりも

少なめであった。食品郡別摂取量で少なかった

食品を目標量程度摂取すれば、高校生サッカー

選手に必要なエネルギーを摂取することができ

ると考えられる。

　

たんぱく質の摂取量は、一般のトレーニング

期で体重lkg当たり2. Og"程度の摂取が目安

とされているが、今回の被験者では1. 7gで

あった。成長期で「身体づくりの時期」という

こともふまえると、もう少したんぱく質の摂取

量を増やした方が良いと思われる。

　

糖質の摂取量は、高校生サッカー選手の必要

量に近い値であったが、いも類の摂取量が少な

かったため必要量を満たすことができなかった

と考えられる。

　

今回設定した高校生サッカー選手のカルシウ

ム必要量は1000mgであり、長嶺の示すトレー

ニング期のカルシウム所要量は、1000～

1200mg8）であるが、被験者の摂取量は、食事か

らの摂取量で933mgであった。高校生サッカー

選手の必要量に近い摂取量であったが、これは

牛乳・乳製品をしっかり摂取していたからだと

思われる。さらに、豆類や緑黄色野菜の摂取量

を増やすことによって、高校生サッカー選手の

必要量を満たすことかできると考えられる。

　

鉄の摂取量は、高校生サッカー選手の必要量

18mgに比べ少なめの摂取量であった。スポーツ

性貧血を予防するためにも、十分な鉄の摂取か

望まれる。今回摂取量の少なかった豆類、魚介

類、卵類、緑黄色野菜などの摂取量を増やすこ

とによって、鉄の摂取量は増えると思われる。

　

ビタミンＡの摂取量は、平均値では高校生

サッカー選手の必要量30001Uを満たしていた

が、個別に見ると必要量を満たしていない者も

見られた。緑黄色野菜の摂取量を増やすことに

より、さらにビタミンＡの摂取量が増えると考

えられる。

　

長嶺はスポーツ選手のトレーニング期のビタ

ミンBI所要量は最低2.0mg8）としている。図

3からもわかるように、一般16歳男子の所要量

程度の摂取量ではＴＤＰ効果で境界域を示す者

が多いことから、今回の被験者も高校生サッ

カー選手の必要量として設定した2. Omg程度の

ビタミンBI摂取が必要だと思われた。

　

ビタミンB2の摂取量は高校生サッカー選手

の必要量2. 7mgより少なめであった。豆類、魚

介類、卵類、緑黄色野菜などの摂取量を増やす

ことによりビタミンB2の摂取量も増えると考

えられる。

　

ビタミンＣは、非ヘム鉄の吸収を促す作用や

抗酸化作用、抗ストレス作用がある。長嶺はス

ポーツ選手のビタミンＣ所要量は、100～200mg

8）としている。今回我々か設定した高校生サッ

カー選手の必要量は150nigであるが、被験者の

摂取量は食事からの摂取量で289mgであった。

しかしこの供給源には、食事調査期間が夏とい

うこともあり果汁100％ジュースが多く含まれ

ていた。いも類や野菜類、新鮮な果実類の摂取

量を増やすことにより、季節に関係なくビタミ

ンＣの摂取量を維持することかできると思われ

る。

　

このように、食品群別摂取量で少なかった食

品（いも類、豆類、魚介類、卵類、緑黄色野

菜、淡色野菜、果実類）の摂取量を増やし、毎

日食品群別目標量に示した量程度の食事を摂っ

ていれば、通常のトレーニング期においては、

栄養補助剤・補助食品を摂取しなくても、各栄

養素における高校生サッカー選手の必要量は満

たされると思われた。

　

血液中の鉄及びビタミン栄養状態のパラメー

ターは、平均値では全て正常値を示していた

か、個別にみると欠乏している者も見られた。

このことからも、栄養指導をする場合にはチー

ム全体に行う指導と共に、個人個人に体するき

め細かな個別指導か重要であると思われた。

　

また、選手の健康管理・競技力向上のために

は、繰り返しの栄養指導・食事指導を行い、食

事の食べ方や食事の重要性を認識させることが

大切だと思われた。
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全国レベルの大会にも出場している高校生

サッカー選手26名を対象とし、連続3日間の食

物調査と血液検査を行った。

　

エネルギー及び各栄養素摂取量は、一般16歳

男子の「栄養所要量」は満たしていたものの、

高校生サッカー選手に必要なエネルギー及び各

栄養素量と比較すると、ビタミンＡやビタミン

Ｃを除いてはやや少なめであった。

　

食品群別摂取量で少なかった食品の摂取量を

増やし、毎日食品群別目標量に示した量程度の

食事を摂っていれば、通常のトレーニング期に

おいては、栄養補助剤・補助食品を摂取しなく

ても、各栄養素における高校生サッカー選手の

必要量は満たされると思われた。

　

血液中の鉄及びビタミン栄養状態のパラメー

ターは、平均値では全て正常値を示していた。

しかし、個別にみると欠乏している者も見られ

た。このことからも、栄養指導をする場合、

チーム全体に行う指導と共に、個人個人に対す

る個別指導か重要であると思われた。

　

また、選手の健康管理・競技力向上のために

は、繰り返しの栄養指導・食事指導を行い、食

事の食べ方や食事の重要性を認識させることか

大切だと思われた。
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はじめに

　

サッカーは短時間のダッシュ、キック、ドリ

ブルといった無酸素性の運動と、それらの間に

行われるポジショニングや休息のための有酸素

運動か90分間繰り返されるパワーの持久性が要

求される競技である。そこでは運動中の筋グリ

コーゲンや体液のバランスの低下かパフォーマ

ンスの低下を引き起こすと考えられる。

　

従って、競技前および競技中の栄養および水

分の補給は高いレベルのパフォーマンスを維持

させるのに重要である1)2≒特に、トーナメン

トのような連戦が続く日程での試合や、真夏の

大会のように高温高湿環境下では体温の上昇を

抑えるために水分摂取が重要であり3≒水分補

給量についてのガイドラインも示されている4)

　

近年、輯射熱を考慮した温熱指数であるWB

GT (Wet-Bulb GlobeTempertature Index)

が熱中症予防のための指標として採用され始め

たか、あまり理解されていないのか現状であ

る。最近では、世界のユース大会の中でも最も

大きな大会の一つであるＵＳＡカップ88におい

てこのＷＢＧＴが環境条件の指標とされた。こ

の大会では高温高湿環境下であったために、参

加選手約18名が脱水症状を起こした。そこで大

会のメディカルスタッフは大会期間中であった

にも関わらず、選手達の健康と安全を第一に考

え、競技時間の短縮、水分摂取のための休憩時

間の延長、選手交替の制限をなくす等の試合条

件緩和措置をとった。その結果、残りの大会期

間中、熱中症にかかった選手の数は減少した

　

わか国の全国中学校サッカー大会も、USA

カップ88のように、高温高湿の環境下で連日試

合が行われ、発育期の途中にある中学生年代の

選手達の生体負担度はかなりのものであると思

われる。我が国では、現在までＷＢＧＴを指標

として、暑熱下の大会における環境条件と選手

達の生体負担度について報告されたものはな

い。そこで本研究では、暑熱下の大会における

選手達の生体負担度を調査し、その実態を把握

し、特に、高温環境下での試合における水分摂

取量と体重減少の関係、連戦による試合中の移

動距離変化などから疲労の蓄積について検討を

加えることを目的とした。

方

　

法

　

調査研究の対象者は、暑熱下における連戦に

よる生体負担度を明らかにするために、各チー

ムの主力選手で継続して試合に出場する可能性

の高い3名とした。調査測定項目は環境条件、

起床時のコンディショニング、試合における生

体負担度、試合中の運動量、試合前および試合

中のコンディショニングである。環境条件の測

定は乾球温度（NDB : Natural　Dry　Bulb Tem-

perature)と湿球温度(NWB : Natural Vet

Bulb Temperature)は乾湿計を用い、黒球湿

度（GT : Globe Temperature)の測定には6イ

ンチ黒球温度計を用いた。これらの温度計はグ

ランドに1.0m～1.2niの高さに設置した。また、

Ｄ横浜国立大学大学院

　

2)東京都立大学大学院

　

3)東京都立大学4)東京工業大学

5)東京大学
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WBGTは次式により算出した。

　　　

WBGTニ0. 7NWB十〇｡2GT十〇.lNDB

　

起床時のコンディショニングは毎朝宿舎にお

いて、起床直後の体温、脈拍、体重の測定およ

び前日の食事の量、食欲、便通、頭痛の有無の

調査によってチェックした。試合の生体負担度

は試合前後の体重差、水分摂取量、発汗量を測

定し、試合中の運動量は1試合の移動距離から

求めた。試合前の体重や体温はウォーミング・

アップ直前に測定した。試合前および試合中の

コンディショニングは試合前に全身疲労度と試

合意欲度から、試合後に試合の負担度と試合時

の体調を問診で調査した。測定および調査は、

勝ち残ったチームに対して毎日実施した。

結果と考察

表|大会期間中の環境条件

WBGT (a球黒球温度）

　　　　

乾球温度

　　　　

湿球温度

　　　　

相対湿度

　　

グランド表面温度

８月２１日

(｀Ｃ)

(℃)

(℃)

(Ｘ)

(℃)

31.41 *

35.')'1 ･

E7.17 ゛

S1.-1B

36.90

８月２２日
-

　

2B.73

　

31.10

　

Z5.56

　

G2.05

　

34.23

４０

３５

３０

(℃)

25

1｡環境条件

　

大会を通じて5日間の環境条件の経日的変化

は表1および図1のとおりである。 WBGTは1回戦

と準決勝および決勝の3日間で31°Ｃを越し、2回

戦と準々決勝の２日間でも28°Ｃを越え、平均す

ると30°Ｃを越えていた。また、乾球温度（気

温）もWBGTと同様に1回戦、準決勝、決勝の3日

間で35°Cを越し、残りの２日間も30°Ｃを越し、

平均気温は33. 1°Ｃと大変な猛暑であった。相対

湿度は逆にWBGTが30°Ｃを越した日は、50％前後

であったのに対して、比較的WBGTが低い2回戦

と準々決勝の日は60％を越えていた。また、グ

ランドの表面温度は準決勝と決勝の両日か40°C

弱で平均36°Ｃであった。このように環境条件か

らみるとサッカーの試合を行うには大変過酷な

中での大会であったと考えられる。熱中症予防

８月Z3日
-
28.87

30.90

2G.10

67.00

33.02

８月2j1日
-

　

31.Z3゛

　

3S.37 *

　

26.90

　

19.03

　

39.30

０月２５日
-

　

31.95゛

　

3S.7O "

　

28.27 ゛

　

55.00

　

39.33

｢nean
-
30.0-1

33.16

26.4-1

58.ZZ

35.9G

SD
-
1.42

2.37

0.93

B.OZ

2.7 5

゛は「熱中症予防のための運動指針」により、「運動中止」とされている環境条件

a/21

→― WBGT

→一気球湿度

→‾グランド表面温度
-{}一拍到温度

0/22

　

8/23

DATE

8/24

図1大会期間中の環境条件

B/25

　

(Ｓ)

70

60

50

４０

のために日本体育協会が発行している「熱中症

予防ガイドブック」によると、WBGTか31°Ｃを越

す、すなわち乾球温度が35°Ｃを越し、湿球温度

か27°Ｃを越す環境条件下では運動の厳重警戒か

必要であるとしている。今回の大会の環境条件

はいずれもWBGTが28°Cを越し、しかも３日間そ

れも準決勝、決勝と連戦の最後の2日間でWBGT

が31°Cを越しており、選手にとって非常に負担

の大きい大会であったことか示された。

　　

2.試合前後の体重減少と水分摂取および体温変

　　　

化

　　　

過酷な環境条件下での大会であった今大会

　　

で、ペスト4に残ったチームの体重減少量と水

-78-
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達している。また、一部のチームで延長戦を

行っているが、この時にも約400m1の水分摂取

を行っている。また、この結果は先行研究と同

様に試合中の水分摂取は困難であったことが示さ

れた9≒

水分極取且

→一一発汗量
→一倖重減少ｌ

a/21 8ﾉ22 8/23

DATE

e/24 a/25

C
Ｏ

Ｉ
Ｔ

ｌ

　

ｉ
．

　　　

図2大会期間中の体重減少量・発汗量

分摂取量および発汗量を1回戦から決勝戦まで

　　

1.0

の経過を示したのか図2である。体重減少量と

　　

０.8

水分摂取量は1回戦と決勝戦で最も多く、環境

　　

0.6

(℃)

条件の傾向とほぼ同一傾向を示した。ただし、

　　

o゛て才-i友

準決勝での体重減少量と水分摂取量はWBGTか

高かったにも関わらず、最も低かった(ただ

し、準決勝第1試合は延長、ＰＫ戦まで行われ

たのでこのデータは除外した)。また、発汗量

は水分摂取量と体重減少量を合わせたものであ

るが、発汗量はWBGTの傾向に類似している。

　

し

かし、体重の減少は水分摂取によってlkg前後

に抑えることかできた。
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図4大会期間中の体温変化

　

つぎに、試合前後の体温変化を経日的に示し

たのか図4である。鼓膜温はからだの深部温を

示すのに舌下温より精度が高いとされている。

鼓膜温は準決勝で極端に高い値を示しだのを除

くと、WBGTの傾向と類似した傾向を示した。

準決勝の鼓膜温か高いのは、WBGTが高いにも関

わらず水分摂取量が充分でなかったために体温

の上昇を招いたものと推察される。従って、暑

熱下の試合では体重や体温の変化を最小に抑え

るためには水分摂取か重要である。試合中の

水分摂取は充分にできないのか現状であるの

で、試合前およびハーフタイムでの水分摂取か

重要であり、特に、試合前の水分摂取が重要で

あろう。

　　　　

W-up

　　

1st

　　

Half

　　

2nd

　　

Over

　　　　　　　　　　　

Time

　　　　

Time

　　　　　

3.環境温度（WBGT）と生体負担度との関係

　　　　

図3大会期間中の試合中の水分摂取量

　　　　　　

今大会の環境条件は過酷な条件下での大会で

　

水分摂取か十分に行われていると体重の減少

　　

あったと考えられる。そこで1回戦の半分の試

をある程度抑えられることが示されたが、水分

　　

合と2回戦以降の全試合について、この環境条

摂取のタイミングをみたのか図3である。水分

　　

件と鼓膜温上昇度（ａ）、発汗量（ｂ）、および

をウォーミング・アップ時とハーフタイム時に

　　

水分摂取量（ｃ）などの生体負担度との関係を示

それぞれ400～500nil摂取し、総摂取量の8割に

　　　

したのか図5である。ウオーミング・アップお
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夏季全国中学校サッカー大会における選手の負担度

よび試合における体温の上昇度、発汗量および

総水分摂取量はいずれもWBGTと有意な相関かみ

られた。すなわち、WBGTが高くなれば体温は上

昇し、発汗量は増大し、総水分摂取量も増大す

る。

　

しかも、体温上昇で2で以上も上昇する選

手や発汗量が31を超えて侃に達する選手もお

り、総水分摂取量が21を超えて31以上も摂取す

る選手がいた。このような選手達は体調の変化

が著しく、生体負担度がかなり大きかったこと

が推察される。

　

また、体重減少量、総水分摂取量、発汗量、

鼓膜温上昇度等との相互関係をみたところ、体

重減少量と総水分摂取量との間に負の有意な相

関関係がみられた（ｄ）。これは水分摂取が充

分であれば、体重の減少を防ぐことが可能とな

ることを示している。さらに、発汗量と鼓膜温

上昇度に有意な相関関係かみられた（ｅ）。こ

のことはWBGTが高い（特に、湿度が高い）と体

温調節のために有効である蒸発する汗の量、す

なわち有効発汗量が少なく、汗が蒸発せず滴り

落ちる無効発汗量が多いことが推測される。

従って、WBGTが高いと無駄な発汗か多く、それ

だけ生体に負担が多くかかることになる。ま

た、同じ発汗量でも体温上昇度には2°Ｃ程度の

差かみられるが、体温上昇における個人差は発

汗能力、特に、有効発汗能力か大きく関与して

いると思われる。

4､試合時のコンディション

　

試合時のコンディションについて試合前に

　

「全身疲労度」と「試合意欲度」について6段

階評定、試合後に「試合時の体調」と「試合の

負担度」について7段階評定で質問した（図

6）。試合前の「全身疲労度」については、1回

戦前では「疲労がわずかにある」と回答した選

手か3割で、残りの選手は「疲労は全くない」

と回答したが、2回戦以後全身疲労度は増して

きて、準々決勝では「非常に疲労」している選

手を含めて「疲労がわずかにある」と「疲労が

少しある」の間でどちらかといえば「少しあ

る」の方に近かった。

決勝戦の前では平均すると「疲労は全くなし」

と「疲労がわずかにある」とほとんど疲労を感

していなかったのに対して、優勝した高州第一

中学の3選手は「疲労かおる」と「非常に疲労

かおる」と訴えていた。暑熱下の大会でこのよ

うに勝ち進んで行くと連戦により疲労の蓄積が

起こり、チームによっては連戦がかなり大きな

負担となっていたことがわかる。［試合意欲

度］に関しては、全国大会ということもあって

1［回戦からどのチームも意欲度は高く、準決勝

以降は全員が「非常にある」と回答した。一

方、「試合時体調」については、1［回戦におい

て「最悪」から「最高」までバラツキかみら

れ、平均すると「良い方」に近かったが、２回

戦、準々決勝では平均で「少し悪い」と「良く

も悪くもない」の間であったが、準決勝、決勝

では「良い方」に回復してきた。「試合負担

度」に関しては１回戦において全体の平均が

　

「ややきつい」と環境条件や全国大会というプ

レッシャーのためか、かなり負担を感じている

ようであった。

　

しかし、2回戦以後の「試合負

担度」は横ばい状態で、「ややきつい」を少し

上回る負担と感じていた。

まとめ

　

全国中学校大会は暑熱環境下において連続し

て試合が行われることから選手にとってかなり

負担となる大会であることが予想されたので、

大会期間中の環境条件と生体負担度における調

査研究を行ったところ、次のような示唆か得ら

れた。

l.WBGTを指標とした環境条件は大会期間中、５

　

日間の内3日は「運動は原則中止」、残り２日

　

は激しい運動は中止とする「厳重警戒」

　

に相当する最悪のものであった。

2.試合における体重の減少、水分摂取量、発汗

　

量、体温上昇度は環境条件に対応して増加す

　

る傾向であった。特に、WBGTが高いと有効発

　

汗量か少なく、体温上昇度が大きくなること

　

が示唆された。
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中高年サッカー愛好者の試合中の運動強度

彦
利

史
１
　

水
崎

穴
石

１）

　　

寺

　

門

　

大

　

輔１）

１）

緒

　

言

　

近年、Ｊリーグの影響もあると思われるか、

各地で中高年サッカー愛好者チームか誕生し、

県内の親善試合はもちろんのこと、県外への遠

征試合や全国規模の大会などにも参加している

ほどである。

　

しかしサッカーはMichellら13)のスポーツの

分類によれば、運動強度的には高・中強度の

Dynamic、また低強度のStaticな運動か混在

し、さらに衝突などの身体衝撃による危険性も

高いスポーツである。従って中高年サッカー愛

好者かサッカーをする場合には、スポーツ事故

やスポーツ障害などがなく安全にプレーできる

ように、中高年者のプレー中の生体反応、また

メディカルチェックなど、様々な観点から検討

しておくことがきわめて大切である。これまで

中高年サッカーに関する研究をみると、河野と

大畠ら9) 10) 11) 12)か中心となって、いろいろ

な角度から中高年サッカーについて調査してい

るか、まだまだ少なく、とくに試合中の運動強

度に関しては明らかでない部分が多い。

　

そこで本研究では日頃、定期的に練習あるい

は試合を行い、また関東四十雀サッカー大会や

全国スポーツ・レクリェーション祭の壮年サッ

カーの部など各種規模の大会などに参加してい

る40歳代、50歳代、60歳代の中高年サッカー愛

好者を対象として、各年代の公式試合あるいは

強化練習試合時の運動強度について、心拍数を

指標として明らかにすることを目的とした。

Ｄ宇都宮大学教育学部

研究方法

　

1.被験者

　

被験者は現在、栃木県内の中高年サッカー愛

好者のチームでプレーしている選手のなかか

ら、40歳代については13名（平均年齢43. 2

歳）、50歳代については8名（平均年齢52. 9

歳）、60歳代については10名（平均年齢64.4

歳）の合計31名である。

　

被験者は定期健康診断で異常がなく、全員健

康状態は良好であり、これらの被験者には測定

前に、研究の目的及び内容等について説明し承

諾を得ると共に、チームの貴任者やチームメー

トにも研究内容等について事前に説明し協力を

依頼した。

　

これら被験者のサッカー経験年数は40歳代で

29.8年、50歳代で39.4年、60歳代で47.9年で

あり、現役時代には国民体育大会、全国高等学

校サッカー選手権大会などに出場し活躍した被

験者も多数いる。

　

被験者の身体的特徴は第1表のとおりであ

る。

　

2.測定期間、測定試合及び測定時間

　

測定は平成7年8月から11月にかけて、40歳代

の試合は全国スポーツレクリェーション祭に出

場するための強化練習試合及び関東四十雀サッ

カー大会40代の部の試合であり、50歳代は関東

四十雀サッカー大会の50代の部の試合と宇都宮

社会人リーグ戦、60歳代は40歳代、50歳代と同

じく関東四十雀サッカー大会の60代の部の試合

と女子サッカーチームとの練習試合についてで

ある。
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表|被検者の身体的特徴

中高年サッカー愛好者の試合中の運勁強度

表2中高年者の試合中の平均心拍数
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測定時間は40歳代と50歳代が前半20分、ハー

フタイム5分、後半20分であり、60歳代は前半

15分、ハーフタイム5分、後半15分である。こ

れらの測定中の環境温度は18℃～29でであっ

た。

　

3.心拍数の測定方法

　

心拍数の測定は、ハートレイトモニター

　

(Polar Heart Rate Monitor, Vantage XL,

キャノン社製）を被験者に装着し、15秒ごとに

連続して記録するという方法によって行った。

　

得られたデータはバンテージＸＬの専用イン

ターフェイスを介してキャノン社製の心拍解析

システムにて解析した。なお試合中の心拍数の

測定は、40歳代で5名、50歳代で3名、60歳代で

3名が2試合測定しているので第1表と第2表の被

験者数は異なっている。

結果及び考察

　

サッカーの試合中の運動強度を心拍数の面か

ら明らかにした研究は、これまで小学生から成

人一流選手までを対象として、男女とも多数報

告されている。

　

まず男子の試合中の運動強度に関してみる

と、ポジションによって運動量か非常に異な

り、その結果として運動強度に差があらわれる

としながらも、山地18)、磯川ら7)は大学生を含

む成人の場合では、サッカー試合中の心拍数は

150～190拍/分であろうと推定している。そし

て戸苅ら17)はこのようなサッカーの運動強度

は、他のスポーツ種目と比較して最も強度の強

いスポーツ種目として位置づけしている。

　

女子については、女子サッカーの歴史が浅い

ため男子のようにまだ多くはないが、石崎ら6)、

加納ら8二大橋らj6)が報告している。これによ

ると石崎ら6)は中学女子選手10名を対象とし
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穴水，寺門，石崎

て、コートの大きさ

　

50mx35m

　

で8対8を行

い、平均心拍数はＦＷ群で169.8拍･分、ＨＢ群

で184. 7拍/分、全体として177.2拍/分である

とし、これらの値は女子のスポーツ種目のなか

でバスケットボール、ホッケーとともに最も強

度の高いスポーツとして分類している。

　

このようにサッカーの試合中の運動強度は、

これまで男女とも研究がなされており、これら

の調査結果はそれぞれの年代、レベルのトレー

ニング指針、運動処方をする際の基礎資料とし

て活用されているのだが、中高年サッカー愛好

者の試合中の運動強度を心拍数の面から検討し

たのは、河野ら10) 12)の研究だけであり非常に

少ない。

　

河野らlo)は週1[函1時間30分から2時間のサッ

カー試合を楽しんでいる51歳から63歳までの被

験者6名を対象として、20分の試合を2回から３

回行い心拍数を調べ、それぞれの被験者ごとに

試合中の値を報告している。

　

また河野ら12)は旧制高校時代よりプレー

し、現在も週1回2時間の試合を楽しんでいる54

から77歳(平均年齢62. 9歳)の31名を対象とし

て、様々なメディカルチェックを実施し、これ

らの被験者のなかから年齢は明らかでないか、

5名についてホルダー心電図を装着し試合中

　

(20分を2回)の心拍数を測定しているか、こ

れによると最低心拍数は100拍/分、最高心拍数

は174拍/分、全体としては126～140拍/分であ

るとしている。しかしこれら河野ら10) 12)の報

告は被験者数が少なく、また個々の被験者につ

いての分析か多く、さらに40歳代の被験者につ

いては検討していないので、中高年サッカー全

体の運動強度をより正確に把握するためには、

各年代について多くの試合中の運動強度に関す

る資料収集が必要である。

　

このような意味から、本研究では日頃、定期

的にサッカーをしている中高年サッカー愛好者

31名(40歳代13名、50歳代8名、60歳代10名)

を対象として、公式試合や練習試合の運動強度

を心拍数の面から検討したのであるが、その結

果は第2表のようである。第2表では、40歳代。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－87

50歳代、60歳代というよう年代別に、また前

半、後半、全体として平均心拍数をみている

か、40歳代ではＧＫを2名測定していたので、

ＧＫを含めた場合と含めない場合の両方につい

て示してある。

　

20分ハーフで行われた40歳代の平均心拍数を

みると、ＧＫを含めた場合では前半158.6拍/

分、後半157.8拍/分、全体では158.2拍/分

であり、ＧＫ２名を除いた場合では、前半

162丿拍/分、後半

　

161.跡白/分、全体では

161.9拍/分であった。また40歳代と同様に20

分ハーフで行った50歳代の試合中の平均心拍数

は、前半が161.2拍/分、後半が157.5拍/分、

全体では

　

159.3拍/分であった。さらに15分

ハーフで行われた60歳代の値は、前半が150.3

拍、後半か

　

150. 1拍/分と前、後半とも40歳

代、50歳代とほとんど同じであり、全体では

150.2拍/分であった。これら各年代の平均心拍

数を比較すると、40歳代（ＧＫ２名を除く）は60

歳代より有意に高い（p＜0.0D。しかし40歳代

と50歳代、50歳代と60歳代との間には有意差は

認められなかった。

　

なお、40歳代、50歳代、60歳代を合わせた被

験者延べ40名の平均心拍数（40歳代のＧＫ２名を

除く）は前半か158.7拍/分、後半が157.4拍/

分、全体が158.0拍/分であり、さらに各年代

の試合中の最高心拍数をみると、40歳代で192

拍/分、50歳代で188拍/分、60歳代で183拍/

分であった。

　

これら本研究の結果のなかで60歳代（平均年

齢64.4歳）の値を、先の河野ら12）の研究のな

かで54～77歳（平均年齢62.9歳）の値と比べる

と、本研究の値が試合中に約10拍/分ほど高

い。またその他の年代についても、河野らlo）

の研究では被験者の年齢が明らかでない部分も

あるが、全体としてみると本研究の方がかなり

高いようである。

　

このことについては、被験者の体力や日頃の

トレーニング状況、また試合内容など心拍数の

増減に影響を及ぼす様々な要素か関係している

ものと思われる。とくに試合内容については、



中高年サッカー愛好者の試合中の運動強度

'本研究の場合、延べ42試合のうち、半数の21試

合が関東四十雀サッカー大会のような公式試合

に相当しており、また残りの試合も大会前の強

化練習試合であ胆､それだけに余裕をもって単

に楽しむことだけでなく、常に全力を出し切っ

てプレーしていたために、河野ら12)の値より

全体的に高い値となったものと考えられる。

これらについては今後、中高年サッカー愛好者

の例数を公式試合、練習試合ともに多くして、

同時に試合中の移動距離などを含めて更に分析

する必要かおる。

　

また第3表は、被験者の最高心拍数を｢220～

年齢｣と仮定して2)10)、各被験者の試合中区

心拍数がこの最高心拍数をどの程度、上回って

プレーしていたのかを、割合(％)と時間(分)て

示したものである。これによると、試合時間力

40分で行われた40歳代では、被験者A. A.のよう

に試合時間全体の

　

78. 1%(時間にすると31丿

分)が最高心拍数を上回った選手から、40分妬

試合中に最高心拍数を上回らないでプレーして

いた選手が8名いるというように、個人差はjl

常に著しい。また同じ40分の試合時間であっ大

表3

　

H Rmaxおよび70％H Rmaxを越えてプレーした割

　　

合と時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

HRmaxを越えてプレーした

　　　　　　

70%HRmaxを越えてプレーした

　

被検毒

　　　

年齢

　

HRmii>

　　　　　　　　　　　　

70%HRmax

　　　　　　　　　　　　　　

(220-ige)

　

割合（Ｘ）

　

時問（分）

　　　　　　

創合（S）

　　

時問（分）

　

N.I (FW) 41　　　179　　　25　　　　1.0　　　　143　　　　94.4　　　　37.K

　

N.I (FW) 41　　　179　　　0.0　　　　0､0　　　　143　　　　79.4　　　　318

　

T.I

　

(FW)

　

42

　　　

178

　　　

0,0

　　　　

00

　　　　

143

　　　　

98.8

　　　　

39.5

　

S.U (FW) 43　　　177　　　163　　　　65　　　　142　　　　944　　　　37.8

　

M.S (FW)　44　　　176　　　1.9　　　　08　　　　141　　　　89.4　　　　35.11

　

A.A (MF)　45　　　175　　　78.1　　　　31.3　　　　141　　　　98.1　　　　39.2

　

A.Su (MF)　46　　　174　　　1 9　　　　0 8　　　　140　　　　95.0　　　　38.0

　

ASu (MF)　46　　　174　　　0.0　　　　0.0　　　　140　　　　85.0　　　　M.0

　

T.T (MF)　42　　　178　　　13 1　　　　5.3　　　　143　　　　994　　　　39.8

　

T.Ｔ（DF）

　

42

　　　

178

　　　

11.9

　　　　

4 8　　　　143　　　　97.5　　　　39.0

　

S､W (MF)　42　　　178　　　00　　　　0.0　　　　143　　　　98.1　　　　39.2

　

SW (MF)　42　　　178　　　0.0　　　　0.0　　　　143　　　　98.8　　　　39.5

　

A.Si (MF)　42　　　178　　　00　　　　0.0　　　　143　　　　95.0　　　　38.0

　

K.Ku IMF)　43　　　177　　　0.0　　　　0.0　　　　142　　　　97.5　　　　39.0

　

K.Ku (MF)　43　　　177　　　0.0　　　　0.0　　　　142　　　　86.9　　　　34.8

　

K.Su

　

ＤＦ）

　

46

　　　

174

　　　

16.3

　　　　

6.5

　　　　

140

　　　　

91.3

　　　　

36.5

　

K.W (FW　　47　　　173　　　0.0　　　　0.0　　　　139　　　　63.8　　　　25.5

　

F.S (MF)　51　　　169　　　71.9　　　　28.8　　　　136　　　　98.8　　　　39.5

　

F.S (MF)　51　　　169　　　47.5　　　　19.0　　　　136　　　　95.6　　　　38.2

　

H.M (MF)　53　　　167　　　23 8　　　　9.5　　　　135　　　　96.9　　　　38.8

. Y.A (MF)　58　　　162　　　51.9　　　　24.8　　　　131　　　　98.8　　　　39.5

　

M.H (MF)　52　　　16S　　　66.9　　　　26.8　　　　136　　　　98.1　　　　39.2

　

AT (DF)　52　　　168　　　19.4　　　　7.8　　　　136　　　　97.5　　　　39.0

　

AT (DF)　　52　　　168　　　26.3　　　　10.5　　　　136　　　　93.1　　　　37.2

　

J.A (DF)　　51　　　169　　　550　　　　22.0　　　　136　　　　99.4　　　　39.8

　

J.A (DF)　51　　　169　　　18.1　　　　7.3　　　　136　　　　94.4　　　　37.8

　

S.K (DF)　59　　　161　　　0.0　　　　0.0　　　　131　　　　73.1　　　　29.2

　

KOo (FW　　68　　　152　　　99.2　　　　29 8　　　　124　　　100.0　　　　30.0

　

K.Ka (FW　　63　　　157　　　21.7　　　　65　　　　128　　　　96.7　　　　MO

　

H.R (FW　　６６　　　１Ｓ４　　　20.8　　　　6.3　　　　126　　　　96.7　　　　29.0

　

H.R (MF)　66　　　154　　　29.2　　　　8.8　　　　126　　　　92.5　　　　27.8

　

T.A (FW　　60　　　160　　　4).g　　　　13.8　　　　130　　　　95.0　　　　28.3

　

Y.O (FW)　62　　　158　　　1.7　　　　0.5　　　　129　　　　97.5　　　　29.3

　

HA (MF)　6l　　　159　　　51.7　　　　15.5　　　　129　　　100.0　　　　30.0

　

HA (DF)　61　　　159　　　13.3　　　　4,0　　　　129　　　　93.3　　　　28.0

　

OY (MF)　68　　　152　　　95,0　　　　28.5　　　　124　　　　99.2　　　　29､8

　

S.S (MF)　68　　　152　　　37.5　　　　11.3　　　　124　　　　97.5　　　　29..1

　

S.I

　

(DF)

　

64

　　　

156

　　　

40.8

　　　　

12.3

　　　　

127

　　　　

98.3

　　　　

29.5

　

S.I

　

(DF)

　

64

　　　

156

　　　

20.8

　　　　

6.3

　　　　

127

　　　　

88.3

　　　　

26.5

　

KO

　

D

　　

64

　　　

156

　　　

00

　　　　

0.0

　　　　

127

　　　　

750

　　　　

22.5
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穴水，寺門，石崎

ら50歳代をみると、最高心拍数を上回ってプ

レーしていた選手は、40歳代より11例中に9例

（40分の試合時間のなかで18. 1%から71. 9%

が最高心拍数を上回っており、これは時間にす

ると7.3分から28.8分に相当する）みられると

いうように多く、試合中に最高心拍数に達して

いないでプレーしていたのは2名だけであっ

た。さらに60歳代では30分の試合時間であった

が、50歳代と同じように、被験者K. Oyを除い

て、ほとんどの選手が最高の心拍数を1. 7%か

ら99. 2% (時間にして0.5分から29. 8分）上

回ってプレーしている。

　

さらに第3表には、試合中の心拍数か最高心

拍数の70％、すなわち70％Ｈ Rmaxを上回って

プレーした割合と時間についても示してある。

これは武藤15）が、中高年スポーツ指導におい

て大事なこととして、運動を行う頻度、強度、

継続時間をあげ、それらのなかで運動強度は、

最大運動強度「(220一年齢）の脈拍数」の40～

70％であることが望ましいとしているが、では

本研究の試合においてどの程度、この70％ＨＲ

ｍａｘを上回ってプレーしていたかを把握するた

めである。なお、この70％Ｈ Rmaxの算出につ

いては、山地18）、池上5）の方法によって行っ

た。これによると、試合時間か40分で行われた

40歳代では、16名の被験者全員が試合時間全体

の

　

79.4～99.4% (時間にすると31.8～39. 8

分）、また50歳代（40分の試合時間）をみる

と、11名の被験者全員とも試合時間全体の63.8

～99.4% (時間にすると25.5～39.8分）、い

ずれも70％Ｈ Rmaxを上回っていた。さらに60

歳代では30分の試合時間であったが、13名の被

験者とも70％Ｈ Rmaxを75～100％（時間にする

と22.5～30分）上回ってプレーしていた。

　

こうしてみると、今回の本研究の中高年サッ

カー愛好者の結果は、測定対象となった試合か

公式試合であったことや公式試合前の強化練習

試合が多かったとはいえ、これまでに報告され

た河野ら10) 12)の値、また中高年でよく行われ

ている他のスポーツ種目の値I ) 3) 4)よりは高

　　　　　　　　　　　　　　　

ｊ
い。
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河野らlo)は中高年サッカーの研究において、

サッカー選手の試合中の心拍数が高くなる理由

として2つの考え方、すなわち①長年にわたり

サッカーを続けているために心機能がよい状態

に保たれているため、②加齢により最高心拍数

は低下するわけだから異常な反応であるという

2つの違った考え方がなりたつことを述べてい

るが、このことについては今後、医学的に詳細

に検討し、もし異常な反応であるということで

あれば、安全性の確保のために、試合のあり方

や大会の運営など早急に見直さなければならな

い。

　

最後に中高年サッカーの安全性の確保という

ことに関して、河野ら9)は、①試合時間は15～

20分ハーフ、②使用ボールは4号球、③グラウ

ンドは正規の広さの芝または人工芝、④メン

バー交代は自由、⑤試合相手は同世代のチーム

で行うことなどを提言し、また、中高年サッ

カープレー上の留意点としてII)、①定期的にメ

ディカルチェックを受けること、②15～20分間

のウォーミングアップを行い、徐々に心拍数を

あげて試合に望むこと、③試合は140拍/分以下

の心拍数で行うことをあげている。さらに武藤

ら14)は中高年スポーツ全般の立場から、中高年

の各種競技大会の開催の増加にともなって、参

加者が年々増加の一途をたどっていることを踏

まえて、事故の防止という立場から注意するこ

ととして、①メディカルチェックを受けるこ

と、②競技であることを認識すること、③体調

の変化に注意することを提示している。

　

これらのことを本研究の測定にあわせて考え

ると、とくに試合前のウォーミングアップが、

ウォーミングアップを行うと疲れてしまう、あ

るいは試合直前にグラウンドに来るために、十

分に行っていない被験者がいること、さらには

体調が悪くてもあるいはけがをしていても、メ

ンバーが不足の場合には無理をして出場してし

まう例などもみられる。したがって中高年サッ

カーの安全性の確保ということからみれば、河

野ら9)、11)の提言、留意点のなかには芝のグラ

ウンドなど早急に実現できない点、また140拍/



中高年サッカー愛好者の試合中の運動強度

分以上の心拍数で行うと危険なのか否かなど今

後ひき続き検討をしなけれはならない課題も含

まれているが、それ以外の点は選手あるいは大

会関係者が実行できる提言、留意点であるの

で、これらを全国各地域にまで早急に浸透させ

ることが大切であると思われる。

まとめ

　

本研究では日頃、定期的に練習あるいは試合

を行い、また関東四十雀サッカー大会や全国ス

ポーツ・レクリェーション祭の壮年サッカーの

部など各種規模の大会などに参加している40歳

代、50歳代、60歳代の中高年サッカー愛好者を

対象として、各年代の公式試合あるいは強化練

習試合時の運動強度について、心拍数を指標と

して明らかにすることを目的とした。結果は以

下の通りである。

　

①試合中の平均心拍数は、40歳代（20分ハー

フ）ではＧＫを含めた場合、前半と後半の全体

では、158.2拍/分であり、ＧＫを除いた場合で

は、全体で161.9拍/分であった。また50歳代

　

（20分ハーフ）は、全体で159.3拍/分であり、

さらに60歳代05分ハーフ）は、全体で150.2

拍/分であった。これら各年代の平均心拍数を

比較すると、40歳代は60歳代よりも有意に高い

（ｐ＜0.01）。

　

しかし、40歳代と50歳代、50歳

代と60歳代の間には有意差は認められなかっ

た。

　

②各被験者の試合中の心拍数か、各被験者の

Ｈ Rmax及び70％Ｈ Rmaxをどの程度、上回って

プレーしていたのかを、割合（％）と時間（分）で

みると、まず40歳代で最高心拍数（「220一年

齢」）を上回ってプレーしたのは、16例中8例

（40分の試合時間のなかで1.9%から78. 1%上

回っており、時間にすると0.8分から31.3分に

相当する）あり、同じ試合時間で行われた50歳

代では11例中9例(18. 1%から71.9%上回って

おり、時間にすると7.3分から28.8分に相当す

る）あった、さらに60歳代では13例中12例（30

分の試合時間のなかでL7％から99. 2%上回っ

ており、時間にすると0.5分から29.8分に相当

する）とほとんどの被験者が最高心拍数を上

回っていた。

　

しかし個人差は非常に著しい。

　

次に70％Ｈ Rmaxを上回ってプレーした割合

　

（％）と時間（分）についてみると、同じ試合

時間の40歳代、50歳代では全27例か63.8%か

ら99. 4%上回っており、これは時間にすると

25.5分から39.8分に相当していた。また30分

の試合時間で行われた60歳代の13例も75％から

100％上回っており、時間にすると22.5分から

30.0分に相当するというように非常に高い強度

でプレーしていた。
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サッカー医・科学研究

　

第16巻(1996)

女子サッカー選手の体力評価とデータ・フィードバックについて

　　

加納樹里1）大串哲朗2）河端隆志3）

はじめに

　

日本の女子サッカーは、89年(平成元年)

に、日本女子サッカーリーグ(現、Ｌリーグ)

が開幕して以来着実に成長しつつある。この

間、代表チームは91、95年の世界選手権に連続

参加し、昨年6月スウェーデンで開催された第

2回大会ではベスト8に進出し、アトランタ・オ

リンピック出場権を獲得するに至ったo1)2)代

表チームの活躍やＪリーグの影響で、女子とし

ては良好な練習環境が得られるＬリーグには、

世界でも最高レベルのプレーヤーの参加が増加

している3)。一方、総じて体格や身体能力に劣

る日本人選手と、これらの外国籍選手との個人

技術、身体能力の差はしばしば指摘されてい

る。

　

このような状況の中で、競技力向上と、女子

サッカーの安全で健全な発展のために、日本人

選手の体力特性を把握する事は重要であると考

えられる。

　

科学研究委員会では、従来男子選手を対象と

して、サッカーの競技特性を考慮したフィール

ドでの体力測定の検討を行ってきたか、今回女

子のトップ集団を対象に、持久力とスピードと

いうサッカーに不可欠な体力要素をフィールド

にて測定し、あわせてデータの蓄積・比較を考

慮に入れた従前からの一般的体格・体力測定を

行う機会をえたので、結果を示す。また、得ら

れた知見は、できるだけわかりやすく現場に

フィードバックするという見地から、データ還

元の方法について若干の試作を試みたので報告

する。

Ｄ中央大学 2)上智大学 3)大阪市立大学

一一93－

対象と測定方法

　

本研究の被験者は、①1994年10月、広島で開

催された第12回アジア大会参加の日本女子代表

候補21名（以下代表群）と、②2000年シド

ニー・オリンピックを標準に、Ｌリーグ強化部

が選抜した若手有望選手17名（以下リーグ群）

である。代表群の平均年齢21. 9才、身長

161.9cm ・体重55.9kg、リーグ群の平均年齢

18.8才－身長160. 4cni・体重54. 3kgであった。

なお、代表群の内15名が、前述の第2回女子

サッカー世界選手権に参加した。

　

測定は代表群が1994年8月、東京西が丘競技

場にて、リーグ群は同年8月、東京地区（東京

大学駒場）と大阪地区（大阪市立大学）の二ヶ

所で実施した。

　

測定項目は、代表群が血中乳酸値4iniDol/l

を基準としたＡＴ走速度（持久能の指標として

選択）と50m牽引走（無酸素性のパワー、特に

短距離走能力の指標として選択）の2項目。

リーグ群は、形態測定（身長、体重、周囲径、

体脂肪率）と体力テスト（背筋力、握力、垂直

跳び、反復横跳び、50m走、12分間走、自転車

エルゴメータによる最大無酸素性パワー、等速

性下肢筋力測定）であった。 ＡＴ走速度の測定

は、12分間走の成績により

　

2900m以上から

2600m以下までの4つのグループに分け、各ス

テージ4分間の漸増負荷走行により、血中乳酸

値が４ｍｍｏ１/1に達した時点での運動強度をAT

値(Anaerobic Threshold)として検出した4≒

なお、女子選手への適応は今回初めてであった

ので、新たに女子のレペルにあわせた走行速度

を各負荷毎に設定した。 50mの牽引走は、バイ
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ン社製作のワイヤー牽引式スピードメータを用

い、5）ラップタイムと走行中の速度変化、最高

速度等を評価した。

　

リーグ群の体脂肪率は、超音波（Ｂモード）

による６ヶ所の脂肪厚より推定した6≒最大無

酸素パワーの測定は、電算機内蔵のコンビ社製

パワーマックスＶを用い、10秒間の全力運動

　

（3段階漸増負荷時の回転速度）により算出し

た7入また、下肢の等速性筋力測定は、マイク

オレットを用い、左右の角速度60, 180, 300d/

sｅｃでの伸展、屈曲筋力を測定し、ピークトル

ク並びに伸展・屈曲比、体重比等のパラメータ

について検討した。その他の形態・体力測定に

ついては、従来報告が少ない女子サッカー選手

の基礎資料を作成する目的で、文部省並びに日

本オリンピック委員会の規定に従い実施した8）

9)10)。なお、器材の都合で、リーグ群大阪地

区での50m牽引走（手動計測にて実施）、等速性

下肢筋力測定は行わなかった。

結果と考察

ＤＡＴ走速度

　

今回初めて女子代表選手を対象として測定し

た結果は、ＧＫを除くフィールドプレーヤー19

名の平均で、205.2±16. 9ni/niin、その時の心

拍数の平均は178±11拍/分であった。

　

現場へのフィードバックに際しては、ＡＴ速

度での走行トレーニングか、選手一人一人の持

久力を向上させるのに至適な値であることを説

明し、チーム内での能力に応じて持久力の高い

順に3つのグループ別トレーニングを行えるよ

　　　

表Ｉ

　

ＡＴ速度とトレーニングクルーピンク

゛陸上競技場、サッカー場利用の場合の距離に換算

うに提案した。実際に速度を計りながらの練習

は困難なので、（表Ｄに示したように、陸上ト

ラック（一周400m）と、サッカー場（一周約

350m : 105×70m）を使用した場合の周回所要

時間を併記した。同様の方法で測定した他競技

選手の比較データはないか、男子一流サッカー

選手では

　

230～260ni/iiiin、トレッドミル漸増

負荷法による大学女子バスケットボール選手の

ＯＢＬＡは、194～202m/minと報告されており

11) 12)、妥当な結果か得られたと推察される。

2)50ni牽引走

　　　　

表2 50m走タイム

最速時間゛～5m
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表3 50m平均走速度

最高速度
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表2・表3に50m走のタイムと、5m～25m間の

平均速度・最高速度の結果を示した。疾走中に

得られた最高速度の平均は、代表群:7. T2in/

ＳｅＣ、リーグ群:7. 8lDi/secであり、最高速度

に達するまでの所要時間（最速時間）は、代表

群:3. 90sec、リーグ群:4. 05secであった。
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加納，大串，河端

両群間に平均年齢の差かおるが、女子選手の場

合、スピードの面では10代後半で、ほぼ最高レ

ベルに達してると思われる（図Ｄ。
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図2 50mと15mラップタイムの関係

　

男子の最高速度に関しては、Ｊリーグ所属

チームの平均値で8.28ni/sec、所用タイム6.56

秒との先行研究結果か示されている5≒最高速

度がどの地点で記録されたかを検討してみる

と、15～20mが9名、20～25m以降が10名、25m

以降か7名、その他2名となっている。

サッカーでは、始めの数メートルか特に重要と

されているので、従来体力測定で慣用されてき

た50m走のタイムと短距離(15ni)のタイムを比

較したところ、5％レベルで有意な関係がみら

れた（ｐ＜0.05）（図2）。また、最高速度と

50m走の成績にも、相関関係がみられた（ｐ＜

0.01）（図3）。この結果は、50m走の早い選手
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図3 50mラップタイムと最高速度の関係

と遅い選手とでは、そもそも立ち上がりの地点

での速度に差かみられたとする報告とも一致す

る13）。但し、個別に検討すると様々な速度変

化を示す選手かおり、データの還元に際して

は、選手一人一人の特色を考慮する必要かお

る。

　

また、代表群の50m疾走タイムをポジション

別に集計したところ、FW:7. 70sec、DF:

7.93sec、ＧＫ:8. 02sec、ＭＦ:8. llsec.の

順に速かった。最高速度の平均はFW-GK-D

Ｆ-ＭＦの順に高く、最高速度到達時間はFW-

Ｄ F-M F-GKの順に速かった。女子サッカー

の歴史は浅いか、年間を通してリーグで活躍す

る代表選手達は、ある程度のポジション特性を

身につけているものと判断される。

　

体格で劣る日本人選手は、パワーを向上させ

るにあたって「力の要素」よりも「スピード要

素」を協調したトレーニングを実施すべきと考

えられるか、成人してからのスピード改善には

限界があるので、この点を踏まえたタレントの

発掘、10代でのトレーニング方法などか、今後

検討されなければならない。

3）体格・体力測定

　

表4に示した本研究の女子選手の値は、一般

男子の標準値にするとおよそ中学生のレベルに

あり、女子チームの監督が好んで男子中学生と

練習試合を行う事実がデータ的にも裏付けられ

た。また、男子一流サッカー選手と比較する

と、従来一般成人の男女差として報告されてい

る比率に近く（体格では男子の75～90％、筋力

では55～65％、敏捷性では85％、瞬発力では70

％、無酸素パワーでは50％、持久性では80％前

後の値）、世界のトップアスリートでは性差は

縮まる傾向にあることから、女子サッカー選手

のトレーナビリティは十分残されていると推察

される14）。

　

今回の12分間走は、真夏の炎暑下での測定で

あった点などは多少考慮せねばならないが、方

法の確立した標準的体格・体力測定の結果は、

ある程度比較しうるものと考えられる。他競技

選手との比較15）、並びに単一リーグチームと
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女子サッカー選手の体力評価とデータ・フィードバックについて

表4リーグ選抜選手の形態・体力測定結果

リーグ選抜候補・形態測定
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代表レベルとの比較などから、代表選手はその

技術・戦術の高さゆえに代表に選抜されてお

り、技術、戦術に優れた者の内からさらに世界

の一流とも互角に戦えるだけの体力的資質を持

つ者を選抜するという余裕はないのが現状と思

われる。

4)等速性下肢筋力測定

　　　　

表5リーグ選抜選手の脚筋力測定結果

　　　　　　　　　　　　　　　　

等速性脚力

　　　　　

60d/sec印m）
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表5に、リーグ群の内東京で測定を実施した

9名の等速性下肢筋力測定の結果を示した。こ

こで測定された下肢筋力とサッカーでの競技力

との関係は不明な点が多いか、陸上競技のスプ

リント種目で、高速域(300deg/sec)での伸

展・屈曲比が一流選手ほど高いことか報告され

ている16) 17)。相対的に体脂肪量が多く、外傷

発生率の高い女子選手にあっては、パフォーマ

ンスの改善と共に安全管理の側面から筋力アッ

プを考えなくてはならない。

＊大阪の50m走は手動計時による

関を報告しており18）、黄川等は膝の障害の出

現率との関連を指摘している19）。本研究での

体重当たりのピークトルク(60deg/sec)の平

均値は、伸展292、屈曲163で、様々な運動経験

を有する同年代の女子や、単独実業団での女子

サッカー選手で報告されている値よりは、若干

高値であった。また、下肢筋力の屈伸比は、ス

ポーツ外傷との関係か指摘されているので、今

回の例数は極めて少ないか、各角速度での伸展

筋力と屈筋力の割合を図4に示した。図には右
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脚の平均値のみを示したが、伸展筋力と屈筋力

　

体重あたりの60deg/sec ・伸展ピークトルク　　の比では、左か右より高値を示す者が多く、左

については、木野田等かジャンプカとの高い相

　　

脚の平均比率は、従来報告されている男子代表
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加納，大串，河端

クラスとほぼ同値であった（男子代表の各角速

度での伸展屈曲比は、60deg/sec : 59％、

180deg/sec : 69％、300deg/sec : 75％）2o≒

　

選手へのフィードバックに際しては、値その

ものを他人と比較するよりも、試合期に入って

も筋力レベルを維持することが大切である事を

強調し、障害予防の観点から体重比、左右差、

伸展・屈曲比等に問題がある者について、特に

注意をうながした。

測定結果の現場へのフィードバック

　

貴重な時間とコストを費やして様々な測定を

行っても、その結果がスポーツの現場に還元さ

れてなくては、スポーツ科学か役にたつという

認識はいつまでたっても得られない。

そこで、今回の測定結果について、選手や監督

にどのように説明すればよりわかり易く、かつ

実際のトレーニングに役立ててもらえるかとい

う点を考慮して、いくつかの試作を試みた。

　

代表群のＡＴ速度については、表1に示した

とおりである。 50m牽引走については、最高速

度、最高速度到達時間、5、10、25、50mの角地

点でのラップタイムを成績の良い者から順次一

覧表にして提供し、特色のある数名について

は、個別にスピード変化グラフを示して説明し

た。

　

リーグ群の体格・体力測定では、同一チーム

内（今回の例では選抜メンバー全員）の平均値

と標準偏差（ＳＤ）から5段階の評価値を算定し

21）、選手個人についてこの値をチャート上にプ

ロットし、各要素の優劣が明確に把握できるよ

うに工夫した（図5）。図の例では、R.K選手は

筋力か優れているが、体脂肪率が一番高く、そ

れか走能力の低成績に影響していると考えられ

る。M.I選手は抜群の走能力を持ちながらも、

横方向への動きや筋力が弱点であることなどが

明白である。チーム内での比較は偏向すること

も十分考えられるが、選手にとってはお互いが

日々顔を合わせている当面のライバル、もしく

は目標なので、トレーニングの動機づけとして

無酸・絶対

背筋力
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図5体力評価チャート図の例

の効果か期待される。

　

実際にトレーニング計画を練る段階になる

と、体力トレーニングの必要性は誰もか一応に

認めるものの、時間的な制約の中ですべてを一

斉に手掛けることは不可能である。そこで、持

久能（ＡＴ速度）とスピード０５ｍ）について
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図6能力別クルーピンクの例

　　　

(A～D群の説明は本文参照)

3.20

図6のようなマトリックスを作成した。サッ

カー選手にとって欠くことのできない体力要素

である両者のバランスで、選手を等質的にク

ルーピンクし、それぞれに必要なトレーニング

を優先してもらおうというものである。図中で

は、ＡＴ速度が高く、15mが速いＡ群が理想的

であり（例:R.Y選手）、Ｂ群のH.S選手は、ス
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女子サッカー選手の体力評価とデータ・フィードバックについて

ピートはあるが持久力のないタイプ、反対にＣ

群のM.H選手は、持久力に優れるがスピードに

劣る、といった評価ができる。

　

限られた時間の中では、体力のバランスを考

え、自己の欠点を把握し、優先順位を意識した

上でトレーニングに臨むことが重要である。体

力データをわかりやすく現場に還元する事によ

り、選手のやる気を喚起し、自己管理能力を高

める事も期待される。

　

貴重な労力を費やして得られた体力測定の結

果が、日常のトレーニングや競技力の向上、ひ

いては選手の健康・安全管理に生かされること

が強く望まれる。

　

(付記)

本測定は、日本サッカー協会科学研究委員会

　

(女子担当：筆者等)か、Ｌリーグ強化部等の

要請で立案・実行したものである。測定並びに

データ分析に際しては、複数の同委員会メン

バーのご協力を頂いたことを付記する。また、

本測定結果の詳細な分析は、中央大学・体育研

究第30号に報告した。
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フィールドに おける間欠的ランニングテストの検討
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はじめに

　

サッカーでは、ダッシュの繰り返しなど間欠

的なパワーの体力要素も重要である。この観点

から山本らは自転車エルゴメータによる間欠的

パワーテストを考案した5)。また、磯川らは自

転車エルゴメータに対するトレーニング効果に

ついて検討している4)。

　

しかし、サッカーの運動形態から考えると走

運動を用いた間欠的パワーの評価も必要である

と思われる。このような見地からは、Bangsbo

が無酸素性能力を評価するためのスプリントテ

ストや有酸素及び無酸素性能力を評価するため

の間欠的ランニングテストを実施している2. 3)。

また、Bakerらは、40mシャトルランテストの

能力と実験室的に求められた無酸素性のパワー

や能力の関係について比較検討している1≒

　

そこで本研究は、ハイパワーや間欠的パワー

などを含む総合パワーを評価するための、

フィールドにおける間欠的ランニングテストに

ついて検討した。

方

　

法

　

ユース年代サッカー選手28名を対象に、体育

館において間欠的ランニングテストを実施し

た。間欠的ランニングテストは、20m往復走を

20秒のインターバルで10セット実施させ、その

時の20m往復のタイムや途中通過時間を光電管

システムを用いて計測した。 28名の選手をでき

るだけ短時間に測定するため、光電管システム

を2種類用意した。一つは、スタート地点とス

タートから、10m、18mの地点に光電管をセット

し、10、18、22、40m地点での通過タイムを計

測した。

　

もう一つは、スタートとスタートから10mの

地点とゴールに光電管をセットし、10、40m地

点での通過タイムを計測した。

　

40mの距離は、Bangsbo2)やBaker"の報告

を参考に設定した。また、ターンを含んだ往復

走とした理由は、サッカーにおいてはただ単に

直線走だけでなく身のこなしを含めたターンや

方向変換の要素が重要であると考えたからで、

実際、BangsboやBakerらもターンや方向変換

を含んだランニングテストを実施している。

20秒のインターバルタイムの設定については、

山本ら5)が実施している間欠的パワーテストや

Bakerら1)の報告を参考にした。

　

山本らの考案した間欠的パワーテストは、自

転車エルゴメータを用いて体重の7.5%の負荷

で5秒間の全力ペダリングを20秒間の休息をは

さんで10セット反復し、その結果から瞬発力や

持久力を評価するテストである。このテスト

は、多くのサッカー選手に対して測定を行って

いる5)。

　

本研究では、間欠的ランニングテストの10

セット中の走速度の変化や持久性の指標につい

て考案した。また、持久性の指標について山本

らが同一選手を対象に実施した間欠的パワーテ

ストの結果と比較検討した。

結果と考察

Ｄ間欠的ランニングテストの結果

1)東京工業大学

　

2)東京都立大学

　

3)東京大学

　

4)立教大学

　

5)佐倉東高校

6)シェフユナイテッド市原
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6.75 7.2S7.00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20m往復走10セット中の最速タイムとTstの相

　

10、18、22、40m地点での通過タイムを計測

　　

関関係を図4に示した。選手28名についてプ

することができる光電管システムを用いて計測

　　

ロットしたところ、相関係数0.522と1％水準で

した12名の選手について、各通過地点のタイム

　　

有意な線形関係か認められた。 20m往復走を10

から求めた走速度の結果を図2に示した。ター

　　

セット反復する内に徐々にタイムは遅くなって

ンを含んだ22m地点での走速度が最も遅いが、

　　

くるものの、20m往復走の最速タイムが速い選

10セットを走っても走速度は変わらなかった。

　　

手は、8、9、10セットでも比較的速いという関

他の通過地点では、セット数が増えるごとに走

　　

係が示唆された。

速度が遅くなっていた。30mからゴールまでの

　　

2)間欠的パワーテストとの比較

走速度が一番速いが、セット数増加に伴う速度

　　　

山本らが考案した自転車を用いた間欠的パ

の減少は大きい傾向にあった。そこで、走速度

　　

ワーテストの結果と本研究の間欠的ランニング

の変化割合を検討するため、1セット目の走速

　　

テストの結果について比較検討した。なお、間
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間欠的ランニングテストの20m往復タイムの変化

　

間欠的ランニングテストの20m往復タイムの

変化について、選手28名の平均値を図1に示し

た。セット数ごとにタイムが遅くなっていく

が、8セット目以降は遅くなる割合が少なくな

り定常状態を示す傾向にあった。そこで本研究

ではこの8、9、10セットでの平均タイム（以

降、Tｓtと略）を持久性の指標として検討し

た。
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化を図3に示した。ターンを含んだ22m地点での

走速度の著しい変化は認められなかった。 30m

からゴールまでの区間での走速度の低下割合が

大きい傾向にあり、30m以降の運動で疲労の現

れ方が著しいことか示唆された。
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欠的パワーテストの結果は、山本らが同一選手

に対して測定したデータを許可を得て利用し

た。間欠的ランニングテストでの最速タイムと

間欠的パワーテストで求められた最大パワー

（山本らはこの値を瞬発力の指標として用い、

Pmaxと表している）の関係について図5に示し

た。相関係数は0.329で有意な関係は認められ

なかった。間欠的ランニングテストがターンを

含んだ走運動であるため、走力だけでなくター

ンにおけるスキルの要素か影響している結果と

考えられた。間欠的パワーテストで求められる

Pmaxの指標で評価する瞬発力や生理学的パワー

と、間欠的ランニングテストで得られる最速タ

イムを出現させる走運動のパワーとは、完全に

は一致しないものと考えられた。
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゜’二

に鸞ご‰一，

間欠的ランニングテストでのTstの関係につい

て図6に示した。選手28名をプロットしたとこ

ろ、相関関係は0. 174で有意な関係は認められ

なかった。

　

しかし、図中白丸で示した左下の選

手と右上の選手を除くと何か関係があるのでは

ないかと考えられた。そこで、2選手の間欠的

パワーテストと間欠的ランニングテストの関係

を図7に示した。上の図が左下の結果を示した

T.K選手の結果で、間欠的パワーテストでは回

数を反復するごとに発揮パワーが低下していく

のに対し、間欠的ランニングテストでは3セッ

ト目以降同様なタイムで走ることができてい
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間欠的パワーテストのPstと間欠的ランニングテスト

　　　

のＴstの相関関係

　

間欠的パワーテストで求められる８、９、１０

セットでの平均パワー（山本らはこの値を持久

力の指標として用い、Pstと表している）と、
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図7

　

2選手の間欠的パワーテストと間欠的

　　　　　　　　　　　

ランニングテストの関係

　

また、下の図は右上の結果を示したN.K選手

の結果で、間欠的ランニングテストでは20m往

復タイムか著しく変化しているのに対し、間欠

的パワーテストでは2セット目以降ほとんど差

のないパワーを発揮している。このようにこの
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フィールドにおける間欠的ランニングテストの検討

2選手は、2種類のテストでの傾向が全く反対の

結果を示したため、どちらかのテストで全力を

出しきっていないか、ミスをしている可能性が

考えられた。そこで、この2選手を除いた26名

の選手について、間欠的パワーテストのPStと

間欠的ランニングテストでのTStの関係を検討

したところ、相関関係0.540で1％水準で有意な

線形関係が認められた。間欠的ランニングテス

トでのTStかおる程度持久性の指標となること

が考えられた。

　

山本らは、間欠的パワーテストでのPStの基

準値を設定し、選手を5段階で評価を行ってい

る。体重当たりのPSt（Ｗ/贈）が10.98以上で

　

ﾚ5.非常に優れる］、10.33から10. 97で「4.

優れる」、9.68から10.32で「3.普通」、9.03

から9. 67で「2.劣る」、9. 02以下で「1.非常

に劣る」としている。これを参考に5段階評価

のランク別に間欠的ランニングテストでのTst

を図8に示した。「2.劣る」にランクされる選

手が4名でTStの平均は7. 64秒、「3.普通」に

ランクされる選手が12名でTStの平均が7. 52

秒、「4.優れる」にランクされる選手が10名で

TStの平均が7.31秒あった。「4.優れる」にラ

ンクされる選手のTStが、「‾2.劣る」や［3.普

通］にランクされる選手のTStより有意に速い

傾向が認められた。この結果からも間欠的ラン

ニングテストで選手の持久性を評価できること

が確認された。
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間欠的パワーテストのPstのランク別におけるTst

まとめ

　

本研究では、ハイパワーや間欠的パワーなど

を含む総合パワーを評価するための、フィール

ドにおける間欠的ランニングテストについて検

討した。

　

ユース年代サッカー選手を対象に、ターンや

方向変換を含んだ20mの往復走を20秒のイン

ターバルで10セット実施させ、その時の20m往

復のタイムや途中通過時間を光電管システムを

用いて計測した。

　

計測結果から10セット中のスピードの変化や

持久性の指標を求め、間欠的パワーテストの結

果と比較検討した。

　

そして、次のような結果を得た。

l)20ni往復走のタイムは、セット数ごとに遅く

　

なってくるが、8セット以降は遅くなる割合

　

加減少し定常状態を示す傾向にあり、Tstを

　

持久性の指標として用いた。

2)20m往復走中の区間ごとに求めた走速度につ

　

いて検討した。ターン時の走速度は低下しな

　

いか、その他の直線部分でのスピードはセッ

　

ト数ごヽとに低下し、30m以降の走速度低下割

　

合か著しい傾向を示した。

3）間欠的ランニングテストのTｓtと間欠的パワ

　

ーテストのPｓtを比較した。どちらかのテス

　

トで全力を出し切れていないと判定される2

　

選手を除いた場合、TStとPStには有意に線形

　

な相関関係か認められた。

4）間欠的パワーテストで求められたPStのラン

　

ク別にTｓtを比較した。「優れる」とランク

　

された選手のタイムか、「普通」や「劣る」

　

とランクされた選手のタイムより有意に速か

　

った。
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深腰骨神経絞掘性神経障害は、1968年に

Marinacci'"が、足関節前面で前脛骨筋腱、長

母趾伸筋腱、足背動脈および伴行静脈、深腰骨

神経絞捉性神経か通る下伸筋支帯下を、Ante-

nor tarsal tunnelと呼び、そこで起こる圧

迫性神経障害をAnterior tarsal syndrome :

前足根管症候群として報告したのを始めとし

て、以後幾つかの報告例3) 4) 9)が見られる。

我々は最近、佐賀県中学生のサッカー部員

(804人)を対象とした検診を行い、3例の足背

部痛を訴える症例を診察し、それらとは異なっ

た部位での絞捉性腰骨神経障害と診断した。今

回はその後の症例を加え報告する。

症

　

例

　

症例は5例で、それぞれ13、14、15、16、22

才。そのうち佐賀県内の小・中学サッカー選手

を対象にした検診にて見つかったものが2例、

直接外来に来たものか3例で、そのうち1例はプ

ロサッカー選手だった。患者はいずれもボール

を蹴る時の足背部痛を訴え、他覚的所見として

4例では第HLisfranc関節付近の圧痛と同部の

Tinel徴候、および足背第１、Ｈ趾間部の軽度

知覚鈍麻を認め、1例では距舟関節近くに圧痛

とTinel徴候か認められた。（表1）

表

　

１

　　

症例のまとめ

　　

年齢

　

性サッカー歴

　　

主訴

　　　　

他覚的所見

　　　　

治療

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第IILisfranc関節付

１

　

１３

　

♂

　　

５年

　　

左足背部痛

　

r)ｒｽこでｒｓ'ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

知覚鈍麻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

穴あきバッド装着

２

　

１４

　

♂

　　

４年

　　

右足背部痛

　　　

同上

　　　

雪７‰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

剤局注にて消失

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

消炎頭痛剤貼布、

３

　

１５

　

♂

　　

５年

　　

右足背部痛

　　　

同上

　　　

内服ステロイド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

局注にて軽快

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

穴あきパッド、ス

４

　

１６

　

♂

　　

５年

　　

右足背部痛

　　　

同上

　　　

;;jで;::；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

手術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

右足関節前面正中付

５

　

２２

　

♂

　　

１２年

　　

右足宵部痛

　

::;:ｶ;:昌

　

手術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と圧痛、Tinel徴候

治

　

療

　

1例は消炎鎮痛剤の塗布のみにて1週間で症状

は消失した。3例にシューズのべ口に取付けた

穴あきパッドや、穴あきパッドつきのサポー

ターの装用を行ったが、症状が軽快しなかった

為、消炎鎮痛剤の塗布、貼付、内服及び、ステ

ロイド十局麻剤の局所注射を施行した。その内

2例は症状の消失をみたが、症状の軽快しない

難治例1例に対し観血的治療を行った。また距

骨下端前面と距骨の衝突性外骨腫、および距骨

背側末梢に距骨上骨とを認めた1例は初めから

手術適応と判断し観血的治療を行った。手術は

2例とも骨片摘出、骨性隆起切除及び神経剥離

術を行った。術中所見では、１例は第2

Lisfranc関節部に小骨片を認め、もう1例では

衝突性外骨腫と距骨上骨を認めた。その部位の

Ｄ佐賀県立病院好生館整形外科

一107－



サッカー選手における深誹骨神経絞拒性神経障害の5例

深腰骨神経は軽度肥厚していたが、肉眼的には

その他の異常は無かった。

　

2例とも術後経過は良好であり、症状は消失

した。

考

　

察

　

(疾患発症の原因)深勝骨神経の絞極性神経障

害は、1968年にMaｒｉｎａｃｃｉ４)が足関節前面の

下仲筋支帯下で起こる前足根管症候群を報告し

て以来、良く知られている。前足根管症候群は

下伸筋支帯下で長母趾伸筋腱が深勝骨神経の上

を交差していることにより起こるとされてい

る。その為、疼痛や知覚障害は足関節前面より

足背にかけて認められる。

　

今回我々が経験したサッカー選手における深

誹骨神経障害では、知覚障害は足背第1、趾間

に限局しており、疼痛、及びTine徴候を認め

た部位はそれより末梢の第2 Lisfranc関節付

近であった。この部位では短母趾伸筋腱が、深

腰骨神経を乗り越えて交差し、その底部には第

2 Lisfranc関節の骨性隆起が存在している為、

絞極されやすいとされている2､5)手術をした2

例の内1例では同部に余剰骨であるOs cuneo

－ｌ

　

metatarsale― ｎ dorsaliかおり、もう

1例では距骨頚部背側Os suprataraleが存在

し、その発症の原因となっていた。著者らは、

プロサッカー選手で、第2 Lisfranc関節部に

余剰骨であるOs intermetatarseumが存在し

以前に同様の症状を認めていたが、自然に軽快

した症例も経験している。更に最近、Os

ta1叩avicolare dorsaleによる高校生の1例

を経験している。これらの余剰骨は骨性隆起と

して底部を成し絞極の要因となっている。以上

のことより、サッカー選手では、繰り返す足部

の捻挫やプレー中の接触による外力により足背

に損傷を受けやすレ事、スパイクの不適合、時

には足部の解剖学的破格の存在が同部位での絞

紀の要因となっていると考えられる。

　

(頻度)本疾患の頻度については、我々か佐賀

県内の中学生のサッカー部員を対象に検診を行

い804例中46例の足部障害を認め、そのうち3例

が深俳骨神経絞拓性障害であった。これは対象

群の年齢が低かったためであり、対象群の年齢

が上がれば本症例の頻度も上がってくるものと

思われる。

　

（治療）治療は、まずスパイクの不適合性を

チェックし、圧迫している様であれば除圧を目

的とした穴あきパッド（リスフラン関節近傍）

やサポーター（下伸筋支帯及びショパール関節

近傍）の装着を行い、その上で消炎鎮痛剤の塗

布、貼布、内服を行い、症状の改善を見ないと

き、局所へのステロイドと局麻剤の注射を行

う。以上の如く保存的治療で症状の改善を認め

ない難治例に対しては骨片切除、骨性隆起の切

除、神経剥離術等の観血的治療を行う。我々の

観血的治療を行った

2症例の術中所見では、神経は肉眼的に軽度肥

厚していたが、その他に著明な異常は認められ

なかった。2例共、術後経過良好で症状の消失

をみた。

まとめ

　

サッカー選手がボールを蹴る時の足背部の疼

痛を訴えた時に、深腰骨神経絞捉性障害は鑑別

疾患の一つとして考えるべきである。本症例に

特徴的な症状は、絞捉部位での圧痛とTinel徴

候、及び足背第１、ｎ趾聞部の疼痛、しびれで

ある。その原因としてスパイクによる圧迫、プ

レーによる外傷、捻挫、それらに加えて余剰骨

や第2 Lisfranc関節部の骨性隆起等の解剖学

的な要因が考えられる。治療はまず絞捉部の除

圧を行い、消炎鎮痛剤投与（塗布、貼布、内

服）、それらにより症状の軽快なければステJコ

イド十局麻剤の局所浸潤を行い、以上により治

癒しない難治例には観血的治療を行うべきであ

る。我々の症例では予後は良好であった。
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当科におけるサッカー外傷ならびに選手の外傷予防

に対する意識の分析

佐

　

藤

　

正

　

夫1）葛

　

西

　

千

　

秋1）小

　

島

　

光

　

博2）

はじめに

　

近年のＪリーグ人気とともに一般市民レベル

でのサッカー競技人口は増加しており、それに

伴いサッカー外傷の頻度も多くなってきてい

る。

　

今回、我々は当科で治療したサッカー外傷の

分析と市民リーグレベルの選手（社会人) 250

名を対象にサッカー外傷に対するアンケート調

査を行い、選手の外傷予防に対する意識を中心

に検討した。

対象と方法

　

1995年、当科におけるスポーツ外傷（いわゆ

るスポーツ障害を除く) 355例中サッカー外傷

は85例であり、これらの症例について分析を

行った。また、岐阜県西濃地区社会人一部リー

グでプレーしている選手250名に対し、テーピ

ングの実際、既往のサッカー外傷等についてア

ンケート調査を実施した。

結

　

果

　

1995年、当科を受診したスポーツ外傷患者は

355例で、その内訳は男性251例、女性104例、

年齢は5歳～58歳（平均22.3歳）であった。

　

355例中サッカー外傷は85例で、男性80例、

女性5例、年齢は5歳から43歳（平均16.9歳）で

あった。

　

スポーツ外傷355例を種目別に分析すると、

サッカーが85例(23.9%)と最も多く、以下、

スキー62例(17.5%)、バスケットボール50例

(14. 1%)、野球33例(9.3％)、ソフトボール21

例(5.9％)、テニス14例、ラグビー11例、ス

ケート10例、バレーボール9例、ハン下ボー

ル、陸上競技各8例、その他44例であった(図

Ｄ。
その他44例<.n.A%)

　　　

陸上8例iZ.3X)

　

ハンドボール8例(2.3%1

バレーボール9例(2.5%)

　

スケート10例（2.8％）

ラグビー11例（3.1％）

1

　　

テニス14例（3.9％）

ソフトボール21例(S.9%1

野球

　

33例(9,3%)

サッカー

　　

85例

(23.9%)

(例)

１０

スキー

　

62例

　

(17.5%)

バスケットボール

　

50例

　

(14.1%)

図1.スポーツ外傷種目別内訳(355例）
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図2.サッカー外傷例の年齢分布（85例）

　

サッカー外傷例の年齢分布をみると、11歳～

20歳か50例と多く、全体の約60％を占めた（図

2）。

Ｄ総合大雄会病院整形外科

　

2)アルテックブレイス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－111－

30

20

10

,）

　　　　　　　　　

（

○

　　　　　　　　　　

ノ

3,3%)

　　　　　　　

／



剛
１
０

ぐ

５

１
２ ３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

当科におけるサッカー外傷ならびに選手の外傷予防に対する意識の分析

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　

１０

　

１１

　

１２（月）

図3.サッカー外傷例の受傷月（85例）

　

サッカー外傷例を受傷した月別でみると、３

月、6月、12月で多い傾向かみられた（図3）。

サッカー外傷例の損傷部位別検討では、多い順

に足関節25例［29］％）、膝関節13例(15. 3

％）、手指12例（1か1％）であった（図4）。
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図４．サッカー外傷例の部位別内訳（85例）

　　

〔三亘璽〕

手指骨柄

　

3例、手指捻挫

　

5例

僥骨退位端骨折

　　　　

3例

前腕両骨骨折

　　　　　

2例

腰部打撲

　

2例、大腿打撲2例、

脛骨骨折

　

１例、下腿打撲

　

１例、

足関節捻挫、靭帯損傷

　　

6例、

足部捻挫

　

2例、足趾骨折

　

１例

　　

匡匝〕

僥骨退位端骨折

　　　　　

2例、

手指脱臼

　

｜例、手指骨折

　

3例、

肋骨骨折

　

１例、

足関節捻挫、靭帯損傷

　　

7例、

中足骨骨折

　

1例、足趾骨折2例、

匪亘⊃
手指骨折
大腿打撲
膝ＭＣＬ損傷

1例．腰部打撲

　

3例、

2例、大腿部血腫

　

1例、

1例、足関節骨折

　

1例、

足関節捻挫、靭帯損傷
足部捻挫 1例、足趾骨折

　　　

庶こそ］

肋骨骨折

　　

2例、下腿切挫創
膝ＭＣＬ損傷

　

7例、膝ACL損傷

膝半月板損傷

　

2例、足部捻挫

足関節捻挫、靭帯損ｲ易

　

6例

図S.サッカー外傷例の年齢層と診断名

　

今回のサッカー外傷85例を各年齢層での診断

名別に分類すると、足関節の捻挫、靭帯損傷は

各年齢層に共通して多くみられたか、小学生・

中学生では手指、手関節の外傷が、高校生・社

会人では膝関節の靭帯損傷が多くみられる傾向

が窺われた(図5)。

　

【代表症例】

　

17歳、男性、ポジションＤＦ、試合中、フォ

ワード選手とボールを取り合った際に相手の膝

が左大腿外側部に当たり受傷した。疼痛を我慢

しながら試合を続行し、試合後局所のクーリン

グを行ったが翌日より腫脹、疼痛が増強したた

め近医を受診し、当科を紹介された。単純XP

では左大腿部外側に軟部組織の腫脹を認め、Ｍ

ＲＩ画像にて外側広筋内に血腫を思わせる

high intensity area が存在したため、受傷

４日目、血腫除去術を施行した(図6、7)。

図6.17歳、男性、左大腿筋肉内血腫（単純ＸＰ）
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1例

1例.

B例、

4例、

　　

図7. 17歳、男性、左大腿筋肉内血腫(MR I )
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佐藤，葛西，小島

術後3週間の局所安静の後、軽いランニングを

開始し、6週間で完全復帰した。

　

選手に対して実施したアンケート結果につい

てみると、アンケートを回収し得だのは213名

　

(85.2%)であった。全員が何らかの職業に従

事し、年齢は19歳～54歳(平均28.3歳)、サッ

カー歴は1年～34年(平均10.9年)年間出場試合

数は3～40試合(平均12.8試合)であった。

　

練習時間についての調査では、会社・企業単

位のチームでは練習日を決めて行っているチー

ムもあるが、いわゆるクラブチームでは、練習

のために選手か集まることか困難な場合か多く

132名(62.0%)は試合日以外に特に練習を行っ

ておらず、各チームともに、チームとしての練

習時間は極めて少なく、体力維持には選手個人

かそれぞれにトレーニングをしているのが現状

であった。また、試合前の練習内容は、ランニ

ング、柔軟体操、ストレッチング、パス・

シュート練習か主体であり、時間は5分～60分

(平均17分)であった。

　

サッカーで使用するスパイクシューズには靴

底のポイントか固定式のものと取り替え式のも

(例)

100

のかあり、前者は芝や雨天のぬかるみ状態での

　

50
グラウンドで使用される。当リーグの試合は土

の堅いグラウンドで運営されているか、40名

(18.8%)は常に取り替え式のスパイクシューズ

を使用しており、そのうち半数が足底部の疼痛

を訴えていた。また、天候、グラウンド状態に

よってスパイクシューズをはきかえると回答し

たのは25名（11.7％）であった。

　　　　　　　

している

　

14名
’テーピングを

　　　　　　　　　　　　

(6.6%)
二

な

　

127名(59.6%)

囚

したことがある

　　　　　　　

72名(33.8%)

　　　

足趾

　　

手指6名４名

　

大腿7名２，

膝関節10名

　

瞰妬

　

部位

φ

閲節

　

‾

　　　　　　　

78名

・何処で習つたか
習会・指導者

　

22名

　

テーピングについては86名(40.4%)がした

ことがあると回答した。

　

しかし、その方法をど

こで習ったのかに対して、医師からと回答した

のは7名であり、自己流で行っている者が大部

分であった。また、テーピングをする部位は足

関節か圧倒的に多く、手指と回答した6名はす

べてゴールキーパーであった(図8)。

　

過去のサッカー外傷に関する質問には、158

名(74.2%)がサッカー外傷で医療機関を受診し

たことがあると回答し、その総数は249例で

あった。部位別では、足関節86例(34.5%)、膝

関節36例(14.5%)、大腿25例(10.0％)、下腿

18例(7.2%)の順であった(図9)。診断名別で

は捻挫122例(49.0%)、打撲38例(15.3%)、骨

折36例(14. 5%)の順であった(図10)。さら

に、これらを受診した医療機関で分類すると整

形外科56例(22. 5%)、外科24例(9.6%)、接骨

院169例(67.9%)であった(図11)。
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図8.テーピングの実際
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図10.サッカーによる外傷の種類(158人、249例）
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当科におけるサッカー外傷ならびに選手の外傷予防に対する意識の分析

整形外科

　

56例

　　

(2Z.5%)

jl外科

　

24例

゛

　

（9.6％）

図１１．サッカー外傷で受診した医療機関

考

　

察

　

世界中で最もポピュラーなスポーツはサッ

カーである。わが国でもＪリーグの開幕に伴

い、多くの国民がサッカーに目を向け、競技人

口も増加している傾向にある。そこで、我々は

当科で治療したサッカー外傷の分析と市民リー

グレベルでプレーする選手個人のサッカー外傷

に対する意識調査を行った。

　

サッカー外傷の分析から、外傷の発生は下

肢、中でも足関節、膝関節における頻度が多

く、この結果は従来からの報告と一致した1) 2)。

外傷の受傷機転として、大きく二つの要因が考

えられた。一つは選手個人の集中力の欠如、不

的確なプレーにより自分自身で受傷する例、も

う一つは、他の選手とのコンタクトによって受

傷する例である。予防として、前者では選手個

人の体力面、技術面、戦術面での向上、後者で

はラフプレーに対する選手、審判相互での理解

を深める必要があると考える。

　

また、今回の調査で、小学生、中学生の年代

に上肢、中でも手指、手関節の骨折例か多くみ

られた。これらの受傷機転としては、自分で転

倒、タックルされての転倒によるものであり。

　

“怪我をしない上手な転びかたを指導する必

要性かあると考えられる。

　

一般社会人選手に対するアンケート調査結果

から、選手の多くが四肢の外傷発生時に整形外

科医を訪れるケースが予想以上に少ないことが

明らかとなった。この結果は、我々、整形外科

医か地域のスポーツ競技者と密着した活動を、

未だ十分に行っていないことを示すものと考え

られ、各地域・地区で選手・指導者・医師の三

者間においてサッカー外傷・障害の予防、治療

に対する医学的協力体制を確立する事が必要で

あると考える。
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表2は遠征中のある1日の医療報告書

の例です。１日の診療か終了してから

このような形式にまとめて翌日の朝食

時にテクニカルスタッフに提出し、選

手の意見も聞きながらその日のプログ

ラムを決定していく方針と致しまし

た。同行したマッサーにも同様の報告

書を提出してもらいました。
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ユニバーシアード福岡代表チームのメディカル・サポート

増

　

田

　

研

　

一1）

はじめに

　

筆者はユニバーシアード'95福岡大会代表

チームに約9ヶ月間帯同する機会を与えていた

だきましたので、そのメディカル・サポートの

内容をご報告致します。

帯同のスケジュール

　

ユニバーシアード大会は2年間隔で開催され

ます。福岡大会に向けてのチーム強化は平成6

年3月の東南アジア遠征から始まりました。筆

者は平成6年12月の愛知県豊田市における強化

合宿より参加致しました。

　

具体的にはその強化合宿に始まって計3回の

海外遠征、4回の国内合宿、そして所属チーム

に戻った際の状態を確認するために6月下旬の

総理大臣杯全日本大学サッカー・トーナメント

のオフィシャルドクターも務めました。さらに

本大会の15日間を合わせると9ヶ月の間に合計

約70日間チームに帯同致しました（表Ｄ。

チームドクターの業務、5段階評価法システ

ムの試作

　

今更言うまでもありませんが、チームドク

ターの業務としましては選手の健康管理、メ

ディカルチェック、外傷・障害・疾患の治療、

ドーピング対策などかあると思います。加えて

今回テクニカルスタッフからの要望もありまし

て、選手の外傷やコンディションの状態をでき

るだけ迅速に報告するシステムを試作しまし

た。

　

つまり協会書式の医療報告書とは別に、

A:ほぼベストの状態で90分間プレー可能、

B:90分間プレー可能であるが、コンディション

　

により若干パフォーマンスレベルが低下する

　

場合かある、

C:コンディションによっては相当パフォーマン

　

スレペルが低下する、フル出場は難しく、毎

　

日ケアが必要、

D:練習は別メニューが必要、試合は短時間の交

　

替出場が精一杯。

　　　　

E:ドクターストップ。

　　　　　

の5段階評価を基準とする医療報告

　　　　

書を作成しました。

　　　　　　

表1.筆者が帯同した遠征･大会など

海外遠征45日間:ブラジル(平成6年12月31日~平成了年1月21日)

フランス（平成了年3月28日~

ロシア（

　　　　　

7月25日～

4月8日）

8月5日）

国内合宿８日間:豊田市､鹿島町､御殿場市､唐津市

総理大臣杯のオフィシャルドクター６日間:(6月27日~了月２日)

本大会15日間:(8月20日~9月3日)

合計74日間

Ｄ関西鍼灸短期大学整形外科
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表2.5段階評価を用いた医療報告書の1例

1 995年１月１１日（７Ｋ） 天候:雨のち晴れ

【選手のスケジュール】

　

了:00起床,散歩

　

了:30朝食(洋食バイキング)

　

9:30カビヴァリー市に向かって出発(バス)

12:30昼食(スパゲテ,－，フェッジョンなど),その後ミーテ，ング

15:00コパ･サンパウロ予選リーグ'第2戦VSグレミオ

19:30夕食(スパゲテ,一．フェッジョンなど,昼食と同じ)

22:00宿舎着

気温:32℃

【診療内容】

[昼,グラウンドで]

○○(左足関節捻挫)テーピング.Ｂ

☆☆(右母趾爪周囲炎)化膿は鎮まっている.爪の生え際の内出血,腫れが主症状.いずれ爪は脱落

　　　

すると思われる.ＢときにはＣ

◇◇(左膝内障)タックルの際に強くひねった感じ.著明な関節内血腫や動揺性はないが,疼痛

　　　

が強く運動不能で,交替.アイシング.Ｅ

◆◆(左下腿打撲傷)アイシング.出場可能．Ｂ

ＯＯ(左大腿四頭筋挫傷)相手との接触の際にひねった.膝蓋骨の外上方に腫脹･疼痛が強く踏ん

　　　

張れない.交替.アイシング.Ｅ

[夜,宿舎で]

■■(脹下部のかぶれ)日焼けのためか探みが強い．レスタミン軟膏処置.ａ

△△(右足背打撲傷)軽症.湿布･軟膏処置,置鍼施行.ボルタレン(消炎鎮痛剤)1錠処方.Ｂ

◇◇(左膝内障)ごく軽度の動揺性は認める.疼痛は外側寄り.元来前十字靭帯の緩みはあったと

　　　

思う.今回の受傷では完全断裂など重篤な事態はなさそうで,部分的に伸びたのではない

　　　

か.湿布･軟膏処置.ポルタレン(消炎鎮痛剤),グーゼン(消炎酵素剤)各6錠処方．Ｄ

ＯＯ(左大腿四頭筋挫傷)筋線維の完全断裂はなさそう.膝関節の中も損傷はない模様.置鍼.ポル

　　　

タレン(消炎鎮痛剤),グーゼン(消炎酵素剤)各6錠処方.Ｄ

▲▲(左下腿打撲傷)症状は比較的落ち着いている.湿布･軟膏処置.ボルタレン(消炎鎮痛剤),ダー

　　　

ゼン(消炎酵素剤)各6錠処方.

□□(恥骨結合炎)悪コンテ.ションの中での試合でも大きい障害なくプレー可能であった.マッサ

　　　

ージ,ボルタレン(消炎鎮痛剤)1錠処方.Ｂ

●●(腰痛)マッサージ.Ｂ

▽▽(腰痛)マッサージ.Ｂ

【総評】

　

悪コンデルヨンの中での試合で,2人けが人が出た.初期治療でやや症状は軽減しているが,試

合出場可能かどうかの最終決定は13日の状態で判断する予定.その他は著変なし.

※★★は13日頃から抜糸予定.練習は12日から部分的に合流予定．
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表3.某海外遠征における5段階評価の推移

を大文字は外傷,小文字は内科的なものバ)なしはドクター,０つきは各々トレーナーの処置,判断

li手名

　　　

3/29

　　　

30

　　　

31

　　　

4/1

　　　　　

2

　　　　

3

　　　　

4

　　　

5

　　　

6

　　　

7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-
:i)○○

　

膝D

　　　　

≒D

　　　　　　　

べD

　　　　　　　　　

つC

　　　

うC

　　　

:D

　　

;C

　　　　　　　　　

肩B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

風邪ｂ

　　

:a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一
〉◇

　　　

アキレスD

　　　　　　　　　　

;D(C)

　　　　　　　　　

頭痛b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(A)

　　　　　　　　　　　　

う(B)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-
●◆

　　　

足D(D)

　　

⇒(D)

　　　　　

⇒{}(D)

　

ゆD(D)

　

ゆ(D)

　

つD(D)

　

う(D)

y☆

　　　

足D(D)

　　

⇒(D)

　

り(D)

　

φ(C)

　　

ゆ(C)

　　

ゆ(B)

　

刺B)

　

⇒(B)

　

:(B)

　　　　　　　　　

風邪∂一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鼻炎

●●

　　　

膝D

　　　　　

⇒(D)

　　　　　

ゆ(C)

　　　　　　　　　　　　　

ゆ(B)

)○

　　　

足D

　　　　　

)･(D)

　　　　　

りD(D)

　　　　　　　

⇒C(C)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一一-
1★

　　　

足B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

りB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鼻B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
]□

　　

風邪b

　　　　

大腿(D)

　

⇒D

　　

⇒(D)

　

ゆ(C)

　　

ゆ(D)

　　

Ｑ(D)

■■

　　　

膝(B)

　　　

くヽ(B)

　　　　　

ゆ(B)

　　　　　　　

⇒(C)

　

⇒(B)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

風邪b

　　

ゆb

7▽▽

　

腰(A)

　　

ゆ(A)

　　　　　　　　　　　　　　　

⇒(A)

　

ゆ(A)

r▼

　　　

足首(B)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

足B

　　

ゆ(B)

§§

　　　

腰･足首(B)

　　　　　　　　　　　　　

⇒D(D)

　

⇒(D)

　　　　　　　　　　　　　　　　

鼠径(A)

11※

　　　

膝(B)

　　　

ゆ(C)

　　　　　

ゆ(B)

　　　　　　　　　　　　

φ(B)

　　　　　　　　　

腹ａ

　　　　　　　　　　　　　　　

⇒ａ

《

　　　　　　　　　

足B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

風邪b

　

ゆb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

腰(B)

　

φ(B)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

下痢

》

　　　　　　　　

大腿B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

下腿

ｔ＃

　　　　　　　　　　　　

風邪b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

膝腰(B)

ヲ∂

　　　　　　　　　　　　

風邪b

.‥.'

　　　　　　　　　　　　　　　

大腿D(C)ゆ(D)

　　　　　　

ゆ(C)

　

φ(D)

l＠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

足首D(D)ゆD(D)

－～～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

風邪ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

腰(A)

にr

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

膝B

F↑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

水虫A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

足首(B)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エー-

117



ユニバーシアード福岡代表チームのメディカル・サポート

　

ある海外遠征か終了し九時点て、5段階の経

緯を選手ごとにまとめたのが表3です。遠征後

半になると体調を崩しやすい選手、ドクターよ

りもトレーナーの方が相談しやすいタイプ、逆

のタイプなどさますまな情報が得られました。

遠征一合宿、本大会におけるヶアの内容

　

筆者か帯同しましたのべ54日間の遠征・合宿

において行った診療内容をその部位別、処置別

にまとめますと表4の様になりました。

表4.筆者が帯同した遠征･合宿中(のべ55日間)

　　

のヶアの内容

　　　

【部位別】

足関節

　　　　

:71(1.8)

足

　　　　　

:64(1.6)

消化器

　　　　

:61(1.6)

呼吸器

　　　　

:42(1.1)

骨盤･股関節

　

:40(1.0)

下腿

　　　　　

:30(0.8)

膝関節

　　　　

:31(0.8)

腰部

　　　　　

:24(0.6)

肩関節･上腕

　　

:22(0.6)

頭部･顔面･頚部:13(0.3)
一
合計

　　　　　

:430(11.0)

　　　

【処置別】

内服薬投与:150(3.8)

テーピング:72(1.8)

外用薬投与:70(1.8)

マッサージ:63(1.6)

創傷処置

　

:25(0.6)

鍼灸

　　　

:18(0.5)

注射

　　　

:

　

4(0. 1)

その他

　　

:21(0.5)

　

しました)。

3.＋分な睡眠(夕食、シャワー後にマッサー

　　　

表5.本大会中(15日間)のヶアの内容

　　　

【部位別】

膝関節

消化器

足関節

腰部

呼吸器

その他

合計

:16(1.2)

:16(1.2)

:14(1. 1)

:3(0.2)

:3(0.2)

:6(1.2)
-
:了0(5.4)

　　　

【処置別】

内服薬投与:38(2.

注射

　　　

:11(0.

外用薬投与:5(0.

創傷処置

　

:4(0.

その他

　　

:6(1.

　　

:64(4.

※名(旧平

　

などを受けると睡眠時間が非常に短くなっ’

　

しまうので、マッサー補佐を4名人村させ4

　

計5名体制として待ち時間の短縮を図りま１

　

た。

　

また冷房設備など選手村の環境があまり良（

　

なかったので、睡眠導入剤も使用していきｌ

　

した。）

4.選手村ドクターへの積極的な協力依頼（選三

　

村内外での診療に多大なご配慮をいただき１

　

した）。

　

本大会15日間に行った診療内容をその部も

:443(11.7)別ヽ処置別にまとめますと表5の様になりまｔ

※名（1日平均）だ。１日あたりの診療件数は前述の遠征・合哨

　　　　　　　

中と比較して約半分となり、全体的に選手の二

　

部位では足関節・足の陳旧性の障害か最も多

く、また遠征中の上気道炎や消火器疾患も相当

数ありました。表4のごとく１日では平均して約

12名を診療しました。

　

処置としては内服薬投与が最も多くなりまし

た。テーピング、鍼灸など本来マッサーか行う

べきものも含まれていますが、これはマッサー

が帯同していない時期かあったためです。

　

本大会中のケアについて特に注意・考慮すべ

き点は以下の4つと考えました。すなわち

Ｌドーピング対策の徹底（プレドーピング検査

　

・ドリンク剤摂取の禁止など。）

2.試合後の食事摂取の指導（午後7時からの試

　

合かほとんどであり夕食摂取か深夜となって

　

しまうので、メニューや摂取カロリーに留意

ンディションは良好でありました。特に決廻

トーナメントに入ってからは殆ど問題なく経ii

しました。

　

18名の選手の中で戦線離脱に至った者は討

おり、その原因は急性腸炎と前十字靭帯損傷7

した。前者は自宅近くの病院へ転院し、後者に

大会後靭帯再建術を受けました。

　

ドーピング検査は結局決勝トーナメントか.C

1試合1人ずつの割で行われました。もちろん陽

性者は出ませんでした。

まとめ

1｡ユニバーシアード福岡大会代表チームのメラ

　

イカルサポートについて報告しました。
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2｡テクニカル・スタッフへの迅速な状況報告を

　

目的とした選手の5段階評価を試み、有用で

　

した、

3.全体的には選手のコンディションは良好でし

　

たか、本大会中2名の戦線離脱者か出ました、
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サッカー医・科学研究

　

第16巻(1996)

｢足底板の機能と効用｣

　　

清

　

水

　

昌

　

ご)

　

先人は、泥、土、砂の上を裸足で、歩いたり

走ったりしていました。

　

したがって誰もか足跡

を持っていました。

　

しかし、私達は、文明の利器として、靴を知

り、いくら望んでも現代社会では、先人の真似

は不可能です。

　

現代人は、すっかり、足跡を忘れてしまって

いるのです。その足跡を取り戻し、自分の足跡

を作りながら、さまざまなサーブエイズを歩き

走りまわろうとするのが「足底板」のコンセプ

トです。

　

写真1

写真2

Ｄ足と靴の科学研究所

　

1995年6月、ドイツブ｀ンデスリーガーの2チー

ム、ＩＦＣケルンとフランクフルトアイントラ

ファトを訪問し、彼らの足と靴のケアーを調査

したので、その実情を報告します。

　　　　

写真3

写真４

　

?岬響牌牡::=･.尚……:ｽ宍

　

………･=1::･;うjやソ飛個燐黎

４

－121－

　　　　　　　　　　　　　

.･〆

　　　　　

ぐ

　　　　　　　

心

　　　　　

ぶi

　　　　

……

…｀1゛

，辿ﾀﾞ

.

il?゛……

　　　　　　

’‘

　　　　

七,’，

扁
,=，

　

゛,

顎騨祚゛

四回原作ゲレ

　

，しー]1

　

a

　　

;卜しぺ叙

　

ヤ

‘゛'‘51.し

　　

．|ズ｀II｀

　

ズ

I‘.‘，.91L I

LIS゛I ､

｀羅§I°
k　　'

JS

　

/

　　　　　

I

　　　　　　

心

レ

　　

｀

　

ヅ

　

･i

　　

湿‘

　　

j

.

4

丿

　　　

壽I

　

==痴

　　

：

　　

９

§|l iﾉ ﾐ自;s朧

綴咽鼎湊川4?
S設……　漂振………詰ご

ｓ

……jlS'
i…
……:七……麟感……………朧にs

IS‘ ・
｜……||……………･111

1

　　　　

j･

　　　　　　　

，ぐj

戸

　　　　　

=j

1

　　　　　　　

’ゝ丿･

１

　　　　　　

’！

　　　　　　

ｊ
Ｊ

　

:’

に

　　　　　　　　　

ｇ

ﾔﾌ，



｢足底板の機能と効用｣

　

整形外科医（以下ＭＤと言う）整形外科靴マ

イスター（以下ＯＳＭと言う）、マッサージ師の

3人の連係プレーで選手の障害の予防、リハビ

リに足底板は必須の道具となっています。

　

ＭＤの処方籤により、ＯＳＭは足底板を作成

します。年間2足が保険の適用を受けられます

が、多くの選手は勿論のこと、インストラク

ター、一般のスポーツ愛好者達は、自己負担で

さらに2、3足の足底板を毎日取り替えて装着し

ています。汗を完全に乾かすため、衛生上にも

よく、また永持ちさせるための理由です。従来

ＯＳＭは、職人の世界として、冷ややかな目で

見られていたか、近年コンピューターを駆使す

るノウハウ、例えば、足底圧をダイナミックに

計測したり、圧の中心の軌跡などが明解に情報

として人手できるようになったため、ＯＳＭの

足底板の効用か科学的に裏打ちされ、ＯＳＭと

足底板の評価は、ますます高まっている。

-

　

ヨーロッパには「足は全身を支配する」との

ことわざかあります。足底板は「足の眼鏡」と

も言われ検眼にあたる足のチェックにより作ら

れます。以下にその項目とその内容について述

べます。

写真7

　

ｊ
聶
笥

ノ
斗
『
ｙ

写真8

写真5

写真6

媚
Ｊ
犬
－
　
１

一
Ｌ
Ｉ
。

ａ
Ｈ
ｙ

1）足関節と指節関節の可動域

　

この二つの関節の可動域が、スポーツのパ

フォーマンスに多大な影響を与えるにもかかわ

らず、プロ選手と言えども、重要視されていな

いのが現状です。可動域か悪ければ、足のあお

り運動を阻害します。足底板の屈曲性を促進す

る素材を使用します。

　

2）埋骨の内、外反

　　　

埋骨は、家に例えれば、まさに「土台石」。

　

埋骨の内・外反か足関節、膝、腰ひいては脊椎

　

に影響します。腫骨は、4、5才でほぼ形成され

　

るため、ドイツでは、その年頃の子供を持つ母

122-

賢ﾌﾟｻﾞ淡白

　　　

ニ

　　

鮭懇･
づ

　　

｜ぼ･J》ぬ

　　

吐

｡

｀き

　　　　　　

ヽ

　

紘………………

　

1

　　　　　　　

ｒﾌﾟy二I'･､ﾀ(･。　゛が鮮肘.　　II｀、j

　　　　　

メ
゛-s･1………§j｡丿卜Jヽt.･:｡11･………

　

｀

　　

/ｲ
‥
‥‥‥‥‥～………｡隠。野･

　　

ｔ

　

ヅ4……陥″ト

Ｊ･･ヽ゛

　

Iノ

　

ダ

　

ｊ

　

レ

t'

　

ゾ冴

　　　　　　　　

lie

　　　　　　　　　　

｀ﾖ野ﾌﾞ

y1¶♂♂･･

　

-･J

　　　　　　　　　

.

　　

｀‘

　　　

’｀’、･ぺぶI’丿.-y.友

　

回訓一卜_II

　

二1

　

’-’‥IF啜籤ＩＳ廻ｉここｒしコ珊ａ絢釧

　

;溥W

　

j♂♂■

皿 y j Z I J y

し妙所岬眸ご謳細･゛……゛……’



Rairtoot *■りuS

Pronat≫<] h●el

(<Jifon ty wi巾i≪n

SUねitnar Kxmi

Ｎぴｍ暴I l(y≪looi

図1

H≪≪ii00t v≪fuj

InvwiM h≪*l

Idclormity wrthin ㎝icanaus

●nd subtalsr pnり

Forafooi varui

TI・●lvi'um

Invanod hM¶

Idalormりwimm IM)

Fofdoot vaりりS

親は、神経質に埋骨をチェックします。

もし異常か発見されると、即座にＭＤを訪ね、

ＯＳＭは貝殻のような腫を深く包み込む足底板

を装着させます。成長期にまっすぐに育てられ

た埋骨によって、彼らの歩行、走行は、足か

まっすぐに出るため、無駄な動きがなく例え

ば、もし内反していれば、足の外側に負担がか

かり、第5中足骨の疲労骨折や外果周囲の捻挫

の原因になったりします。この場合、アウター

ウェッジと言って、2～３ｍｍ外側y高くする処方

か足底板に補正されます。

写真9

清水
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外反すると、その多くは、腫骨外反扁平足と

なり、回内位のため、舟状骨部位に体全体の負

荷がかかり、その周囲の関節はその間か大きく

なり、変形、痛みの原因となります。

　

また、立方骨周囲の関節は、その間か狭くな

り、体液の循環が悪くなり、腫れ、痛みの原因

となります。この場合、タテアーチは、固い素

材を使います。骨の細胞は、約2年で、全て入

れ替わると言われています。新しい細胞か新し

い骨格を作り、筋肉、靭帯にリハビリ効果が期

待されます。

　

足底板装着当時20才、男子大学生サッカー選

手の2年3ヶ月後のタテアーチの改善例を示しま

す。

　

写真10

症例１ M.M

・
作
″
Ｌ
Ｉ

一
ｉ
１
　

(20才，月)
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Ｊ
』
ｖ

心
・
）

（
森
１
　
１
１
　

3）脚長差とみかけの脚長差

　

ペルビックレペルを使って、腰骨のバランス

をチェックします。
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｢足底板の機能と効用｣

　

事故による骨折障害、変形性股関節症のよう

な原因が明らかな脚長差は別としても、自分自

身では、健常者と思っている人でも、特に腰痛

の原因の一つである場合か多い。

　

この場合、最初の脚長差の4～5割の補高を足

底板に施すことにより、６ヶ月後、再チェック

すると、リハビリの効果によるのか、脚長差が

改善する例がしばしばです。

4）フットプリントによる三つのアーチ

Ａ

３

乙'･一
啼

　

２

　　　　　

カパンディ関節の生理学

　

私達の足は、ＡＢＣの三点によって支持さ

れ、その点を結ぶＡ－Ｃ、Ｂ－Ｃ、Ａ－Ｂと三

つのアーチかあり、その形状は、ドーム状を呈

しており、このドームの傾きが、変形痛みの原

因となり、腫骨と同様、今一つの重要な土台石

です。 Ａ－Ｃのアーチの欠落を扁平足と言いま

す。逆に高すぎるアーチ(凹足)はあまり問題に

されていません。アーチは高ければ高いほど良

いのではなく、高すぎることにより、舟状骨の

疲労骨折を起こしたり、全体で体重をささえる

ことか出来ず、痛み、角質の原因となります。

より、運動時に伸びか大きい事による痛みか発

生する場合、自身のタテアーチより長く、高い

アーチを補正します。

カパンディ関節の生理学

　

Ａ－Ｃのアーチが欠落している開張足が、特

に若年層に多く見受けられます。足底に衝撃を

吸収するくぼみか少ないため、直に、衝撃を受

けることにより、痛み、疲労、また、中足骨骨

頭が下に落ち、骨頭と、皮膚、靴底、固いサー

ブエイズとによる摩擦により、角質、タコ、ウ

オノ目が出来る原因となります。

　

この場合、メタタルザルパットを足底板に補

正します。

　

通常、靴の中では、中足骨を引っ張り合って

いる靭帯か伸び切っています。メタタルザル

パットによって、適度な弛緩状態となり、足趾

の動きをスムーズに、特にサッカーの足先の微

妙な動きを促進させる働きがあります。

5）衝撃吸収材0 VA

　

足底板の表面には、衝撃を吸収し、なおかつ

リバウンド性の特質を持つ素材を張ります。

　

弊所会員の、サッカー選手、コーチなど35人

また、足底筋が、通常より縮んでいることに

　　

に足底板装着前、後の変化に対するアンケート
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の結果を報告します。

　

ｲ)疲労感については、98％の訴え

　

ﾛ)足部痛では、75％が足底の痛みを

　

ハ)変形では、足底の滸祗が60％であったかほ

とんどなくなったとの回答を得た。

　

1996年1月28日奇しくも大阪国際マラソンで

では、ドイツのドーレ選手か、テニスのオー

ストラリアオープンでは、ドイツのベッカー

が優勝、どうもこれは｢足底板｣の秘密では

ないかと思うのは私だけでしょうか。

清水
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サッカー医・科学研究

　

第16回(1996)

暑熱下でのウォーミングアップ時におけるウインドブレーカー

着用の影響

？

　

り

　

り
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はじめに

　

運動パフォーマンスの向上を狙って、スポー

ツやトレーニングの前にウォーミングアップ

(W-Up)を行い、来たるべき主運動に対する身

体的準備を整えることはスポーツ選手に限ら

ず、誰もがごく当たり前のこととして行ってい

る。実際に、W-Upによって血流量、筋温及び体

温の上昇か見られ、運動パフォーマンスが改善

されるという報告もある1) 2)。ゲーム開始のホ

イッスルと同時にダイナミックな動きが展開さ

れるサッカーにおいても、ゲーム前に行うW-Up

の量、質がゲーム中のパフォーマンスに多大な

影響を及ぼすものと考えられる。

　

'94米国W杯アジア最終予選は、気温40度、湿

度70％という高温高湿環境下のカタールにおい

て行われた。試合に臨んだ日本代表の選手達

が、トレーニングやゲーム前のW-Upの際、ウイ

ンドブレーカーを着用してる光景が数多く見ら

れた。確かに、汗をかくことでW-Upを完了させ

た気になるという事もあるのかもしれないが、

疑問に感じる点も多い。冬季のW-Upでは、ウイ

ンドブレーカーなどを着用して、筋温をすばや

く上昇させることも必要であると思われる。し

かし、筋温・体温かすでに上昇しているような

夏季における試合前のW-Upにおいては、呼吸循

環機能のための準備の方を優先し、無駄な水分

損失を防ぐ意味でも必要以上の温熱ストレスは

避けるべきだと思われる。したがって、本来、

ウィンドブレーカーは防寒の目的で使用される

ものであり、日本代表の選手達の生体への影響

が少なからずあったのではないかと考えられ

る。そこで本研究では、暑熱環境下においてウ

インドブレーカーを着用した際の生体への負担

度について検討した。

方

　

法

　

被験者は、Y大学サッカー部に所属する健康

な大学生３名で、いずれも運動鍛錬者である。

運動は、ベッドバランス上に固定した自転車工

ルゴメータ（モナーク社製、ERGOMEDIC 818E)

を用いて行い、予備実験より求めた各被験者の

60%HRniaxとなる負荷運動をW-Upを想定して30

分行った後、オールアウト運動を行った。被験

者は30分のW-Up中、サッカーのゲームウェアの

みを着用する条件（Ｃｏｎt）とその上にナイロン

100％のウインドブレーカーを着用する条件

(Wind)の２つの実験条件を日を変えて行った。

　

実験は、室温35°Ｃ、相対湿度50％に設定した

温度調節室内で行った。測定項目は、心拍数、

ダグラスバック法による酸素摂取量4深部温と

して直腸温および鼓膜温、3点法（上腕部、胸

部、大腿部）による平均皮膚温、体重減少と衣

類の重量変化から見積もられる総発汗量、ベッ

ドバランスにより測定される有効発汗量（図

1）、自覚的運動強度（RPE）である。実験プロ

トコールおよびオールアウトプロトコールは図

2に示した。両条件での測定値をそれぞれ平均

値士標準偏差で示し、統計学的有意水準は5％

Ｄ東京都立大学

　

2)東京大学

　

3)東京工業大学

　

4)横浜国立大学大学院

　

5)東京大学大学院
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とした。

暑熱下でのウォーミングアップ時におけるウインドブレーカー着用の影響

結
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図1

　

ベッドバランスによる有効発汗量の測定
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W-Up中のRPEの経時的変化の結果を図3に示し

た。有意な差は運動開始9分後のみであるが、

いずれの時間もWindの方が、Contよりも高い数

値を示し、両条件とも運動終了まで徐々に増加

した。
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図4心拍数の経時的変化

　

心拍数の経時的変化を図4に示した。W-Up開

始10分までは両条件とも変わらないが、15分以

降オールアウト終了まで、WindはContよりも高

い値を示した。有意な差は、W-Up終了時のみで

見られた。図には示していないか、いずれの被

験者も、Windの方がContよりもオールアウト時

間か短かったか、有意な差ではなかった。
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図5酸素摂取量の経時的変化
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安松，戸苅，磯川，丸山，長谷川，木内，佐々木

　

酸素摂取量の経時的変化を図5に示した。W-

Upでは、後半にWindかContよりも高い値を示

しているが有意な差ではなかった。オールアウ

トでは、WindがContよりもレペリングオフが早

く、最大酸素摂取量も有意な差ではないか少な

い値を示した。
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図6直腸上昇度の経時的変化

　

直腸温上昇度の経時的変化を図6に示した。

W-Up中WindはContよりも低い値を示しながら

両条件とも上昇したか、終了時の値は両条件で

変わらなかった。しかし、オールアウト運動中

はW-Up中とは逆に、WindはContよりもいずれ

の時間においても高く、有意な差は16分と17分

で見られた。
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それぞれの運動中の発汗量の結果を図7に示

した。FUp中の総発汗量は、Windの方がCont
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よりも多かった。W-Up中の有効発汗量では、

Contの方がWindよりも多かった。オールアウト

運動中の発汗量は逆に、Contの方がWindより多

かった。2つの運動を含めた総発汗量は、Wind

の方がContより多かった。
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図8 W-Up中の発汗効率

　

有効発汗量の総発汗量に対する割合を示した

発汗効率の結果を図8に示した。 Contの方が

Windよりも高い値を示した。いずれも両条件間

において有意な差は見られなかった。

考

　

察

　

W-Up中のRPEの結果から、暑熱環境下でウィ

ンドブレーカーを着用することが、自覚的運動

強度を大きくすることが示唆された。

　

トレーニングにおいてのウィンドブレーカー

の着用は、暑熱馴化や心理的に暑さに慣れさせ

るといった理由から、全く不要ではないと思わ

れる。

　

しかし、試合のための準備期間であるW-

Up中に運動強度を強く感じる必要はないのでは

ないかと思われる。W-Up中、Windは後半に心拍

数が高く、酸素摂取量は両条件で変わらなかっ

た(図4,5)。これは、温熱ストレス下での運動

中にみられる、筋と皮膚で競合する限られた心

拍出量を、非作業筋や内蔵血液量を減少させ、

心拍数を増加させることで毎分心拍出量を確保

しようとする代償作用の結果であろう3≒また

発汗量はContよりも多かったことから(図7)、
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暑熱下でのウォーミングアップ時におけるウインドブレーカー着用の影響

Windでの循環血液量の減少を示唆するものかも

しれない4)5≒本実験では水分の補給をいっさ

い行わなかったため、このことかオールアウト

運動での筋への酸素運搬能力に影響を与え、

オールアウト時間や酸素摂取量を減少させたの

かもしれない。したがって、W-Up終了とオール

アウト運動開始の間に水分を補給していれば、

オールアウト運動パフォーマンスの結果は異な

るものになったかもしれない。

　

直腸温の変化は興味深い結果となった(図

6)。実際のゲームでは試合に相当すると考えら

れるオールアウト運動において、WindはContよ

り直腸温か運動開始時から高く、運動終了近く

には有意に高くなった。高体温が運動パフォー

マンスに及ぼす影響はまだ明らかにされていな

いが、今回の実験でもオールアウト時間が短い

という結果から、W-Up中の過度の温熱ストレス

がその後の運動パフォーマンスにマイナスに影

響することが示唆された。

　

発汗機能に対する影響でも、WindではW-Up中

無駄な発汗量か多いことが示唆された(図8)。

汗は本来蒸発して始めてその意味をなすもので

あり、通気性の少ないウィンドブレーカーを着

用することは、蒸発せずに滴り落ちる無駄な発

汗を誘発し、体内の水分損失を非常に多くする

と思われる。

　

トレーニング中であれば水分の補

給を頻繁にすることにより、それを補うことか

できるかもしれない。

　

しかし、W-Up中の水分の

損失は、試合前の水分補給だけでは補えないこ

とや、試合中の頻繁な水分補給はサッカーの

ゲームの特性から考えて困難であることから

6)、その後の運動パフォーマンスに不利に働く

と思われる。従って、W-Up中の体水分の損失

は、ゲーム中の生体に負担を与え続けることが

と推測される。

まとめ

を低下させることが示唆された、今後、暑熱環

境下での効果的なW-Upの方法を探る目的で、環

境条件、ウェアの素材、運動量、水分摂取の効

果などをさらに検討していきたいと考えている。
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Ｊリーグの影響によるユース年代の選手・指導者の意識の変化
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はじめに

　

本調査研究は、Ｊリーグの発足にともない、

ユース年代でどのような変化か起こっているの

かを明らかにする目的で、平成元(1991)年度

より科学研究委員会の事業として始められたも

のである。ここでは、5年間の変化を追いなが

ら本年度の調査結果を検討し、5年間の調査の

まとめとしたい。

　

なお、この調査報告は平成7年度科学研究委

員会報告書にも掲載されている。また、毎年発

行される『高校サッカー年鑑』にも「プロリー

グの発足と高校サッカーの将来」という題で掲

載されているので、それらも参照されたい。

Ⅱ．調査の概要

1｡時期

　　　

1995年７月～８月

2.調査対象

　

Ｄ平成7年度高校総体出場チーム登録選手及

　　

び監督（55チーム）

潤３）

之６）

　

2）平成7年度全日本クラブユース選手権出場

　　

チーム登録選手及び監督（20チーム）

　

3）Jリーグ（準会員を含む）のユースチーム

　　

登録選手及び監督（18チーム）

　

注）2）と3）で重なるチームかあるので、全体

　　

では81チーム

３．回収状況

　

81チーム中71チームより回収

　

回収率…87.7% (昨年度79.7%)

　

1）選手全体………1,209票

　　

①高校選手………778票

　　

②クラブ選手……431票

　　

（Ｊ以外クラブ…146、Jクラブ…285)

　

2）指導者全体…71票/81チーム

　　

①高校指導者……47票/55チーム

　　

②クラブ指導者…24票/26チーム（Ｊ以外

　　　

クラブ…8/8、Jクラブ…16/18)

Ⅲ.調査結果と考察

　　

(単純集計結果は、末尾の調査票にそのまま

示してあるので参照されたい)

〔プラスの影習〕

図ト1Jリーグの影響によるユースサッカーの変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[マイナスの彫替]
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＝指導薯の意識・制度的な対応

1)筑波大学附属高等学校2)お茶の水女子大学

　

3)産能大学

　

4)筑波大学5)東京大学大学院

6)筑波大学研究生
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Ｊリーグの影響によるユース年代の選手・指導者の意識の変化について（第2報）

表1-I J リーグの影響（選手の変化）

サッカーの話麗が豊富になった

プレーのイメージが高まった

選手の目標が高まった

日々の練習にｔ欲的に取り組むようになった

高校のサッカー祁でなく、クラブチームでプレーする者･が増えた

実力を省みず、夢ばかり追うような選手が出てきた

ブロ選手の外見（髪型や服装）をまねするようになった

ファールが増えた

サッカーだけしていれぱよいという雰囲気が生まれてきた

審判に文句を言うようになった

１．Ｊリーグの影響

　

Ｊリーグの発足は、ユース年代の選手からみ

ると、①プロという目標かできた、②みるス

ポーツとしてのプロサッカーができた、③下部

組織かでき選択肢が増えたという点から捉える

ことかできる。図1-1は、これらの観点から、

選手や指導者に及ぼす影響のプラス面とマイナ

ス面を、過去のデータに基づいて作成したもの

である。

　

本年度の調査では、これらについて数字で把

握することを試みた。表ト1は、「」リーグ発

足前に比べてどのような影響があるか］につい

ての選手自身の回答と、指導者からみた選手の

様子である。図ト1に挙げられた変化が、全国

レベルのチームにおいて広く起きていることか

わかる。選手に対してプラスに作用している場

合はよいが、「マナーの悪さ、レフェリーへの

抗議」（高校指導者）や「悪いところも（いい

面と）同様にまねる面かおる」（Ｊクラブ指導

者）ように、マイナスに作用していることも事

89.4
86.3

79.4
64.7
38.4
35.8

32.0
31.1

26.5
16.4

84.3

80.3

83.1

57.7

28.6

39.4

45.1

　

7.2

18.3

n.3

実である。指導者が、ゲームの見方や考え方、

即ち何か正しくて何か正しくないかをきちんと

指導する必要があると同時に、プロサッカーに

関わる人たちの一層の努力に期待したい。

　

表ト2からは、プロ選手のイメージか、この

5年間で若干変化していることかわかる。「一

流の技術」が低下しているのは、イメ¬ジと実

像のギャップだろうか。「サッカーで生活して

いる」が高まり、「才能」より「努力」が重視

されている。プロサッカーが一つの職業として

認識されつつあると言える。「すべてのサッ

カー選手の模範」と答えた者か1割ほどしかい

ないのは残念である。ホンモノのプロとは何か

について、常に問い続けていかなくてはならな

いだろう。

　

Ｊリーグは、選手の進路選択にも大きな影響

を及ぼしている。特にＪクラブの選手の約半数

が、Ｊリーグの影響で進路に対する考えか変

わったと答えており、選手全体でも30.5%がそ

のように答えている。昨年度も同様の結果で

あったか、Ｊリーグがこの年代に与える影響力

の大きさを物語る（図ト2参照）。

有名人

高収入

コマーシャル

子どもたちの夢

一流の技術

人格者
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6.4

8.1
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10.4

　

1.5

20.9

　

3.9

　

5.5

祗2

18.9

　

4.0

10.3

19.3

　

3.0

20.7

　

2.4

n.4

40.2

25.工

　　　　　　　　　　　　

1991年度1995年度

　　　　　　　　　　　　　　　　

1991年度1995年度

有名人

　　　　　　　　　　　　　　

38.5

　　

44.9

　　　

フェアプレー

　　　　　　　　　　　　

6.4

　　　

2.9

表:1-2.口選手のイメージ(1991年度と1995年度の比較ﾀ
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図1-2.

甲塚，杉山．江口, wm.高価，加藤

進路についての考えは変わったか

1斡

　

ｙＷ
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表2-1.大学を選択する理由(1993年度と1995年度の比較％)

　　　　　　　　　　　　　　　

1993年度1995年度

大学を出てからでも遅くはない

引退後が不安

大学へ行きたい

自信がない

プロサッカー自体に不安がある

ケガや病気が心配

サッカー以外に夢あり

縄済的に不安定

プロになる気がない

47.4

　　

37.4

39.0

　　

37.6

38.2

　　　

36.7

34.1

　　　

26.7

23.6

　　　

31.9

19.1

　　　

19.6

14.0

　　　

11.3

13.0

　　　

10.4

　

8.3

　　　

7.1

表2-2.プロを選択する理由(1993年度と1995年度の比較％)

　　　　　　　　　　　　　　　

1993年度1995年度

　　

サッカーが好き

　　　　　　　　　　　

66.7

　　　

57.6

　　

小さい頃からの夢

　　　　　　　　　　

62.3

　　　

57.8

　　

一流選手と共にプレーできる

　　　　　

42.5

　　　

33.3

　　

実力をＭ‘す

　　　　　　　　　　　　　

40.0

　　

48.5

　　

高収入が得られる

　　　　　　　　　　

27.6

　　　

17.7

　　

早くブロになりたい

　　　　　　　　　

27.4

　　　

19.0

　　

有名人になれる

　　　　　　　　　　　

16.0

　　　

9.3

　　

大学の4年間がもったいない

　　　　　

13.9

　　　

14.3

　　

大学へ行く気がない

　　　　　　　　　

12.6

　　　

10.2

すると、大まかな傾向は変わっていないか、依

然として３割の選手か「プロサッカー自体に不

安かおる」と答えているのは注目に値する。３

年目のＪリーグをめぐって、危機感をあおるよ

うな報道を目にしている影響もあるのではない

か。

2）高校とクラブの違い

図2-3.ブロになりたいと吏-･たことがあるか(1995年度）

高岐選手D=769

Ｊ以外クn=14S

Ｊクラブ1=280
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高校選手よりもクラブの選手の方かプ・志向

度が高く、特にＪクラブの選手において顕著で

ある（図2-3、2-4参照）。新たなサッカーの場

の誕生によって、ニーズによる住み分けか為さ

れていると言えよう。

2｡進路の選択に関して

I）プロ志向度の変化
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図2-1から、この5年間、高校の選手もクラブ

の選手もプロ志向度か高まり続けていることが

わかる。全体としてみると、本年度は88.5%の

選手か「プロになりたいと思ったことがある」

と答えていた。

　

図2-2は、「選手として大学とプロの両方か

ら誘われたらどうするか」を尋ねたものであ

る。高校選手の場合、大学志望か多いとはい

え、プロ志望との差は年々縮まっている。全体

としては、39.9%の選手が大学、45.5%の選手

かプロを選ぶと答えている。

　

大学選択理由とプロ選択理由について、あて

はまるもの全てを挙げてもらったのか表2-1と

2-2である。Ｊリーグ初年度の1993年度と比較
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ニースによる住み分けは、現所属チームに関

する所属理由をみると明らかである（図2-5参

照）。昨年度と同様、高校運動部に所属してい

る選手はＦ目標とする大会に出られる」ことか

最大の要因となっており、Ｊクラブの場合は

　

「良い指導者」「レベルの高い選手」がそろう

　

「環境」が、「プロヘの近道」と考えられてい

ることがわかる。Ｊ以外クラブの場合は多様で

あるが、「良い指導者」や「レベルの高い選

手」かいることと同時に、「自分が通っている

高校のサッカー部に合わない」という者も約4

割弱おり、学校運動部に合わないがサッカーを

続けていきたいという者の受け皿としても機能

していることがわかる。

　

図2-6.選手としての目標
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選手としての目標は、「オリンピック出場」

が若干増えた以外はおおむね昨年度と同様の傾

向を示した。「最大の目標」として挙げたもの

は、高校選手が「高校で日本一になる」(37. 7

％）（以下、「ワールドカップ出場」(23.6%)、

プロ選手になる(13.8%))、J以外クラブ選手

は「ワールドカップ出場」(36.9%) (以下、プ

ロ選手になる(26.2%)、代表選手になる(12.3

％））、Ｊクラブ選手は、「プロ選手になる」

(36. 3%)(以下、ワールドカップ出場(31. 5

％）、代表選手になる09.0％））と、それぞれ

特徴か出た。

3）プロ後の進路について

図2-7.どのレベルのプロが目標か

　

プロ選手になることを目標に挙げた575人

（全体の48.2%、高校では36. 7%、J以外ク

ラブでは47､9％、Jクラブでは80.3%の選手が

目標に挙げている）に、プロとしてのキャリア
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中塚，杉山，江口，仲渾，高橋，加藤

を終えた後の進路について考えているかどうか

を尋ねたところ、243人が「はい」と答えた。

その中で最も多かったのが、「サッカーの指導

者」で74. 9%、続いて「サッカークラブのス

タッフ上が32. ]%。［学校の先生］は22. 6%

で、教員になりにくい現状と共に、サッカー指

導者やクラブのスタッフが職業として認識され

つつあることを物語っている。

3｡大会のあり方・登録制度について
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図3-1.高校選手権への興味
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図3-1～3-6は、ユース年代の各大会への興味

を聞いたものである。例年通り、自分だちか

ユース年代のどのグループに属しているかの反

映となった。所属に関わらず、「最も出場して

みたい大会」を一つ挙げてもらったところ、図

3-7のようになった。高校選手権が、クラブ選

手も含めた多くのユース年代の選手のあこがれ

の大会となっていることと、全日本ユース選手

権のポイントか高いことが挙げられる。大会の

今後の方向性によって、この数字かどのように

変化していくのか興味深い。

図3-8.高校選手権は高校日本一を決める大会としてこれまで
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図3-10.全日本こ1-ｽ通手植を､ﾕｰｽ年代の日本一を決める大会と
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図3-16, ―クラブから複数チーム出られるように丑録初度改革す
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図3-8～3-13は、大会のおり方に関する意見

のまとめである。高校の選手・指導者は、高校

選手権を、これまで通り高校日本一を決める大

会として行うべきだと考え、クラブへの開放は

あまり考えていない。一方、クラブの選手・指

導者は、「選手の中には高校選手権に対するあ

こがれのようなものを持っている者がいる」

（Ｊ以外クラブ指導者）ように、高校選手権の

クラブへの開放を求める意見もある。
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図3-1-1.登録飼厦は現行のままでよい
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登録制度については、図3丿4～3-17に示すよ

レベルの、しかも大会登録選手であったことが

影響していると考えられ、この数字がユース

サッカー選手全体を反映しているとは言いかた

い。今後、より多くの対象からデータを抽出す

ることが必要である（注：中学年代指導者は、

平成7年度全国中学校大会と全日本クラブジ｡｡

ニアユース選手権の出場チーム及びＪクラブ

ジュニアユースの監督を対象とする調査データ

である。また少年指導者は、同年度全国少年大

会出場チーム監督対象の調査データによる）。
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この研究は、選手や指導者の意識の変化を追

ったものであるが、これらの変化を踏まえた上

で、組織や制度を見直していく必要かおるだろ

う。その際、新たに生まれた組織を育てていく

視点と、近代日本が育ててきた学校スポーツの

｜

ｉ

r'

　　　　　　

≪.l

　　　　　　　

瓦9

　　　　　

Z12

　　　　　　　　

／＼／

　　　

－㎜二U亘

　　　　　　

61.卜

　　　　　

z'／

　　　

＼x

　　

14.1

　　　

脚９

　　　　　　　　

ｋ・

　　

一

　　　　　　　　　　

-
・s7l

　　　　　

yﾌ,卜

　　　　　　　

･I.J

　　

-

IM

　　　　　　　

・LI

　　　　　　　

197

　　　

へ

　　　　　　　

／

　　

3s 7　　　　　　訂､l　　　　　z7.1

　　　　　　　

＼

　　　　

＼、

　　　

ti.l

　　　　　　　

J7,J

　　　　

1?0

　　　　　　　　　　　　　　　　

／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-

　

2t・

　　　　　　

t≪.T

　　　　　　

a7

　　　　　　　

’Ni5
-
IS.1

　　　　　

≫.e

　　　　　　

釘l

　　　　　　　　　　　　　　　　　

＼

　　　　　

1tl

　　　　　　

11.3

　　　

114

　　　　　　　　　　

／

　　　

仙・

　　　　　　

ZS.(

　　　　　

瓦７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～

　　　　

｜

　　　

秦ts

　　　　　　

2s9

　　　　

昂７

　　　　

を改めるベー
ＺＳ６

　　　　　

×４

　　　　　　

×・

　　

_．

　

へ、

　　

4ΣI

　　　　　

Z90

　　　　　

171

　　　　　　　

｀

　　　　　

／

　　

｜

　　　　　　　　　　　　　　

/

　　

り

　　　　　

IIS

　　　　　

Ｕａ

　　　　　　　　　　

ぺ

　

匹こ

　　　　

ESi　　　　　　　２ｔ４　　　加ｐ

－一一一一一一一一一一一一 - 一 一 - 一 一 一 一 一 一 一 一

-

-

　 　 　

－ ･

- 一一一一

一

－－

一一一一一一

-

ｆ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

－ －

－ j

-

- 一 一 一 一

　 　 　 　 　 　 　

-

ｊ

ｊ

ｊ

－

ｌ

｜

「



中塚，杉山，江口，仲渾，高橋，加藤

再評価の両面から捉えていくことが大切であ

る。登録制度の改革や大会のあり方の見直し

は、これらの作業の中で必然的に出てくる課題

であるといえる。

　

トーナメント中心のユース年代のサッカー

を、リーグ戦を中心とした仕組みに変えていく

ことはできないだろうか。地域性やレベル、

ニーズに応じたサッカーの場の提供と、それを

ベースにしたサッカーの生活化の試みは、今後

より一層検討されるべきであろう。これについ

ては別の機会に考察したい。
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Ｊリーグ発足にともなって、わか国のサッ

カー環境は大きく変わってきたといわれる。

特に、ジュニア（Ｊ）、ジュニアユース（ＪＹ）、

ユース（Ｙ）年代の選手やチームの現状と変化に

ついて正確な情報を得ることは肝要である。本

報告は、ソフト面の指導者や選手の意識、そし

てハード面としての施設・設備等々の変化や現

状を把握することを目的としたものである。

方

　

法

　

1995年に全国大会に出場したＪからＹ年代の

サッカーチームの指導者と、Ｊリーグ所属チー

ムのJY、ユースクラブの指導者を対象にアン

ケート調査を行った。調査内容は、「部・クラ

ブの活動状況」「活動現場におけるJリーグの

影響」「各年代の大会・登録制度に関する意

見」「Jリーグに関する意見」にわたるが、こ

こでは、そのうちの「部・クラブの活動状況」

についての調査結果を報告する。

調査の項目は、①部・クラブの概要について、

②選手について、③施設・設備・用具につい

て、④活動について、⑤地域についての5つに

渡り、全体で54の質問から構成されている。

1）調査時期:1995年7－8月

2）調査対象：下記チームの指導者

　

ａ第19回全国少年サッカー大会出場48チーム

　

ｂ第26回全国中学校大会出場32チーム

　

ｃ平成7年度全国高等学校総合体育大会出場

　　

55チーム

　

ｄ第10回クラブジュニアユースサッカー選手

　　

権大会出場32チーム

　

ｅ上記ｄの大会に出場できなかったＪクラブ

　　

ＪＹ９チーム

　

ｆ第19回クラブユースサッカー選手権大会出

　　

場20チーム

　

ｇ上記ｆの大会に出場できなかったＪクラブ

　　

Y6チーム

3)回収率：全体の回収率では85％であった。

それぞれの回収率は以下の如くである。

　

ａ…94％、b…81％、ｃ…85％、d…75％、

　

ｅ…67％、f･‥95％、ｇ…83％、

結果および考察

　

ここでは、今回の調査結果のうちで、特に目

立った傾向のみについて報告する。

1｡部・クラブの概要

Ｄ設立年度

　

今回の調査対象チームは、東京オリンピック

前の設立チームと比べてその後の設立チームか

約2倍で、東京オリンピック後20年間に設立さ

れたチームが全体の1/3であった。それは、Ｊ

リーグ加盟チーム所属のＪＹ、ユースクラブか

54チームあったことからして、当然ともいえ

る。全国大会出場校の設立年度については、今

Ｄお茶の水女子大学

　

2)筑波大学付属高校

　

3)筑波スポーツ科学研究所

　

4)産能大学

5)東京電気大学

　

6)大東文化大学

　

7)東京大学大学院

　

8)筑波大学研究生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－139－



140

全国大会出場チームの活勁実態報告一指導者の調査よりー

まで調査項目になかったので、何ともいえな

い。大会毎に、名門校や伝統校などの数は異な

ると思われるが、今回の設立平均年度は、全体

で]973年、少年団(1975年)、中学校(1974

年)、ＪＹクラブ(1984年)、高校(1957年)、

Ｙクラブバ1987年)であった。

　

ＪＦＬで活躍しているＯＢを輩出していると

回答したチームが、全体の8割あった。

2｡選手・指導者

Ｄ選手

　

在籍選手の平均は、J (108人)、J Y(61.8

人)、Y(66. 2人)であった。最低、最高ともＪ

で、それぞれ14人と610人というクラブがあっ

た。

　

登録選手数は在籍選手数の全体で約3/4で

あった。その内訳はＪではレ２、ＪＹでは0.8、

Ｙでは0.9であった。

　

全国平均では、Ｊか33､O人、ＪＹが32.7人、

Ｙ加40バ人と比べると、それぞれ57. 4、

51.2、62.3人と今回の調査したクラブは規模が

大きい。
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Figurel 練習参加者歓の推侈

　

Figure丿は、実際に一回の練習に参加する

選手数を1983年との比較で示したものである。

練習参加者数は登録選手数の全体で6割であっ

た。在籍選手の半数にも満たない数である。そ

の内訳は、Ｊでレ２、ＪＹで3/4、Ｙか3/4で、

特に、、Jでは在籍選手の4人に1人しか練習に参

加していない勘定になる。

　

グラフから、12年前に比べて、練習参加者の

数か減っていることがわかる。

　

Ｊでは、半数近

くに(55.3から28.7人に）、ＪＹでは(50.2人

から38.9人に）、Ｙでは(49.4から42.8人に）

減っている。ただ、Ｙで90人以上のチームが8

校あるか、どんな形態で練習をしているのか知

りたいところである。

　

遠方から通っている選手の通学時間は、年代

が高くなるにつれて増えているが、2時間以上

の遠距離通学者を有するチームが全体で13校、

そのうち、10校かＹ年代のチームであった。

　

選手をどれくらいの範囲から受け入れている

かを、「同市町村」「同都道府県」「他都道府

県」の3つに分けて聞いたところ、Ｙでは1/3の

チームが「他都道府県」からも選手を受け入れ

ていると回答した。選手用の寮を持っている

チームもあり、Ｙで19チームが持っている。
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F９ぽe2やめたＳ由(･95)

　

Figure. 2は、やめていった選手の理由につい

て各年代別に示したものである。全体で多かっ

だのは、「勉強のため」「サッカー部・クラブ

にあわなかった」「他のスポーツに進んだ」の

順であった。

　

Ｊでは「他のスポーツに進んだ」［勉強のた

め］「サッカー部・クラブにあわなかった」の

順で、ＪＹでは「「勉強のため」「サッカー

部・クラブにあわなかった」［他のスポーツに

進んだ］、Ｙでは「勉強のため」「サッカー

部・クラブにあわなかった」「けが・病気」の

順であった。
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杉山，中塚，木幡，加藤，高橋．江口，掛水，大橋

　

ＪＹを対象とした1983年の同様の調査では、

「自由な時間かほしかった」「練習かつらかっ

た」「クラブの雰囲気がよくなかった」で、

　

「勉強のため」は随分少なかった。

　

ＪとＪＹ年代で、サッカーを続ける選手数は

ほとんど全員である。また、大多数の指導者

が、続けるか止めるかの要因として、正選手か

補欠かは関係が無いと答えている。

2）指導者

　

Tablel　　J指導者数の推移

指導者数

　　

’８３

　　

’８８

　　

’９５

　　

Ｔ

１－５

　　　　　　　

２２

　　　　

１７

　　

２３

　　　

６２

６－１０

　　　　　　　

２

　　　　

１０

　　

１１

　　　

２３

11-15

　　　　　　

１

　　　　　

６

　　　

１

　　　

８

１６－２０

　　　　　　

３

　　　　　

２

　　　

５

　　　

１０

２１－

　　　　　　

１

　　　　

２

　　

５

　　　

８

Total

　　　　　　

２９

　　　　

３７

　　

４５

　　

１１１

Table 2　　JY、Y指導者数の推移

指導者数J.Y.C83) J.Y.('95) Y('83) Y.('95) Total

　　

1

　　　　　　

8

　　　　

9

　　

20

　　

11

　　

48

　　

2

　　　　　

9

　　　

17

　　

11

　　

30

　　

67

　　

3

　　　　　

3

　　　

14

　　

3

　　

23

　　

43

　　

4-

　　　　　

1

　　　

11

　　　

2

　　

11

　　

25

　

Total

　　　　

21

　　　

51

　　

36

　　

75

　　

183

Table 3　　J、JY、Yの指導者数

指導者数

Mean

SD

Mode

Min

Ｍａχ

J
-
8.3

J.Y.
-

　

2.9

均：ＪＹ力皿9人、Ｙでは1.6人）と比べて、指

導者数は増えている。

　

練習で指導者一人に何人の選手を指導してい

るかをみると、全体平均で26.7人、Ｊで18.2

人、ＪＹで31.7人、Ｙで28.3人であった。最頻

度は20人であった。

3｡施設・設備

　

Ｙのチームに、シャワールーム（26チー

ム）、トレーニングルーム（41チーム）が多くあ

るのか伺えた。また、Ｙでは、シュート板（24

チーム）、ヘンデルボール（36チーム）、トレー

ニング機器（40チーム）等を数多くのチームが

持っている。

　　　　　　　　　　　

｜
r.(83)

　　　　

｜

　　　　　　　　　　　

｜

　

2面

　　　　　

，

Y.
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2.7

8
2
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015
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1
0
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3
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８

Total

2
5
2
1
5

4
　

　
　
　
　
　

３

　

Table3にあるように、全体での平均指導者数

は4.2人、最高でＪで35人というクラブがあっ

た。Ｊの指導者数は1995年で平均8.3人であっ

た。Table!にみられるように、1983、1988年

と比べると16－20人の層、21人以上の層が若干

増えている。

　

Table3からＪＹ、Ｙの指導者平均数は、それ

ぞれ2.9人と2.7人であった。最も多かったのは

双方とも2人であった。

　

Table2から1983年（平

４
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Ｊで、使用できるグランドの広さを1983、

1988年と比べると、だんだんと減ってきている

か、ＪＹとY (Figure3)では、1983年と比べ

て、広くなってきている。また多様になってき

ているといってよいであろう。利用の仕方か紋

切り型でなく、様々な形態のグランドを使用し

ているのではないかと思われる。

　

選手一人当たりのボールの数は、平均で二人

に一つであり、以前と変わりがなかった。
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Figure. 4は、Ｊ年代の練習日数を1977年と

の比較でみたものである。毎日（７）が極端に

減っているのがわかる。しかし平均で3丿日か

ら3.6日に増えているという結果であった。

　

ＪＹと、Ｙではそれぞれ、6.6日から5.1日、

6.5日から5.8に減っている。Ｙでは7日はまだ

全体の2割程度あるが、それでも、1977年の毎

日練習が6割もいた時と比べると、週に一日は

休みというチームが多くなっていることがわか

る。

Table A指導者取の推移

指祗日数I J.(e3)」.(86)」.(95)」.Y.(B3り.Y.(95) Y.(83) Y.(95) Total

　　

１

　　　　

１

　　

３

　　　　　

０

　　　　　

０
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０
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Table4は、指導者が週何日指導するかをみた

もので、平均で4.7日、約5日である。年代が高

くなるに従って指導日数が増えている。 1983年

では、特にＹ年代での指導日数が平均で6.5日

と多い。

　

Ｊでは4. 3(1983)-4. 0(1988)-3. 4(1995)

と減っている。ＪＹでも６．３∩９８３)－

4.3(1995)と、同様に、Ｙでも6.5(1983)-

5.6(1995)と減ってきている。練習時間を、Ｊ

年代の過去のデータ、1977、1983、1988年と

比較すると、平均練習時間は2. 1(1977)、

2. 1(1983)、2.6(1988)、2.0(1995)と減って

いる。 77年、88年には3時間以上のチームがそ

れぞれ1割、2割あったが、今回はOであった。

　

ＪＹ年代の1977、1983年との比較でも、やは

り減ってきている。それぞれ2.6、2.3時間から

今回は2.1時間であった。Ｙ年代でも、同様に

減ってきているのがFigure. 5でみてとれる。平

均練習時開か2.6時間から今回は2.3時間であっ

た。)
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Figure. 6は、年間の試合数を八　ＪＹ、Ｙ年

代別に積み上げ棒のグラフで表したものであ

る。平均試合数は、Ｊで76.2、JYで77.3、Ｙ

で73. 1とおおよそ、５日に1試合の割である。最

低でＹの5試合、最大でＪＹの350試合であっ

た。最頻度は、Ｊ、ＪＹ共に50試合、Ｙで100

試合であった。

　

これら年間試合数の中には外国チームとの試

合も含まれており、外国チームとの試合を3試

合以上というチームがＪで３、ＪＹで6、Ｙで17

チームあった。

　

そして、海外遠征のしたことのあるチームも

全体の2割あった、特にＹ年代では3割以上あっ

た。

結

　

論

1977、1983、1988年との比較で見ると、

練習参加者数か減ってきている」「指導者数
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が増えている」「練習日数か減っている（Ｊは

増えているが）」「指導日数か減っている」

「練習時間か減っている」等の結果からして、

推測の域を出ないが、指導者への科学的、医学

的知識かおる程度現場で普及してきているので

はないか。そうはいっても、依然として試合数

や、練習参加者数で信じられない程多いチーム

もある。

　

設備はトレーニング機器等整備されたチーム

が出てきている。また、試合数はＪ、ＪＹ、Ｙ

共に、一週間に1試合程度といったところで

あった。
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ヤングフットボーラーの育成に関わる重要な要因（Ｈ）

　

－トップレベルの少年サッカー選手に対するアンケート調査－

湯
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秀
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也1）杉

　

山

　

哲

　

司2）

はじめに

　

指導者がヤングフットボーラーの競技力向上

のためにプレーヤーをとりまくさまざまな環境

を把握することは重要なことである。またプ

レーヤーかサッカーや指導者に対してどのよう

な考え方をしているのかを把握することも指導

をする上で不可欠なことと思われる。

　

本研究では、全日本少年サッカー大会に参加

した選手を対象としてアンケート調査を実施

し、その結果をもとに少年サッカー選手をとり

まく環境に対する考え方、指導者に対する考え

方、実際の指導に対する考え方等について検討

し、少年サッカー選手の現状を把握することを

目的とした。

方

　

法

1｡調査対象

　

調査対象は、第19回全日本サッカー少年大会

決勝大会に参加した少年サッカー選手である。

参加人数は各都道府県から1チーム15人、愛知

県のみ2チームか参加、合計48チーム720名で

あった。その参加選手ほぼ全員に対して調査が

実施された。対象者は小学校4～6年の男子、平

均年齢11.3歳、ポジション別人数はフォワード

178名、ミッドフィールダー209名、ディフェン

ダー239名、ゴールキーパー85名であった。

2,調査期間および方法

　

調査期間は1995年8月２日～8月５日、各チーム

1)東邦大学

　

2)山梨英和短期大学

－145－

の指導者に依頼し質問紙法によるアンケートを

チームごとに実施した。

3.調査内容

　

今回の調査では、現在のヤングフットボー

ラーの育成において重要と思われる内容のうち

指導者に関する事項を中心に調査項目を設定し

た。以下の項目について対象者に回答を求め

た。

　

Ｄサッカーの開始年齢

　

2)週あたりの練習回数(ふだんプレーしてい

　　

るチーム)

　

3)週あたりの練習回数(今大会の参加チーム)

　

4)サッカー以外にやっているスポーツ

　

5)試合出場頻度

　

6)サッカーに関する将来について

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

　　

Ｏ)サッカーのプロ選手としてプレーする

　　

(2)趣味としてサッカーを続ける

　　

(3)サッカーをやめる

　　

(4)サッカーをやめて他のスポーツをする

　　

(5)他のことでがんばる

　　

(6)わからない

7)Jリーグの将来の予想

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

Ｏ)今よりもますます人気がでると思う

(2)今と同じくらいの人気である

(3)今より人気がなくなっていくと思う

(4)わからない
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8)サッカーの楽しさの程度

　

次の選択肢からーつを選ぶという方法で回答

を求めた。

　　

Ｏ)すごく楽しい

　　

(2)まあまあ楽しい

　　

(3)あまり楽しくない

　　

(4)つまらない

9)サッカーで楽しいと感じるとき

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

　

Ｏ)試合に勝ったとき

　

(2)よいプレーができたとき

　

(3)ゴールを決めたとき

　

(4)今までできなかったプレーができるように

　　

なったとき

　

(5)監督やコーチにほめられたとき

　

(6)友達にほめられたとき

　

該当しない場合は、具体的な理由を記入する

よう求めた。

10)サッカーでつまらないと感じるとき

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

　

(1)試合に負けたとき

　

(2)自分の思うようなプレーができないとき

　

(3)大きなミスをしたとき

　

(4)監督やコーチに怒られたとき

　

(5)チームメートに怒られたとき

　

(6)練習かきついとき

　

該当しない場合は具体的な理由を記入するよ

う求めた。

Ｈ)指導者に望むこと

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

(Ｄ選手と一緒にプレーをして手本を見せる

(2)一部の選手だけをひいきしたりしない

(3)わかりやすく教える

(4)サッカーをよく知っている

(5)チームを強くする

(6)失敗しても悠らない

(7)サッカーをしているとき以外でも親しくし

　　

てくれる

1祁

(8)練習中はきびしいがふだんはやさしい

　

該当しない場合は具体的な理由を記入するよ

う求めた。

12)指導者がサッカーにおいて最も大切である

と言っている要因

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

Ｏ)技術

(2)戦術

(3)体力

(4)精神力

(5)チームワーク

(6)努力

(7)多くの試合を経験すること

　

該当しない場合は具体的な内容を記入するよ

う求めた。

13)指導者に対する思い

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

　

Ｏ)すばらしい

　

(2)だよりかいがある

　

(3)やさしい

　

(4)こわい

　

(5)サッカーをよく知っている

　

(6)あまり熱心に教えてくれない

　

(7)嫌い

　

該当しない場合は具体的な内容を記入するよ

う求めた。

14)よいプレーをしたときの指導者の態度

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

(1)ほめる

(2)どこがよかったのかを説明する

(3)ほめた後にどこかよかったのかを説明する

(4)何も言わない

　

該当しない場合には具体的な内容を記入する

よう求めた。

]5)悪いプレーをしたときの指導者の態度

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

Ｏ)怒る
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(2)どこが悪かったのを説明する

(3)怒った後にどこが悪かったのかを説明する

(4)何も言わない

　

該当しない場合には具体的な内容を記入する

よう求めた。

16)最も多い練習内容

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

Ｏ)技術的な練習

(2)戦術的な練習

(3)体力的な練習

(4)練習試合

　

該当しない場合には具体的な内容を記入する

よう求めた。

17)指導者の指導スタイル

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

(1)うまくなることを大切にする指導

(2)楽しむことを大切にする指導

(3)チームプレーを大切にする指導

(4)体力を高めることを大切にする指導

(5)サッカーを通して学んだことを大切にする

　　

指導

　

(6)試合の勝ち負けを大切にする指導

　

該当しない場合には具体的な内容を記入する

よう求めた。

18)サッカーか原因のけかの有無およびその内

　　

容

　

3つ以内で記述式の回答を求めた。

19)けがの予防や健康についての指導

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

(1)指導している

(2)ときどき指導している

(3)全く指導していない

20)勉強とサッカーの両立

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

(Ｄ両方ともうまくいっている

(2)サッカーはうまくいっているか勉強はうま

　　

くいっていない
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(3)勉強はうまくいっているがサッカーはうま

　　

くいっていない

(4)両方ともうまくいっていない

(5)わからない

　

該当しない場合には具体的な内容を記入する

よう求めた。

　

21)指導者の体罰について

　

指導者から体罰を受けたことがあるかどうか

について次の選択肢から一つを選ぶという方法

で回答を求めた。

(1)よくある

(2)たまにある

(3)あまりない

(4)全くない･

22)体罰を受けたときの状況

　

体罰を受けたことかあると答えた者に対し、

どういうときに体罰を受けたかについて次の選

択肢から一つを選ぶという方法で回答を求め

た。

Ｏ)試合に負けたとき

(2)ミスをしたとき

(3)指導者の言うことをきかなかったとき

(4)チームのきまりを守らなかったとき。

　

該当しない場合には具体的な内容を記入する

よう求めた。

23)体罰を受けたときの気持ち

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

(1)サッカーをやめたいと思った

(2)くやしかった

(3)つらかった

(4)泣きたかった

(5)しかたないと思った

(6)反省した

　

該当しない場合には具体的な内容を記入する

よう求めた。

24)大会のグラウンドについての感想

　

次の選択肢から一つを選ぶという方法で回答

を求めた。

(1)とてもよい

(2)ふつう
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(3)よくない

(4)芝生のグラウンドでやりたい

　

該当しない場合には具体的な感想を記入する

よう求めた。

結

　

果

Ｄサッカーの開始年齢

　

8歳170名(23.8%)、9歳川7名(20.6％)、6

歳118名(16.5%)、7歳110名(15.4%)であっ

た。[表]参照)

表1.サッカーの開始年齢

年齢

　　

人数

　

１

　　　

１

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　

０

　

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　

１

計

２

　

４

　

０

　

４

　

８

　

０

　

０

　

７

　

９

　

８

　
　
　

１

　

２

　

４

　

１

　

１

　

７

　

４

　

７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　

１

　

１

　

１

７１３

　　

％
-

　

0.1

　

0.3

　

2.0

　

2.8

　

6.2

　

16.5

　

15.4

　

23.8

　

20.6

　

11.1

　

1.1
-

100.0

表2.週あたりの練習回数

　　

(ふだんのチーム)

　

回数

　　

人数

　　　

％

　

１回

　　　

１０

　　　

１．４

　

２回

　　

１０１

　　

14.2

　

3回

　　

192

　　

27.0

　

4回

　　

148

　　

20.8

　

5回

　　

n2

　　

15.8

　

6回

　　

102

　　

14.4

　

7回

　　　

45

　　　

6.3

　　

計

　　

710

　

100.0

2)週あたりの練習内容(ふだんプレーしている

　

チーム)

　

3回(27％)、4回(20.8%)、5回(15.8%)、

　

6回(14.4%)、2回(14.2%)、7回(6.3％)、

　

1回０.4％)であった。(表2参照)

3)週あたりの練習回数(今大会の参加チーム)

　

2回(22.2%)、4回(19.9%)、3回09.7％)、

　

5回(18. 8%)、6回(10.7％)、1[11(4.4%)、

　

7回(肌3％)であった。(表3参照)

4)サッカー以外にやっているスポーツ

　

サッカー以外のスポーツをしていると答えた

ものは132名口8］％)であった。種目は水泳33

名、バスケットボール32名、卓球16名、ソフト

ボール8名、陸上8名、スキー6名であった。ま

た、他に13種目が挙げられた。（表4参照）

表3.週あたりの練習回数

　　

(今大会のチーム)

回数

　　

人数

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

　

25

125

111

112

　

％
-

　

4.4

22.2

19.7

19.9

　

106

　

18.8

　

60

　

10.7

　

24

　　

4.3
一
計563 100.0

表4.サッカー以外の

　

スポーツの有無

有無

　

人数

　　　

％

ある

　

132

　

18.4

なし

　

586

　

81.6

　

計

　

718 100.0

5）試合出場頻度

　

いつも出ている70.8％、ときどき出ている

24.6%、ほとんど出ない4. 6%であった。（表5

参照）

6）自分の将来について（サッカーに関して）

　

サッカーのプロ選手としてプレーする61.4

％、趣味としてサッカーを続ける23.1%、わか

らない14.6%、サッカーをやめて他のことでが

んばる0.8％であった。（表6参照）

　　

表5.試合出場頻度

　　　

項

　　

目

　　　

人数

　　

％

１いつも出ている

　　　

508

　

70.8

2ときどき出ている

　　

177

　

24.6

3ほとんど出ない

　　　

33

　

4.6

　　　　　　　　

計

　　

718 100.0

　

表6.サッカーにおける自分の将来について

　　　　　　　

項

　　

目

　　　　　　　

人数

１サッカーのプロ選手としてプレーする438

２趣味としてサッカーを続ける 165

３サッカーをやめて他のことでがんばる

　　

６

４サッカーをやめる

　　　　　　　　　　　

０

５サッカーをやめて他のスポーツをする

　　

０

６わからない
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％

-

61.4

23.1

0.8

0.0

0.0

104

　

14.6
一

計713 100.0
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7リリーグの将来の予想

　

今よりもますます人気か出る60.8％、今と同

じくらいの人気である18.9%、わからない11.3

％、今より人気かなくなっていく9.0％であっ

た。（表7参照）

　　　

表７．Ｊリーグの将来の予想

　　　　　　

項

　　

目

　　　　　

人数

１今よりもますます人気が出る

　

437

2今と同じくらいの人気である

　

136

3わからない

　　　　　　　　　　

81

4今より人気がなくなっていく

　　

65

　　　　　　　　　　　　　　

計719

　

％
-
60.8

18.9

11.3

　

9.0
-
100.0

8）サッカーの楽しさの程度

　

すごく楽しい88.2%、まあまあ楽しい11.8%

であった。（表8参照）

表8.サッカーの楽しさの程度

　　

項

　　

目

　　

人数

　　　

％

すごく楽しい

　　

634

　

88.2

まあまあ楽しい

　

85

　

11.8

　　　　　　

計719

　

100.0

9）サッカーで楽しいと感じるとき

　

良いプレーができたとき37.2%、試合に勝っ

たとき21.6%、ゴールを決めたとき16.4%、今

までできなかったプレーができるようになった

とき15.0％、監督やコーチにほめられたとき

5.6%であった。（表9参照）
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10）サッカーでつまらないと感じるとき

　

自分の思うようなプレーができないとき41.4

％、大きなミスをしたとき23. 1%、試合に負け

たとき15.2%、監督やコーチに怒られたとき

4.5%、チームメートに怒られたとき4.5%、練

習がきついとき4.4%であった。（表10参照）

　　

表１０．サッカーでつまらないと感じるとき

　　　　　

項

　　

目

　　　　　　　　

人数

１思うようなプレーができないとき294

2大きなミスをしたとき

　　　　　　

164

3試合に負けたとき

　　　　　　　

108

4監督やコーチに怒られたとき

　　　

32

5チームメートに怒られたとき

　　　

３２

６練習がきついとき

　　　　　　　　

31

7その他

　　　　　　　　　　　　　　　

49

　　

％

-

41.4

23.1

15.2

4.5

4.5

4.4

6.9

計710 100.0

11）指導者に望むこと

　

練習中はきびしいがふだんはやさしい26.8

％、選手と一緒にプレーして手本を見せる15.6

％、わかりやすく教える13.5%、チームを強く

する11.7％、失敗しても怒らない7.9%、サッ

カーをしているとき以外でも親しくしてくれる

7.2%、サッカーをよく知っている6.8%、一部

の選手だけをひいきしたりしない6.3%であっ

た。（表11参照）

表１１．指導者に望むこと

　　　　　　　

項

　　

目

　　　　　　　

人数

１練習中はきびしいがふだんは優しい

　

190

2選手と一緒にプレーし手本を見せる

　

１１１

３わかりやすく教える

４チームを強くする

５失敗しても怒らない

６サッカー以外でも親しくしてくれる

７サッカーをよく知っている

８一部の選手をひいきしたりしない

９その他

96

83

56

51

48

45

　　

％

-

26.8

15.6

13.5

11.7

7.9

7.2

6.8

6.3

30

　　

4.2

計710 100.0

　　

表９．サッカーで楽しいと感じるとき

　　　　　　　

項

　　

目

　　　　　　

人数

　　

％

１いいプレーができたとき

　　　　　

265

　

37.2

2試合に勝ったとき

　　　　　　　　

154

　

21.6

3ゴールを決めたとき

　　　　　　　

117

　

16.4

4できなかったプレーができたとき

　

107

　

15.0

5監督やコーチにほめられたとき

　　

40

　

5.6

6その他

　　　　　　　　　　　　　　　

29

　

4.1

　　　　　　　　　　　　　　　　

計71 2 100.0
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]2)指導者がサッカーにおいて最も大切である

　

と言っている要因

　

精神力35］％、チームワーク佃｡6％、技術

19.0％、戦術7. 6%、努力5.0％、体力3.4%、

多くの試合を経験する1.1%であった。(表12参

照)

表12.指導者がサッカーにおいて最も

　　　　　

大切であると言っている要因

　　　　

項

　　

目

１精神力

２チームワーク

３技術

４戦術

５努力

６体力

人数

253

1４0

６

　

４

　

６

　

４

３

　

５

　

３

　

２

１

７多くの試合を経験する

　　

８

８その他

　　

％

-

35.4

19.6

19.0

7.6

5.0

3.4

1.1

　　　　

63

　　

8.9

計714

　

100.0

　

13）指導者に対する思い

　

サッカーをよく知っている33.0%、たよりか

いがある29.4%、すばらしい20.5%、やさしい

7.6%、こわい3.9％、あまり熱心に教えてくれ

ない0.7%、嫌い0.7%であった。（表13参照）

表１３．指導者に対する思い

　　　

項

　

目

　　　　　

人数

１サッカーをよく知っている

　

Z35

２だよりがいがある

３すばらしい

４やさしい

５こわい

６あまり熱心に教えてくれな1

7きらい

８その他

209

６

　

４

　

８

４

　

５

　

２

１

５

　

５

　

０

　
　
　
　

Ｑ
Ｊ

計712

　

％
-
33.0

29.4

20.5

　

7.6

　

3.9

　

0.7

　

0.7

　

4.2
-
100.0

説明する24.5%、なにも言わない3.4%であっ

た。（表14参照）

　　

表14.よいプレーをしたときの指導者の反応

項

　　

目 人数

１ほめた後よいところを説明する255

2ほめてくれる

　　　　　　　　　

252

3どこがよかったのかを説明する175

４なにも言わない

５その他

　

％
-

35.7

35.3

24.5

４

　

１

t
ｏ

.
-

４

　

８

２

計714 100.0

15)悪いプレーをしたときの指導者の態度

　

どこが悪かったのかを説明する54.2%、怒っ

た後にどこが悪かったのかを説明する35.3%、

怒る8. 0%、なにも言わない0.8%であった。

(表15参照)

　　

表15.悪いプレーをしたときの指導者の反応

　　　　　　

項

　　

目

　　　　　　

人数

１どこが悪かったのかを説明する387

2怒った後悪いところを説明する252

３怒る

４なにも言わない

５その他

７

　

６

　

２

ｒ
ｎ

r
―

　　

％

-

54.2

35.3

8.0

0.8

1.7

計714 100
０

16)最多練習内容(ふだんプレーしているチー

　

ム)

　

技術的な練習57.7%、戦術的な練習26.0%、

体力的な練習5.4%、練習試合3.4%であった。

(表16参照)

　　　　　　

表16.最多練習内容

川)よいプレーをした時の指導者の往反

　

ほめたあとにどこか良かったのかを説明する

35. 7%、ほめる35.3%、どこが良かったのかを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－150－

　

項

　　

目

　　

人数

技術的な練習

　

408

２戦術的な練習

　

184

３体力的な練習

４練習試合

５その他

38

24

　　

％

-

57.7

26.0

5.4

3.4

64

　　

7.5

計707 100.0

＝
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17）指導者の指導スタイル（普段プレーしてい

　

るチーム）

　

楽しむことを大切にする指導35.8%、チーム

プレーを大切にする指導21.4%、サッカーを通

して学んだことを大切にする指導18.5%、うま

くなることを大切にする指導13.6%、体力を高

めることを大切にする指導5.7%、試合の勝ち

負けを大切にする指導1.7%であった。（表17参

照）

　　　

表17.指導者の指導スタイル

　　

％、両方ともうまくいっていない2.5％であっ

　　

た。（表20参照）

　　　

表20.勉強とサッカーの両立について

　　　　　　　　　　

項

　　

目

　　　　　　　　　　

人数

　　

％

１サッカーはうまくいっているが勉強がうまくいっていない292

　

41.0

2両方ともうまくいっている

　　　　　　　　　　　　

285

　

40.0

3勉強はうまくいっているがサッカーはうまくいっていない

　

25

　　

3.5

4両方ともうまくいっていない

　　　　　　　　　　　　

18

　　

2.5

5わからない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

80

　

11.2

6その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

13

　　

1.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

叶713 100.0

　　

21）指導者の体罰について

　　　

全くない44.2%、あまりない28.4%、たまに

　　

ある21. 8%、よくある5.6%であった。（表21

　　

参照）

　　　　　　　

表21.指導者の体罰について

　　

項

　　

目

　　

人数

　　　

％

１全くない

　　　

317

　

44.2

Zあまりない

　　

203

　

28.4

3たまにある

　　

156

　

21.8

4よくある

　　　

40

　　

5.6

　　　　　　

計

　　

716

　

100.0

22）体罰を受けたときの状況

　

指導者の言うことをきかなかったとき37.4

％、ミスをしたとき36.5%、チームのきまりを

守らなかったとき21.3%、試合に負けたとき

2.4%であった。（表22参照）

　　

表22.体罰を受けたときの状況

　　　　　　　

項

　　

目

　　　　　　　

人数

１指導者の言うことを聞かなかったとき125

２ミスをしたとき

３チームのきまりを守らなかったとき

４試合に負けたとき

５その他

122

　

71

８

　

８

　　

％

-

37.4

36.5

21.3

2.4

2.4

計334 100.0

　　　　　　　

項

　　

目

１楽しむことを大切にする

２チームプレーを大切にする

人数

Ｚ52

151

３サッカーを通し学んだ事を大切にす1 130

４うまくなることを大切にする

５体力を高めることを大切にする

６試合の勝ち負けを大切にする

７その他

６

　

０

　

２

　

３

９

　

４

　

１

　

２

　　

％

-

35.8

21.4

18.5

13.6

　

5.7

　

1.7

　

3.3

　　　　　　　　　　　　　　

計704 100.0

18)サッカーが原因でのけがの有無およびその

　

内容

　

サッカーか原因でけかをしたことが[ある]

と答えた者は5割であった。(表18参照)

19)けがの予防や健康についての指導

　

指導している57.0%、ときどき指導している

39.9%、全く指導していない3. 1%であった。

(表19参照)

表19.けがの予防・健康についての指導

　　　　　

項

　　

目

　　　　

人数

　　　

％

１指導している

　　　　　

405

　

57.0

2ときどき指導している284

　

39.9

3全く指導していない

　　

22

　　

3.1

　　　　　　　　　　　

計711 100.0

20)勉強とサッカーの両立

　

サッカーはうまくいっているが勉強はうまく

いっていない41.0％、両方うまくいっている

40.0％、わからない11.2%、勉強はうまくいっ

ているかサッカーはうまくいっていない3.5

－151－
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表18.サッカーが原因のけが

　　

け

　

が

　　

人数(％)

　　　

部

　　　　　　　　　

位

　　　　　　　

発生時期

　　　　　

場

　

面

　　

治癒状況

　　　　　　　　

く名)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１年２年３年４年５年６年不明試合練習不明完治洽原中不明

　

陰

　　　　

挫

　

140 (M. 11)足首(110)膝(7)手首(5)手指(5)大腿部(2)腕(2)　　　1　9　22　64　44　　　52 79　9 123 M　3

　　　　　　　　　　　　　　　

かかと(2)足の指(1)ふくらはぎ(1)首(1)肘(1)

　　　　　　　　　　　　　　　

すね(1)くるぷし(1)不明(1)

　

ｎ

　　　　

撲

　　

59 (14､4i)膝(10)大腿部(8)足(10)足首(7)かかと(4)顔(4)　　　　　2　4　19　32　2　34　20　5　47　12

　　　　　　　　　　　　　　　

手(4)ふくらはぎ(3)頭(2)目(2)脇腹(2)胸(1)

　　　　　　　　　　　　　　　

肩(1)不明(1)

　

骨

　　　　

折

　

51 (12 4S)手指(10)手首(7)足(5)足首(5)腕(4)鉄骨(3)　　1　1　4　14 22　6 3　13　29　9　45　　6

　　　　　　　　　　　　　　　

肘(3)くるぶし(3)膝(Z)腰(2)右手(1)

　　　　　　　　　　　　　　　

甲(1)小指(1)鼻(1)不明(3)

　

肉

　

略

　

れ

　　

24 (5.8%)大腿部(16)膝(2)ふくらはぎ(1)脇腹(1)不明(4)　　　　　　　8　11　5　　　8　151　21　　2　1

　

靭帯損傷

　

21

　

(5.H)膝(17)手(1)手指(l)足の甲(1)不明(l)　　　　　　　　1　1　10　8　1　13 6　2　18　　3

　

突

　

き

　

指

　

21

　

(5.15)指(16)手(4)不明(1)

　　　　　　　　　　　　　　　　

4

　

6

　

11 6　12 3　19　　2

　

ひ

　　　　

び

　　

12 (3.01)手指(2)鼻(2)かかと(1)右手(1)足の甲(１)　　　　　　　　　２　５　５　　　２　７　３１】　　　１

　　　　　　　　　　　　　　　

足(1)手首(1)背骨(1)膝蓋骨(1)右屑(1)

　

水がたまる

　　

6 (1.5≫)足(2)膝(2)足首(1)大腿部のつけね(１)　　　　　　　　　　２　１　３　　　１　３　２　５　　１

　

ｊスグット

　　

5 (1.21)膝(５)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　　　　　　　１　１　２　　３

　

炎

　　　　

症

　　

5 (1.21)アキレス腱(1)かかと(1)足(1)膝(1)肩と膝(１)　　　　　　　　　１　４　　　１　３　１　２　　３

　

剥

　

離骨折

　　

5 (1.2%)足首(2)膝(2)足のつけね(１)　　　　　　　　　　　　　　　　２　３　　　１　３　１　３　　Ｚ

　

鍬

　

勒

　

炎

　　

5 (1.2%)足首(2)足のつけね(1)足の甲(1)アキレス腱(１)　　　　　　　　　３　２　　　３　２　　　４　　１

　

う

　　

ち

　

み

　　

4 (1.01)アキレス81(1)すね(i)S≪(l)膝(１)　　　　　　　　　　　　１　１　２　　　３　１　　　４

　

骨盤のずれ

　　

3 (0.8%)骨盤(３)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　２　　　　　３　　　１　　２

　

脱

　　　　

臼

　　

3 (0.81)手(1)肘(1)不明(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　１　１　１　　　　　１　Ｚ　２　　１

　

膝

　　　　

痛

　　

3 (0.81)膝蓋骨(2)膝(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　Ｚ　　　２　１　　　３

　

アキレス周囲炎

　　

2 (0.51)足(２)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　１　　　　　２　　　　　　２

　

アキレス腱炎

　　

2 (0.51)足(２)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　１　　　　　２　　　２

　

関

　

節

　

炎

　　

2 (0.51)足(1)股関節(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　１　１　　　　　　　２　　　１　　１

　

創

　　　　

傷

　　

Z (0.5≫)足(1)膝(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　１　　　１　１　　　１　　１

　

軟

　　　　

骨

　　

2 (0.51)膝下(1)足の甲(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　１　１　　　　　　　１　１　１　　１

　

脳

　

震

　

盈

　　

2 (0.61)頭(Ｚ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　２　　　　　２

　

疲労骨折

　　

2 (0.5%)かかと(1)足の甲(１)　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　Ｚ　　　　　２

　

裂

　　　　

傷

　　

2 (0.5%) ffl(2)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　２　　　　　２

　

鼓膜損傷

　　

1(O､2i)耳(１)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

　　　　　　　

ｌ

　　　

１

　

骨

　

端

　

症

　

1 (0.21)かかと(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　１　　　１

　

首

　　　　

痛

　　

1 (0.21)首(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　１　　　１

　

筋

　

を

　

切断

　　

1 (0.21)足(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　１　　　１

　

第一頚椎損傷

　　

1 (0.2≫)rt (1)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　１　１

　

半

　

月

　

板

　　

1 (0.2%)膝(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　１　　　１

　

疲労骨髄炎

　　

1 (0.2%)足首(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　１　　　１

'膝蓋骨剥離

　　

1 (0.21)膝(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　１　１

　

網膜剥離

　　

1 (0.2%)目(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　１　　　　　　　　１

　

限球損傷

　　

1 (0.2%)目(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　１　　　　　１

　

喘

　　　　

息

　　

1 (0.2%)喘息(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　１　　　　１

　

不

　　　　

明

　　

17 (14.21)≫!?(.1)アキレス腱(3)腰(2)足(2)かかと(２)　　　　　　　　　３　５　９　　　６　８　３１１　　６

　　　　　　　　　　　　　　　

日０)ふくらはぎ(1)股関節(1)足首(1)

　　　　

引

　　　

411名(100%)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

　

2

　

18

　

69 171 144　6 154 2n　46 341　65　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0.Z 0.5 4.4　17 41.6　35 1.5　38　51　11　83 15.8 1.2

－152－
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23)体罰を受けたときの気持ち

　

反省した33.7%、しかたないと思った25. 2

％、悔しかった22.7%、サッカーをやめたいと

思った1. 5%、泣きたかった1.5%であった。

(表23参照)

　　

表23.体罰を受けたときの気持ち

　　

部分をバランスよく養成することを考慮して指

　　

導をする必要性かおるであろう。

　　　

週あたりの練習回数はふだんプレーしている

　　

チームの場合、昨年の結果と同様に週6～7回の

　　

練習をしているチームが全体の約20％を占めて

　　

おり、練習が多すぎることに起因するけかや病

　　

気が懸念される。また、今大会における所属

　　

チームも毎日練習しているチームが多数見受け

　　

られるが、毎日練習することの功罪を指導者が

　　

十分に考慮して年間・月間・週間の練習計画を

　　

立てることか大切であると思われる。

　　　

自分の「サッカーに関する将来」について最

　　

も多かったのは、サッカーのプロ選手としてプ

　　

レーするというものであった。昨年の調査で

　　

は、約8割の者がプロとしてプレーすることを

　　

望んでいたが、今回は約6割となり約2割の減少

　　

が見られた。これは、現在のサッカーブームが

　　

昨年よりも落ち着いてきたことか一つの原因と

　　

思われる。この点についてはさらに詳しく調査

　　

する必要かあると思われる。

　　　

Ｊリーグの将来について「今よりますます人

　　

気かでる」と「今と同じくらいの人気である」

　　

との回答を合わせると全体の80％となり、前回

　　

の調査と同様Ｊリーグに対して高い期待をして

　　

いることかわかる。

　

しかしながら、「今より人

　　

気がなくなっていく」と答えた者が65名おり、

　　

Ｊリーグに対して悲観的な見方をする者がいる

　　

ことも示された。

　　　

サッカーか楽しいと感じるときについては、

　　

よいプレーができたとき、試合に勝ったとき、

　　

ゴールを決めたときの順に多く、この項目の結

　　

果は前回の調査と同じであった。

　　　

チームの指導者にいちばん望むことについて

　　

は「練習中はきびしいがふだんはやさしい」次

　　

に「選手と一緒にプレーして手本を見せる」そ

　　

して「わかりやすく教える」であった。

　　

これらのことから指導者に対しては、技術的な

　　

こと、指導法などのテクニカルな部分よりも、

　　

まず人間的な優しさといったいわゆる人間性を

　　

求めている者が多いのではないかと思われる。

　　

しかし、技術的なことを含めたわかりやすい指
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項

　　

目

１反省した

２しかたないと思った

３くやしかった

４つらかった

５サッカーをやめたいと思った

６泣きたかった

７その他

人数

１３５

１

　

１

　

ｒ
Ｄ

０

　

９

　

２

１

６

６

　

７

　
　
　

Ｃ
Ｏ

計401

　　

％
-

　

33.7

　

25.2

　

22.7

　

6.2

　

1.5

　

1.5

　

9.2
-

100.0

24）グラウンドに対する感想

　

芝生のグラウンドでやりたい42.0%、ふつう

26.8%、とてもよい17.2%、よくない8.7%で

あった。（表24参照）

　　　　

表24.グラウンドに対する感想

　　　　　

項

　　

目

　　　　

人数

１芝生のグランドでやりたい298

２ふつう

３とてもよい

４よくない

５その他

考

　

察

１９０

２

　

２

　

８

２

　

６

　

３

１

計710

％

42.0

26.8

17.2

　

8.7

　

5.3
-
100.0

　

サッカーの開始年齢は、9歳までに全体の90

％の者がサッカーを開始していることかわか

る。

　

サッカー以外に行っているスポーツの結果に

よると約80％の者がサッカーだけを行っている

ことかわかる。この時期にはいろいろなスポー

ツを経験させ、サッカーだけでは体得できない

一 -
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導法についての要求も高い。

　

チームの指導者がサッカーで最も大切である

と言っている要因で精神力を最も強調している

のは「苦しいときにがんばる」あるいは［忍耐

力をつける］といった教育的な側面からの指導

であると思われるが、それが勝利至上主義に直

結しないことが重要であろう。また、チーム

ワークを強調するのは仲間との強調を大切にす

るということであると思われるが、「仲間との

協調」と同時に［ｲ固］を大切にする指導も考慮

する必要かおるであろう。

　

チームの指導者に対する思いについては約9

割の者が「サッカーをよく知っている」「だよ

りがいがある」などの好意的な回答をしている

ことがわかる。

　

しかし、「あまり熱心に教えて

くれない」「嫌い」などの回答もあり、このよ

うな回答をなくすように指導上の工夫か必要で

あろう。

　

良いプレーをしたときの指導者の反応につい

ては、「ほめる」に該当するのが95％であっ

た。選手は指導者にほめられることにより、自

分のプレーが良かったということを認識し自信

へとつながるどり､われる。「なにも言わない」

という回答もあるが指導者としては良いプレー

をしたときには、ほめることが重要であろう。

　

悪いプレーをしたときの指導者の反応につい

ては、選手がミスをしたときに怒るだけではな

く「何か原因でどうすればよいのか」を正確に

説明する必要かあると思われる。

　

チームの指導者がどのような指導をしている

かについてF楽しむことを大切にする指導」が

最も多かったのは望ましいことと思われる。し

かし、「体力を高める指導」、「試合の勝ち負

けを大切にする指導」と答えた者も存在する。

少年期には「楽しむこと」［スキルを獲得する

こと］が大切であるといわれているので、この

ような指導をすることに対しては評価できない

のではないであろうか。

　

サッカーが原因でけがをしたことが「ある」

と答えた者が約5割いた。その内訳は「捻挫」

か圧倒的に多く、次いで日丁撲」「骨折」と
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なっている。治癒状況では治療中となっている

のが全体の16％にもなっている。指導者はけが

を予防するための方策を立てると同時に、けが

をしている者に対してはドクターに診断をあお

き、実際にプレーができるのかを十分に把握し

たうえで大会や練習に参加すべきである。目先

の勝利のために無理に選手にプレーさせ、将来

性豊かな選手の選手生命を奪ってしまうことだ

けは避けなければならないと思われる。

　

指導者がけがの予防や健康面の指導を行って

いるかについて97％の者が「行っている」と答

えており、これは大変よい結果であると思われ

る。指導者はけがの予防や健康管理についての

勉強会・研修会等をドクターや親も含めて定期

的に行う必要かあると思われる。

　

指導者の体罰についてイ全くない」と答えた

者は全体の4割で、約6割の者は「体罰を受けた

ことかある」と答えている。これは非常に多い

数字である。たとえそれか選手の将来を考慮し

た上での行為であったとしても許されるべきで

はないであろう。

　

体罰を受けたときの気持ちについては「くや

しかった」「つらかった」「泣きたかった」

　

「サッカーをやめたいと思った」などどいった

体罰に対して批判的な意見か3割を占めた。選

手は体罰を受けることにより、指導者への信頼

を失う可能性もあり、また、体罰によりサッ

カーをやめてしまうといった最悪の自体も考え

られる。指導者は体罰を行うことなく選手を育

成する能力を身につける必要かおるであろう。

　

大会グラウンドに対する感想については「と

てもよい」、「ふつう」と答えた者が4割で6割

の者は程度の差はあっても不満に思っているこ

とがわかった。答えの中には「砂ぼこりかひど

い」、「喉が痛い」などの土のグラウンド特有

の悪い面を指摘する意見もあった。また、土の

グラウンドでは芝生のグラウンドよりもケガを

する確立も高くなるといったことも指摘されて

いる。「芝生でやりたい」といった意見も多く

グラウンド環境を改善する必要かあると思われ

る。あるいは、グ｀ラウンドの改善が困難な状況



湯田，秋田，杉山

なら、本大会の目的や意義とは全く別の大会の

開催の実現を議論する余地かおるのではないか

と思われる。

まとめ

　

本研究は、少年サッカー選手の現状を把握す

ることを目的として、「第19回全日本少年サッ

カー大会決勝大会」に参加した少年サッカー選

手を対象としてアンケート調査を実施した。

　

調査を実施した結果、以下のことが明らかと

なった。

Ｄ指導者に最も望むこととして「練習中はきび

　

しいかふだんはやさしい」といった、「人間

　

性」を選択した者が最も多かった。

2）指導者に対する思いについては9割の者か、

　　

「サッカーをよく知っている」「だよりがい

　

がある」などの好意的な回答をしていた。

　

し

　

かし、「あまり熱心に教えてくれない」「嫌

　

い」などの回答もごく少数ながら見受けられ

　

た。

3）指導者の指導スタイルは「楽しむことを大切

　

にする指導」が最も多かったが、「体力を高

　

める」「試合の勝ち負けを重要視する」とい

　

ったあまり望ましくない指導のスタイルも依

　

然として残っていることが示された。

4）指導者に体罰を受けた経験のある者は6割で

　

あった。体罰を受けたことにより指導者への

　

信頼をなくし、サッカーをやめてしまうこと

　

も考えられるので、体罰のない指導で選手を

　

育成できる指導者の養成が必要であろう。

5）サッカーか原因でけがをしたことか「ある」

　

と答えた者か約5割おり、そのけかか治療中

　

であると答えた者が全体の16％であった。優

　

秀な選手を育成する、あるいは傷害を予防・

　

防止するには指導者・医師（チームドクタ

　

ー）・トレーナー（メディカル、フィジカル）

　

等が密接に関連したチーム単位での組織の確

　

立か必要不可欠であると思われる。

　

上記以外について、指導者がサッカーにおい

て最も大切であると言っていること、よいプレ

－・悪いプレーをしたときの指導者の反応、け

がの予防や健康についての指導の有無、勉強と

サッカーの両立などについての結果が明らかと

なり、考察がなされた。

　

Ｊリーグが誕生してから3シーズンが経過し

たが、それに伴い少年サッカー選手をとりまく

環境も大きく変化してきていることが考えられ

る。今回の調査では全国大会に出場するような

トップレベルの少年サッカー選手にアンケート

を行ったが、おおよその現状把握はできたので

はないかと思われる。今後は地域レベルのサッ

カー選手に同様のアンケートを行いトップレベ

ルの選手との比較等も行う必要があるであろう。
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松

　

尾

　

大

　

介1）松

　

本

　

光

　

弘2）

目

　

的

　

現在、わが国におけるサッカーの普及は、国

民の代表的スポーツである野球を超えたともい

われている。

　

Ｊリーグの発足に伴い国民の関心

を多く集めるとともに、空き地、公園、グラウ

ンド、体育館といたるところで、サッカーを楽

しむ姿を眼にすることができる。このように、

多くの人々の心をとらえているサッカーは、年

令、性別に関係なく行われている。

　

Ｊリーグを

頂点にして小学生、さらに幼稚園児の所属する

チームも存在し、各々の指導者（以下コーチと

称す）のもとで指導かされている。なかでも次

の世代を担う小学生においては、サッカーの技

術習得の特性や教育的価値か考慮された指導に

注目か集まっている。

　

（財）日本サッカー協会を中心に、良い指導が

小学生のサッカー（以下少年サッカーと称す）

においてもなされることを目的として、コーチ

の育成が行われてきた。「100人の選手を育て

るより、100人のコーチを育てよ。」とは、し

ばしば耳にする言葉であり、それか日本サッ

カー界の向上にもつながることを意味する。さ

らに何よりも、指導を受ける側にとって良い指

導か望まれることはいうまでもない。そして

コーチ自身もその能力向上に日夜励んでいるこ

とは認めるところである。

　

しかしながら、全国で7431チームという膨大

な数の少年サッカーチームかあり、日常活動し

ていながらも、少年サッカーのコーチか、実際

にグラウンドでどのような行動をとっているか

についての研究報告はみられない。これまでの

サッカーの指導法に関する研究「どのようにし

1）アソカ学園サッカー指導員

　

2）筑波大学

て指導するか｣は、場と条件の設定や、分習と

全習法の比較といったものが主であった。それ

は、コーチの指導過程である実際の行動には視

点が置かれていないため少年サッカーのコーチ

は、指導過程の事実についてのフィードバック

を得ることができない。したがって、コーチ自

身の行動がどのように行われたかという指導過

程の現状についてのフィードバックを得ること

は、コーチの能力向上を図るうえで意義のある

ものである。

　

一方、近年の体育科教育学の分野では、授業

中の教師行動や生徒行動の何か、どのように学

習成果に影響するかに視点が置かれ、研究かさ

れている。それは、授業中の教師行動を、教師

の教授過程変数として捉え、どのような教師行

動か、目標、内容、教材に関わらず、学習成果

に良い影響を及ぼすかを究明する研究である。

そのため、教師行動の実態を客観的に把握する

必要性から、組織的観察法が採用されている。

また、さらにその分析結果を海外の教師行動と

比較検討することによって、良い体育授業をす

る上での多くの知見を得ている。

　

そこで本研究は、少年サッカーのコーチの能

力向上に貢献する手掛かりを得るために、長い

歴史を持つ体育科教育学の研究方法を応用する

こと比より、少年サッカー指導について以下の

3点からその現状と問題点を検討することを目

的とした。｡

　

1)組織的観察法を用い、少年サッカーコーチ

　　

のコーチ行動の実態を把握し今後の基礎資

　　

料として提示する。

　

2)教師行動との比較から少年サッカーコーチ

　　

のコーチ行動の傾向を明らかにする。
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3)少年サッカーコーチのコーチ行動の問題点

　

を抽出する。

方

　

法

1｡対象

　

対象は、6年生を中心とした小学校高学年を

担当する少年サッカーチームのコーチ6名の、

各1回の指導を対象とした。対象としたコーチ

は、コーチ歴、職業、チームの特色を考慮して

選出した（表Ｄ。

表1

　

対象としたコーチとチームの特色

　

チーム￥．人む（子どいコーチ堅コーチの職業練習回数

　　　

ナー一乃ａ三

　　　

j

　　　

14人

　　

８ヵ月

　　

学生

　　

迎ｌ回

　

つぐlf絹のスヅーツ少・団４－ム

　　　

0

　　　

14人

　

３年２ヵ月

　

学生

　　

召１回

　

つくぱ市のスポーｚ少迫団チーム

　　　

J

　　　

21人

　

３年５ヵ月ブロコーチ

　

ｇｊ回

　　

Ｊリーグノユニ７チーム
｜

　

OF

　　

25人

　

Ｓ年２ヵ月

　

学生

　　

迎IS!

　

つくぱniのスｆ－ノ少年団４－ム

　　　

八

　　　

27人

　

５年７ヵ月

　

験員

　　

週１回

　

砺木皿肌須郡のスポーツ少年団

　　　

K

　　　

20人

　　

2j年

　　

三社員

　　

ｇ２回

　

平友県干反市のスポーフ少年ai

　

なお、対象とした練習は、対外的な練習試合

やレクリェーションではなく、サッカーの技能

の習得か主な目的である通常の練習とした。

　

観察の時間は、コーチか行う、練習開始の集

合の指示から、練習終了の挨拶までとした。

2｡期日

　

練習の観察は、平成6年11月19日から12月17

日までの期間で行った。

3｡組織的教師行動観察法について

　

［組織的教師行動観察法］は、高橋健夫、岡

沢祥訓、中井隆司、芳本真によってSiedentop, D

の提示した部分観察法を合成り甫足することに

より開発された。そして体育授業中の教師行動

を総合的かつ具体的に捉えることが可能となっ

ている点が、最大の特徴である。

　

この観察法は、体育授業場面を「子どもの学

習場面」、「教授行動場面」、そして教師行動

り構造的に捉えることが可能となった。

以下各次元ごとにカテゴリーを説明することに

する（表2）。

表2組織的教師行動観察法のカテゴリー

「教師の教授行動」の次元

　

マネージメント

　　　

相互作川

・発問

　　　　　

一発問

・受理

　　　　　　　

価値的

・柵助的相互作川

　　　

創意的

・フィードパック

　　　

分析的

　　　

肯定的

　　　　　

回顧的

　　　

矯正的

　　

・受理

　　　

否定的

　　　　　

傾聴

・励まし

　　　　　

受理・受容

・説明

　　　　　　　

解答

・演示

　　　　　

・補助的相互作用

一階示

　　　　　

・フィードバック

　

巡視

　　　　

冑定的

・維持

　　　　　　　

技能的

　　

学習指碑

　　　　

詔知的

　

説明

　　　　　　　

行動的

　　

掌習の目標

　

矯正的

　　

掌習の内容

　　　　

技能的

　　

学習の方法

　　　　

認知的
・演示

　　　　　　　

行動的

・指示

　　　　

否定的

　　　

指示

　　　　　

技能的

　　　

合図

　　　　　

認知的

　　　

迅視

　　　　　

斤助的

　

掌習の補助活動励まし

・運動参加

　　　　　

技能的

・補助

　　　　　　　

認知的

・審判・記誦の伝達

　　

行励的

　　　

非機能

「子どもの学習場面」の次元

　　　　

一般的場面

・移動

・待機

・マネージメント

・休胆

・学習活動に関係のない指碑

　　　　　

体育的鳩面

・連動学習場面

　　　　

個人的技能練習

　　　　

集団的技能紋習

　　　　　　

ゲーム

　　　

体操・トレーニング

　　　　　

予俑的運動

・知的掌習鳩面

　　　

全体での教師の説明

　　　

小集団での知的活動

　　　　

演示と観察活動

　　　　　

記録活動

・その他

　　　

その他の体育的活動

　　

「対象」の次元

　　

クラス全体
コロ

　　

個人

　　

「子どもの学習場面」の次元では、子どもの

全体がどのような活動を行っているかが記録さ

れる。この次元では、ALT-PEの方法が適用さ

れ、修正か加えられている。具体的には、大き

く「一般的場面」、「体育的場面」の二つに区

分され、「一般的場面」はさらに「移動」、

　

「待機」、「マネージメント」、「休憩」「学

習課題に関係ない指導」の5つのカテゴリーに

区分されている。一方、「運動学習場面」の下

位項目として「個人的技能練習」、「手段的技

能練習」、「ゲーム」、「体操・トレーニン

グJ、「予備運動」の6つが設けられている。

また「知的学習場面」では「全体での教師の説

明一子どもの知的活動」、「小集団での知的活

動」、「演示（教師・子ども）と観察活動」、

　

［記録活動］の4項目に記録されることとなっ

か向けられる「対象」の3次元で観察するよう

　　　

ている。次に、y教師の教授行動」の次元では

に構成されている。それによって教師行動をよ

　　

Siedentop,Dによって報告されているＩマネー
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ジメント」「相互作用」「学習指導」「巡視」

の4つの教師行動のうち、「相互作用」、「学

習指導」、「巡視」を中心にその他「学習の補

助活動」、「維持」、「非機能」を加え6つの

領域が設定されている。

　

まず、「相互作用」については、「発問」

　

「受理」「フィードバック」「励まし」及び

　

「補助的相互作用」の5つのカテゴリーに区分

されている。「発問」についてはBaird, H　に

よる分類に準じて「回顧的発問」「分析的発

問」「創意的発問」「価値的発問」の4項目に

区分されている。また、「受理」の項目では、

Birdwell, Dの作成した観察法の受理の項目を

採用しており、その下位項目は、「傾聴」「受

容・活用」「回答」の3項目である。「フィー

ドバック」に関しては、Quarterman, Jによっ

て作成されたフィードバック活動の分類を参考

に作成されており、「技術的フィードバック」

と「行動的フィードバック」「認知的フィード

バック」の3つのカテゴリーに区分され、さら

にそれを「肯定的」「矯正的」「否定的」の3

つに区分するものであった。

　

したがって、

フィードバックの項目は9項目となっている。

　

「励まし」についても「技能的」「認知的」

　

「行動的」の3カテゴリーに区分されている。

　

次に、「学習指導」の領域は、「説明」「演

示」「指示」の3つに大きく区分されている。

さらに「説明」は、その内容によって「学習の

目標」「学習の内容」「学習の方法・組織化」

の3項目に分け’られ、「指示」は、「指示」と

　

「合図」に区分されている。

　　

「巡視」については、即座にでもフィード

バックを与えようとしているような積極的巡視

と、そうでない消極的巡視とに分けて考えられ

るか、ここでは区分されていない。

　　

「学習の補助活動」に関しては、Bird well, D

のカテゴリーに準じて、「運動参加」、「補助」

　

「審判・記録の伝達」の3項目か設定されてい

る。

　

「維持」、「非機能」については、そのまま

記録されるようになっている。

　

第3の「対象」の次元では、行われた教師行

動が、「クラス全体」「小集団」「ｲ固人」のど

こに向けられたものであるかが記録されること

となる。以上が「組織的教師行動観察法」の内

容である。

　

また、この観察法の観察可能性や妥当性につ

いては、日本体育学会及び、日本スポーツ教育

学会に発表され、確認されている。

4｡観察・分析の方法

　

練習中のコーチの言語的・非言語的行動をＶ

ＴＲ及び集音マイクで収録し、後に研究室で分

析した。記録はコーディングシートを使用する

　

(表3)。3次元について観察するため、1イン

ターバルにつき3コラム記録することになる。

1インターバルが3秒であるため、1分間では20

インターバル、60コラム記録することとなる。

表3組織的教師行動観察法のコーチングシート

Ｏ Ｏ

Ｏ　Ｏ
Ｏ Ｏ

ＮＯ（

Ｏ
（

　

←ページ

）←時問

040

　

←コラム数

　　　　

←第１次元
〕

　　

←第２次元

　　　　

←第３次元

　　　

また、本研究では組織的教師行動観察法を用

　　

いてコーチ行動を観察し、実態を把握すること

　　

が目的であるため、組織的教師行動観察法に次

　　

の修正を加えて行った。

　　

＜子供の学習行動場面の次元＞→＜子供の練習

　　　

行動場面の次元＞
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少年サッカー指導におけるコーチ行動の実態把握と問題点について

＜学習課題に関係のない指導＞→く練習課題に

　

関係のない指導＞

＜学習課題に関係のない指導＞→く練習課題に

　

関係のない指導＞

＜教師の教授行動の次元＞→くコーチの教授行

　

動の次元＞

＜学習の目標＞→＜練習の目標＞

＜学習の方法・組織化＞→＜練習の方法・組織

　

化＞

＜クラス全体＞→＜チーム全体＞

＜運動学習場面＞→＜運動場面＞

＜知的学習場面＞→＜知的場面＞

＜全体での教師の説明一子どもの知的活動＞→

＜全体でのコーチの説明一子どもの知的活動＞

＜演示（教師・子ども）と観察活動＞→＜演示

　

（コーチ・子ども）と観察活動＞

＜学習指導＞→＜練習指導＞

＜学習の補助活動＞→＜練習の補助活動＞

結果及び考察

1｡コーチ行動の次元

　
　

０
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図1

　

6領域の平均と芳本の比較

（Ｄ教師行動との比較

　

コーチ行動の次元における、6名のコーチに

よるコーチ行動の結果の平均と、同様に芳本が

捉えた、「ボール運動」における教師行動の値

の比較を行った（図い。本研究で採用した観察

法の最も大きなカテゴリーである6領域への時

間配当の割合は、練習時間全体に対して「マ

ネージメント」か20. 15%、「練習の補助活

動」が14. 11%、「非機能」が3. 69%であっ

た。

　

芳本は「マネージメント」、「学習指導」、

　

「巡視」、「相互作用」の4つの領域で全授業

時間の97％を占めることから、これら4つの領

域を4大教師行動として位置づけてトる。一

方、本研究のコーチ行動の値にはそのような特

徴はみられず、［練習指導］、「相互作用」、

　

「練習の補助活動」において顕著な差かみら

れ、教師行動とは異なった傾向にあることが示

された。（以下この3領域に注目することとす

る）

　

Ｄ練習指導

　　

「練習指導」は教師行動の「学習指導」に相

当するカテゴリーであり、その内訳をみると、

本研究の指示の値は全時間の1. 12%であり、芳

本の値は10.73％と大きな差がみられた。練習

指導の比較において、本研究におけるコーチ

行動の値が芳本の教師行動の値より低い値を示

した原因が、この指示への時間配当の差にある

ことが認められた（図2）。
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2）相互作用

　

相互作用とは子どもとの関わり合いを意味す

る。その下位カテゴリーであり、子どもの行動

に反応して行われるコーチ行動であるフィード

バックに注目すると、本研究の値は、18.07％

であり、芳本の8.07%を10％上回っていた。

このフィードバックへの配当時間の割合の差

か、相互作用全体の値を高くしている原因と考

えられ、本研究のコーチ行動の特徴の一つと考

えられる（図3）。

補
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用
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図3相互作用の内分け

　

3）練習の補助活動

　

運動参加の比較において、本研究の値が芳本

の値を10％以上上回っており、本研究のコーチ

か、ゲームなどの活動に積極的に参加していた

ことか認められた（図4）。

運
動
参
加

抽
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図42練習（学習）の補助活動の内分け

（2）チームごとの比較

　

次にチームごとの比較を行い、そこから抽出

された問題点は以下のようであった。

　

1）練習指導

　　

「説明」は「練習指導」の下位カテゴリーで

ある。高橋は、良い授業の条件の一つとして、

目標が明確でしかも学習者がそれをはっきりと

理解していることを指摘しているが、本研究に

おいて0.Fのコーチは練習の目標に全く触れな

かったことが明らかであり、0.Fのコーチの問

題点として認められた（図5）。
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図5各チームの説明の内分け

　

2）相互作用

　

第一にフィードバックに関しては、「肯定

的」フィードバックか「矯正的」を上回ってい

るのはJ、Oの2チームのコーチであり、K、Aに

関しては「矯正的」フィードバックが「肯定

的」フィードバックを大きく上回っている。ま

た、否定的な雰囲気を作り出し、子どもの評価

にマイナスに影響することは明らかである「否

定的」フィードバックにおいてKは3. 30%で

あった。他5チームが、0.0％～1.07％という配

当であることを考えるとかなり高い値と判断で

きる。ジーデントップは、肯定的フィードバッ

クと矯正的フィードバックの関係について、

1回の矯正的フィードバックに対して、4回の肯

定的フィードバックを与えることが、技能学習

に好ましい雰囲気を作り出すと主張しているこ

とから、「矯正的」及び「否定的」フィード
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2｡対象の次元

　

コーチ及び教師の行動の向けられる対象に関

しては、「全体」が最も多く、次に「小集団」

であり、最も少ないのが「個人」であるといっ

た順序において、教師行動と同じ傾向にあるこ

とか確認された。同様の傾向を示した原因は、

教師と同様に、コーチがコーチ中心の直接的指

導型の練習形態をとっており、児童中心の間接

的指導のものが少なかったことにも強く影響さ

れていると考えられる（表4）。

平均

少年サッカー指導におけるコーチ行動の実態把握と問題点について

バックへの時間配当に問題かおるコーチが多

かったことが認められた（図6）。
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図６各チームのフィードバックの内分け

平均

　

第二に、「発問」に関してはAの「創意的」

が0.18％で、「回顧的」の0.89%を上回る以外

は、YES、NOで回答できる「回顧的発問」への

配当が高く、「発問」は非常に重要な行動であ

り、技術的な課題に対して発問を投げかけ、子

どもに思考させ、子どもに課題を見つけ出させ

るようなテクニックを用いることが、子どもが

評価する教師行動の特徴の一つである、とされ

ている。また、とりわけ問題解決的な発問は、

子どもの思考活動を揺さぶることから、非常に

意味のある行動であると考えられている。

　

しか

しながら、本研究においては、Aのコーチのみ

を除いて、問題解決的な発問への配当か低いこ

とが認められた。

　

したがって、さらに多くの問

題解決的な「発問」が適用されることか課題と

して確認された（図7）。
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3）練習の補助活動

　

O、K、0.Fの3チームのコーチは、「運動参

加」にそれぞれ28.64%、22.76%、19.55%で

あり、Y、J、Aのそれぞれの値1. 63%、0. 93

％、0.00％よりも非常に多くの時間を配当して

いた。高橋は、運動参加がマイナスに作用しな

いことを述べていることから、ゲームなどを行

うときには積極的に参加することも、好ましい

コーチ行動の一つであると考えられる。実際に

はJ、Aにおいて、ゲームの場面が設けられてい

たのであるが、八Aそれぞれのコーチがゲーム

に参加しなかったことは、改善の余地として認

められた（図8）。
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表4対象の次元の内分け

松尾

　

松本

引用・参考文献

対象の次元

　　　

平均（％）

　　

標準偏差(SD)

　

芳本（帽

チーム全体

　　　　

49.22

　　　　　

19.08

　　　　

5560

小集団

　

27.91

　

17.15

ブ

個人

　　　　　

22､82

　　　　　　

8.53

　　　　　

18.20

結論

　

本研究では、現在まで客観的に把握されてい

なかった少年サッカーコーチのコーチ行動の実

態と傾向が、組織的教師行動観察法を用いるこ

とによって示された。教師行動との比較におい

て、本研究で得たコーチ行動の異なる傾向とし

て、以下の3点か認められた。

　

（1）指示への時間配当か少なかった。

　

（2）相互作用への時間配当が多かった。

　

（3）運動参加への時間配当が多かった。

　

また、チームごとの比較から抽出した問題点

として、次の3点が認められた。

　

（1）練習の目標に全く触れなかったコーチが

　　

存在した。

　

（2）肯定的フィードバックへの時間配当が少

　　

なく、多くのチームが矯正的フィードバッ

　　

クヘの時間配当を下回っていた。

　

（3）問題解決的な発問を適用するコーチが少

　　

なかった。

　

コーチ行動と教師行動との比較において差異

か生じた原因としては、コーチと教師という

各々の外的な条件が、それぞれの行動の違いを

生み出していると考えられる。

　

したがって、

今後の課題としては、本研究で得たコーチ行動

の実態を基礎資料として、少年サッカーコーチ

独自の研究をすすめることが必要である。ま

た、さらに多くのコーチ行動を捉え、対象とし

たコーチ自身に対して、問題点とともにフィー

ドバックすることによって少年サッカーコーチ

の能力向上に貢献することが挙げられる。
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サッカー医・科学研究

　

第16巻(1996)

はじめに

指導者とはいかなるものか。指導者の叫び

　　　

一臨床スポーツ社会学の試み一

　　　　　　

加

　

藤

　

朋

　

之1）

　

臨床スポーツ社会学とは、社会学的視点を道

具として現場での様々な問題の解決を目指すも

のである。社会学的視点とは、様々な事柄をよ

りミクロな個々人の内面へと分析していくので

はなく、よりマクロな個々人を取りまく構造へ

と分析していく視点である。この視点によって

現場にいる当事者では気付きにくい様々な問題

要因を発見できる。その点にこのスポーツ社会

学の現場の有用性かおる。

　

ただしこの臨床スポーツ社会学は、現在確立

している学問体系というものはなく、今後の視

角としての筆者の構想であることは前もって言

明しておかなければならない。その上で具体像

を提示すれば研究医学に対する臨床医学に近似

している。いずれにしろ今後現場でのやり取り

を重ね確立すべきであると考えている。またこ

の臨床スポーツ社会学は、学問的寄与ではな

く、あくまでも臨床的協同作業を目指してい

る。

現場からのグラフィ

　

「Ｊリーグが出来て、将来の選択肢としての

プロサッカー選手かできたのだけれど、それで

は実際の部活動の中でどれだけその道に貢献で

きるのか、本当に頭か痛い問題だ。今までは私

も生徒も、それに学校もチームとして全国大会

に出ること、もっと言えば全国制覇が目標でよ

かった。

　

しかし現在では目標はそれぞれに多様化し、

Ｄお茶の水女子大学文教育学部

　　　　　　　　　　　　

一一

それぞれに重要性が高まっている。これまでの

全国大会へという目標一本ででも実現が難し

かったのに、指導者としてどう対応すればよい

のだろうか。同僚の先生方と話をすると結局は

チームが勝って、Ｊリーガーが生まれることを

目標にすればに落ちついてしまう。

　

しかし理想

はともあれ現実の問題として生徒も親もサッ

カーをすることに対して敏感で、かなりの要求

がなされるのである。」

　

このようなある指導者の問いかけに対して基

礎的なデータとして私か採り上げたのは、別表

の質問項目とその結果である。そこから問題解

決への糸口として「強いチームを作る」と「良

い選手を育てる」という視点と教員とクラブ指

導者という視点に注目した。

　

実際に前述の問題提起された方は教員であ

る。教員とクラブ指導者の立場の違いについ

て、私か採った社会学的視点は、資本主義社会

での文化資本の所有者（教員）と人的資本の所

有者（クラブ指導員）というものであった。こ

の視点から見ると象徴的支配の型と現実的支配

の型の違いとして両者の立場か理解されてく

る。教員というのは、現実的な財を作り出す立

場というよりは正当な言説を作り出す立場にあ

る。つまり教員は「良い選手を生み出す」とい

うことよりも「強いチームを作る」ことに近似

な立場にあるといえる。そこで前述の指導者の

方への私の提案は以下の3点であった。

１（教員という立場を考え）現在自分か持つこと

　

の可能な目標の範囲を明言してはどうか。特

　

にその目標の範囲は「強いチームを作る」と

　　

「良い選手を作る」という軸で考えてはどう
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か。

２その上でその範囲外の目標達成のためのネッ

　　

トを積極的に作る努力をしてはどうか。

３またさらに日本のサッカー界での自分の現実

　

的な位置（どのぐらいの力かおるのか）を確

　

認すべきではないか。

　

それに対して1については指導の方向性が明

確になり、活動の方向性が整理できた。指導に

対する迷いもなくなってきた。２については

ネットを活用するアイデアはいいと思うが、実

際にそれを作るのにどう始めて良いか皆目見当

もつかない。それが出来れば本当に楽になるの

であるが。3については厳しい提案であるが、

自分のチームの選手を直接日の丸に推薦できる

立場でないことも事実であり指導者としての自

分の位置を確認するためによかった］との返答

があった。ただしこの提案は指導者の運命的、

絶対的な立場を示した訳ではなく、指導者の出

発点もしくは現在の立場の確認を求めるもので

あることは注意しなければならない。

　

つまり実際の現場における教員＝「強いチー

ムづくり」、クラブユース指導者＝「良い選手

づくり」を固定的に観ているのではない。

　

こうした対話によってＪリーグの誕生という

社会変化に対する現場指導者のスタンスを見据

えることができた。さらにそこから今後起こる

　

（またこれに続く）問題の対応を協議していく

ことになった。

まとめ

　

この臨床スポーツ社会学の試みは、もちろん

単独で作用し効果を上げるものとは考えていな

い。現場の問題を解決していくための様々な道

具の一つであり、様々なやり取りによって造り

上げるべきものである。本論は、その過程の一

つに過ぎないのであり、今後への継続が大切な

ことを筆者は心得ている。

　

以下にはこの作業において寄せられた指導者

の方々からの意見を提示する。途中傍線以前は

に近似すると筆者が分析したものである。ただ

しテキストは開かれておりその他の分析もまた

可能ではあろう。

＜レギュラーと補欠について＞

・レギュラーは競技としてサッカーをしている

　

が、補欠は単にスポーツとして楽しむことを

　

目的としている。

・あくまでレギュラーになり、試合に出場する

　

ことか目標である。

・自分に（ママ）実力を勝手に判断し、あきら

　

めが早く、目的意識かなくなってしまう。

＜フリーダが出来て（選手は）＞

・戦術おたくか増えた（選手以外にも指導者に

　

も散見される）

・高いレベルのサッカーを以前より簡単に目に

　

することができ、選手にいいイメージを持だ

　

せられる。

・Ｊリーグの試合を見る機会か増えたことによ

　

り選手の意識か高まり、練習、試合へ取り組

　

む姿勢が良くなった。

　

Ｊリーグの良いプレーを観て自分たちの試合

　

の中にも取り入れている。

・競技の価値観か高まった。

・プロ選手の外見をそのまままねようとする者

　

がいる。それ自体はそんなに悪くないか、校

　

内ということと、生徒ということに関しては

　

やはりまずい。

・進路選択方法か数少なくなった。慎重に進路

　

を考えるようになった。あくまで進路は本人

　

の問題。指導者である私に決定権はない。

・自己能力分析を冷静にできない。

＜指導者としては＞

・周りから色々言われるようになった。

＜大会への参加、登録制度に関して＞

・一つの学校から、ユースの大会及び高体連に

　

登録ができるようにした方がよい。

・登録人数か多いので、各種大会（県大会等）

　

へ1校より数チーム出場できるようにしたら

　

どうか。

［教員］的軸に、以降は「クラブ指導者」的軸

　　

＜これからの青少年サッカーの方向性は＞
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・これからは社会体育(クラブ)中心になってい

　　　

めてゆかなければならないと思う。

　

くと思われるが、学校としても、部活動が全

　　　

・Ｊリーグ加盟地域の優秀選手がクラブへ流れ

　

くなくなってしまうと活気かなくなり、ただ

　　　

ることで、学校運動部の大会は14地域レベル

　

単位を取るだけの者になってしまう可能性が

　　　

ダウンする。地域の発展が合って(ママ)成

　

ある。最終的に、クラブ、学校どちらかを選

　　　

立したＪリーグも、逆効果となることを心配し

　

択するのは本人(周囲の人も含めてではある

　　　

ている。

　

が、レベル、目的等に合わせて、両方が共存

　　　

・Ｊリーグ加盟チームで日本全土をカバーする

　

できるのが望ましいのではないだろうか。

　　　　

ことは不可能である。学校における部活動の

・クラブチーム、学校チーム共に分け、良いラ

　　　

意義かなくなることはないと思う。各組織が

　

イバル意識を持ち、成長した中で戦っていく

　　　

連帯して良い方向に向かっていくと思うし、

　

必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

またそうならなければならない。

・何となくＪ発足以来、高校の指導は良くなく

　　　

・高校のサッカー部もクラブチームもサッカー

　

ユースチームが良いように世論を持ってゆこ

　　　　

クラブとして考えればよいのでは。

　

うとしているように思える。私達高校の指導

　　　

・日本の教育制度か現行のままである限り、高

　

者も常に向上していくように努力をしてゆき

　　　

校の部活動は色々な点において重視されるべ

　

たいと思っているのだから、良い指導をして

　　　

きである。

　

Ｊリーグが発足しても、日本の社

　

いたり、良いサッカーを展開している場合は

　　　

会体育の移行は、外国のように民族性、生活

　

評価をしてゆくべきだと思う。

　

Ｊユースの選

　　　

習慣の違いにより早急に転換できないと思わ

　

手だけで日本のサッカーを発展させてゆくこ

　　　

れる。高校卒業後でも、年齢的にも十分であ

　

とは不可能である。なぜなら14～18位のチー

　　　

る。むしろ人間形成か達成されてからの方が

　

ム人数では少なすぎる。4000を越える高校の

　　　

望ましい。

　

チームとＪユース、地域クラブなど、すべて

　　　

・クラブと学校の部活動か①同じ土俵②違う土

　

が日本サッカーの人材の場所であることは開

　　　

俵③学年別④地域別、でお互いに競い合う場

　

違いない。それらのチームかお互いの協力を

　　　

も大切だと思う。クラブには学校の部活在籍

　

して選手を育成してゆくためにはまだ時間が

　　　

者を重複登録できるようにして、①②には

　

かかると思われるが、もっと現場の意見を聞

　　　

参加できるようにすることが望ましいと考え

　

く機会を持つべきだ。

　　　　　　　　　　　　　　

ています。

・世界的にサッカーはプロ組織中心に発展して

　　　

・サッカー界にはサッカーそれ自体の組織がで

　

きたことは言うまでもない､､学校スポーツが

　　　

きないと発展しないと思います。ようやくＪ

　

基礎ではない。これか歴史であり、日本は学

　　　

リーグがスタートして、十数クラブがサッカ

　

校スポーツかサッカーを含めてスポーツの基

　　　

－を専門にした会社として設立されました。

　

礎(盤)である。これが歴史であり、Ｊが欧

　　　

しかし、現状は社会の中で地域のアマチュア

　

州のプロ組織を見本とし、できたからと言っ

　　　

スポーツと組織を同じにしたクラブは一つも

　

て、全てこの方向に、この方向を優遇する考

　　　

なく、営利的な考え方が先行しています。

　

えには疑問を持つ。ユース大会、ジュニアユ

　　　

学校スポーツはこれまでの歴史では日本の卜

　

－ス大会等交流の場もあり、新たに門戸を明

　　　　

ッププレーヤーを育ててきましたか、学校ス

　

けるには問題は多いと考える。日本には日本

　　　

ポーツの本来の目的とは異なるように思いま

　

の発展の型があればいいのでは。

　　　　　　　　　

す。プロサッカーの世界ができた以上、プロ

・日本の場合学校教育を中心に行われてきたの

　　　

志望のチームが参加する競技会とレジャー的

　

で、クラブだけで行うことはむずかしいと思

　　　

に健康スポーツとしてのサッカーを志向する

　

う。しばらくは、学校体育、クラブ両方で進

　　　

競技会をわける(区別する)べきと思います。
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学校スポーツとクラブスポーツを区別するの

ではなく、志向するレベルによって競技会を

分けて行くべきだと思います。そうすれば、

地域クラブもＪクラブではなくても発展して

いけるでしょう。

　

トップを目指すクラブは、

学校であろうと地域クラブであろうとＪクラ

ブであろうと環境を整備し、競争に負けない

ように努力するでしょう。

＜レギュラーと補欠について＞

・将来プロになれるかも知れないというところ

　

で、サッカーに対する取り組み方などに差が

　

出る。

・自分のレベルを感じ始めた時に、そのレベル

　

で合うクラブ（チーム）を選び、退部してい

　

く（サッカーをやめるわけではない）。

＜Ｊリーグが出来て（選手は）＞

り固々の意識の高まり。良いプレーを見る機会

　

か増えた（外国人プレーヤーか中心）。

・ゲームの内容を無視した、結果を求める傾向

　

か強くなっている（目先の勝負にこだわりす

　

ぎる）。

・現状の環境に満足し去る選手もあり、豊かさ

　

かかえってマイナス面になる。

＜指導者としては＞

・勝負にあまりこだわらなくなった。

・サッカーを好きになってもらう人閣をより多

　

くからＪをめざせる人間を育てたい。

・ハイレペルな選手の育成。

・Ｊリーガーを生みたい。

・育てるという意識が持てたした。

＜大会への参加、登録制度に関して＞

・是非とも個人登録にして、大会ごとに個人か

　

登録したチームで出場できるようにしてほし

　

い。

・現在の登録制度では沢山の選手に機会を与え

　

てやれず、上達の可能性のある選手の芽を摘

　

んでいる気がする。選手はゲームを通して上

　

達する。

・指導者が勝利至上主義にならなければ（フェ

　

アーであれば）選手が平等に試合に出場でき

　

るようになることが大切だと思う。

　

サッカーはプレーして楽しむことが大切だ。

＜これからの青少年サッカーの方向性は＞

・基本的には、週5日制の徹底とともに、クラ

　

ブでのサッカーが主体となるよう、行政に働

　

きかけてゆくべきだと考えます。

・高校の教員に頼るシステムよりも、社会的に

　

コーチ制度を充実させて、専門のスタッフ

（技術、トレーナー）がチームの運営をする方

　

か未来かおる。教員の転勤でチームがガタガ

　

タになるし、教員は他の仕事が多すぎる。

　

教員の中で専門技能を持っている人は、クラ

　

ブのコーチをして、午後5時からはペイされ

　

て働けばよい。

・学校中心の考え方よりクラブ組織中心の方向

　

に行くべきだと思う。

・Ｊリーグ加盟クラブと加盟以外の地域クラブ

　

か将来的に主流になっていくと思う。世界的

　

に見てもそれが色々な面で自然であり、育成

　

・強化ということはいい方法と思われる。だ

　

が現時点では、今いる生徒（選手）をどうやっ

　

て育てていくかに現実問題があるわけで、意

　

図的に融和させなくてもいいものだと思って

　

いる。

・良い選手が良いチーム、強いチームは集中す

　

るのは当然で、生き残りの競争かおる以上、

　

交流を図る手段はあるとしても、融和という

　

のは難しいと思う。良いチームで人数か多く

　

なるほど選手への対応か重要だと思う。Ｊ以

　

外のクラブでは人員確保を考えないと、融和

　

どころか存続自体か困難になる。ｘｘ県では

　

相変わらず高校の先生の独壇場なので、2種

　

全体の向上などは話にもでない。クラブの選

　

手に、「クラブに入ると先生方に見てもらう

　

機会か少ないので国体には入れない」などと

　

技術委員の先生か言ったりするほど。

・より良い環境で選手を育成することを一番に

　

考えてゆこう。選手が一番であることを考え

　

よう。

・学校を中心とするサッカー組織は授業の一貫

　

とする程度にとどめ、欧州や南米を見習い、
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地域クラブを中心にすべき。

　

Ｊリーグ加盟ク

　

ラブは地域クラブの一つとして据えればよい。

・元々目指しているものや環境面がことなるの

　

だから、交流ということよりも、ある程度グ

　

ループやレベルで分けて、クラブ、学校や選

　

手の質や指導者によって分類すべきだ。
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はじめに

　

開幕３年目のＪリーグの観客に関する調査結

果の概要を報告する。実査は以下の調査仕様に

基づくものである。本稿は、開幕前年を含めた

過去３年間の調査結果の時系列的な変化の特徴

も合わせて報告するものである。

　

調査の主な仕様は、

①調査期日:1995年9月２日～9月30日

②調査対象:12歳以上の男女個人

　

2,239名

③対象試合:’95

　

Jリーグニコスシリーズ

(Table. 1参照）

④調査方法：層化二段（性・年齢）無作為抽出

法による質問紙調査法（スタジアム内での簡易

的な訪問留置法による）

⑤回収票数と回収率：有効回収票2,039票、有

効回収率92.7%、などである。また、試合観戦

後の評価については質問紙郵送回収法を併用し

た（註３）。

１

スペクテイターのプロフィール

巾基本的属性

①性別構成比

　

観察により抽出された調査対象者の性別は、

男性53. 9%、女性46. 1%であった(Table. 1)。こ

Tabl≪.I鯛査対象試合と有効回収数､性別徊成比

Table. 4　性別構成比

　　　　　　　

男性

　　　

女性

’95

　　　

53.9

　　　　

46. 1

’94

　　　

57.2

　　　　

42.8

’93

　　　

61.0

　　　　

39.0

’92

　　　

69. 1　　　　30.8

　

の性別構成比については、年々、女性比が高く

　

なる傾向がみられる(Table.4)。

　

②年齢構成比

　　

全体では、20歳代(22-29:39. 2X)が中心であ

Table.2　観戦者の性・年齢（カテゴリー）

'95

　

10歳代

　

大学生

　

20歳代

　

30歳代

　

40歳代

　

合

　

計

　　　　　　　　　

年代

　　　　　　　　　　

以上

男性

　　

143

　　

169

　　

409

　　

246

　　

132

　

1.099

　　　　　

13.0

　　

15.4

　　

37.2　　22.4　　12.0　100.0

女性

　　

104

　　

229

　　

390

　　

135

　　　

82

　　

940

　　　　　

II.I　　24.4　　41.5　　14.4　　8.7　100.0

　

計

　　

247

　　

398

　　

799

　　

381

　　

214

　

2,039

　　　　　

12.1　　19.5　　39.2　　18,7　　10,5　100.0

　　　　　　　　　　　　　　　　

回収数女性比

　　　　　　　　　　　　　　　　

CN) (≪

I) 9/ 2 ベルマーレ平塚ＶＳｻﾝﾌﾚｯﾁﾞl広鳥　（平塚）　357　47.7

2) 9/ 9 横浜ﾌﾘJ-ｹﾞﾙｽ　V S　カンパ大阪　　（三ツ沢）　440　40.6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-
3) 9/27横浜ﾌﾞﾘｭｰｹﾞﾙλ　V S　柏レイソル　　（三ツ沢）　543　･10. C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-
4) 9/30横浜マリノス　V S　名古屋グランパス（三ツ沢）　733　如.6

　　　　　　　　　　　　　　　　

2.073

　

46. I

Table. 3　平均年齢

'95

　

Mean(S/D)

　　　　　　

N

男性

　

27.3(9.6)

　　　　　

1,097

女性

　

25.3(8.4)

　　　　　　

935

　

計

　

26.3(9.1)

　　　　　

2,032

Ｎ

％

Ｎ

％

Ｎ

％

る(Table. 2,3)。男性は30歳代の構成比もや

や高い(22.4%)が、女性は、大学生年代が多く

(24.4%)、女性の若いファンか目立っている。

1)筑波大学

　

2)鶴見大学

　

3)お茶の水女子大学

　

4)筑波大学付属高校

　

5)産能大学

6)東京大学大学院

　

7)筑波大学大学院
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昨年に比べると高校生以下が減少し、20歳代、

30歳代、40歳代以上がいずれも微増である

Table.5　年齢構成比

　　　　

高校生

　

大学生

　

20歳代

　

30歳代

　

40歳代

　

50歳代

　　　　

以下

　　

年代

　　　　　　　　　　　　　　　

以上

'95

　　

12.1　　19.5　　39. 2　　18,7　　　10.5

'94

　　

17.4

　　

19,7　　35. 2　　17.3　　8.5　　1.9

'93

　　

10.8　　20.8　　42.0　　16. 6　　7.6　　2.4

　

(Table. 5)。僅かであるが、昨年よりも平均

年齢が高くなっていた。

（2）ファン的な属性

①観戦歴［Fi9］、Table. 6)

混血に翌

ぺ
゛7

　　

回

　

ノ皿¨とし

　　　

卜

回遊窓辺務彩容

　　　

・･

　　　

回回目詣じ

　　　　　

卜

盗携彩万密談第，麺

　

謳

　

｀y

　

11.6

　

図目Hk止し

　　　　　

／

　　　　

‾

託笏詰不露顕感服町

　

回・む

　　

177

　

盗謳芯勿才

1’［ji可石ii
I-2fr^n D2-ぶ60≪　EOI　ロ匝匹了

Fie l　啖戦者の観戦既

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

如.0

30､0

2り０

匝０

n,0

累積％

Table. C　性別でみた観戦歴

　　　　　　　　

１年未満

　　

１～５年未満

　　

５年以上

　　　

195

　　　　

15.5

　　　　　

62.9　　　　　21.7

男

　

’94

　　　　

28.8　　　　　52.5　　　　　21.7

　　　

’93

　　　　

48.4　　　　　22. 9　　　　　28, 7
性

　

’92

　　　

26.0　　　　　21.4　　　　　51.9

　　　

’95

　　　　

22.8

　　　　　

69.2

　　　　　　

8.1

女

　

’94

　　　　

38.7　　　　　54.7　　　　　　6.6

性

　

’93

　　　　

67.9　　　　　22.5　　　　　　9.6

　　　

’92

　　　　

49.8　　　　　31,6　　　　　18.7

　

今年の新規参入者（観戦歴１年未満の観客）

は18.9%にとどまったか、性差は依然として大

きい傾向にある。（男性新規:15.5%、女性新

規:22.8%）

　

昨年の新規参人者か、かなりの割合で「１～

２年未満」のカテゴリーへ、一昨年の新規参人

者も、かなりの割合で「２～３年未満」のカテ

ゴリーへ移行していることが推測される。

　

’95の結果では、Ｊリーグ開幕以降のファン

　

（観戦歴３年未満）は全体の71.5%を占めてい

る。

②観戦頻度

　

観戦者の年間観戦頻度は、全体の平均は9. 15

回（標準偏差9. 70,N =2, 022)、男性の平均は

9.01回（標準偏差9. 69, N =], 097)、女性の平均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・３

　　　　　　　　　　　　　　　　　

今

　　　　　　　　　　　　

５．６

　　　　　　　　　　

５２

　　　　　　　　

弓

　　　　　　　

１２

　　　　　

３０

　　　

２４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-

　　

１

　

７

　　　　　　　

一一
７１

１
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Fig.2　年間観戦頻度の構成比と累積百分率
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仲渾，平川，杉山，中塚，江口．高橋，榎

は9.36回（標準偏差9. 68, N-925)であった。

　

その分布は、Fig. 2のとおりであるが、年間

6回以下が全体の半数（50.0%）を占めている。

③ルールの理解

　

昨年と比べると、ルールの理解度（註２）は

やや低下している。(Table. 7)

Table.7　ルールの理解度

　　　　　　

かなり

　　　

やや

　　　

あまり

　　

ほとんど

　　　　　

知っている

　

知っている

　

知らない

　　

知らない

’9 5　　23. 3　　　　56.6　　　　17.5　　　　2.6

’9 4　　26. 2　　　　53,5　　　　18. 2　　　　2.1

’9 3　　20. 5　　　　51.3　　　　19.4　　　　2.9

゛9 2　　38.2　　　　43.8　　　　15. 1　　　　2,9

④好きなチーム、選手の有無

　

好きなチームの有無については、年々、「あ

り」とする割合が高くなっており、また、好き

な選手についても同様である(Table. 8,9)。

Table. 10　観戦の動機ときっかけ

Table. 8　好きなチームの有無

　　　　　　

あり

　　　

なし

’9 5　　　89.3　　　　10.7

’9 4　　　87.0　　　　13.0

’9 3　　　83.2　　　　16.8

’9 2　　　72.5　　　　27.5

Table. 9　好きな選手の有無

　　　　　

あり

　　　

なし

’9 5　　75.0　　　25.0

’9 4　　74. 8　　　25.2

’9 3　　68.4　　　31.6

’9 2　　65.9　　　34. 1

　

ルールの理解度の向上は見られないが、ファ

ンとしての発展はみてとれる結果である。

（3）直接観戦の動機ときっかけ(Table. 10)

「プレイのすごさを楽しみたいから」「サッ

カーか好きだから」「競技場の雰囲気を味わい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

三年目

　　　

二

　

目

　　　

阪

　

年

　　

開

　

前年

プレイのすごさを楽しみたいから

　　　　　　　　　　　

91.7

　　　　

89.7

　　　

94.3

　　　

94.1

サッカーが好きだから

　　　　　　　　　　　　　　　　

88.3

　　　

84.1　　　　84.6　　　90､9

血血

　　

の

　　　　　　

いたいから

　　　　　　　　　　

86.0

　　　

84.5

　　　

85,5

　　　

87､5

‾レピでは

　

れかい

　

２

　　

たいか｀

　　　　　　　　　

86.0

　　　　

85.5

　　　　

B7.4

　　　　

84.8

ひいきのチームの応

　

に

　　　　　　　　　　　　　　　

76.5

　　　　

72.5

　　　　

699

　　　　

650

選手との臨

　

感

　

一

　

感を味わいたいから

　　　　　　

75 4　　　　71.8　　　　78 2　　　74, 4

生で勝敗や結

　　　

たいから

　　　　　　　　　　　　　

71.1　　　　68.9　　　　69.4　　　　73.2

応援することでチーム

　

サポートしたいから

　　　　　　

67 9　　　　69.8　　　　69 0　　　　65.4

ひいきの選手の応援に

　　　　　　　　　　　　　　　　

54,7

　　　　

50.9　　　　51.1 ’　　65.0

応

　

でストレス

　

”jしたいから

　　　　　　　　　　　

48.0

　　　　

46.2

　　　　

45.2

　　　　

37.9

応

　　

－のー

　

、

　　

いたいか｀

　　　　　　　　　　

471

　　　　

50.7

　　　　

524

　　　　

44､5

‾レビで

　　

しかいか｀

　　　　　　　　　　　　　　　

46 1　　　　42､9　　　　65.0　　　　65.6

地元をホームタウンとするチームだから

　　　　　　　　

45.7

　　　　

50.2

　　　　

47.5

　　　　

21.4

友人に誘われて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

27.8

　　　

29.1　　　　30.8　　　35.2

チケット

　

もらったから

　　　　　　　　　　　　　　　

24.8

　　　

35.0

　　　　

32.3

　　　　

19.5

自分のプレイやチームの

　　

に

　

るために

　　　　　　　

16.1　　　　13.8　　　　19.4　　　　28.4

　　

サービスで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

13.B　　　　10.4　　　　13.5　　　　11.3

乙

　　

んにi

　

にか

　

か｀

　　　　　　　　　　　　　　

11.7

　　　　

25,8

　　　　

33.4

　　　

28.5

チームと

　　

が

　

．､が

　　

か｀

　　　　　　　　　　　　

8.4

　　　　

10.1　　　　11.1　　　　11.0

知り合い

　

友人が出てるから

　　　　　　　　　　　　　

7.4

　　　　

8.9

　　　　

10､9

　　　　

11.9

職場・仕事の関係で

　　　　　　　　　　　　　　　　　

6.8

　　　　

11.3　　　　け３　　　　５､６

数字は「大いにあてはまる」と「あてはまる」を加え九割合
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Ｊリーグの観戦者行動に関する社会学的研究(1)～観戦者ならびに観戦行動の特徴の時系列的な変化を中心に～

たいから］「テレビでは見れない部分を見たい

から」などは、かなり高い該当率を示してい

る。これらは、ここ４年間をとおしてコンスタ

ントに上位（85-95%）にあり、観戦動機の中核と

して理解できる。

　

昨年との比較では、［今、盛んに話題になる

から］（づ4.1%）あるいは「チケットをもらった

から」（-10.2%）の項目の該当率がかなり低く

なっていた。

　

一方、微増ではあるが、「サッカーが好きだ

から」（べ｡2%）、「ひいきのチームの応援に_

∩４．０％」、「ひいきの選手の応援に」

03.8%）、「選手との臨場感、一体感を味わい

たいから」03.6%）などの該当率が高くなって

いた。微減ながら変化のみられた項目は、（応

援仲間の一体感を味わいたいからJ03.6%）、

　

「地元をホームタウンとするチームだから」

04.5%）、「職場・仕事の関係でJ04.5%」な

どである。

　

ここ4年間でみた特徴的な推移をみると。

　

「ひいきのチームの応援に」の項目が年々該当

率が高くなる傾向、「地元をホームタウンとす

るチームだから」の項目が、開幕年に急増し、

以後、コンスタントに該当率を保っているこ

と、ここ3年間も50%前後の高い該当率を持って

いるが「ひいきの選手の応援に」の項目は開幕

前年は特に高かった傾向、などがあげられる。

（4）意見反応

①入れ替え戦制(Table. 11)

Inblc.II

　

入れ替え戦川

　　　

1.大いに必妥

　

２必要

　

3.どちらとも

　

４不要

　

5,まったく不要

　

'95

　

劇3×

　　　

33.811

　　

19.0×

　　　　

3 8S　　2. 2S

　

‘94

　

35 7S　　　31.9×　20､5%　　　　7.5≫　　<.3≫

　

入れ替え戦の必要性を肯定する割合は、

75. ＼%である。昨年よりも肯定する傾向が強く

なっている。

②Ｖゴール(Table. 12)

liililc.12　Vゴールルールの足非

　　

１大いに賛成

　

２貧成

　

３どちらとも

　

4,反対

　

5.大いに反対

‘95

　

23 1S　　　　A2 l＼　　2¶､0≪　　　　98%　　4 0X

｀94

　

M､〔n

　　　　

38.9);

　　

26.1≫　　　　13 5X　　53ゝ

’93

　

22-711　　　　23 9%　　27､n　　　　ll.7≪　4 5S

　

Ｖゴールルールを肯定する害|』合は、65. 2%で

ある。昨年よりも肯定する割合が高くなってい

る。

③サッカーくじ(Table.13)

　

サッカーくじの導入を肯定する割合は、

52.2%である。昨年よりも肯定する割合は僅か

ながら増えている。

①サッカーくじ購入意向(Table.14)

･lulile.14　サッカーくじの附入意向

　　

1.購入すると思う

　　

2.購入しないと思う

　　

3,わからない

’95 50 7S　　　　　　28. ex　　　　　　　22､8S

’94

　

54 1S　　　　　　23. 5!(　　　　　　　22.4%

　

サッカーくじ購入意向を持つとする割合は、

50.7%である。意向を持つ人の割合は、昨年よ

りも僅かながら減っている。

２。観戦者行動の概要

(1)競技場までの交通費と所要時間

　

(Table. 15-18)

Table. 15　会場までのil要時１　分･生別

　　　　　　　　　

゜Mean

　　

Std Dev　　Cases

全休

　　　　　　　　

75.91

　　

64.78

　　

2037

　　

生

　　　　　　　

75.27

　　

65. 11　　　1096

女性

　　　　　　　

76.68

　　

64.42

　　　

941

Table.16 会　までのR　　　g1　分･　ＭＩ

　　　　　　　　　

Mean

　　

Std Dev　　Cases
全休

　　　　　　　

75.96

　　

64.71

　　　

2054
10歳代

　　　　　　

61.98

　　

45.46

　　　

246
大学生

　

代

　　　　

80.43

　　

73.78

　　　

397
20歳代

　　　　　　

82.53

　　

62.17　　　793
30歳代

　　　　　　

71.29

　　

76.21

　　　

380
40歳代以上

　　　　

68.53

　　

48,71

　　　

238

Table. 17　会場までの交通　　円;性別

　　　　　　　　　　

Mean

　　

Std Dev　　Cases

全体

　　　　　　

1881.20

　

5348. 10　　　1989

男性

　　　　　　　

1919,36

　

5545.03

　　　

1066

女性

　　　　　　

1837. 13　5113. 88　　　923

174

ｈ山lc.13　サッカーくじ導入の是非

　　　

1.大いに賛成

　

2 1t成　3.どちらとも　４反則　５大いに反対

　

195 ・25.9%　　　28. 3≪　　32.6×　　　　9 7S　5.5>;

　

’94

　

22.5%　　　27. 4%　　33.5×　　　　10.B%　　5.S%

　

‘93

　

26.0%

　　　

23.9≪　　37.7)1　　　　8.ox　4 4X
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Table.18　会場までの文通　　円;年齢別

　　　　　　　　

Mean

　

Std Dev　Cases
全休

　　　　　　

1887.35

　

5346.64

　　

200G

10歳代

　　　　　

1322.44

　

6466.85　　　242
大学生年代

　　　

1653.21

　

3162.50　　　389
20歳代

　　　　　

2022.57　4351.44　　　783
30歳代

　　　　　

1971.52

　

6919.58

　　　

367

40歳代以上

　　　

2291.87

　

6967.07　　　225

　

会場までの所要時間は、平均で75.9分であっ

た。これは、昨年の結果よりも3.4分ほど短く

なっているが統計的に有意な差ではない。性別

による差異はない。年齢では、大学生年代～20

歳代の平均所要時間が大きい。

　

会場までの交通費は、平均で1881.2円であっ

た。昨年の2214円よりも15%程、少なくなって

いる。性別では、男性の方が多く、年齢では20

歳以上で交通費の平均が大きくなっている。

(2)競技場での消費額(Table.19-25、Fig. 3)

Table. 19　ｽﾀﾝﾄﾞでの飲　消　客　円･生別

　　　　　　　　

Mean

　

Std Dev　Cases

全

　　　　　　　

763.01

　

1120.29

　　　

409

男性

　　　　　　　　

9B7. 16　1356.95　　　183

女性

　　　　　　　　

581.50

　　

064.44

　　　

226

2500. 00

2000. 00

1500. 00

1000. 00

500. 00

0.00

　　　　　　

全体

　　　　　　　　

男性

Fig. 3　スタンドでの消費額

Table. 20　ｽﾀﾝﾄﾞでの飲食消　額　円;年齢別

　　　　　　　　

Mean

　

Std Dev　Cases

全休

　　　　　　　

764. 65　1127.53　　　411

1(珊

　

戈

　　　　　　

466.28

　

626. 57　　　　43

大学生年代

　　　

560. 39　728. 97　　　77

20歳代

　　　　　　

664. 38　1010.32　　　153

30歳代

　　　　　　

905. 00　1135. 10　　　84

40歳代以上

　　　

1359.26

　

1806.44

　　　　

54

Table, 21　スンドでのグッズj　　額　円;生jil

　　　　　　　

Mean

　

Std Dev　Cases

全

　　　　　　

399. 80　1199.87 ’　409
男性

　　　　　　　

443. 17　1098.67　　　183

女性

　　　　　　　

364. 82　1277.29　　　226

Table.22　ｽﾀﾝﾄﾞでのグッズ消’縦‾円:年齢別

　　　　　　　　

Mean

　

Std Dev　Cases
全体

　　　　　　　

395.50　1197.05　　　411

10

　

戈

　　　　　　

265.12　511.25　　　　43
大学生年代

　　　　

287.01

　

740.08　　　77
20歳戈

　　　　　

352.61　1025.30　　　153
30歳代

　　　　　　

642.86　1962.87　　　84
40歳代以上

　　　　

390.74　954. 29　　　　54

Table. 23　ｽﾀﾝﾄﾞでの　の囮　　　　　　　｜

　　　　　　　

Mean

　

Std Dev　Cases
全本

　　　　　　

101.47

　

457.83　　409
男性

　　　　　　

113.11

　

552.16

　　　

183

女生

　　　　　　

92.04

　

365.06　　226

女性 10歳代

　

大学生年代

　

20斌代

　　

30歳代

　

40崖代以上

-175

　

圏

　

ｌ飲食

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

279.63

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

45.24

　　

390.74

101.47

　　　　　　

4≪.17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　642. 86　　願

399.88　　　　　　　§§　92.04　　　　　　234.88　　97.40　　S.i　　R譲　　｜

詔

　　

H

　　

H順Ｈ
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Table. 24　ス　ンドでの　の囮　　　　　　　a

　　　　　　　　

Mean

　

Std Dev　Cases

全休

　　　　　　　

100.97　456.76　　　411

10歳代

　　　　　　

234.88　984. 86　　　43

　

'｀生

　

戈

　　　　

97.40

　

403.27　　　　77

20

　

代･

　　　　　　

32.68

　

205.46　　　153

30歳代

　　　　　　

45.24

　

194.75

　　　

84

40歳代以上

　　　　

279.63　605. 13　　　54

Table. 25　スタンドでの消費額（昨年との比較）

別) Tableバ?6

　　　　　　

’95

　　　　

’94

　

1

　　

’94→’95

飲

　

食

　　　

763. 0　　　917. 3　　　-16. 8%

グッズ

　　　

399. 9　　　743. 6 1　　-46, l'/>

その他

　　　

101. 5　　　　124. 2　　　-18.3%

総

　

額

　　

1.264. 4　　　1,785. 1　　　　-29. 2≪

（註）スタンドでの消費額の項目は、観戦終了後で

ないと確定しないため、後日、郵送法にて回収した

調査票（印刷済の官製ハガキを配布）の集計結果で

ある。有効回収数は434票（回収率44. 5%)であった。

この項目についての、昨年のデータも同様の方法で

収集された。咋年の有効回収数は1, 118票（回収率3

4.0%)であった。

　

全体の平均でみると、総額が1264.4円、飲食

が763.0円、グ｀ツズが399. 9円、その他が101. 5

円であった。これは、昨年に比べると総額で

５２０丿円(-29. 2%)、飲食で154. 3円（

16.8?o)、グッズで343.7円(-46. 2≪、その他

で22.7円（-18.3%）の減少である。

　

概して男性の方が、消費額が多く、また年齢

が高くなるほど消費額が多い傾向かみられた。

（3）同行者数(Table. 26)

　　

同行者は二人で来場する割合が最も高い

Table, 27　チケットの入手経路

Table. 28　試合の情報入手（Ｍ Ａ）

同行者数

　　　

1.一人で

　　

2.二人で来た

　　

3.それ以上

’95

　

9.5%　　　　59. 5%　　　　　　31.0?i

’94

　

4.2'/.　　　　56.8%　　　　　　39. OH
193

　

3. A'/,　　　　46.8%　　　　　　49. B%

(59.590。三人以上で来場する割合は減少し、

一人で来場する割合が高くなっている。同行者

数の規模は年々、小さくなっている。

い）チケットの入手経路(Table. 27)

　

前売り券等を購入する割合が最も高い

（77.1%）。昨年に比べて、入場券をもらった人

の割合は減少した。

（5）試合の情報入手(Table. 28)

　

試合の情報の入手経路は、「サッカーの雑

誌」「友人・知人」う

昨年に比べ、「一般の雑誌」か減った。「その

他」が増えているのは、項目を減らしたことに

よるものと思われる。

（6）試合観戦後の評価(Table. 29)

　

試合の観戦後の評価については、概ね「期待

どおり」とされていた。「施設のゲームの見や

すさ」は肯定的な評価が目立った。概してサー

ビスの内容などの客体要因の評価は肯定的で

あったが、ゲームやプレイ、レフェリングの内

容あるいは応援活動など観戦者とフィールドの

関係において観戦者としての主体性が求められ

る内容｀（主体要因）については、評価に大きな

バラツキがあった。

　　　　

1.新聞

　　

2.テレビ・ラジオ

　　

3.ポスター・チラシ

　　

4.一般のオ誌

195

　　

23.7%

　　　　

5. 9%　　　　　　　　　　-一一　　　　　　　　　　　　　9.2%

’94

　　

27. 7%　　　14. 5%　　　　　　　　　　6.8%　　　　　　　　　　　　16.5%

’93

　　

26. 1%　　　　9.1%　　　　　　　　　　7.1%　　　　　　　　　　　　18.8%

5｡サッカーの

　

誌

　　

6.人・

　　

7.サボータース・クラ

　

のニzi
s　8,その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一

176－

　　　

1､前売券等購入

　

2.当日券購入

　

3.観戦ツアー参加

　

4.入場券等をもらった

　

5.その他

’95

　　

77. 1%　　　　　　　　1.5%　　　　　　1,1%　　　　　　　　　　14. 8'/i　　　　　　　　5, 4%

’94

　　

60. 2%　　　　　　　　---　　　　　　　5.8%　　　　　　　　　　25.6%　　　　　　　　　8, 4%

’93

　　

68. 5%　　　　　　　　---　　　　　　　5. 3%　　　　　　　　　　20. 1%　　　　　　　　　5.5%



Table. 29　観戦後の評価
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大いに期

　　　　　　

期待どお

　

期待はず

　

大いに期

　

ｖａ卜ｄ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ以上

　　　

１以上

　

り

　　　　

れ

　　　　

１はずれ

　

cases

主体要因

面白い試合を見れた

　　　　　　　　　　　　　　

20. 7　　　16. 1　　　22.8　　　25.8　　　14.5　　　434

フェアな試合を見れた

　　　　　　　　　　　　　

10. 7　　　15.7　　　48. 6　　　20.0　　　5.0　　　401

いいレフェリング

　

審判

　

だった

　　　　　　　　

6.9

　　　

10, 2　　　42. 5　　　26.0　　　14.5　　　393

興

　

・緊張できる試合であった

　　　　　　　　　

17.4

　　　

17.4

　　　

25.3

　　　

24. 7　　　15. 1　　　430

素晴らしいプレイを味わえた

　　　　　　　　　

15.2

　　　

16, 9　　　31. 9　　　25.3　　　10.8　　　427

ライブ感・臨場感を味わえた

　　　　　　　　　

20.6

　　　

19.4

　　　

41. 1　　　13,8　　　5.1　　　428

応援仲間との一体感を味わえた

　　　　　　　　

10. 2　　　12.8　　　43. 6　　　23. 8　　　9.7　　　383

応援活動を楽しめた

　　　　　　　　　　　　　　

11,1

　　

･12. 2　　　45.8　　　19.8　　　11.1　　　378

観戦によってストレスを

　

消できた

　　　　　　

16.0

　　　

16.3

　　　

31. 7　　　19.5　　　16,5　　　419

客体要因

客席の雰囲気はよかった

　　　　　　　　　　　　

10.5

　　　

15.5

　　　

40. 6　　　22.0　　　11.5　　　419

ゲームの見やすい施設だった

　　　　　　　　　

27.5

　　　

22.8

　　　

41 ..3　　　5.4　　　3.0　　　429

客席などの設

　

はよかった

　　　　　　　　　　　

14,5

　　　

17.4

　　　

55､8

　　　

8,5

　　　

3.9

　　　

414

掲示板などの設

　

はよかった

　　　　　　　　　　

11.4

　　　

12. 6　　　51. 1　　　19. 0　　　5.9　　　405

音響・照明などの設備はよかった

　　　　　　　

12.5

　　　

17.1

　　　

57.2

　　　

9.8

　　　

3.4

　　　

409

誘導係などのサービスはよかった

　　　　　　　　

8.4

　　　

13. 9　　　65. 6　　　9.7　　　2.4　　　381

他球場の経過など情報サービスは良かった

　　　　

9.2

　　　

15. 6　　　57.9　　　12.4　　　4.9　　　411

場内のフードサービスはよかった

　　　　　　　　

3.2

　　　

6.4

　　　

54. 1　　　28.4　　　7.9　　　342

競技場へは来やすかった

　　　　　　　　　　　　

14.8

　　　

17.4

　　　

48. 9　　　14. 1　　　4.8　　　419

4｡

3｡

2｡

】.00 1　　＾　　’

　

ライブフｘアな面白い試

　

略・臨禍誠合を見合を兄れ

緊
る
・
Ｉ
會
で
月
預

し
イ
・
９
レ

嗜
プ
緊
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感を酔わ

　

れた

　

えた
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た
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た
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グ（寥

哨）だ。

ゲームの客曙など●●・然競技鳩へ誘導係な他球場の掲示板な客席のｌ場内の
見やすいの霞備は９などのはくる来どのサー経遇などどの設備茜気はよフード
箆設だ。よか。た設備はよやすか。ピスはよ情報サーはよか。か。たサービス

　　

た

　　　　

か９だ

　

た

　

かりたピスは良
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はよかっ

　　

Fig.4　観戦後の評価（観戦満足度群別）

　

また、観戦後の評価の加重平均値（註4）を

　　

示唆された。なかでも「試合の面白さ」［スト

観戦満足度で作成した群別にみると、主体要因

　　　

レス解消］「試合の興奮・緊張」「素晴らしい

の方か客体要因よりも満足度の群による差異が

　　

プレイ」で観戦満足度との関係が特に強いもの

大きく、主体要因と満足度の関係か強いことが

　　

となっていた。
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3｡まとめにかえて

　

今回の認否結米ヤらは、およそ以下のような

特徴かみてとれた。

（1）フ゛－ム的様相は沈静化しつつあること

　

新規参入者の割合は、年々、減少し今回は

18.9%であった。また、観戦動機については、

　

「今、盛んに話題になるから」「チケットをも

らったから」の項目は、該当率の大きな低下か

みられている。さらに、スタンドでの消費動

向、特にグッズ消費額の落ち込みは顕著（前年

比46. 2%減）であった。こうしたことから、一

時のブーム的様相は沈静化しつつあることかう

かがわれる。

（2）Jリーグ発足以降に参入したファンが全体

　

の７割を占めること

　

一方で、「開幕年における新規参入者」は、

相対的なシェアは低下しつつあるが、かなりの

割合で定着している傾向かみられ、今回の調査

　

（開幕３年目）でも、観戦歴「２年以上３年未

満」のカテゴリーのシェアが最も大きくなって

いる。

　

そうしたＪ発足以降のファン、すなわち観戦

歴3年未満の合計は、全体の7割を超えている。

　

サポート対象（チームあるいは選手）がある

割合も、年々、増加しており、ファンとしての

成長もみてとれる。

　

年々、高くなる「Ｖゴール」の肯定度から

も、こうしたＪ発足からのファンは、いわばＪ

によって社会化されたファンであると思われ

る。

（3）観戦頻度の低い観客（ライト・ユーザー）

　

への働きかけが重要であること

　

観戦頻度には、大きなバラツキかみられる

か、そのほとんどの観戦頻度はそう高いもので

はなかった。

　

年間6回以内の観客で全体の50%を占めてお

り、例えば、昨年度の有料入場者数から換算す

ると、この50%の人々の動員数は105万席であ

る。つまり50%の人が全体の17%程度の客席を購

入しており、残りの510万席（83%）を観戦頻度の

高い観客（年間7回以上）が購入していることに

なる。

　

新規参入による活性化もあまり望めない今後

においては、こうしたライト・ユーザーへの働

きかけが重要になるものと思われる。

　

例えば、このライト・ユーザーがシーズン中

　

（月に8～10回程度の観戦機会かおるうち）、

月に1回程度、来場するようになったと仮定す

れは、年間の有料入場者数は988.8万人(372万

人増:60%増）という試算も可能である。

(4) 20歳代がボリューム・ゾーンであるが、大

　

学生年代への依存傾向が強いこと（註５）

　

特に、女性では4人に1人が大学生年代に該当

する。この層の今後の推移には、配慮する必要

かおる。

（註１）比較調査結果の調査仕様

’94実施の調査仕様

調査時期:1994.8.20- 9. 21

調査対象試合:’94 Jリーグ後期シリーズ

（7試合:国立=2;三ツ沢＝2;平塚＝2;カンマ=1）

調査対象：１２歳以上の男女個人

調査規模:3,032サンプル（有効回収率92.2%)

抽出方法：スタジアム内での観察による層化二

段無作為抽出法

調査方法：質問紙調査法

’93実施の調査仕様

①調査時期:1993. 9. 11- 10. 16

②調査対象試合：第２回Ｊリーグ杯（主要8試

　

合:国立＝２；三ツ沢＝１；カシマ＝１；平塚＝

　

２；柏＝１；大宮＝Ｄ

③調査対象:12歳以上の男女個人

④調査規模:3,507サンプル（有効回収率95.1%）

⑤抽出方法：スタジアム内での観察による層化

　

二段無作為抽出法

⑥調査方法：質問紙調査法

　

’92実施の調査仕様

①調査時期:1992.9. 9-10. 11

②調査対象試合：第１回Ｊリーグ杯（主要7試

　

合:国立＝４；平塚＝２；西が丘＝Ｄ

③調査対象:15歳以上の男女個人
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仲渾，平川，杉山，中塚，江口，高橋，榎

④調査規模:2,294サンプル（有効回収率91.4%）

⑤抽出方法：スタジアム内での観察による層化

　

二段無作為抽出法

⑥調査方法：質問紙調査法

　

（註２）調査票の内容の補足

　

観戦歴：観戦歴については、「観戦にチケッ

トが必要な試合」を直接に、見に行くように

なってから何年くらい経過したか、という設問

でたずねた。

　

ルールの理解：ルールの理解については、

　

「詳しく知っている」を審判ができるくらい、

　

「やや知っている」をプレイかできるくらい、

　

「あまり知らない」をゲームの流れかわかるく

らい、とした注釈を加えた。「まったく知らな

い」については特に注釈を設けてはいない。

入れ替え戦制：入れ替え戦制については、「近

い将来（2～3年後）Ｊリーグには、Ｊ１リーグ

との入れ替えが必要であるとお考えですか」と

いう時間的な枠を設けた質問をした。

　

（註３）質問紙郵送回収法の併用

　

競技場での消費額あるいは観戦後の評価と観

戦満足度の項目は、観戦終了後でないと把握で

きないため、後日、郵送法にて回収した調査票

　

（印刷済の官製ハガキを配布）の集計結果であ

る。有効回収数は434票（回収率44. 5%)であっ

た。昨年のデータも同様の方法で収集された。

昨年の有効回収数は1, 118票（回収率34.0%)

であった。

　

（註4）加重平均値

　

「大いに期待以上」を5点、「期待以上」を4

点、「期待どおり」を3点、「期待はずれ」を2点、

「大いに期待はずれ」を１点として算出した。

　

（註5）年齢層

　

20歳代は22-29歳から、大学生年代は18-21

歳から把握した。
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第16巻(1996)

Ｊリーグの観戦者行動に関する社会学的研究(2)

　　

一期待充足と観戦満足の構造を中心にー
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はじめに

　

一般的に、スポーツ観戦者には多様な観戦期

待が存在し、観戦をとおしてその期待満足ない

し不満足か構造化され、総体としての観戦満足

か決定されると思われる。

　

本研究は、観戦前の期待の内容と観戦後のそ

の各々の評価との関係を検討し、観戦満足の構

造の分析に関する基礎的な資料を得るものであ

る。

　

Ｊリーグが開幕してから4年を迎える現在、

Ｊリーグの観客動員数の低下、人気の下降か指

摘されているが、開幕当初の予想を上回る観客

動員は、実際にはブーム的な様相に巻き込まれ

た新規参入者の取り込みか大きく寄与していた

とされる1)2)。ブームが沈静化した現在、これ

を現実的にみるならば、今後Ｊリーグを永続的

かつ安定的な発展につなげるために、これから

の新規参入者の観戦行動の生活化を図ること、

また観戦行動か高いレベル（継続性、観戦頻等

において）で定着した観戦者にそれを維持させ

ることは重要な課題であると思われる。

　

そこで本研究は、観戦頻度から観戦者の細分

化を行い、観戦頻度の低いライトユーザーと、

観戦頻度の高いヘビーユーザーというセグメン

トを設定した。新規参入者として捉えられるラ

イトユーザーの観戦頻度を高め観戦行動を生活

化させること、観戦行動を生活化させたヘビー

ユーザーの観戦頻度を維持させることは、市場

の活性化、安定化といったビジネス・バランス

からの指摘にとどまらず、スポーツ文化を享受

する能力を備えた人々の形成に寄与するものと

思われる。

　

本研究は、Ｊリーグ観戦者の一般的な観戦満

足の構造の特性を期待充足との関係から把握す

ることはもとより、それらをさらに観戦頻度か

ら細分化することに重点を起き、ライトユー

ザー、ヘビーユーザーという2つのセグメノト

の各々の観戦満足の構造の特性を把握すること

を目的としている。またこれは、プロスポーツ

のマネジメントあるいはマーケティングの視点

から、顧客満足の実現、リピーターの育成、生

活の質の向上への貢献等に寄与するものと思わ

れる。

研究の方法

1｡概念と操作化

Ｏ)観戦行動への期待

　

本研究では、先行研究3)を参考に、観戦行動

への期待について、ゲームやプレイの内容、応

援等観戦の中核に求めるものに関係の深い主体

的要因と、消費者として授受される観戦施設の

サービスに関係の深い客体的要因から把握し

た。具体的には図1の項目か、調査票における

内容である。

(2)ライトユーザーとヘビーユーザー

　

ライトユーザーについては、年間の観戦頻度

がo～3回の観戦者から構成した。同じくヘビー

ユーザーは年間の観戦頻度が11回以上の観戦者

1)筑波大学大学院

　

2)筑波大学

　

3)鶴見大学

　

4)お茶の水女子大学

　

5)筑波大学付属高校

6)産能大学

　

7)東京大学大学院
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から把握した。

（3）期待充足

　

観戦前の期待がどの程度充足されたかを把握

するために、各項目について「大いに期待以

上」から「大いに期待はずれ」までの5段階評

価で質問した。

（4）満足群と不満足群

　

観戦満足の構造を検討するために、5段階評

価で質問した観戦満足度を従属変数とする重回

帰分析を行ったが、その前の段階として観戦満

足度と個々の期待充足度との一般的な関係をみ

るために、観戦満足度の満足側2段階（「とて

も満足」あるいは（満足。と回答したもの）か

ら満足群、不満足側2段階（y大いに不満）あ

るいは「不満」と回答したもの）から不満足群

を作成した。図1～3はその群別の加重平均値を

比較したものである。

２

　

手続き

分析対象のデータは以下の調査仕様に基づく

質問紙調査によって収集した。

Ｏ)調査仕様

工調査対象：下記調査対象試合観戦者の12歳以

　

上の男女個人

②調査対象試合:'95 J リーグ公式戦(後期)

1.ベルマーレ平塚

　

対

　

サンフレッチエ広島

　

(平塚)

2.横浜フリューゲルス

　

対

　

カンパ大阪

　

(三ツ沢)

3.横浜フリューゲルス

　

対

　

柏レイソル

　

(三ツ沢)

4.横浜マリノス対名古屋グランパスエイト

　

(三ツ沢)

　

サンプル数:976

　

調査期日:1995.9.2～9.30

　

抽出方法：調査員の観察による層化二段

　

(性・年齢)無作為抽出法

　

調査方法：観客席での質問紙配布、ならびに

　

郵送回収方法

(2)回収状況

　

有効回収数:434

有効回収率:44.5%

3｡調査対象の特性

　

表1は、調査対象のデモグラフィクス特性で

ある。性別は女性比が55.7%、年齢構成は平均

で27.3歳である。年齢カテゴリーでは20歳代

　

（22－29歳）を中心にしていたが、30歳代、大

学生年代08－21歳）の構成比も高かった。職

業は有職者が61. 6%で最も多く、学生・生徒が

27.4%と続いている。女性比が男性比を上回っ

ているが、実査時の観察の結果は男性が

DO. 9/0、女性比が46. 1%であったことから、郵

送による回収の方法か女性の構成比を高めたも

のと思われる。

表1.調査対象のデモク･ラフィクス特性
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表2は観戦頻度から構成された群別のデモグ

　　　

ラフィクス特性である。両群を比較すると、性

　　　

のカテゴリーでは男女の構成比はライトユー

　　　

ザーとヘビーユーザーでそれほど変わらない。

　　　

平均年齢では、統計的に有意な差は認められな

　　　

いが若干ヘビーユーザーか高い､､職業ではヘ

　　　

ビーユーザーの方か有職者の割合が高い傾向、

　　　

ライトユーザーの方か学生・生徒の割合か高い

　　　

傾向かみられる。（表2）

　　　　

表3は、観戦行動の特徴をまとめたものであ

　　　

る。観戦歴では、Ｊリーグ開幕前からの観戦者

　　　

（観戦歴3年以上）は27.4%に過ぎず、Ｊリー
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榎，仲渾，平川，杉山，中塚．江口，高橋

表2.ユーザーグループ（観戦頻度による）
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グからの新しいファンの構成比がかなり高い。

Ｊリーグの年間観戦頻度は、平均で10. 14回、

ＪＦＬおよびサテライトのそれは平均で0.83回

であった。特定の応援チームのある場合は、か

なり高く90. 9%で、特定の応援選手のある場合

も78.4%であった。ルールの理解度について

は、「やや理解している」（ゲームの流れがわ

かる程度）が最も多く58.2%であった。会場へ

の所要時間は平均で79.82時間、同後者数は平

均で2.68人、スタンドでの消費は飲食で平均

773.9円、グッズで平均392. 1円であった。ま

た、テレビ中継の視聴時間は平均で191.05分で

あった。（表3）

　

表4は、観戦頻度から構成された群別に観戦

行動の特徴をまとめたものである。これによれ

ば、観戦歴1年未満がライトユーザーでは4割を

占め、ヘビーユーザーではほとんどみられな

い。ヘビーユーザーでは2～3年未満が4割を占

めている。

　

Ｊリーグ、ＪＦＬおよびサテライト

の観戦頻度とともにライトユーザーでは低い傾

向かみられる。特定の応援チーム、応援選手の

有無についてはヘビーユーザーで「あり」とし

ている割合が高い傾向がみられる。ルールの理

解度については、両群とも理解している割合が
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表3.調査対象の観戦行動の特徴
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高い。会場への所要時間、同行者数、テレビ中

継の視聴時間についてはほとんど差はみられな

かった。（表4）
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表4ユーザーグループ（観戦頻度による）
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1｡観戦期待の充足状況

（1）期待充足の加重平均値の結果

　

①

　

全体的傾向

　

図1は、期待充足を加重平均値でみたもので

ある。また満足ないし不満足の群別の加重平均

値ならびのその満足群と不満足群のスコアの差

　

（D汀ferential Index、図中縦棒グラフ）を

みた。これによれば、主体的要因では、「ライ

　　

ブ感・臨場感」、客体的要因では「施設の見や

　　

すさ」が期待以上とされていた、一方、主体的

　　

要因では「レフェリング」、客体的要因では

　　

［フードサービス］は期待を下回るものであっ

　　

た。これを満足ないし不満足の群別でみると、

　　

主体的要因では、「面白い試合」「ストレス解

　　

消」「興奮・緊張できる試合」「素晴らしいプ

　　

レイ」などで差が大きくなっていた。客体的要

　　

因については、「客席の雰囲気」でややその差

　　

が大きい。概して、主体的要因における群別の

　　

差が大きい傾向かみられた。（図Ｄ

　　

②

　

ライトユーザー

　　

図2はライトユーザーの中で図1と同じ内容を

　

みたものである。

　　　

これによれば、全体的傾向とほぼ同じ傾向で

　

あるか、「面白い試合」の期待充足度が若干高

　

い傾向がみられた。

　　　

これを満足ないし不満足の群別でみると、主

　

体的要因では、「面白い試合」「興奮・緊張で

　

きる試合」「ストレス解消」で差が大きく、客

　

体的要因についてはその差かほとんどみられな

　

い項目がある。概して、全体的傾向に比べて差

　

が縮小している傾向かみられる。（図2）

　　

③

　

ヘビーユーザー

　　

図3はヘビーユーザーの中で図1と同じ内容を

　

みたものである。

　　　

これによれば、全体的傾向とライトユーザー

　

の傾向とほぼ同じ傾向であるが、加重平均値か

　

若干低く推移している。

　　　

これを満足／不満足の群別でみると、主体的

　

要因では、「面白い試合」「興奮・緊張できる

　

試合」「ストレスの解消」の差が特に大きい。

　

客体的要因については、「他球場の経過などの

　

情報サービス」での差か他の項目に比べてやや

　

大きい。概して、全体的傾向、ライトユーザー

　

の傾向に比べて差が拡大している傾向がみられ

　

る。（図3）

　

（2）観戦満足度の重回帰分析の結果

　　　

ここでの重回帰分析は、変数投入をステップ

　　

ワイズにより行い、回帰係数の有意水準5％を

　　

満たすものを独立変数とする線形重回帰方程式
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図1.加重平均値でみた期待充足と満足／不満足群
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①全体的傾向

Ｌ主体的要因

　

全体では「ゲームの面白さ」「ストレス解

消」「素晴らしいプレイ」「レフェリング」を

独立変数とし、重相関係数0. 839、決定係数

0.703からなる重回帰方程式が作成された。

　

標準回帰係数からみると、特に「ゲームの面

白さ」「ストレス解消」が満足度に与える影響

が大きいと理解できる。

2.客体的要因

　

ライトユーザーに関しては「客席の雰囲気」

　

「競技場への来やすさ」を独立変数とし、重相

関係数0.333、決定係数0.110からなる重回帰

方程式が作成された。決定係数からみると、客

体的要因と観戦満足度の関係は強いものではな

かった。

　

③

　

ヘビーユーザー

1.主体的要因

　

ヘビーユーザーに関しては「ゲームの面白

さ」「ストレス解消」を独立変数とし、重相関
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係数0.860、決定係数0.740からなる重回帰方

程式が作成された。標準回帰係数からみると、

特に「ゲームの面白さ」が満足度に与える影響

か大きいことか理解できる。

2.客体的要因

　

ヘビーユーザーに関しては「客席の雰囲気」

　

「ｲ也球場の経過などの情報サービス」を独立変

数とし、重相関係数O/420、決定係数0. 177か

らなる重回帰方程式か作成された。決定係数か

らみると、客体的要因と観戦満足度の関係は強

いものではなかった。（表5.6)

表5.観戦満足を規定する要因

　　

（主体的要因による重回帰分析）
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表6.観戦満足を規定する要因

　　　

(客観的要因による重回帰分析)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

全

　

休

　　

lisht user　　heavy user

　　　　　　　　　　　　　　　　　

照準回帰係数

　

照準回帰係数

　

標準回帰係歓

客席の雰囲気はよかった

　　　

【

　

0.275 ･*･　ト0.230　粂幸　0.108　寥

ゲームの見やすい施設だった
客席などの設備はよかった

掲示板などの殺傭はよかった

音響・照明などの設備はよかった

湧導係などのサービスはよかった

　

1

　

0.136

　

水十
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1
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牢＊
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顕技場へは来やすかった

　　　　

｜
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ここまでの結果から、本研究では、以下のこ

とが明らかになった。

　

1.期待充足度の加重平均値の分析から

　

・観戦満足は、客体的要因の期待充足よりも

　

主体的要因の関係か強い。

　

・概して「ライブ感・臨場感」「施設の見や

　

すさ」は期待を上回り、「レフェリング」

「場内のフードサービス」は期待を下回ってい

　

る。

　

・ライトユーザーはヘビーユーザーより主体

　

的要因において期待充足度か高い。

　

・ライトユーザーは「掲示板などの設備」

　

「場内のフードサービス」の期待充足度が低

　

い。

　

・ヘビーユーザーは「他球場の経過などの情

　

報サービス」の期待充足度と観戦満足度の関

　

係が相対的に強い。

　

2.重回帰分析の結果から

　

・観戦満足は、主体的要因の期待充足によっ

　

て規定される傾向か強く「ゲームの面白さ」

　

の期待充足度がその中核となっている。

　

・観戦頻度の違いによって、その期待充足度

　

と観戦満足の構造は異なっている。

　

・ライトユーザーでは、「客席の雰囲気」や

　

「ライブ感・臨場感」の期待充足が満足度へ

　

の規定力が大きい傾向がある。

　

・ヘビーユーザーでは、「ストレス解消」あ

るいは「他球場の経過など情報サービス」への

期待充足か満足度への規定力か大きい傾向かお

る。

まとめにかえて

　

健全なプロリーグの運営、チーム経営、ス

ポーツの文化性、公益性の保障等のためには、

一定の観客同因数を確保することが重要と思わ

れる。

　

観戦者の大多数は、ゲームや選手の高度なパ

フォーマンスを見にスタンドに足を運ぶものと

考えるならば、プロチーム、スタジアムの運営

サイドはこれに直接的に関与することは不可能

で、いかに有効な間接的サポートを提供するか

が大きな課題となる。つまりいかに観客に満足

を与えられるようなマーケティング活動を行

い、ゲームを取り巻く環境を整備するかという

ことかできる。

　

本研究では、Ｊリーグの観客における観戦満

足と期待充足の関係を検討し、主体的要因の期

待充足が観戦満足に強い規定力を持っているこ

とが明らかになった。そのうち「ゲームの面白

さ」か観戦満足に最も強い影響力を持っている

ことかわかった。これによりプロリーグの運営

サイドは、選手のパフォーマンスを維持・向上

させることか可能となるような試合日程の編成

の再検討、プロチーム、スタジアムの運営サイ

ドは競技場の整備・改善の徹底が必要と思われ

る。また当然のことながら、一貫した指導体制

の構築、技術レベルの高い選手のタレント発掘

の徹底も重要なファクターである。

　

さらに観戦頻度から観戦者を細分化し、観戦

満足と期待充足の関係を検討した。そしてライ

トユーザーの観戦満足は主体的要因では「ゲー

ムの面白さ」の期待充足に最も強く規定される

ことが明らかになった。一方、客体的要因では

　

「客席の雰囲気」「ライブ｀感・臨場感」に規定

される傾向が強いことがうかがえ、それらに配

慮したマネジメントが有効であることが示唆さ
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Ｊリーグの観戦者行動に関する社会学的研究（2）一期待充足と観戦満足の構造を中心にー

れる。実際にあるスタジアムでは、平均観客動

員数が30％台で推移している。このようなスタ

ジアムでは、客単価の実質的な低下につながる

かもしれないが、予想される入場者数から使用

する客席をコントロールし、臨場感を高めるあ

るいは保つ等の対応が有効と思われる。

　

また長期的な視野に立って、新規層、マニア

層、実践愛好者層、ジュニア層等を適切にスタ

ンドに配分することも必要になってくると思わ

れる。一方、ヘビーユーザーの観戦満足も主体

的要因では「ゲームの面白さ」の期待充足に最

も強く規定されることが明らかになった。一

方、客体的要因では「ゲームの面白さ」の期待

充足に強く規定されることが明らかになった。

客体的要因では「他球場の経過など情報サービ

ス」の期待充足に規定される傾向がうかがえ、

よってこれまで以上に即時性の高い情報サービ

スを提供することが有効であることが示唆され

る。例えば、迅速な他球場の経過報告、試合開

始前、ハーフタイム等でのチーム、選手のコン

ディション情報、対戦チームとの戦績、詳細な

データ紹介等、観戦に深みや広がりを与える

サービスが有効と思われる。
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註

Ｄ今回の調査では、観戦満足度を測定するため

　

に5段階評価で口｡とても満足」「2.満足」

　　

「3.どちらとも」「4.不満」「5.大いに不満」

　

という設問を設けた。以下にその分布を示す。

　

1.とても満足

　　

122人:27.9%

　

2.満足

　　　　　

146人:33.4%

　

3.どちらとも

　　

49人:11.2%

　

4.不満

　　　　　

61人:14.0%

　

5.大いに不満

　　

59人:13.5%

2）調査票の「ルールの理解度」については、

　　

「かなり理解している」に「審判かできるく

　

らい詳しいルールがわかる」、「やや理解し

　

ている」に「プレイかできるくらい簡単なル

　

ールかわかる」、「あまり理解していない」

　

に「試合の流れかわかるくらい大まかなルー

　

ルかわかる」との説明を加えた。

　　

:ほとんど理解していない」には説明を加え

　

ていない。

3）調査票の「テレビ中継の視聴時間」について

　

は「Ｊリーグのシーズン中は、テレビでサッ

　

カーを一週間あたり何時間くらい視聴します

　

か（ただし、スポーツニュースやダイジェス

　

ト番組等の放送時間の視聴時間は含みませ

　

ん）」とする説明を加えた。

4）集計解析には、市販の統計ソフトパッケージ

　

「SPSS for Windows for Windows Release

　

6. 1.2」を用いた。
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サッカー医・科学研究
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1｡選手育成に必要なこと

選手育成を強化より考える

　　

今

　

西

　

和

　

男1）

Ｄサッカー専用グランドの建設

　

Ｊリーグが’93年にスタートしてから、各地

でＪリーグの試合を招致したいという運動が起

こり、Ｊクラブを持たない地域にも収容人員2

万人前後でナイター設備のあるスタジアムかで

きました。同様にＪリーグ及びその下部組織の

選手か使う練習場も整備されてきました。とこ

ろがサッカー人口の大半を占める小・中・高校

生のトレーニングは野球、ラグビー、陸上等と

共用という環境から未だに脱皮できないでいま

す。

　

よいトレーニングをするためには、専用の、

出来たら芝生のグランドが欲しいものです。少

なくともクレイであれ、他の競技に気がねする

ことなく自分達で整備しながらでも専用できる

グランドが欲しいものです。

　

アジアの一部以外、世界のどこの国に行って

も専用のグランドかあります。技術の向上をは

かるために専用の整備されたグランドは欠かせ

ません。

2）指導者の育成

　

よい指導を受けるに適正な人員は20人位で

す。それ以上の人数になると指導者の目が届き

ません。又自分がサッカーをやっていた経験だ

けではよい指導を行うことか難しくなってきま

した。ところが現状ではＣ級指導者は各県で年

に一名位の割当しかありません。基本的な指導

かできるためのコースとして県協会レベルで

リーダー養成コースを行えるようになりました

か、まだまだ全国レベルに至っていません。開

催期間とか、研修会場とか参加し易いものにし

て、より多くの人が受講できるようにする必要

かあります。

3）能力に応じたグループでの活動

　

人間の年令には暦年令だけでなく、精神・体

力・知的生理的・社会的年令等があります。現

在の学校教育や大会規定の枠組ではどんなに能

力があっても上のレベルでトレーニングや試合

かできなかったり、複数のチームに所属してト

レーニングや試合か出来ないことになっていま

す。

　

トレーニングは同じレベルの人達で行わな

いと、つまりギャップかありすぎるとレベルの

高い人にはもの足りない。レベルの低い人には

ついてゆけない欲求不満の現象とマンネリ化し

た傾向が出てきます。

2｡具体的な提案

Ｄグランド

①学校の統廃合による遊休施設の利用

　

子供の数か減少あるいは地方の過疎化や都市

　

のドーナツ現象により既に学校が統廃合され

　

る傾向が出ています。全ての学校にグランド

　

・体育館・プールがあるはずです。これらの

　

施設を有効に活用することをそろそろ考える

　

時期にきているようです。維持・管理等解決

　

すべき問題か多くありますか、土地の少ない

　

日本ですから利便性の良い所に作られたこれ

　

らの施設を是非とも有効利用したいものです。

②地域あるいは県ごとにトレーニングセンター

　

の建設を

　

97年の7月に福島県にＪヴィレッジか誕生し

　

ます。これから何年か先には学校も週休二日

　

制が定着することでしょう。週末には安い費

　

用で泊まりがけでトレーニングやゲームがで

　

きるよう、それぞれの地域あるいは県に施設

Ｄサンフレッチエ広島強化部長, J F A強化委員会
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｢選手育成を強化より考える｣

　

ができるよう皆で行政に働きかけましょう。

2）指導者の育成

　

強化委員会では、日本か国際的なレベルに達

するためにはユース年令03～19才）の指導が

最も大切だとの結論に達しました､、この年令で

どの様な指導をすることかが、オリンピック・

ワールドカップ出場の常連国になれるかどうか

の鍵を握っています。とりわけゴールデンエイ

ジといわれる12～13才前後は目でみたことをす

ぐに体で表現できる様になります。但しこの年

令は身心ともに子供から大人へ成長していく変

わり目の時期にあり、精神的に情緒が不安定に

なり始める年令です。これらのことを考える

と、青少年の心理特性を理解した人が指導にあ

たる必要があります。近年サッカーの技術レベ

ルは非常に高くなってきていますが、自分本意

の考え方や行動をしたり秩序を無視したいわゆ

るディシプリンに欠けた選手がふえてきていま

す。

　

サッカーのトレーニングだけでなく、将来自

立した大人になる為の素養を身につけさせられ

る指導かできる指導者の養成かのぞまれます。

具体的には、

①県単位の協会か中心になりＪクラブが指導者

　　

（ライセンスを持っている）を有効活用しな

　

から指導者養成コースを企画又は援助する。

②アマチュア（県・地域リーグ）のクラブを保

　

有する企業がＯＢ選手を指導者として育成

　

し、派遣するよう働きかける。

③教員の採用が減少していくなかで指導者が減

　

少、あるいは高齢化していくのは必至であり

　

行政か社会体育インストラクターとしての指

　

導者の雇用を推進するよう働きかける。

3）選手の能力向上の為の仕組み作り

①複数チーム登録の承認

　

同じ大会でない限り複数のチームに所属して

　

の試合出場を可能とする。

　

学校体育・社会体育双方の試合に出場できる。

　

年令の低い者か年令の高い者の大会への出場

　

を可能にする。

②トレセン活動の活性化

　

トレセン制度は着実にその効果を発揮してき

　

ている。指導者はチームのエゴにとらわれな

　

いで積極的に選手を派遣しサポートしていく。

3. J F Aへの提言

Ｄ各種委員会の調整

　

各委員会それぞれが日本のサッカー強化発展

の為に活動しているはずだが、相互の連絡が密

にとれていない為に業務か重複したり、セク

ショナリズムが強すぎてうまく機能していな

い。統括部門（企画部門）を新設するか調整機

能を持つ必要かおる。

2）登録制度の見直し

　

日本の登録制度は外国に例を見ない。一挙に

改革するのか難しければ、指定選手だけでもレ

ベルの高い大会に出場できる様にする。

3）指導者養成の見直し

①ｃ級以下のコースをつくる（外国にある様5

段

　

階レベルのコースが適当）。

②Ｊクラブの協力を要請する。

　

現在の指導委員会は精一杯の活動をしている

　

のでＪクラブの協力が必要。

4）トレーニング施設拡充整備の行政への働きか

けを市民運動レベルで展開してゆけるような仕

組みを作り、これを推進していく。
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サッカー医・科学研究

　

第16巻(1996)

選手育成を科学より考える

戸

　

苅

　

晴

　

彦1）

　

スポーツ科学の立場から選手育成ということ

を考えると、体力に関する問題か最も大きくク

ローズアップされる。その他にも技術面、心理

面などスポーツ科学と関係する面は多々ある

が、ここでは発表時間の制約もあるので、体力

を中心に論じていきたい。

選手育成とスポーツ科学

　

先ず図を見ていただきたい。今回の提言の大

きな枠組みはこの体力管理システムである。選

手育成を体力面から支えていくのはフィットネ

スコーチとスポーツ科学者である。もちろん監

督・コーチが関係するのは当然であるが。

　

それぞれの立場を確認しておかねばならない

が、直接的に選手の体力面をサポートするのは

フィットネスコーチが望ましい。現在、チーム

づくりで世界で最も進んだスタッフを持ってい

･るのはブラジル、イタリアなどである。

これらの国は選手の体力面を管理するために、

この図のような三者の連携をうまく保とうとし

ている。もちろん監督・コーチでも体力面につ

いての管理は十分にできるという考え方がある

か、とても完璧にできるものではないと私は考

Ｄ東京大学
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えている。このことは、各チーム、あるいは監

督は、チームづくり、選手づくりにフィットネ

スコーチの必要性を十分に認めていることを示

している。一方、代表チームはどうであろう

か、日本代表にはフラビオコーチがいるか、オ

リンピック以下のチームにはフィットネスコー

チは存在しない。この強化委員会のスタンスに

はどうしても疑問を持つ。その理由は、監督・

コーチなどのスタッフで十分である、適当な人

材か国内にはいない、経済的に無理である、ス

タッフか多過ぎるなどなどの理由をあげるだろ

うかいずれも説得力はうすい。発育期にある選

手育成で肝心なのは、それぞれのカテゴリーに

おける現在のチームか好成績をあげることと、

将来の日本をになう選手を育成することであ

る。この年代の選手たちは残念ながらチームで

十分な体力面の管理をしてもらえないのが現状

である。このことは試合過多、大会過多のため

時間的に余裕か無く鍛える暇かないためであ

る。強化、育成の両面から、オリンピックチー

ム以下にもフィットネスコーチを置くことを提

案したい。

　

しかし、国内のフィットネスコーチの存在に

ついては、確かにその数は少なく、しかも実績

のあるコーチは少ないのは事実である。そこで

考えていかねばならないのはフィットネスコー

チの育成システムである。

　

次に選手に対する直接的な指導をするケース

は少ないか、サッカー選手の体力に関する研究

者の問題かおる。研究者はサッカー選手の体力

に関する研究、体力テストの開発と実施、体力

トレーニング方法の開発などの役割かあり、大

きな枠組みとして体力管理の中心的な存在でも

1

1

1

1

----W--㎜㎜W---㎜㎜

　

選

　

手

　

----皿皿〃i-------

　　　　　　　　　　　

体力トレーニング

　　　　　　　　　　　　　

開発と実施

フィットネス

　　　　

体力テスト

　　　

スポーツ科学

　

トレーナー

　　　　　

開発と実施

　　　　　

研究者

　　　　　　　　　　　　　

体力の研究

　

育成システム

　　　　　　　　　　　　　　　　

育成

-------←---i体力管理システムー皿㎜--------
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ある。現在は強化委員会が中心になって体力管

理を考えているが、本年度にスタートしている

ＮＴＣ（ナショナルトレーニングセンター）の

中にできる体力測定室をベースにして日本サッ

カー協会スポーツ科学研究所（仮称）のような

機関を付置し、ここを発信基地にしていくとい

う考えはどうであろうか。この機会に本気

でこのようなプロジェクトを考えないと、おそ

らく10年、或いは20年は遅れるであろう。東京

オリンピック以来サッカーに関するスポーツ科

学は紆余曲折しながらもかなりのことはできる

ようになってきたし、選手育成に役立つという

コンセプトもできつつある。この時期に本気で

体力管理システムを推進する発信基地を確保す

るのが急務であると思う。
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選手育成を医学より考える

高

　

木

　

俊

　

男1）

　

日本体育協会は公認スポーツドクター制度を

もうけているか、その要項ではスポーツドク

ターの役割は表1の如くである。スポーツをす

　　　　　

表1.スポーツドクターの役割
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運営並びにチー
ての参加

研究、教育、普及

記 に準ずる必要な事項

(財)日本体育協会公認スポーツドクター設置要項より

ることは一般人の健康づくりと、競技力向上の

目的かおるか、ここでは日本のサッカーをいか

に強くするかということに、いかに医学がサ

ポートできるかを述べたい。「勝つための条

件」は表2の如くであるが、医学サポートはこ

　　　　　　　

表2.勝つための条件

　　　　　

①スキルのト達

②コンディショー-ング

③プレーの管理

④用具一施設の幣備

⑤確実な健康管理

の中で「確実な健康管理」に深くかかわってく

る。「勝つためのスポーツ医学」としては表3

の如く6項目が挙げられる。

Ｄ高木整形外科

Ｉ

Ｈ

in

　　

表3.勝つためのスポーツ医学

日本におけるスポーツの特性

スポーツ医学

　

生理学

スポーツと栄養

IV

　

ユガｆ-ヽンノ已ヽ玉里学=

V

VI

ドーヒごこノヴ

スポーツ現場における医学的管理

１

　

日本におけるスポーツの特性

　

古来、日本におけるスポーツは遊戯性の強い

ものであり、西洋におけるスポーツはゲーム形

式であった。日本人の特性として、体力の発達

をみてみると図1の如く男子では17才迄は発達

３
５

　

Ｍ

点ぐ力休

2
3

　

2
2

2
1

　

誇

１９

１ｅ

ｌ７

１６

　

2Q 21

年卜（鰹）

22 23　24 25 26 27　28 29

　　　　　　　　

図1.日本人の体力

し、20～25才で低下し始める。女子は12～15才

で男子よりも活発である。神経型、パワー型、
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18 20

筋力型からみると図2の如くまず神経型か発達

する。このことは脳の重量が出生時約400gで

あるが、10才時には約1300gになり成人の95％

の重量となる。下肢のステッピングは7～8才で

練習効果か犬である。筋肉は14～18才で急激に

増加する。筋持久力は筋肉の毛細管の発達が大

である13～14才に大きく発達する。全身持久力

は体表面積当りの心拍出量である心臓係数が10

才でピークになる頃に発達する。体力がピーク

時の80％以上の水準にある年齢区間をみると図

3の如く、サッカーに大切な脚力をみるとその

年齢区間は14～22才と短く、もっとも長いのは
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図3.体力と年齢

ハッチ部分は休力がピーク時の80％以上の水準に
ある年齢区間を示す

反応時間である。このような体力がパフォーマ

ンスになるには図4のような因子が加わる必要

かおる。

Ⅱスポーツ医学一生理学

図4,体力とパフォーマンスの関係

パフォーマンスは体力の反映ではあるがその他の

因子によっても影響をうける

パフォーマンス体力

1｡メディカルチェック（河野先生が述べま

す。）

2.筋力測定とトレーニング

　

この分野は科学研究委員会が専門であるがス

ポーツドクターも参加するべきである。筋力測

定はサイベックスを用いて測定すれは、肉ばな

れの予防や、プレー復帰の指標に活用できる。

1994年にサッカーのナショナルコーチングスタ

ッフのフィジカルコーチとなったブラジルのジ

ルベルト・チンは日本の選手について筋肉の弱

さについて指摘した。彼は筋肉の計測から、筋

肉トレーニングをすれば2ヶ月間で、膝上17cm

の大腿部の周径か２Ｃｍ増えたと述べている。

　

全身持久力及び心機能については、ハートレ

イトモニターを用いて代表選手のフィールドテ

ストを行った。その結果ある代表選手は心拍数

が180/m以上の割合か88％を越え、150～180/ｍ

のターゲットゾーンはわずか10％であった。

（図5、6）
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ウェイトトレをすると成長ホルモンが分泌さ

れ、この作用をうけた血中アミノ酸によって筋

肉が作られることから、ウ｡､｡イトトレは食事の

前後1～2時間以内に行わせる。またグリコーゲ

ン合成酵素の活性を糖質摂取を減らすことで上

昇させるグリコーゲン・ローディング法を行

仏。

　

また朝食時のオレンジジュースのクェン酸

か、貧血を防ぐ鉄分の吸収や、グリコーゲンの

合成貯蔵を促進させる。スポーツ医学委員会で

は、1994年に世界選手権に出場したＵ－17、Ｕ

－20日本代表選手に栄養指導を行った。その結

果はU-17は蛋白質、VBIは鉄のみに1回目と２

回目の摂取量充足率の改善に有意差をみた。

IＶスポーツ心理学

　

POMS (profile of mood　state : Me

Nair)は心理の定量しにくい問題をパターンと

数値で表せる。気分に関する65の質問から（表

4）5段階評価し、コンディションの良し悪しを

判定する。（表5、図7、8）

　　　　　　　　

表5.POMSの尺度

Tension

Depression

Anger

Vigor

Fatigue

Confusion

緊張

抑慰

怒り

活気

疲労

混乱

　

U-17には情緒不安定な年代のため、豊田一

成滋賀大教授か帯同している。
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ハートレイトモニターによる（2）
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コンディショニング記録

選手育成を医学より考える

表4. POMSの質問項目

記入年月日：平成

　　

年

　　

月

氏

　

名：

ここ一週間の状態について記入して下さい．

………全くそんなことはない

３……………力ヽな･Jそうだ

１

４

わずX】ヽにそうだ

非驚にそうだ

２……………ある程度そうだ

日

L.他人に対して友好的だ

　　　　　　　

0 12 3 4　34．県官しやすい　　　　　　　　　　　　0 12 3 4

2丿侍神的に緊張している

　　　　　　　

0 1 2 3 ■!　3S.孤独だ　　　　　　　　　　　　　　0 12 3 4

3.孫っでいろ

　　　　　　　　　　　　

Ｏ！２３４

　

３６、みじめだ

　　　　　　　　　　　　　　

ｏ！２３４

亀．Ξれ切っている

　　　　　　　　　　

0 12 3 4.　３７、頭が漫乱している　　　　　　　　　　0 12 3 4

5．不幸せな気分だ

　　　　　　　　　　

01234

　

38、怒気だ

　　　　　　　　　　　　　　

0 12 3 4

6．孤がと5えている

　　　　　　　　　　

0 I 2 3 J.　３９．舌い体J゛した　　　　　　　　　　　ｏ！234

7．生き生きしている

　　　　　　　　　

0 12 3 4　40．刀尽きてしまった　　　　　　　　　Ｏ！２３心

S、気持ろが混乱している

　　　　　　　

0 12 3 4　Ｕ．心配百がある　　　　　　　　　　　　0 1 2 3 i

9．ヘマそやったと疼゛゛している

　　　　

0 12 3'!　心2.　　に対して）ツ‘ａｙである　　　　Ｏ！234

10．心が括れ動いていろ

　　　　　　　　

Ｏ！２３４

　

４３．心穏やかだ

　　　　　　　　　　　　　

0 12 3 4

n．勿事に気粟リがしない

　　　　　　　

0 L 2 3 4　４４．ふさぎこんでいる　　　　　　　　　0 12 3 4

!２．人のことでイライラしている

　　　　

0 1 2,3 4　45．郷習ぴな気分だ　　　　　　　　　　　Ｏ！２３Ａ

１３．人に襄切だ

　　　　　　　　　　　　

0 12 3 4　46．無気力で忌けている　　　　　　　　0 12 3 4

14．延しい気分だ

　　　　　　　　　　　

0 12 3 4　47、反抗的だ　　　　　　　　　　　　　0 12 3 4

15. its ゛だ　　　　　　　　　　　　　Ｏ！２３４　４８．巨ふではど｀しようもない　　　　　0 12 3 4

16．持経賀だ

　　　　　　　　　　　　　

0 L 2 3 4　４９．疲労困ぱいしている　　　　　　　　0 12 3 4

0．人にむっつりしていろ

　　　　　　　

0 L 2 3 i　50．うろたえている　　　　　　　　　　　0 12 3 4

L8．気がめいっている

　　　　　　　　　

0 1 2 3 ■!　51．気が充冥している　　　　　　　　　Ｏ！234

19バ隋力的である

　　　　　　　　　　　

ｏ！２３４

　

52. (誰かに）だまされている気がＴる　0 12 3 4

20．あわてふためいている

　　　　　　　

0 12 3 4　53．怒り狂っている　　　　　　　　　　　0 12 3 4

21．矢望している

　　　　　　　　　　　

Ｏ！２３４

　

５４．自４を言昨だと凪う

　　　　　　　　

Ｏ！234

22．ゆったりし瓦気分だ

　　　　　　　　

0 12 3 4　５５．物事を信じやすい　　　　　　　　　Ｏ！234

23. 5分そとりえのない人間だと忌う　　0 12 3 4　56．活気に溢れている　　　　　　　　　0 12 3 4

24．鴛倆､が昆い

　　　　　　　　　　　　

ｏ！２３４

　

５７．

　

りこ）気翁しい

　　　　　　　　　

0 L 2 3 4

2S．忌いやりがある

　　　　　　　　　　

0 12 3 4　58．自分を役たたずだと忌う　　　　　　0 I 2 3 4

26．不安だ

　　　　　　　　　　　　　　　

0 12 3 4　S9　忘れっぽい　　　　　　　　　　　　　Ｏ！234

27. iSちきがない　　　　　　　　　　Ｏ！２３４　６０．、心配ごとがない　　　　　　　　　　0 I 2 3 4

28．物事に某中で言ない

　　　　　　　　

0 12 3 4　S1．大変おびえている　　　　　　　　　0 12 3り

29.畏れている

　　　　　　　　　　　　

0 12 3 4　6Z．罪忌感がある　　　　　　　　　　　　0 1 2 3 J

30. (?iかの）ｆに立っている　　　　　Ｏ！２３４　６３．元気呼応だ　　　　　　　　　　　　　Ｏ！２３ｊ

31. (他人に）悩ま芒れている　　　　　Ｏ！２３４　６４．万:莽に躍信がもてない　　　　　　　　0 L 2 3り

32.やる気乏なくし七いる

　　　　　　　

0 12 3 4　６５．ヘトヘトにくたぴれている　　　　　0 L 2 3 J

33. ia;既している　　　　　　　　　　　　O-l 2 3 4:
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（河野ほか:PharmaMedica Vol. 10, No.4.1992より）
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図8.オーバートレーニングの選手のPOMSのパターン

　　　

（河野ほか:PharmaMedica Vol. 10､No.4.1992より）

Ｖドーピング

　

オリンピックの日本人金メダリスト47人の96

％か薬物汚染を心配している。日本サッカー協

会では1995年Ｊリーグニコスシリーズで24試合

にドーピングテストを施行した。一試合各チー

ム2名で計96人。陽性は1名もいなかった。

高木

スポーツ現場に おける医学的管理

１発育期のサッカー傷害

　

急速な発育に伴って筋・腱障害が起り易い上

にオーバーユースで発育軟骨の病的変化が起

る。骨端線が閉鎖していない年令では骨・軟骨

の変化も起り易い。（表6）

表6.使い過ぎ(over use)による病的変化

　　　

軟部・結合織の炎症

　

腱炎(tendinitis)

　

腱鞘炎(tenosynovitis)

　

筋炎(myositis)

　

関節包炎(capsulit･Ｓ)

　

滑液包炎(bursitis)

　

神経炎(neuritis)

｜骨膜炎(periostitis)

　　　　　

l

ｉ

　　　　　　

骨・軟骨の変化

　　　　　

ｌ

・離断性骨軟骨炎(osteochondr巾s ｏ･ssecans川

　

軟骨下骨折IsuDcnondral fracture)

｜外傷性外骨腫(imp･ngemeni exostosis)

　

疲労骨折(stress fracture)

　

膝蓋軟骨軟化症(chordromalac･ａ patellae) |

　

腰椎分離症は5～6才から成長停止前期までに

発生し、秋本は小・中・高男子2700人を調査

し、運動しない群3％に対し、運動する群では

小学高学年で8％、高校13％に発生をみてい

る。１日平均1時間半以内、週3～5日練習する

小・中学生グループには少ないか、2時間半、

週6・5日以上のグループは約10％に発生する。

練習時間と傷害について酒＃1）は8府県少年団

10,025人のうちケガありか23. 7% (サッカー

30％）であった。ケガのある群の活動日数は毎

日～週3日以上か約66％であった。またケガの

原因は練習しすぎ19％、不注意11％、不明38％

であった。渡會はスポーツ障害は中学生で約10

％高校生で約20％であると述べている。そのう

ちサッカーでは、膝（中22.5%高18.3%)、

足・足関節（中30.8%高35.7%)に障害がみら

れた。1992年日本ユース代表09才以下）でケ

ガを訴えたものは60.8％で、Ｊユース06才以

下）で17.8%であった2）。青木3）は中学～大学
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選手育成を医学より考える

サッカー120名の調査で、下肢の外傷は若手で

は足・足関節とくに捻挫が多く、筋挫傷・断裂

は高校～大学の年代にみられると述べている。

大畠4)は慈恵大スポーツ医学科の３年間の18才

以下の患者1370名で膝の障害か30％、そのうち

オスグッド病は21.8%であったと述べている。

発育期のスポーツ障害はケガの2/3を占めてい

る。日体協スポーツ科学委員会の調査では、中

学校の運動部員の54％、高校63％が障害の経験

ありと述べている。

　

女子の選手には月経不順や疲労骨折が多くみ

られる。環境問題については1995年Ｕ－17ワー

ルドカップが2850mの高所のエクアドルで行わ

れた時に調査を行った。

　

夏季の大会については、平成4年度高校総体

サッカー大会と平成4年度サッカー高校選手権

大会出場選手各24名の血液生化学検査を行い以

下の結論を得た。

1)夏季大会では試合直後のT.P、血清Na,血清浸

　

透圧が冬期に比べ有意に上昇していた。

2)とくに血清Naおよび血清浸透圧はほぼ全例で

　

基準値以上に上昇しており、夏期大会では選

　

手が予想以上の脱水状態にあることがわかっ

　

た。

3)脱水に伴い夏期では、ADB、PRA、Ang n か著

　

明に高値を示し、腎血流量は低下して選手の

　

3/4でCｒ濃度か基準値以上に上昇していた。

4)血中ミオグロビンの上昇、血管内溶血の存在

　

を考えると、夏期サッカー大会では選手かい

　

つ腎不全を併発してもおかしくない状況であ

　

った。

まとめ

はっている。幼年から18才までの選手育成は各

都道府県協会の役割であり、日本のサッカーの

将来もこれにかかっている。
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選手の育成を医学より考えるとき、そのサ

ポートは多岐にわたる。また科学者、栄養士、

トレーナー等と密接な関わりをもつことが大切

である。

　

発育期における大きな外傷・障害は完成期前

に選手生命を絶たれることも起こり得る。現在

日本においては、18才までの選手は全国にちら
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はじめに

スポーツ科学の立場から理想的な競技会を考える

磯

　

川

　

正

　

教1）

　

小・中・高の全国大会のあり方は、サッカー

人口の増加によるサッカー選手の底辺拡大を目

指すことや将来の日本代表につながる優秀な選

手の育成を目指すことなどであろう。従って、

全国大会を実施するにあたっては、すばらしい

環境下で、最高のコンディションで、最高のパ

フォーマンスを発揮できることが望ましい。し

かし、現状の競技会はそのような条件を充分に

クリアしているかというと大変疑問である。特

に、夏の全国大会をはじめとする暑熱環境下で

の競技会は選手育成を阻害する恐れか非常に高

いと思われる。

　

科学研究委員会は全国中学校サッカー大会を

対象に「暑熱下における全国大会におけるサッ

カー選手の生体負担度」について調査研究した

結果、下記に示すとおり、試合環境は最悪であ

り、暑熱環境下における選手の生体負担度が非

常に高いことがわかった。

調査方法

　

調査研究の対象は、各チームの主力選手で連

続して試合に出場する可能性の高い3名とし

た。環境条件は、熱中症予防の指標として用い

られているWBGT (Wet Bulb Globe Tempera-

ture)を大会期間中の５日間測定した。 WBGTは

乾球温度(NDB : Natural Dry Bulb Tempera-

ture)と湿球温度(NWB : Natural Wet Bulb

Temperature)を乾湿計から、黒球温度（GT :

Globe Temperature)は黒球温度計から求め、

次式より算出した。

1)東京都立大学

　　　

WBGT＝0.7NWB十〇｡2GT十〇.lNDB

　

5日間の大会期間中の試合前および試合中の

コンディションは試合毎に問診により調査し、

試合の生体負担度は試合前後の体重差、水分摂

取量、発汗量および体温の上昇度から求めた。

また、試合中のパフォーマンスは1試合の移動

距離から求めた。

結

　

果

　

５日間の調査結果は次のようにまとめられた。

1.最悪の環境

　

WBGTが5日間とも28°Ｃを越え、３日間は運動中

止（日体協：熱中症予防ガイドブックによる）

を示唆する31°Ｃを越えていた（図1）。
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図1.環境条件の経時的変化
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表1.環境条件
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図3.試合中の水分摂取量の経時的変化

3｡パフォーマンスの低下

　

暑熱下では水分摂取量が少ない（特にウォー

ミングアップ時に少ない）選手ほど体温上昇が

大きく、総移動距離も少なくなって、パフォー

マンスの低下か著しかった（図4）。

4.強い疲労度

　

試合前の全身疲労度を調査したところ、平均

WBGT (3球瓦球温度｝!T) 31■i^'　Z8.73

　　　

乾球温度

　　

（で）2S44°31,IB

　　　

－球浬度

　

(■C) Z7.17- 2S.S6

　　　

相対湿度

　

（Ｘ）い舵

　

G2.B5

　　

グランド表面温度[■c) 36.90　3A.Z3

ze.B7
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2S.10
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33 B?
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35.70・

ZB｡Z7・

5C.O0

39.33

３０．ひ4142

33.IG 2.3T

ZSAA 0.93　200

S6.ZZ B.OZ

35.9e乙７５

　　　　　　　　　

０

2｡大きい生体負担度

　

ベスト4に勝ち残ったチームの平均発汗量が

5試合とも2～3リットルで、４リットル近い発汗

量の選手もいた。一方、水分摂取量が充分でな

く、体重減少量も平均lkgを越えていた(図2、

3）
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図2.体重減少量・発汗量の経時的変化
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戦が選手には大きな負担になっていた（図5）。
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以上の結果から、このような環境下での全国

大会は、体力的な負担やパフォーマンスの低下

から考えて、選手育成のためには望ましい大会

ではないと考える。

問題提起

　

スポーツ科学の立場から理想的な競技会を考

えるとき、現在実施されている夏期の全国大会

に対して次のような問題提起をしたい。

1.サッカー選手の育成期にあたる発育期の全国

大会において、健康やパフォーマンスの面から

考えて、WBGTが30°Ｃを越す暑熱環境下での連戦

か続くトーナメント形式による全国大会が本当
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スポーツ科学の立場から理想的な競技会を考える

に必要であるか検討すべきである。

2.暑熱下でやむなく小、中、高の全国大会を開

催する場合、開催地は、気温や湿度などの気候

や芝生のグランドなどの環境を優先的に考える

べきである。

3.成長期の選手であることから、大会の日程

は、疲労を考慮して休息日をいれ、競技は朝と

夕方に実施するといったゆとりのある日程で実

施するべきである。

4.暑熱下の大会では充分な水分摂取が必要であ

るので、小、中の大会では試合中の水分摂取が

もっとできるような試合形式に競技規則の変更

も含めて考えるべきである。例えば、

　

①クォーター制の導入

　

②競技時間の短縮

　

③水分摂取時間の制度化

　

①競技場の大きさおよび選手数の変更

　

⑤交代選手数の緩和

　

⑥その他
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望ましい競技会を指導の立場から考える

　　　　　

勝滓

　　

要1）

1｡選手の健康管理面について

Ｏ)大会日程

　

学校という得意な環境の中で発展してきた日

本のスポーツの歴史から考えれば、児童・生徒

の登校を要しない長期休業中に大会か開催され

てきたことは、当然の結果と言わざるを得な

い。しかも小中高校の各種別全国大会は、健康

管理上、最も条件の悪い猛暑の夏季休業中に集

中してしまう。大会期間は、少年が6日間、中

学校5日間、高校8日間とそれぞれ期間か短いた

め、ノックアウト方式により優勝チームを決め

なければならない。大会を勝ち抜くためには、

技術は勿論だがそれ以上に、連戦に耐える体力

やそれを支える精神力の強化が必須条件となっ

てくる。選手達の連戦の疲労、体力の消耗に、

起因する技術の精度・集中力の低下や怪我や負

傷を防ぐため、可能な限り休養日を設け、選手

の健康管理に十分配慮した大会日程を検討する

必要かある。

(2)チームドクター、トレーナーについて

　

全国大会に出場するチームには、必ずチーム

ドクター、トレーナーの帯同を義務づけ、医、

科学の専門的立場から選手の健康管理の徹底を

図る必要がある。地方の大会においても、ス

ポーツドクターの配置を義務づけ、不測の事態

に備える必要がある。

2｡試合方法について

　

全国大会への出場権を争う試合方法は、各都

道府県に任せられているのか現状である。しか

し、各種別の試合方法の大半は、トーナメント

Ｄ日本サッカー協会指導委員会

によるノックアウト方式である。この試合方法

には、僥幸による偶発的要素や、守備を固めて

ＰＫ方式に持ちこむというような消極的戦法で

も勝利を得ることが可能である。しかし厳しい

試合経験をより多く積みながら、総合的に見て

最も力のあるチームが全国大会の代表権を獲得

できる試合方法の工夫改善を図る必要がある。

　

高校サッカーの総決算として国立競技場を中

心として行われる、全国高等学校サッカー選手

権で過去10年間、5回優勝という実績を持つ静

岡県の代表決定までの試合方式は、次のとおり

である。

(ｱ)第一次トーナメント

　

117校により1～3回戦のトーナメント方式に

より16校を9月中に決定する。

(ｲ)第二次リーグ戦

　

国体終了の1週間、第一次トーナメントによ

り勝ち抜いた16チームを4ブロックに分け、

リーグ戦を行う。

(ｳ)第二次決勝トーナメント

　

第二次リーグの各ブロック上位2校の計8チー

ムにより、決勝トーナメント方式により、代表

を決定する。

　

以上のような試合方式で、過去10年間、東海

大一、清水市商、静岡学園が全国優勝を達成し

ている。全国大会で勝つことより、県内予選で

勝つことの方が困難だと言われている熾烈な試

合方法も県内の高校レベルアップに大きく貢献

しているものと思われる。

3｡指導者について

発育発達段階に応じた適切なトレーニングを

203



｢望ましい競技会を指導の立場から考える｣

とおして技術の追求は、指導者として最も大切

な姿勢である。「自ら課題を見つけ、自ら学

び、自ら考え主体的に判断し行動する力。自ら

を律しつつ、他人と協調し、他人を思いやる心

や感動する心。」など中教審の答申で言われる

までもなく、サッカーの教育哲学として、長い

間指導者が言い続けてきたことである。

　

人間としての基礎、基本を培い、それらの大

きな基盤の上に、優れた選手が育っていくもの

と信じたい。指導者も選手も勝利至上主義、技

術偏重に陥ることのないような指導を目指すべ

きである。

　

そのような視点から検討を重ね、平成7年7月

に、日本サッカー協会が「フェアープレー賞」

の授与を各県協会に要請したことは、非常に意

義のあることである。

　

静岡県サッカー協会は、日本サッカー協会の

減点法による算出基準を生かしつつ、フェアー

プレーの具体的項目に独自の加点基準を作り、

平成7年度より、全国大会につながる各種別の

県内予選大会に、フェアープレー賞を制定して

いる。フェアープレーの精神あふれたゲームを

見たり、ルールの精神を理解しプレーすること

は、サッカーが多くの人達に愛され、生活の中

にスポーツ文化として定着させるためには、何

より必要なものだと考える。

4｡協会の登録制度について

　

Ｊリーグ発足の構想が地域に根ざしたスポー

ツ文化の定着を目指すということから、Ｊリー

グやその他のクラブチームの相次ぐ誕生は、学

校体育中心の考えから社会体育への移行も視野

の中に、入れて考えざるを得ない時代となっ

た。現行のように、Ｊリーグの傘下のジュニ

ア・ユースチームに登録していれば、一生に一

度しかない、中学校、高等学校の晴れの全国大

会に出場の機会は、奪われてしまう。日本サッ

カー協会は、中体連、高体連との登録制度の抜

本的な規約改正を図らなければならない。今後

しばらくは、学校体育と社会体育との共存を図

ることこそ、日本サッカー協会に課せられた大

きな課題であると考える。

　

資料「静岡県サッカー協会フェアープレー

　

賞」について

Ｏ）日本サッカー協会規律・フェアープレー委

　

員会より、指示のあった「フェアープレー賞」

　

についての趣旨、選考基準を最大限に尊重す

　

る。

（2）減点法による日本サッカー協会の選考基準

　

では、フェアープレー賞の本来の精神を徹底

　

するには、不十分であると判断した。

（3）そして別紙のとおり、10項目の加点法によ

　

る静岡県独自の審査を並行して行い、両者を

　

合計し、得点の高いチームを表彰する。

　

静岡県サッカー協会加点方式

①強い意思力、精神力で最後まで全力を尽くし

ているか。

②チームの戦術をよく理解し、互いに協力しあ

って、よいチームプレーが発揮されているか。

③チームの勝利のために、よりよい技術か発揮

されているか。

④よりよい技術、戦術を発揮するために必要な

体力は、十分であったか。

⑤ルールの精神を良く理解し、審判の判定を尊

重し、公正なプレーかされているか。

⑥相手を尊重し、相手が公正でないプレーをし

た時であっても、寛容な精神か保たれている

か。

⑦反則を犯したとき謙虚、素直な態度で、相手

や審判に接しているか。

⑧激しいプレーと危険なプレーをよく理解し、

冷静なプレーができているか。

⑨試合中選手個々か、フェアープレーの精神を

心かけて、プレーしているか。（特に感動的プ

レーには、個人賞を設けて表彰）

⑩指導者、ベンチや応援する生徒、保護者等が

相手チームや審判を尊重し、公正な態度で応援

し、フェアープレーを推進しようとしている

か。
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望ましい競技会を医学の立場から考える
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わが国では、幼稚園児から熟年層まで、種々

の競技会が一年中開催されています。望ましい

競技会とは何かを、特に環境、競技日程、フェ

アープレー競技場について考え、現在どのよう

な問題点があるかとりあげていきたいと思いま

す。

環

　

境

　

わが国の夏は高温・多湿で、この時期に激し

いスポーツ大会を開催することは、選手の健康

管理面で問題があると思われます。

　

日本サッカー協会スポーツ医学委員会では、

人
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炎天下で行われる高校生の夏期サッカー大会の

問題点を検討するため、冬期サッカー大会

を対象として出場選手の血液生化学検査を実施

しました。

対象ならびに方法

　

検査対象大会は、夏期大会として平成4年度

高校総体サッカー大会（於宮崎、8月、試合日

の気温27°Ｃ）、および冬期大会として、平成4年

度サッカー高校選手権大会（於東京、平成5年1

月、試合日の気温8°C）としました。

　

被検選手は夏期・冬期とも準々決勝で敗退し

表1.夏期及び冬期高校サッカー大会出場選手各24名

　　

の試合直後と試合翌朝の血液・生化学検査成績

　　　　　　

．

　　　　　　　　　　

夏

　

期

　

大

　

金

　　　　　　　　　　

冬

　

期

　

大

　

全

　　　　　　　　

夏冬間p vaJue

　　　　　

検査項目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

p value　　　　　　　　　　　　　　p value

　　　　　　　　　　　　　　　

試合直後

　　

試合翌朝

　　　　　　

試合直後

　　　

試合翌朝

　　　　　　

直後

　

翌朝

RBC

　　　　　　　

(xlOVμ/) 501.5±25.7　481.8±29.3　0.0002　492.1±31.9　491.5±30.9　0.83　　0.27　　0.29

Hb

　　　　　

(mg/d/) 15.39±0.86 14.69±0.96 0.0002 15.38±0.86 H.61±1.15 0.52　0.95　0.79

GOT

　　　　　　　　

(IU//) 36.2±5.6　　27.1±4.3　　0.0001　42.0±U.5　38.9±15.2　0.0093　0.077　0.0007

GPT

　　　　　

(IU//) 21.3±6.4　19.8±5.8　0.0002 28.4±8.3　25.4±8.3　0.0002 0.0022 0.0091

LDH

　　　　　　　

(IU/i) 614.2±94.6　460.1±67.5　0.0001　372.^±102.6　485.7±105.8　0.0001　0.0267　0.65

Cr

　　　　　　　　　

(mg/d;) 1.35土0.14　　0.96±0.09　0.0001　1.21 + 0』6-　0.96±0.n　0.0001　0.0023　1

T.P.

　　　　　　　　　

(g/d/) 8.1J±0.41　　7.28±0.39　0.0001　7.60±0.33　　7j6±0.40　0.0001　0.0001　0.29

Na

　　　　　　　　

(mEq//)

　

148.0±2.0

　　

143.2±1.3

　

0.0001

　

139.6±1.6

　

139.3±2.0

　　

0.56

　　

0.0001

　

0.0001

Cl

　　　　　　　　　

･(mEq//) 105.-1±2.6　　104.8±1.9　0.0039　100.9±1.9　102.1±1.5　　0.0028　0.0001　0.000】

Serum Osmolality(mOsm/kgH20)　300.5±4.5　　289.6±4』　　0.0001　292.9±1.2　　289.7±5.3　0.0131　0.0001　0.94

S･Fe

　　　　　　　　

iug/dl)

　

162.1±3-1.2

　　

89.3±39.9

　

0.0001

　

lOO.-l±39.2

　　

69.8±23.2

　

0.0003

　

0.0001

　

0.0437

CPK

　　　　　　　　

aV/t) 621.9±33-1.6　-I-12.7±229.7　0.0001　717.1±551.6　771.3±630.3　0j5　　0.4S　0.0205

myoglobin

　　　　　　

(ng/㎡) 138.3±56.5　　41.9±12.7　0.0001　282.9±127.1　76.0±36.6　0.0001　0.0001　0.000】

ADH

　　　　　　　　

（pg/㎡) S.Sl±6.01　　2.99±2.54　0.0001　6.06±4.57　　3,3土2.4S　0.014】0.0S2　0.67

PRA

　　　　　　

(ng/㎡/hr) 10.86±6.77　　1.25±0.89　0.0001　6.65±3.15　　1･89±0.9C　0.0001　0.0082　0.0210

AngiotensinII　　　　(pg/m/) 230.6±332.9　I7.9±!3.5　0.0036　42.3±45.3　　10.9±7.2　　0.0023　0.0086　0.30
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望ましい競技会を医学の立場から考える

た４チームより、初戦から連続出場し且つ本人

の了解か得られた選手を各チームから6名抽出

して1大会合計24名とし、検体採取は試合直後

および試合翌朝の2回実施しました。

　

倹査眼目は血液生化学検査として血液一般、

ＧＯＴ、ＧＰＴ、ＬＤＨ、血清クレアチニン

　

（Cｒ）、血清総蛋白（T.P.）、電解質、血清浸透

圧、など37項目とし、さらに検尿、体重測定を

行いました。血液生化学検査成績の一部を表－

１に示しました。（表1）

結

　

果

　

試合直後の体重減少は、夏期平均2. 03kgに

対し、冬期平均1. 28kgと当然夏期で脱水が著名

でした。

　

脱水の指標であるT.P.は夏期試合直後平均

8. 14g/'dlと11名(45.8%)の選手が基準値を

こえて上昇していたのに対し、冬期試合直後で

は平均7.60g/dlと1名を除き基準値内の上昇に

とどまっていました。（図Ｄ

H
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賦合直後

　　　

賦合翌朝
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夏期大会

　　　　　　　　

冬期大会

図1.夏期及び冬期大会出場選手の血清総蛋白（T.P.）

　　　

濃度の比較

　

血清ナトリウム濃度(N a)はさらに著明

で、夏期試合直後平均148mEq八と図一2上のご

とくほぼ全例が基準値を逸脱しており、翌朝も

まだ冬期大会に比べ有意な上昇か持続していま

した。

　

血清浸透圧値も夏期試合直後で平均300. 5ra
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図2.夏期及び冬期大会出場選手の血清Na濃度（上段）

　　

並びに血清浸透圧値（下段）の比較

り、冬期の292. 9iiiOsm/kgH2O と比べ有意に

高値で、うち9選手は翌朝も正常域まで回復し

ていませんでした（図一2下）。

　

脱水に伴いＡＤＨ（基準値0.3～3. 5pg/nil)

は夏期試合直後で平均8. 81pg/mlと上昇し、翌

朝においても8例か基準値以上を維持していま
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図3.夏期及び冬期大会出場選手の血中抗利尿ホルモン

　　　

（ADH）濃度（上段）並びに血漿レニン活性（PRA）
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若山,小林.青木,池田.勝又,河野,塩野,関.高木.武井,田中,鍋島,野村,深谷.福林,宮川,森川,森本,山下,大畠

した（図一3上）。（図3）またＰＲＡ（基準値0.3

～2. 9ng/ml/hr)は冬期試合直後の6. 65に対

し、夏期試合直後10.86と有意に高値を示しま

した（図3－3下）。

　

これに伴い腎機能の指標であるCｒは夏期試合

直後で18名（75％）が基準値をこえて上昇し、

平均].35ng/dlに達しだのに対し、冬期では

1.21mg/dlの上昇にとどまりました（図4）。
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図4.夏期及び冬期大会出場選手の血清クレアチニン

　　　　

(C｢｣濃度の比較

　

また血清鉄が夏期試合直後162.4μg/dlと冬

期の100.4μg/dlに比べ有意（ｐ＝0.000Dに

高値を示しました（図一5上）。（図5）
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ＬＤＨも夏期試合直後で平均614.2μ/1と冬

期試合直後の572パμ∩に比べ有意（p＝

0.0267)に高値を示していました。

考

　

察

　

今回検査対象となった夏期サッカー大会では

選手は水分を摂取していたにもかかわらず試合

直後には脱水の指標であるT.P.、血清Na,血清浸

透圧か冬期に比べ有意に上昇していました。特

に血清Na及び血清浸透圧は、ほぼ全例で基準値

以上に上昇しており、夏期大会では選手か予想

以上の脱水状態にあることが示唆されました。

また脱水に伴い夏期ではＡＤＨ、ＰＲＡ、Ang

ｎが著明な高値を示し、腎血流量は低下して選

手の3/4でｃｒ濃度が基準値以上に上昇していま

した。さらに、血中ミオグロビンの上昇、血管

内溶血の存在を考慮すると夏期サッカー大会で

は選手がいつ急性腎不全を併発してもおかしく

ない状況にあるものと考えられました。

　

以上のことから、夏期の高温・多湿下での

サッカー大会は中止すべきと思われます。しか

し無理であればナイターで行うとか、少なくと

も連戦は中止し1～2日間隔て行うとか改善か必

要と思われます。

競技日程

　

少年サッカー大会の問題点をとりあげたいと

思います。ある県で一般的に行われている試合

　　　　

表2.少年サッカー大会競技日程

　　　　　　

八

　　　

Ｂ

　　　

Ｃ

　　　

Ｄ

八

　　　　　　　

１

　　　

３

　　　

Ｓ

JB

　　　　　　　　　　

６

　　　

４

Ｃ

　　　　　　　　　　　　　　

２

Ｄ

試合直後

第１試合

第２試合

第３試合

第４試合

第５試合

第６試合

９

　

９

10

11

12

13

00

50

45

35

30

20

~

~

~

~

~

~

　

9

10

11

12

13

□

45

35

30

20

15

05

賦合翌朝 賦合直後 賦合翌朝

　　　　　　　　

夏期大会

　　　　　　　　　

冬期大会

図5.夏期及び冬期大会出場選手の血清鉄(S. Fe)濃度
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望ましい競技会を医学の立場から考える

形式が表－2の方法です。（表2）試合時間は40

分（20分－5分－20分）で4チームによるリーグ

戦方式です。１日3試合で計120分、試合前のウ

オーミングァップ、試合後のクーリングダウン

等を行いますと1日約3時間のトレーニングにな

ります。

　

日本サッカー協会スポーツ医学委員会では数

年前、発育期のサッカー少年の練習時間と外

傷・障害の関係を調べました。その結果、１日

2時間以上、1週間14時間以上練習している子供

たちに外傷・障害が多くなっていました。１日

2時間以上の練習になりますと、集中力もなく

なり、動作も緩慢になり外傷・障害もおこり易

くなります。そのため、少年サッカーでは1日

2時間以内の練習が望ましいと提言しました。

　

次は食事によるエ末ルギー補給の問題です。

表－2のＤチームのような場合、A. M. 7:00頃軽

い朝食を摂取し第5試合終了後まで水分以外何

も摂取してないということがしばしば起こって

います。筋肉内・肝臓内のグリコーゲンの枯渇

かおこり、スタミナ切れとなり良いプレーかで

きなく、また外傷もおこり易くなります。監

督・コーチの栄養に対する啓蒙が必要となって

います。

　

以上のことから少年サッカー大会において

は、１日1試合にすべきです。もし1日2試合の場

合、食事時間の考慮も必要と思われます。

フェアプレー

　

F I FA及び日本サッカー協会は、数年前よ

りフェアプレー推進のキャンペーンを行ってき

ました。Ｊリーグもすばらしいプレーで観衆を

魅了していますが、勝利を優先するあまりアン

フェアなプレー、悪質な行為も多くなり、それ

がテレビを通じて若年層にも拡がっています。

少年サッカーでも、プレーに直接関係ないボー

ルから離れた所で相手の足を蹴ったり、相手の

エースの腹部に膝蹴りしたり、目にあまる悪質

なプレーもみられるようになりました。試合後

　

“今日は試合に負けたが相手を壊した（怪我を

させた）からいいや”と笑って帰っていくサッ

カー少年をみて愕然としました。少年サッカー

の現場では、サッカーの経験のない父親がコー

チやレフリーをしているのが現状です。少年

サッカーの関係者、つまり監督、コーチ、レフ

リー、両親等の教育を早急に行うことがぜひと

も必要です。特に少年サッカー時代からフェア

プレーの精神を徹底させなければいけません。

フェアプレーなくしてサッカーの発展はありま

せん。

競技場

　

選手と観客、双方にやさしい競技場でなけれ

ばいけません。あるレベル以上の競技会では芝

生のグランドが使用されていますが、それ以外

では土のグランドが主流です。大変すべり易

く、転倒すれば大腿、膝等に大きな擦過傷か生

じます。また、硬い土のグランドでは下肢の負

担も大きく種々の障害もひきおこしやすくなり

ます。風か吹けば砂ぼこりが目に入り、時に

ボールを見失うこともあります。早急に芝生の

グランドの開放と設備の整備が必要です。ま

た、メディカルスタッフのバックアップ体制の

確立も大切です。

　

同時に観客に対してもやさしくなければいけ

ません。先日の全日本高校サッカー選手権大会

決勝戦では、強風、豪雨の中、女子学生がび

しょ濡れになり応援していました。数年前の大

会でも、賞まじりの雨と冷たい風の中、半袖・

半パン姿のチアガールが、試合後半から終了に

かけて寒さのあまり倒れ、次から次へと救急車

で病院へ運ばれました。

　

選手はすばらしい芝生のグランドですばらし

いプレーをし、観客は屋根付きドーム球場で

雨、風、雪、夏の強い直射日光等に影響を受け

ず快適な環境で応援したいものです。
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トレーニングマシーンを選ぶ時、

何を選定基準にしますか？もち

ろんそれは第一にユーザー

にとってのメリットでしょう。

ノーチラスは、長年の経験や

何万箇所にも及ぶ導入施設の意

見をもとに、トレーニングマシー

ンの在り方そのものを見直してき

ました。その結果、ノーチラスマ

シーンの集大成ともいえるノーチ

アツトミナル腹直筋

ラス2ST (Super Smooth Technologyの略）と

そのデラックスシリーズ･NewNext Generationが

誕生したのです。
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これまでのノーチラスマシンの大きな特徴であった

員節に負担をかけず筋肉に効率良く刺激を伝えるた

めの機能であるノーチラス・カム／ノーチラス４本

連結バーのさらなる改善に加え、最近筋カトレーニ

ングヘの取り組みが盛んになってきてしｇ,女性や、

中高齢者層を十分考慮した工夫が加えられています。
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成長したシンデレラボーイを、

世界で見たい。

日本をワクワクさせる､アシックス。

少'i-(/)フロデビューは､鮮烈だった｡94年3月。

開蘇と同時に初陣を初ゴールで飾った彼は、

続く第2､第3､第4節と4試合連続の計5ゴー

ルを決めて日本中の度肝を抜いた｡少年の名

は､城彭こその時未だ18歳､ルーキーエース

ストライカーの誕生である｡しかし､栄光と挫折。

光と陰が織りなすのが人生模様｡順調にスター

街道を走っていた彼を､思わぬアクシデ｀ントが

襲うことになる｡海外遠征で相ＩＤＦのラフプレ

ーに傷ついた右日は､しばらくの間､開くことも許

されず､戦線か如)離脱を余儀なくした｡傷つい

たヒーローに､此問の白は冷たい｡盛り上げる時

の倍の力で､たたくのが常である√確かに､悔

しかったですよ｡でも結果で応えるのがプロだか

ら､｣初々しかった少年､も､今は二1･歳｡胸に日

の丸をつけ､匪界を狙うゴールハンターへと成

長した｡いつも､前へ前へと向かう城に､アシック

スは几気な｢がんばれ｡/日本｡/｣を贈りたい。

●ハードなプレーに､ソフトな履き心地を。

インジェクタークレーマⅢ。

厳選したソフト什llげのステア表革で足なじみ

のよいアッハー。拓体的な縫製でフィット性と

ボールコントロール性能を高めたフィッティング
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